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市長、 １ 市長の12年間の政治姿勢について

所管課長 (1) 任期中、特に印象に残っていることは

(2) 任期中、嬉しかったこと、感激した
260

こと、喜ばしかったことは ～

14 上岡 真一
(3) 任期中、悲しかったこと、残念だっ
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令和７年３月四万十市議会定例会会議録

四万十市告示第14号

令和７年３月四万十市議会定例会を次のとおり招集する。

令和７年２月21日

四万十市長 中 平 正 宏

記

1 期 日 令和７年３月３日

2 場 所 四万十市議会議事堂

令和７年３月四万十市議会定例会会議録（第１日）

令和７年３月３日（月）

■議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

諸般の報告

日程第３ 第１号議案から第33号議案まで

第１号議案 専決処分の承認を求めることについて

（令和６年度四万十市一般会計補正予算（第７号））

第２号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について

第３号議案 令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第４

号）について

第４号議案 令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第６号）について

第５号議案 令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予算（第

３号）について

第６号議案 令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１号）

について

第７号議案 令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第４

号）について

第８号議案 令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算（第１
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号）について

第９号議案 令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）について

第10号議案 令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について

第11号議案 令和７年度四万十市一般会計予算について

第12号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算について

第13号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算について

第14号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算について

第15号議案 令和７年度四万十市と畜場会計予算について

第16号議案 令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算について

第17号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について

第18号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について

第19号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算について

第20号議案 令和７年度四万十市園芸作物価格安定事業会計予算について

第21号議案 令和７年度四万十市水道事業会計予算について

第22号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計予算について

第23号議案 令和７年度四万十市病院事業会計予算について

第24号議案 四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正

する条例

第25号議案 四万十市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

第26号議案 四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例

第27号議案 四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の一部を

改正する条例

第28号議案 四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条例

第29号議案 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例

第30号議案 四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例

第31号議案 四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について

第32号議案 動産の買入れについて

第33号議案 四万十市道路線の廃止について

（議案の上程、提案理由の説明）

日程第４ 所管事項の調査（令和６年12月定例会より継続調査）

（各委員長報告）

日程追加 議員提出議案第１号及び議員提出議案第２号



- 3 -

議員提出議案第１号 四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する

条例の一部を改正する条例

議員提出議案第２号 四万十市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を

改正する条例

■本日の会議に付した事件

日程第１から日程追加まで

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐

13番 谷 田 道 子 14番 山 崎 司 15番 上 岡 正

16番 平 野 正 17番 川 村 一 朗 18番 宮 﨑 努

（なし）欠席議員

出席要求による執行部側出席者職氏名

市 長 中 平 正 宏 副 市 長 田 能 浩 二

総 務 課 長 山 﨑 寿 幸 地震防災課長 遠 近 由 幸

企画広報課長 武 田 安 仁 財 政 課 長 竹 田 哲 也

市民・人権課長 加 用 拓 也 税 務 課 長 山 﨑 行 伸

環境生活課長 山 本 聡 子育て支援課長 中 脇 弘 樹

健康推進課長 竹 本 美 佳 高齢者支援課長 武 内 俊 治

観光商工課長 田 村 典 義 農林水産課長 吉 田 貴 浩

まちづくり課長 佐 川 徳 和 上下水道課長 池 田 哲 也

中 田 智 子 金 子 雅 紀会計管理者兼会計課長 市民病院事務局長

福祉事務所長 渡 辺 和 博 教 育 長 久 保 良 高

学校教育課長 岡 本 寿 明 生涯学習課長 戸 田 裕 介

総合支所長兼 朝比奈 雅 人 稲 田 修西土佐診療所事務局長地域企画課長

産業建設課長 竹 本 志 郎

職務のために議場に出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 原 憲 一 事務局長補佐 岡 村 むつみ

総 務 係 長 土 居 和 博
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午前10時０分 開会

これより令和７年３月四万十市議会定例会を開会いたします。■議長（宮﨑 努）

直ちに本日の会議を開きます。

～～～～～～～～～～～～～～～

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。■議長（宮﨑 努）

会議録署名議員は、会議規則第78条の規定により、議長において川渕誠司議員、鳥谷恵生議

員を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

日程第２、会期の決定を議題といたします。■議長（宮﨑 努）

会期日程について、議会運営委員会でご協議を願っておりますので、その結果について議会

運営委員長の報告を求めます。

山崎 司議会運営委員長。

おはようございます。■議会運営委員長（山崎 司）

議会運営委員長報告を行います。

まず、今期定例会の会期、日程については、２月27日委員会を開催し、協議をいたしました

ので、その結果についてご報告いたします。

会期は、質問者が14名であり、一般質問期間を３日間として、本日から３月21日までの19日

間といたしております。

日程等の詳細につきましては、お手元に配付のとおりでありますので、ご参照賜りたいと思

います。

続いて、所管事項の調査についてご報告いたします。

まず、議員政治倫理条例に基づく事例について協議を行いました。

昨年11月28日の議会運営委員会及び12月２日の全員協議会で協議した議員の言動について、

圧力・ハラスメント等に該当するという執行部からの報告があった件について、疑惑の解明と

その責任を明らかにするために、執行部等に確認の上、その手段や方法等について当該議員か

ら報告書の提出を求めていたもので、12月27日付で報告書の提出がありました。ハラスメント

等に該当する疑惑を持たれた言動について確認をし、当該職員に対して直接謝罪を行ったこと

は確認しましたが、改めて議会として、今回の言動について深く反省を求め、議員であるとい

うことを常に忘れず、今後再び圧力と取られかねないような言動は厳に慎むよう、議長による

厳重注意とすることに決しました。

次に、議会におけるペーパーレス化について協議をいたしました。

これは、４月からの完全ペーパーレス化を控え、議会関係資料の会議システムへの登録場所

と閲覧可能時期の確認、４月からは、原則執行部及び議会事務局からの紙での配付はしないと

いうことと、議員が紙を必要とする場合は、自らがコピーまたは印刷をして対応することを確
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認いたしました。

次に、請願・陳情のオンライン申請について協議を行いました。

議会への請願・陳情について、高知県電子申請システムを利用することで、４月１日からは

オンラインで提出することが可能となることを確認いたしました。

次に、例規等の整備について協議を行いました。

まず、四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一部改正、四万十市議会

の手続に係る四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例施行規程、四万十市議

会における請願書及び陳情書のオンライン提出に関する要綱、四万十市議会の所管に係る文書

管理事務取扱要綱の一部改正については、様々な議会手続のオンライン化が可能となるよう、

それぞれ一部改正と新規制定を行うものです。

次に、四万十市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正、四万十市議会の個人情報の

保護に関する条例施行規程の一部改正については、法令の改正に対応した所要の整備を行うも

のでございます。

次に、四万十市議会傍聴規則の一部改正、四万十市議会委員会傍聴規程の一部改正について

は、表現等を社会情勢に適合させる等の理由から、全国市議会議長会が標準傍聴規則を改正し

た内容を踏まえ、所要の改正をするものでございます。

全会一致で改正及び制定するものと決し、四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関

する条例の一部を改正する条例と四万十市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正す

る条例は、今期定例会に議員提出議案として提出することとしております。

次に、執行部の軽装勤務の通年実施を受けた議会の対応について協議を行いました。

働きやすい職場環境づくりや公務能力の向上を目的として、４月から執行部が軽装勤務を通

年実施することを受けた議会の対応については、６月議会がこれまでどおりのクールビズでの

実施となることから、一旦会派に持ち帰って次回の議会運営委員会で改めて協議することとい

たしました。

なお、その他の所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査にお願いすべき

ものと決しました。

以上のとおりご報告いたします。

以上で議会運営委員長の報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

お諮りいたします。

今期定例会の会期については、議会運営委員長の報告のとおり、本日から３月21日までの

19日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、会期は19日間と決定いたしました。■議長（宮﨑 努）

この際、諸般の報告をいたします。
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令和６年12月定例会以降における議長の事務報告及び議長が決定した議員派遣については、

印刷としてお手元に配付しております。これによりご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～

日程第３、「第１号議案」から「第33号議案」までを一括議題といたし■議長（宮﨑 努）

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

中平市長。

おはようございます。■市長（中平正宏）

本日、議員各位のご出席を賜り、３月の市議会定例会が開会できますことお礼申し上げます。

開会に当たり、私の市政運営に対する所信と予算の概要及び主な事業への取組について申し

述べ、議員各位並びに市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたしたいと思います。

さて、今議会は、私にとりまして政治家として最後の定例会となります。西土佐村議会議員

の時代から数えますと98回目となりました。四万十市長３期目となった令和３年からの４年間

は、これまでの２期８年間の取組を継続しつつ、未来を見据え、たくましい四万十市へ導くべ

く、コロナウイルス感染症防止の徹底と経済活動の再生、生活インフラの整備促進、教育の充

実・少子化対策と子育て支援、健康づくりの推進、産業振興計画の推進、拠点都市機能の充実

及び令和時代を担う人材の育成の７つの政策に重点を置き、決断・実行をもって市政運営に当

たってまいりました。

３期目となる任期が始まった令和３年は、新型コロナウイルス感染症の影響が深刻化する中

でのスタートでした。まずは、市民の皆様の健康と命を守ることを最優先に、ワクチン接種体

制の整備、医療機関との連携・強化、そして感染症防止対策の徹底に取り組んでまいりました。

また、感染症の長期化による地域経済への影響を最小限に抑えるため、事業者支援や生活支

援に注力してまいりました。ただ私が、令和３年５月11日に２次会に行った店で濃厚接触者と

なり、当時の議会議長は陽性となり、議員をはじめ、市民の皆様に大変ご心配をおかけいたし

ました。

本市の地域経済の活性化、また南海トラフ地震や大規模災害時の多様な移動・輸送手段の確

保のためには、基盤となるインフラ整備が不可欠であります。令和６年４月には、四国８の字

ネットワークを形成する宿毛内海道路の宿毛和田から宿毛新港間への予算化が決定したことに

より、四国横断自動車道が全線事業着手となりました。これまで効果的な要望活動を進めてき

たことにより、悲願の早期全線開通の実現に向けて大きく前進したものと考えています。

次に、国道441号については、本年１月に口屋内トンネルが貫通するなど、長年の悲願であ

ります全線開通に向け、整備が進められています。

一方、生活道路の安全対策については、中村小学校区で、県内初となるゾーン30プラスを導
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入し、スムーズ横断歩道の整備をはじめ、特に通学路の安全確保について対策を進めてまいり

ました。

また、治水対策では、相ノ沢川総合内水対策事業、そして入田地区総合内水対策事業を推進

し、現在樋門等が運用開始されるなど、市民の皆様が安全で安心して暮らせる環境整備を国・

県・地域等と連携して行ってまいりました。

インフラ以外の面においても、産業振興計画の推進による農林水産業・商工業・観光業の振

興、教育委員会と連携した取組による学力・運動力のさらなる向上や子育て支援の強化、健康

づくりや高齢者の生活支援など、積極的に取り組むことにより、事業推進が図られたものと感

じています。その中でも特に総合文化センター「しまんとぴあ」については、令和３年度から

建設工事に着手し、令和６年４月29日に無事開館を迎えることができました。開館後は、官民

の主催を問わず、催事に多くの来客を迎え、市民の皆様に多様な文化芸術に触れていただける

機会を創出することができていると感じています。

また、フリースペースでは、小中高校生から成人に至るまで、学習・交流の場として多くの

方々に利用されています。今後も誰もが気軽に利用でき、世代を超えて集え、交流することが

できる施設となるよう運営してまいります。

また、新食肉センターの建設においては、平成29年度から具体的な検討が始まり、長い期間

を要しており、整備に期待される方々には、大変ご心配をおかけしております。このような中

でも、昨年７月に関係者の皆様と整備費負担の枠組みを含めた整備計画について合意に至った

こと、また事業主体となる一般社団法人四万十食肉公社を設立をし、事業の推進体制の構築が

できたことは、大きな前進であると考えていますが、今後の工事の発注・着工に向けては、任

期中に道筋をつけていきたいと考えています。

また、大学誘致については、令和２年度に大学誘致推進室の設置をし、文科省ＯＢを法人の

ほうから市役所のほうに派遣をしていただき、文科省と調査検討をしてまいりました。また、

１年後には、次期学長候補に来ていただき、研修病院の確保、そして教授・講師の確保、全て

できておりましたけれども、残念ながら、学校法人が国に提出していた申請が、長期的に安定

的に学生の確保が難しいということで取り下げたことから、本市としては、再申請による認可

の確実性がないことやまた財政面の問題等もあり誘致を断念いたしました。市から学校法人に

対して交付を行った補助金については、現在損害賠償請求に向けた準備を進めている一方、旧

下田中学校及び旧中医学研究所の有効活用についても、道筋は一定立てることができたもので

はないかなと考えております。国が、地方創生、地方創生という中で、あのような理由で認可

が難しかったということにつきまして、私は大変疑問に堪えません。大変残念であります。

さて、社会情勢に目を向けますと、日本では、少子高齢化の進行とそれに伴う労働力人口の

減少など、社会構造の変化が引き続き大きな課題となっています。2023年の国内の出生数は、

72万7,000人と過去最低を記録し、依然として厳しい状況が続いています。特に地方部の高知
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県や本市では、少子化による人口減少の影響は大きく、昨年度は高知県が全国最下位、また四

万十市でも令和６年度は150人を切り、過去最低となる見通しでございます。その課題の解決

には、移住・定住の推進、雇用の創出などの施策を着実に実行することに加え、ＤＸの推進を

併せて行うことが重要であると思います。次期市長になられる方には、四万十市が持つ可能性

をさらに引き出し、次世代へつなげるまちづくりを進めていただきたいと期待しています。特

に子育て支援や移住・定住促進、外国人材の活用、さらには地域活性化を含む包括的な人口減

少対策を引き続き発展させていただきたいと思います。市民一人一人が、この四万十市に住ん

でよかった、帰ってきてよかったと実感できるような未来を築いていただけることを心より期

待しております。

次に、来年度の予算概要について申し上げます。

まず、令和７年度の当初予算についてですが、５月が市長改選期となりますので、義務的経

費や継続事業を中心とした骨格予算として編成いたしました。ただし、新規の政策的事業で

あっても、令和６年度に高知県が創設した人口減少対策総合交付金を活用し、実施する事業な

ど、年度当初から取組が必要な事業については、市民生活に影響が出ないよう、当初予算で措

置しています。

また、国の補正予算を積極的に活用し、３月補正予算に事業を前倒しして計上することで、

早期着手を図るとともに、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業などと併せて、切れ

目なく市民生活の安全・安心の確保と地域経済の回復を図ることを最優先に事業を厳選し、予

算編成を行いました。

その結果、令和７年度の予算規模は、一般会計で256億7,200万円、特別会計で103億5,800万

円、企業会計で47億8,300万円となり、各会計間の重複を除いた総額は386億円となっています。

一般会計の歳出ですが、人件費は40億5,800万円、扶助費は40億8,600万円、前年度比3.3％

の増、公債費は26億5,600万円、前年度比3.5％の増です。これら３つを合わせた義務的経費は

108億円、前年度比4.3％の増となります。人件費のほうは前年度比5.9％の増となっておりま

す。

投資的経費のうち普通建設事業費は41億4,800万円、前年度比8.1％の減です。これは、骨格

予算の編成に加え、具同保育所移転改築事業や防災行政無線整備、公営住宅の改修工事の減が

主な要因です。

次に、総合計画の６つの柱に沿って主な事業の概要をご説明いたします。

まず、１つ目の柱である「自然と共生した安心で快適なまちづくり」です。

近年、頻発化・激甚化する自然災害への対策として、引き続き緊急自然災害防止対策、河川

緊急しゅんせつの防災インフラ整備を進めるほか、住宅等耐震対策により住宅の耐震化率向上

を図るとともに、事前復興まちづくり計画の策定に着手し、発災時の対応、スムーズな復興・

再建に向けた体制を整えていくことで、ハード及びソフト両面での地震・津波対策を推進いた
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します。

また、急傾斜地やため池の崩壊対策などについても、国・県と歩調を合わせて取り組んでま

いります。

次に、２つ目の柱、「にぎわいと住みやすさのあるまちづくり」です。

都市基盤の整備充実を図るため、国の補助金を積極的に活用し、交通インフラの整備・長寿

命化を図ってまいります。

また、移住対策として、移住推進業務の委託先となるＮＰＯ法人の人員体制強化による支援

の充実を図るほか、民間不動産を対象とした家賃補助及び引っ越し費用補助の拡充など、移住

に対する費用負担軽減を図り、さらなる移住促進に取り組んでまいります。

そのほか、市民の皆様の移動手段として、鉄道経営支援やデマンド交通運行による地域公共

交通の維持・確保に引き続き取り組んでまいります。

３つ目の柱として、「地域資源を生かした産業の力みなぎるまちづくり」です。

各産業分野において産業振興計画に位置づけた施策を展開し、産業の振興・雇用の創出を図

ります。

農業の分野では、引き続きぶしゅかんや栗の産地化・普及促進、集落営農の推進や新規就農

者の研修及び経営支援に取り組むとともに、農業用水路の改修や基盤整備を進めます。

林業では、引き続き市有林整備、市産材利用促進事業、鳥獣被害対策のほか、森林環境譲与

税を財源とした森林経営管理制度事業として、未整備森林の林況調査と森林施業を推進をし、

担い手の育成・確保対策の充実を図るとともに、全国木のまちサミット開催を通じ、木材利用

促進や持続可能な林業推進に取り組んでまいります。

水産業では、引き続き稚アユ放流やアオサノリ漁場整備に対する補助などの内水面漁業の振

興とともに、海面漁業の振興、漁港泊地しゅんせつを実施してまいります。

また、老朽化の著しい食肉センターの建て替えの着手に向け、必要な経費を措置しています。

観光・商工分野では、引き続き商店街等振興計画事業の推進、特産品等の販売促進、観光誘

客と受入れ体制の整備を進めるほか、循環周遊バスをラッピング車両に更新をし、川バスとと

もに運行期間を拡充することで利用者の増加を図り、滞在型観光を推進いたします。

４つ目の柱、「豊かな心と学びを育むまちづくり」です。

国の推進するＧＩＧＡスクール構想において、令和２年度に整備した１人１台端末が、整備

から５年を経過し、更新時期を迎えるため、継続的な教育環境の維持を図るため更新を行うと

ともに、発行から15年以上経過する社会科副読本を更新をし、地域の歴史・文化・産業等を学

ぶことで、ふるさとへの興味や理解を深めるきっかけづくりに取り組むほか、引き続き東山小

学校校舎改築や屋内運動場の長寿命化を実施し、児童の安全・安心な教育環境の充実を図りま

す。

次に、５つ目の柱、「健やかで笑顔のある支えあいのまちづくり」です。
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令和６年度より複雑化・複合化した支援ニーズに対応するための包括的な支援体制として重

層的支援体制整備事業を本格実施していますが、新たに児童福祉と母子保健の機能を併せ持つ

こども家庭センターを設置し、子供及び子育て家庭を支える体制の強化を図るとともに、子供

の養育環境に課題を抱える家庭等に対する支援を実施し、子供の安全と健全育成を図ってまい

ります。

そのほか、健康増進を図る取組として、引き続きあったかふれあいセンター事業や健康・福

祉地域推進などの実施により、地域に根差した支え合いの活動を推進するほか、市民の皆様の

健康増進に関する施策を定めた健康増進計画が、令和７年度末で計画期間が終了することから、

次期計画を策定をし、市民の皆様の健康づくりに取り組んでまいります。

また、少子化対策の一環として特定不妊治療費の助成対象の拡大や治療のための通院に係る

交通費の一部を助成し、治療が受けやすい環境を整えるとともに、小児科体制を維持するため

小児科診療所の開設支援を行い、子供を産み育てやすい環境づくりを推進してまいります。

最後に、６つ目の柱、「協働で築く地域力のあるまちづくり」です。

令和７年度は、本市の最上位計画である総合計画及び総合計画のリーディング施策として位

置づけられている総合戦略の計画期間が終了することから、よりよいまちづくりに向けた次期

総合計画及び総合戦略の策定に取り組みます。

また、４月10日に四万十市制施行20周年を迎えることから、市民の皆様の20周年に対する機

運向上等を目的に、記念式典や記念事業を実施いたします。

そのほか、引き続き地域おこし協力隊や集落支援員の活用による新たな人材の確保と地域力

の向上を図るとともに、先ほど申し上げましたように、移住推進業務の委託先となるＮＰＯ法

人の体制強化や移住者の経済的負担軽減を図りながら、官民協働による効果的な移住対策を推

進をいたします。

また、令和６年度からの外部デジタル人材の活用をはじめ、業務効率化ツールの導入やイノ

ベーションセンター設置など、ＤＸの推進に取り組んでまいります。

次に、歳入ですが、市税は37億4,100万円で、前年度比4.0％の増、地方消費税交付金は９億

3,700万円、前年度比5.3％の増で見込んでいます。地方交付税は84億9,600万円、前年度比

2.5％の増、臨時財政対策債については、発行なしの前年度比皆減で、合わせて前年度比2.1％

の増を見込んでおります。

また、市債は26億7,000万円で、臨時財政対策債を除き前年度比11.5％の減ですが、骨格予

算によるもののほか、具同保育所移転改築の減などによるものであります。

そのほか、ふるさと応援基金から９億8,800万円、地域振興基金から１億4,200万円を活用し、

収支不足を補うため減債基金から６億4,000万円の取崩しを見込んでおります。

続きまして、主な事業等への取組についてご説明いたします。

まず、国道441号の整備についてであります。
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現在、高知県において予算の重点配分にご配慮をいただき、口屋内・中半の両バイパスの整

備が進められています。そして、このたび悲願でありました口屋内トンネルが貫通したことを

記念し、去る１月23日に式典が執り行われました。式典には、発注者である高知県をはじめ、

事業に携わった企業の皆様、また地域住民を含む関係者が集まり、長年の悲願でありました貫

通のお祝いと開通までの安全を祈願いたしました。この場をお借りし、整備にご尽力いただい

ております高知県・事業者の皆様、また地元関係者の皆様に心よりお礼を申し上げます。

国道441号の全線供用は、持続可能なまちづくりを進める本市にとって、新たな発展の基軸

となるとともに、切迫する南海トラフ地震をはじめとする自然災害への備えとして、地域防災

力を高める重要な役割を担います。市としましても、今後も開通した口屋内トンネルはもとよ

り、残るバイパス整備がさらにスピード感を持って進められるよう、全力でサポートしてまい

ります。ご存じのように、この道路は、合併支援道路として、当時強力に進めるという話の中

で合併が進んだ経過がございますけれども、それからもう20年たちました。20年たちまして、

まだいまだに２つのトンネルが残っているということにつきまして、私は大変残念でございま

す。やはり合併支援道路は、これは自民党と約束したわけでもありません。民主党と約束した

わけでもありません。国と約束したわけでありますので、国がしっかりとやはりやっていただ

かないといけなかったのではないかなと、改めて今思うところでもございます。

次に、水道施設整備についてです。

大規模災害時における応急給水について、給水車による給水は、重要な手段の一つです。こ

のたび新たに１台の給水車が納車となり、既存の給水車と合わせ、今年３月より中村・西土佐

の両地区に１台ずつ配置となります。今後も引き続き緊急時に適切な方法で効率的な応急給水

ができるよう取組を進めてまいります。

また、令和６年の能登半島地震で上下水道施設の急所施設や避難所などの重要施設に接続す

る水道・下水道の管路等について、耐震化の重要性が改めて明らかになったことから、国土交

通省より緊急点検や上下水道耐震化計画の策定要請があり、本年１月末に計画を策定をし、２

月末には緊急点検を行いました。今後も引き続き施設の耐震化等を計画的・集中的に推進して

まいります。

施設整備では、基幹管路の地震対策としまして、布設後40年以上経過した主要な管路の耐震

管への布設替えを百笑水源・具同水源の配水区域で順次行っているところであり、引き続き送

水管・配水管の耐震化を進めます。

また、江川﨑地区での水道施設更新については、本年度配水池の整備などを行ったところで、

令和７年度は電気設備の整備を進め、令和８年度から新施設での供給開始を目指します。

そのほかに、緑ヶ丘団地の一部で、緑ヶ丘専用水道として給水を行っています専用水道事業

者より、専用水道の廃止を行いたいとの協議の申出があったことから、専用水道利用者に対し、

市が管理する配水管から給水できる水道管布設の検討及び整備を行い、安全・安心な水道水の
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供給が継続できるよう努めてまいります。

次に、水道料金についてです。

本市の水道事業は、公営企業として運営しており、事業に関する経費については、独立採算

制が原則とされています。このため、経営改善に取り組みつつ黒字経営を行い、資金不足が生

じないよう、適切な水道料金を設定する必要があり、直近では、平成28年度に水道料金を一律

20％の増額する改定を行いました。

しかしながら、近年の物価上昇に伴う資機材の高騰など、維持管理に係る費用の増大や今後

発災が想定される南海トラフ地震等に係る耐震化事業などの対応のため、今後多大な費用が必

要となることが想定をされ、水道事業の経営は、今まで以上に厳しくなっていくことが想定さ

れます。そのことから、民間のノウハウを活用した業務の効率化の検討や水道施設・設備の合

理化など、引き続き経営改善の取組を行っていくとともに、財源確保のための取組として、令

和７年度に水道料金の改定の必要性について検討していきたいと考えます。

今後、水道料金改定の必要性についての検討に当たっては、学識経験者、市民代表等で構成

をする四万十市水道料金審議会で審議していただくなど、広く意見を伺いながら、適切な対応

を図ってまいります。

次に、公共下水事業についてであります。

雨水対策として、近年豪雨災害が激甚化・頻発化し、水害リスクが高まる中で、想定し得る

最大規模の降雨に対する浸水想定区域の公表に向け、内水浸水シミュレーション業務を実施す

る予定です。これにより、公共下水道区域内の潜在的な水害リスクを把握をし、市民の皆様に

周知することで、より効率的な浸水被害の軽減を図ることができます。

また、併せて、八反原排水ポンプ場の耐震解析業務や右山排水ポンプ場の樋門ゲートの更新

工事等を実施をし、ハード・ソフトの両面から雨水対策事業を推進してまいります。

そのほか、中央下水道管理センターの老朽化対策として取り組んでいるストックマネジメン

ト計画による電気設備の更新時期に加え、本年度策定をした上下水道耐震化計画に基づき、施

設の耐震化に向けた解析業務を進め、将来にわたり持続可能な公共下水道施設の機能保全に努

めてまいります。

次に、四万十市ＥＳＧ推進都市宣言についてであります。

ＥＳＧとは、ＳＤＧｓをさらに具体化したもので、環境・社会・ガバナンスについての取組

や成果を評価するという世界基準で広がっている指標でもあります。地方においては、持続発

展性のある地域を実現するための取組指標となります。

地域と産業の活性化を目的とし、全国の自治体で初となる本宣言を行うことで、四万十市の

リブランディング、プロモーションの強化といった効果が期待されるとともに、令和３年に本市

が宣言をしておりますゼロカーボンシティ宣言のさらなる推進につながるものと考えています。

なお、本宣言については、本議会に議案として提出しておりますので、ご審議のほどよろし
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くお願いをいたします。

次に、下田保育所及び下田小学校の高台移転についてです。

昨年10月に行った下田保育所の利用量調査において、令和７年度以降の下田保育所利用者が、

現在よりも減少する見込みが判明したため、両施設の合築による高台移転は、令和７年度の下

田保育所利用者が確定する保育所利用申込みの結果を踏まえ、判断することとしておりました。

その後、昨年末に取りまとめた保育所利用申込みの結果においても、令和７年度以降の下田保

育所の利用が大幅に減少する見込みとなったため、１月20日に政策会議を開催をし、再度高台

移転について協議を行いました。

その結果、下田小学校は、児童数の減少はあるものの、学校の存続は可能であると判断でき

る一方、下田保育所については、今後の児童数の推移を見ると、他の小規模保育所と同様、保

育所への存続へ向けた地元協議に入らなければならない可能性も見えてきたため、これまでの

方針であった旧下田中学校校舎への下田保育所・下田小学校の合築での高台移転は困難であり、

下田小学校のみ高台移転を行うという結論に至ったところであります。今後、庁内プロジェク

トチーム等で情報共有を図りながら、下田小学校の高台移転に向け、準備を進めてまいります。

次に、健診・がん検診についてです。

これまで健診・がん検診の予約は、申込用紙による申込みや電話での予約としていましたが、

本年２月よりオンラインでの24時間予約を開始いたしました。

また、用紙での申込みについても、これまで申込用紙の受け取り場所が、市窓口に限られて

いたものを、新たに市内の郵便局窓口でも受け取り可能といたしました。こうした取組により、

利便性が向上し、健診・がん検診の受診率の向上につながり、健診やがん検診を受けることで、

病気の早期発見・早期治療が可能となり、健康の維持に大きく寄与するものと考えています。

今後もさらに利便性の向上を図り、市民の皆様が健診やがん検診をより積極的に受診できる環

境づくりに努めてまいります。

次に、帯状疱疹ワクチン接種の取組についてです。

帯状疱疹は、水ぼうそうの原因ウイルスが体内で再活性化し、神経に沿って痛みを伴う発疹

が現れる皮膚の病気で、高齢者を中心に発症することが多く、発症後の神経痛などが長期間に

わたり、日常生活に大きな影響を及ぼすことがあります。

しかしながら、これまで帯状疱疹ワクチンの予防接種は、任意接種であったことから、費用

負担が大きく、接種が難しい状況があるなどの課題がありました。そのことから、国において、

本年４月から帯状疱疹ワクチンの予防接種を予防接種法に基づく定期接種の対象とすることが

決定をされ、本市においても、本年４月から定期接種の実施に向けた準備を進めているところ

です。

今後は、制度の周知を図るとともに、市民の皆様が安心して定期接種が受けられるよう、関

係機関と連携をしながら取組を進めてまいります。
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次に、小児科診療所開設支援についてです。

本市における一般小児医療体制については、現在２つの診療所によって支えられております

が、本市はもとより、幡多地域の一般小児医療を長年支えてこられたさたけ小児科が、本年３

月末をもって閉院することとなりました。院長の佐竹幸重先生をはじめ、さたけ小児科の皆様

におかれましては、地域の子供たちとそのご家族に寄り添い、地域医療全般に多大なご尽力を

いただいたことに対し、心より感謝を申し上げます。

この閉院により幡多地域では、受診できる小児医療施設の減少による患者の集中や小児救急

や専門外来を担う幡多けんみん病院への負担増加など、地域全体の小児医療体制が不安定にな

るおそれがあります。こうした状況を打開するため、小児科診療所開設支援補助金を新たに創

設をし、市民病院西棟の空きスペースを活用した施設の整備に対し補助金を交付することで、

開設当時の設備投資の軽減を図り、円滑な診療体制整備への支援を行いたいと考えております。

次に、市民病院の経営状況についてであります。

本年度の決算見込みをご報告いたします。

本年度当初予算の１億1,282万6,000円の赤字に対し、決算見込みでは、２億3,468万6,000円

の赤字見込みとなり、市民病院の経営状況は大変厳しい状況となっております。これは、本年

度当初では、１日平均入院患者数を49人、１日平均外来患者数を172人と見込んでいたものの、

現実的に患者数の拡大が達成できず、実績見込みでは、１日平均入院患者数43人、１日平均外

来患者数152人となり、当初見込みほどの収益の向上を図ることができなかったこと、また費

用面でも人事院勧告により給与の増額改定や物価高騰などによる影響を受けたことにより、経

営状況が悪化したものであります。

このため、病院の本年度末の資金不足を回避するため、今議会に一般会計から３億円の貸付

金をお願いしております。

なお、本年４月には、市民病院を含む幡多地域の６病院において、地域医療連携法人の設立

を予定しております。連携法人では、将来にわたり住み慣れた地域で暮らし続けることができ

るよう、地域における役割や機能の分担を行い、連携強化を図ることで、医療提供体制の維持

確保に努めてまいります。

また、先ほど小児科診療所開設支援事業でも申し上げましたが、市民病院西棟の空きスペー

スを活用した新たな小児診療所の開設に向けた取組を進めてまいります。

市民病院では、これからも収益の向上と費用の削減の両面から経営改善に努めてまいります

が、今回の地域連携法人の設立や小児科診療所の開設の取組を好機と捉え、外来・入院患者の

拡大や収益向上に向けた取組も進め、持続可能な経営を目指し、公立病院として地域の医療を

支える役割を果たせるよう努めてまいります。

次に、こども家庭センターについてです。

地域全体で継続的に子供及び子育て家庭を支える体制を強化することを目的に、本年４月よ
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りこれまで児童福祉部門の拠点であったこども家庭総合支援拠点と母子保健の拠点であった子

育て世代包括支援センターの機能を統合し、一体となって支援を行うこども家庭センターを設

置することといたしました。

こども家庭センターは、これまでのそれぞれの機能を維持した上で、妊娠期から子供が大人

になるまでの間、包括的な相談対応と支援を行うとともに、センターを子育て支援課に置くこ

とで、より分かりやすく、相談しやすい体制を築き、相談者の利便性の向上を図ります。

そして、引き続き支援機関や関係事業者と緊密に連携を行うことで、これまで以上にこど

も・子育て家庭に寄り添った支援を行い、こどもが安心して過ごすことができるよう取り組ん

でまいります。

次に、こども計画の策定です。

本市では、これまで第２期四万十市子ども・子育て支援事業計画を策定をし、子育て支援施

策を推進してまいりましたが、本年度末で計画期間満了を迎えることから、これまでの取組内

容と成果の分析を行うとともに、こども施策の体系を見直した上で、令和７年度からの５年間

を計画期間とする四万十市こども計画を策定しました。

計画の基本理念である「大きく咲かそう、こどもの笑顔」に示すとおり、こどもが夢や目標

を持って幸せに成長ができ、笑顔で生き生きと過ごすことができるよう、家庭・地域・関係機

関とともに、これまで以上にきめ細やかな施策を推進してまいります。

次に、具同保育所の移転改築についてです。

具同保育所については、令和３年度より移転先の決定、用地の取得、そして実施設計等を行

い、令和５年度から改築工事等に着手してまいりました。途中、建築資機材の納品遅れから、

工期延長等もございましたが、本年１月末に新園舎が完成をし、翌２月に引渡し及び園舎の移

転を行いました。現在は、木造で木のぬくもりを感じる新園舎の保育室や遊戯室等で子どもた

ちは元気に過ごしています。

なお、本年２月に旧園舎の解体工事に着手しており、解体後は、引き続き園庭等の整備工事

を行う予定で、それらの施設整備について、令和７年度中に完了する予定としています。今後

も事業の進捗状況に合わせ、保護者・地域の皆様に情報提供を行いながら、地域に愛され、子

どもたちが健やかで過ごすことができる施設となるよう取組を進めてまいります。

次に、中筋保育所の休所についてです。

中筋保育所については、園児数が年々減少しており、少人数による保育を実施してまいりま

した。令和７年度には、全入所児童が７名となり、市として再編を検討する10人を継続的に下

回ることが見込まれ、保護者の皆様と中筋保育所の在り方や集団保育における児童の成長につ

いて話合いを行い、地域の区長をはじめとした方々にお伝えするとともに、最終的な調整を行

い、誠に寂しい思いはありますが、本年度末をもって休所することとなりました。

中筋保育所は、昭和28年に認可された歴史ある保育所で、中筋地区の子どもたちを地域とと
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もに見守ってまいりました。その中筋保育所に感謝の意を込め、保護者の皆様を中心とした休

所式を実施することとしています。子どもたちや地域の方々の心に残る休所式となるよう、保

護者の皆様とともに取り組んでまいります。

なお、本市の市内の各地域において少子化が進んでおり、今後も同様に小規模化が進む保育

所があります。これらの保育所に対しても情報提供を行いながら、保護者の皆様の意見を伺い

つつ、保育所の在り方について検討を進めてまいります。

次に、観光振興についてです。

高知県は、本年度から「極上の田舎、高知。」をコンセプトに、「どっぷり高知旅キャン

ペーン」を展開しており、本市においても四万十川という観光資源を最大限に生かすため、四

万十川沿いを運行する川バスと地域の拠点施設やイベント等の連携を創出をし、観光客の周遊

促進を図ることで、地域の魅力をたっぷり味わっていただくとともに、滞在時間の延長とリ

ピート率の向上につなげる取組を推進してまいります。

また、県では、２年目を迎えるキャンペーンのさらなる機運醸成に向け、連続テレビ小説

「あんぱん」の放送初日となる今年３月31日に、「どっぷり高知旅キャンペーンセカンドシー

ズン」スタートイベントを県東部と西部で行うこととしており、パブリックビューイングなど

のステージイベントに加え、市町村ブースの設置など、キャンペーンのセカンドシーズン開始

を広く周知していくものとなっています。本市としましても、引き続きキャンペーンと連動し

た周遊促進事業に取り組むことで、滞在型観光の推進を図ってまいります。

次に、新食肉センターの整備についてです。

建て替え工事の事業者選定プロポーザルの不調を受けまして、要因の調査をしてまいりまし

たが、概算事業費の見込みと実勢価格に乖離があり、その主な要因としては、サウンディング

調査時からの資材価格の高騰や労務費の上昇等による影響が想定した以上に大きく、それが価

格に反映されたものと推測されます。現在、基本設計を基に実勢価格の調査も行っており、こ

れらの結果を踏まえ、概算事業費を確定をし、予算の増額が必要となれば、高知県や関係市町

村との協議を行い、６月補正に関係予算を計上したいと考えます。これまで申し上げましたと

おり、食肉センターは、高知県の畜産振興、特に豚の拠点として、また隣接する加工事業者を

加えますと、幡多地域から約150人の雇用があり、経済効果の面からも大変重要な役割を担う

施設であり、この事業を進める上では、生産者・関係団体・事業者からのご協力はもとより、

関係自治体の整備費負担についてご理解が必要不可欠となります。このため、任期満了までに

は、高知県や関係市町村への丁寧な説明の下、改めて算出をした概算事業費並びに費用負担に

ついて再度の合意を得るなど、しっかりとした道筋をつけ、この整備の歩みを止めることなく

継承できるよう最後まで精いっぱい努めてまいります。

次に、地域計画についてです。

令和４年５月に、農業経営基盤強化促進法等が改正をされ、従来の人・農地プランが、地域
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での話合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明確にする地域計画として法律に位置づけ

られました。

本市においては、これまで約２年間にわたり各地域で座談会を行い、地域ごとにおおむね

10年後の農地利用の姿を明確化した目標地図を新たに作成するなど、地域の将来像を示した計

画を本年３月末に策定・公表することとしております。

今後は、この地域計画を活用しながら、各地域の農業の実情・課題等を踏まえ、地域の特性

に応じた農業振興策を推進していきたいと考えています。

全国木のまちサミットについてです。

木材利用促進と国産材自給率の向上を加速化させるとともに、持続可能な林業の推進を図る

ことを目的に毎年開催されております全国木のまちサミットが、「市制施行20周年記念事業

第９回全国木のまちサミット2025ｉｎしまんと」として、本年11月７日に総合文化センター

「しまんとぴあ」で開催することとなりました。

昨年10月には、岐阜県東白川村で開催された第８回のサミットに、次回開催地として参加し、

運営方法など、直接見学するとともに、また他自治体とのネットワークの構築など、事前準備

を進めてきたところです。このサミットは、林業振興に係る情報発信及び全国の林業に関する

相互交流等を行うことができる絶好の機会となるものと考えています。サミットが有意義とな

りますよう、関係機関と連携し、取り組んでまいりたいと思います。

次に、しまんと海藻エコイノベーション共創拠点事業についてです。

日本最後の清流四万十川の重要な水産資源のうち、令和元年より収穫量がゼロであった天然

スジアオノリが、５年ぶりに収穫されました。これは、さきに採択された高知大学のしまんと

海藻エコイノベーション共創拠点プロジェクトの一環として、四万十川での海藻の生育状況調

査を行っている過程で、偶然成長した天然スジアオノリが確認されたものです。

今回収穫できた要因については、高知大学で現在調査中ですが、スジアオノリの生態に詳し

い高知大学の平岡教授によりますと、今季はスジアオノリの成長に適した環境が長く続いたた

めではないかということであります。

また、昨年市内事業者が整備した陸上養殖場も現在順調に稼働しており、約３週間のサイク

ルでアオノリが生産されています。本年は、天然物と併せ、四万十市産アオノリが久しぶりに

市場に並ぶことと思います。今後も四万十川の漁業資源の保護、環境の保全、そしてアオノリ

の育成技術の向上に向け、産官学民が一体となって取組を進めていき、本事業を本格化へス

テップアップすることを期待いたします。

次に、特定地域づくり事業協同組合事業についてであります。

特定地域づくり事業協同組合事業は、地域の人口減少に直面している地域において、地域の

産業の担い手を確保するための事業協同組合制度です。この制度は、地域の仕事を組み合わせ

て年間を通じて仕事を創出をし、組合で雇用した職員を事業者に派遣することで、地域の担い
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手を確保することを目的とした事業となっております。

本市においては、まず人口減少・高齢化が著しい西土佐地域での導入を計画しており、この

制度を通じ、地域に担い手を呼び込み、地域の活性化や農林水産業・商工業などの地域産業の

担い手の確保を目指してまいります。

次、第３期四万十市教育振興基本計画の策定であります。

令和２年３月策定の第２期四万十市教育振興基本計画が本年度末に終了することから、本年

２月に教育委員会において、令和７年度から４年間を計画期間とする第３期四万十市教育振興

基本計画が策定されたところであり、この計画の基本理念及び基本目標を本市の教育大綱と位

置づけ、教育行政の推進に取り組んでいくことといたしました。

今後におきましては、本計画の基本理念である「自分の良さや可能性を信じ、未来に向けて、

学び続ける人材の創造」、「多様性を認め合い、他者と協働し、互いを高め合える人材の創

造」、「ふるさとを愛し、広い視野を持って、地域社会に貢献できる人材の創造」の実現に向

け、学校教育並びに社会教育の振興に資する取組を着実に進めてまいります。

次に、ＩＣＴを活用した教育の推進についてです。

文部科学省が掲げるＧＩＧＡスクール構想の推進に伴い、１人１台端末を中心にＩＣＴ機器

やデジタル技術を活用した学習が進んでいます。令和７年度は、ＧＩＧＡスクール構想第２期

に向け、中学校において第１期で導入した１人１台端末の更新を行うこととしております。

また、中学校の教科書改訂に伴い、中学校の全教科において、昨年度の小学校に引き続き、

指導者用のデジタル教科書を導入することとしております。今後も引き続き超スマート社会を

生きる子どもたちの未来を見据え、子どもたち一人一人に合った個別最適な学びにつげるとと

もに、創造性を育む教育ＩＣＴ環境の実現に向け、デジタル技術の効果的な活用を図っていき

たいと考えています。

次に、東山小学校の改築についてです。

現在、校舎の改築工事及び屋内運動場の長寿命化工事を進めており、それぞれ本年10月中旬

を竣工予定としております。竣工後は、10月中に安並運動公園の仮設校舎からの引っ越し作業

を行い、11月より新校舎での教育活動等を開始する予定としており、オープンスペース型の教

室や鉄筋コンクリート造と木造のハイブリッド構造を採用した新校舎の完成により、教育環境

の充実並びに土砂災害に対する安全性の向上が図られるものと考えています。今後も学校施設

に求められる機能・性能を確保するため、計画的に学校施設の長寿命化を図る対策を実施して

まいります。

次に、職場環境の改善についてです。

これまで５月から10月までの間、クールビズの取組の中で職員の軽装に取り組んでまいりま

したが、本年４月からは、職員の働き方に鑑み、一部式典等への出席の場合などを除き、軽装

勤務の通年化を実施いたします。職員が気候に合わせ、快適に働きやすいと感じる服装を自ら



- 19 -

選択できることで、職員個人の価値観の尊重や職場の魅力を高めることにつながるものと考え

ております。

また、職員の名札の表示をフルネームから名字のみに切り替えます。市民の皆様からの信頼

の下に開かれた市政を推進するため、名札の着用を義務づけているところですが、一方で職員

のプライバシーを保護する必要もあるため、フルネームから名字のみの表示といたします。こ

れらの取組により、より働きやすい職場環境づくりを推進をし、職員のストレス軽減や健康増

進、モチベーションの向上を図り、公務能率や行政サービスの向上につながるよう努めてまい

りますので、市民の皆様のご理解をお願いをいたします。

今期定例会にお願いします議案は、専決処分の承認議案で「令和６年度四万十市一般会計補

正予算」についての１件、予算議案で「令和７年度四万十市一般会計予算」など22件、条例議

案で「四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例」など７件、そ

の他の議案として「四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について」などの３件のほか、報告事

項が５件となっております。

提出議案の詳細な内容につきましては、後ほど副市長並びに所管課長のほうよりご説明いた

します。

続いて、田能副市長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうからは議案を順次ご説明させていただきます。■副市長（田能浩二）

これから説明します議案等のページ番号につきましては、それぞれ資料に記載のページ番号

で説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。

なお、「第９号議案」、「第10号議案」、「第21号議案」、「第22号議案」及び「第23号議

案」につきましては、後ほど上下水道課長と市民病院事務局長からご説明申し上げますので、

ご了承ください。

まず、「第１号議案、令和６年度四万十市一般会計補正予算（第７号）」でございます。

これは、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分を行ったもので、同条第３項の規

定によりこれを議会に報告し、承認を求めるものでございます。

１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正でございますが、１億8,440万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を263億8,781万6,000円とするものでございます。

令和６年11月22日に閣議決定された国の総合経済対策において、特に物価高騰等の影響を受

ける住民税非課税世帯に対して、１世帯当たり３万円及び当該世帯に18歳以下の児童がいる世

帯に対して、加算金を児童１人当たり２万円の給付を実施するため補正したものでございます。

なお、当該補正予算は、年度内完了が見込めないため、事業の繰越しをお願いしており、早

期の給付開始に向け事務を進める必要があったことから、令和７年１月24日付で専決処分を

行っております。

次に、「第２号議案、令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）」でございます。
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主に決算見込みによる補正と国の補正予算等により割当てのあった事業などを計上しており

ます。

１ページをお開きください。歳入歳出予算の補正でございますが、２億4,503万4,000円を減

額し、歳入歳出予算の総額を261億4,278万2,000円とするものでございます。

次の繰越明許費の補正、債務負担行為の補正、地方債の補正につきましては、７ページをお

開きください。第２表繰越明許費補正でございますが、金額の変更が５件、追加が15件でござ

います。国の補正予算による事業など、年度内完了が見込めない事業の繰越しをお願いするも

のでございます。

９ページをお開きください。第３表債務負担行為補正でございますが、変更が１件、廃止が

２件、追加が１件でございます。

変更の地域おこし協力隊公用車借り上げに要する経費は、当初予算では３名を新たに配置予

定として、３台分の借り上げに要する経費を見込んでおりましたが、１名の配置、１台の借り

上げとなったことから、借り上げ車両の台数に応じて限度額を見直すものでございます。

廃止の市制施行20周年記念事業（市民提案型事業補助金）に要する経費は、年度内の補助金

の概算払いが不要になったこと、事前復興まちづくり計画策定に要する経費は、国庫補助の内

示が追加要望での内示となり、事業実施時期等変更が生じ、年度内の支出が不要になったため、

当該債務負担行為を廃止するものでございます。

なお、事前復興まちづくり計画策定に要する経費につきましては、令和７年度当初予算で改

めて債務負担行為の設定をお願いしております。

追加の放課後児童クラブ・放課後子ども教室・児童館運営業務に要する経費は、令和５年９

月定例会において当該債務負担行為を設定し、委託契約を締結しているものですが、放課後児

童クラブの利用者増加に伴うクラスの増設や人件費の見直しなど、令和７年度以降の事業内容

に変更が生じ委託料が増額となるため、増額分について債務負担行為を追加するものでござい

ます。

10ページをお開きください。第４表地方債補正でございますが、変更が12件、廃止が１件で、

起債の目的・限度額・起債の方法・利率及び償還の方法は、それぞれ記載のとおりでございま

す。

31ページをお開きください。歳出の主なものからご説明いたします。２款総務費、１項２目

人事管理費の退職手当２億5,166万3,000円の補正は、勧奨退職者分などを補正するものでござ

います。

４目財政管理費の減債基金積立金6,072万8,000円の補正は、国の補正予算に伴い、普通交付

税の追加交付がありましたが、そのうち当該金額を臨時財政対策債の償還費に対する財源とし

て減債基金に積み立てることとされているものでございます。

７目企画費の路線運行バス運営費補助金485万1,000円の補正は、燃料費等物価高騰に伴い増
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額するものでございます。

32ページをお願いします。17目国土調査費の地籍調査１億3,142万8,000円の補正は、国の補

正予算によるもので、主に災害警戒区域などの危険区域の調査を実施いたします。

33ページをお開きください。23目ふるさと納税推進費１億3,836万2,000円の補正は、本年度

の年間寄附額を６億1,000万円から５億円に見直しまして、積立金及びポータルサイト掲載等

の委託料などを減額するものでございます。

35ページをお開きください。３款民生費では、１項１目社会福祉総務費5,859万円の減額、

36ページの３目障害者総合支援費5,453万6,000円の増額、６目老人福祉費2,761万7,000円の減

額、37ページの２項２目母子家庭等福祉費1,267万1,000円の減額、３項生活保護費4,345万

6,000円の減額など、決算見込みによる見直しを行っております。

38ページをお開きください。４款衛生費では、１項３目予防費8,657万4,000円の減額、７目

診療所費1,802万7,000円の増額、39ページの８目環境衛生費2,980万3,000円の減額、２項１目

清掃総務費3,081万3,000円の減額など、決算見込みによる見直しのほか、３項１目病院費では、

市民病院の経営支援のため貸付金３億円を計上しております。

６款農林水産業費、１項２目農業総務費の機能保全計画策定600万円の補正は、国の補正予

算に伴い、農村インフラ施設の長寿命化に係る機能保全計画の策定を行うものでございます。

そのほか、40ページの３目農業振興費では、多面的機能支払など、２項２目林業振興費では、

森林経営管理制度など、決算見込みによる見直しを行っております。

43ページをお願いします。８款土木費、２項２目道路橋梁等維持費2,218万4,000円の補正は、

当初予算では市単独道路整備として実施する予定としておりましたが、予定していた起債の割

当てがなく、緊急自然災害防止対策事業として見直しを行い、補正するもので、併せて繰越し

をお願いしております。

そのほか、１項１目土木総務費など、それぞれの費目において決算見込みによる見直しを

行っております。

46ページをお開きください。９款消防費、１項４目防災費の地震・津波対策3,577万8,000円

の補正は、国の令和６年度補正予算に伴い創設された新しい地方経済生活環境創生交付金を活

用し、避難ルームや折り畳みベッド・多目的トイレカーを整備し、避難所の生活環境改善など

を図るものでございます。事前復興まちづくり計画策定については、債務負担行為補正で申し

上げましたように、事業実施時期等見直しにより減額するもので、令和７年度当初予算で改め

て計上しております。

そのほか、決算見込みによる見直しを行っております。

47ページをお開きください。10款教育費では、決算見込みによる見直しのほか、２項４目学

校建設費では、東山小学校改築及び屋内運動場長寿命化の出来高見込みによる２億4,794万

4,000円の減額、48ページの６項１目保健体育総務費では、宿毛市総合運動公園陸上競技場改
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修補助について、事業主体である宿毛市において、スポーツ振興くじ助成金の活用や入札減な

どがあったため、事業費の見直しを行い、1,344万7,000円の減額を行うものでございます。

49ページをお開きください。11款災害復旧費1,792万7,000円の補正は、昨年の台風10号の影

響により被災した間崎地区津波避難路の復旧を行うものでございます。

16ページにお戻りください。歳入でございます。１款市税及び17ページの２款地方譲与税の

補正は、決算見込みにより見直したもので、３款利子割交付金から20ページの10款地方特例交

付金につきましては、県の決算見込みに基づき補正するものでございます。

11款地方交付税２億1,265万9,000円の補正は、普通交付税の追加交付によるものでございま

す。

27ページをお開きください。19款繰入金でございますが、減債基金から１億4,577万円の取

崩しをお願いしております。

28ページをお願いします。22款市債については、歳出に見合う額を計上しておりますので、

ご参照ください。

続きまして、特別会計補正予算書をお願いします。

２ページをお開きください。「第３号議案、令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定

補正予算（第４号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、6,826万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を40億

2,365万2,000円とするものでございます。

10ページをお開きください。歳出でございます。２款保険給付費7,373万6,000円の追加及び

11ページの８款保健事業費215万7,000円の減額は、決算見込みにより補正するものでございま

す。

８ページからの歳入は、１款国民健康保険税を減額するほか、歳出に見合う県支出金などを

計上しておりますので、ご参照ください。

14ページをお開きください。「第４号議案、令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設

勘定補正予算（第６号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、1,650万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を４億

8,486万8,000円とするものでございます。

次の繰越明許費、地方債の補正につきましては、17ページをお開きください。第２表繰越明

許費でございますが、医師住宅整備に係る設計業務について、令和７年４月の建築基準法改正

を踏まえた設計とするため、年度内完了が見込めないことから事業の繰越しをお願いするもの

でございます。

第３表地方債でございますが、変更が１件で、起債の目的・限度額・起債の方法・利率及び

償還の方法は、それぞれ記載のとおりでございます。

24ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費1,276万9,000円並びに25ページ
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の２款医業費373万3,000円の減額は、決算見込みにより補正するものでございます。

21ページからの歳入は、１款診療収入を決算見込みにより減額するほか、歳出に見合う繰入

金などを計上しておりますので、ご参照ください。

30ページをお開きください。「第５号議案、令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療会計

補正予算（第３号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、122万9,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を71万

1,000円とするものでございます。

37ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費108万3,000円並びに２款医業費

14万6,000円の減額は、決算見込みにより補正するものでございます。

36ページの歳入は、歳出に見合う繰入金を計上しておりますので、ご参照ください。

40ページをお開きください。「第６号議案、令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正

予算（第１号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、276万8,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を992万

円とするものでございます。

次の地方債の補正につきましては、43ページをお開きください。第２表地方債補正でござい

ますが、変更が１件で起債の目的・限度額・起債の方法・利率及び償還の方法は、それぞれ記

載のとおりでございます。

48ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費の駐車場照明改修276万1,000円

の減額は、当初予定していた駐車場照明の改修工事が、入札不調により実施できなくなったた

め減額するもので、当該事業につきましては、令和７年度予算で改めて計上しております。

47ページの歳入は、歳出に見合う繰入金及び市債を計上しておりますので、ご参照ください。

50ページをお開きください。「第７号議案、令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定

補正予算（第４号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、6,207万4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を41億

6,571万6,000円とするものでございます。

56ページからの歳入歳出予算の補正につきましては、保険給付費及び地域支援事業費の決算

見込みにより補正するものでございます。

61ページをお開きください。「第８号議案、令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計

補正予算（第１号）」でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、1,033万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を57万

円とするものでございます。

68ページをお開きください。歳出でございます。１款価格安定費の補正は、補給金の決算見

込みにより補正するものでございます。

67ページの歳入は、歳出に見合う繰入金を計上しておりますので、ご参照ください。
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続きまして、令和７年度一般会計予算書をお願いします。

１ページをお開きください。「第11号議案、令和７年度四万十市一般会計予算」でございま

す。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を256億7,200万円と定めるものでござい

ます。第２条、債務負担行為については第２表債務負担行為、第３条、地方債につきましては

第３表地方債でご説明いたします。一時借入金の借入れの最高額は22億円でございます。また、

歳出予算の流用につきましては、記載のとおりでございます。

９ページをお開きください。第２表債務負担行為でございますが、それぞれ記載しておりま

す事項について期間を定め、限度額の範囲内で債務負担行為を設定するものでございます。

11ページをお開きください。第３表地方債でございます。起債の目的・限度額・起債の方

法・利率及び償還の方法は、それぞれ記載のとおりでございます。

それでは、歳出の主なものをご説明させていただきます。

57ページをお開きください。１款議会費２億7,503万4,000円でございますが、議員活動費及

び職員給与費等の事務局経費でございます。

64ページをお開きください。７目企画費では、本市の総合計画及び総合戦略が令和７年度で

計画期間が終了するため、よりよいまちづくりに向けた次期総合計画及び総合戦略の策定に

1,431万円のほか、効果的な産業振興を図るための産業振興推進総合支援に850万円、集落支援

員に781万8,000円、地域おこし協力隊に1,262万3,000円を計上しております。また、公共交通

の確保については、引き続き鉄道施設安全対策、路線運行バス運営費補助金及び車両購入補助

金、デマンド交通運行などの実施に加え、現行車両よりコンパクトな車両を購入し、道幅の狭

い中山間地域でのデマンド交通の利便性向上を図るためにデマンド交通車両購入416万8,000円

を計上しております。

そのほか、人口減少対策として、特定地域づくり事業協同組合運営支援1,188万2,000円では、

人材派遣を行う協同組合を成立し、地域の仕事を組み合わせて年間を通じた仕事を創出し、マ

ルチワーカーを事業者に派遣することで、働き手・担い手不足の解消を図るとともに、移住希

望者の受入れ推進につなげる。また、移住対策5,536万9,000円では、移住推進業務の委託先で

あるＮＰＯ法人の人員体制を強化し、支援を充実させるとともに、奨学金返還支援の補助金を

創設するほか、民間不動産の利用者を対象とした家賃補助制度や移住者の引っ越し費用の補助

制度を拡充することとしております。

69ページをお開きください。16目情報化推進費では、引き続き国の自治体ＤＸ推進計画にお

けるシステム標準化・共通化への対応を進め、外部人材の活用とともに、効果的なＤＸの推進

として、インターネット環境の仮想化や事務用パソコンを持ち運び可能なノートパソコンに更

新し、業務効率化・ペーパーレス化を促進するため、事務用パソコン更新に6,909万2,000円、

市内事業者に対するセミナーやＤＸ導入による経営改善支援や事業者と学生との交流の場をつ
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くり、産業及び地域の活性化を図るとともに、人材の育成、流出抑制につなげるイノベーショ

ンセンター設置に1,712万9,000円を計上しています。あわせて、イノベーションセンター運営

の補助を行うとともに、将来的には、独立採算で支援を行うアドバイザーとして定住してもら

うことを目的とした地域おこし協力隊の配置に455万6,000円を計上しております。

71ページをお開きください。21目市制施行20周年記念事業費では、本年４月10日に市制施行

20周年を迎えることを記念し実施する式典及び記念事業に係る経費を計上しております。

72ページをお開きください。23目ふるさと納税推進費では、ふるさと応援寄附金について、

来年度の寄附額を６億1,200万円と見込み、寄附をいただいた方々への返礼品等を含め９億

1,132万円を計上しております。

75ページをお開きください。３項１目戸籍住民基本台帳費では、引き続き個人番号カード交

付に854万8,000円、マイナンバーカードを活用し、コンビニ等で住民票及び印鑑証明を取得可

能にするものとして、コンビニ交付458万6,000円のほか、戸籍氏名の振り仮名法改正化対応と

して、振り仮名確認のための通知書作成やシステム改修、通知に対する届出対応などに900万

円、システム標準化・共通化の対応に1,005万4,000円を計上しております。

82ページをお開きください。３款民生費でございますが、１項１目社会福祉総務費では、

あったかふれあいセンターに8,236万9,000円、出会いのきっかけ応援に865万6,000円、生活困

窮者自立支援に1,300万5,000円などを計上しております。

そのほか、引き続き地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制

を構築し、各種事業を実施していくため、重層的支援体制整備に3,523万円を計上しておりま

す。また、物価高騰の影響を受ける市民及び事業者等への支援としまして、障害福祉サービス

事業所等支援12万5,000円、低所得世帯に対する臨時特別給付金給付118万9,000円を計上して

おります。

83ページをお願いします。２目障害者福祉費では、重層的支援体制整備として、障害者相談

支援、基幹相談支援センター、地域活動支援センターの合わせて1,975万1,000円を計上してお

ります。

84ページをお開きください。３目障害者総合支援費では、自立支援費に10億2,657万8,000円、

自立支援医療費に6,042万4,000円、福祉医療費に7,167万5,000円などを計上しております。

86ページをお開きください。５目老人福祉費では、老人ホーム措置費に１億4,088万1,000円

のほか、重層的支援体制整備として、地域包括支援センター運営、地域介護予防活動支援、生

活支援体制整備の合わせて6,616万7,000円を計上しております。

また、物価高騰対策として、介護事業所等の事業継続支援のために130万円を計上しており

ます。

92ページをお開きください。２項１目児童福祉総務費では、ファミリーサポートセンターに

981万円、放課後児童健全育成に１億946万9,000円、乳幼児・児童医療費に１億2,395万円のほ
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か、子供の療育環境に課題を抱える家庭等に対する新たな支援として子育て世帯訪問支援62万

円、不妊治療費等助成につきましては、特定不妊治療費の助成対象の拡大や治療のための通院

に係る交通費の一部を助成することとして682万円を計上しております。

また、重層的支援体制整備として、地域子育て支援センター運営、子育てナビゲーター配置

のほか、子ども及び子育て家庭を支える体制の強化を図るため、家庭相談員、こども家庭セン

ター運営を加え2,366万2,000円を計上しております。

96ページをお開きください。７目児童措置費では、児童手当に５億1,060万円、各保育所等

への給付費など子ども・子育て支援に11億3,432万1,000円を計上しております。

97ページをお願いします。９目児童福祉施設建設費では、具同保育所移転につきまして、外

構工事や園舎移転後の周辺家屋事後調査などに１億6,296万7,000円を計上しております。

99ページをお開きください。３項生活保護費、２目扶助費でございますが、令和６年度の決

算見込みにより、前年度から7,389万4,000円の減額の９億8,994万4,000円を計上しております。

４款衛生費、１項１目保健衛生総務費では、市民の健康増進に関する施策を定めた健康増進

計画が令和７年度末で計画期間が終了することから、次期計画策定に239万4,000円、地域の小

児医療体制を維持するため、小児科診療所の開設費用の一部を助成するものとして、小児科診

療所開設支援に2,000万円を計上しております。

105ページをお開きください。８目環境衛生費では、浄化槽設置整備に3,072万円、住宅用太

陽光発電システム設置整備に1,740万円を計上しております。

また、エネルギー価格等高騰の影響を受ける生活者の支援として、省エネ家電製品等買換え

促進に1,540万8,000円を計上しております。

そのほか、市内に生息する飼い主のいない猫の不妊・去勢手術等に係る費用を助成し、猫の

生息頭数を減らし、地域の生活環境改善を図るため、猫の不妊去勢手術等推進事業費として

404万4,000円を計上しております。

106ページをお開きください。２項１目清掃総務費の幡多広域市町村圏事務組合負担金は、

幡多クリーンセンター長寿命化計画に基づく設備等の改修費用に対する負担分を含め６億

7,629万6,000円を計上しております。

111ページをお開きください。６款農林水産業費、１項３目農業振興費では、レンタルハウ

ス整備に8,580万円、青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、新規就農経営支援

4,298万7,000円、農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、地域の共同活動等

の支援を行う多面的機能支払１億858万9,000円、地域おこし協力隊673万9,000円などを計上し

ております。

112ページをお開きください。４目畜産業費では、食肉センターの老朽化に伴い、高知県や

関係市町村の協力の下、新施設の整備に対する補助及び四万十食肉公社の運営負担として２億

2,400万2,000円を計上しております。
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114ページをお開きください。８目研修等施設運営費の総合営農指導拠点施設地盤沈下対策

は、令和６年度に調査及び対策の検討を行った結果、地盤の安定化を図るため、抑え盛土工を

実施することとし、令和７年度は測量設計、私有地の用地購入費や補償費など705万円を計上

しております。

115ページをお願いします。２項１目林業総務費の全国木のまちサミット開催支援300万円は、

木材利用促進や持続可能な林業推進を図るため、本市での全国木のまちサミット開催を支援す

るものでございます。

116ページをお開きください。２目林業振興費では、森林環境譲与税を財源とし、未整備森

林の林況調査のほか、意向調査後の森林施業を実施するため森林経営管理制度１億3,790万円、

林業の担い手育成・確保対策の充実を図るために林業担い手支援1,320万円を計上しています。

また、引き続き野生鳥獣による農林作物への被害軽減を図るための鳥獣被害対策6,800万

7,000円のほか、新規狩猟者の確保、狩猟技術の向上を図るため、県西部で唯一の公安委員会

指定射撃場における施設の老朽化等に伴う施設整備を高知県、幡多６市町村及び関係団体で補

助するものとして、西部地区射撃場環境整備事業費補助金456万円を計上しております。

117ページをお願いします。３目市有林整備事業費では、引き続き市有林の保育、収入間伐

及び林道改良などを実施するための市有林整備１億3,346万円、緊急自然災害防止対策として、

５目林道維持費では、林道岩間藤ノ川線改良工事に763万4,000円、６目治山施設整備事業費で

は、下方地区の治山対策工事に465万3,000円を計上しております。

118ページの３項２目水産業振興費では、内水面漁業振興対策として、稚アユ放流やアオノ

リ漁場整備に対する補助などに492万6,000円、海面漁業振興対策として、下田漁協所有の冷蔵

庫更新などに対する補助に110万8,000円を計上しております。

119ページをお開きください。４目漁港施設維持費の名鹿漁港泊地しゅんせつ1,000万円は、

名鹿漁港の泊地において経年の漂砂堆積により、船の出入港に支障を来す状況となっているた

め、しゅんせつ工事を行うものでございます。

121ページをお開きください。７款商工費、１項２目商工業振興費では、商店街等振興計画

推進494万1,000円、地域おこし協力隊1,400万9,000円などを計上しております。

そのほか、市内事業者に対する物価高騰対策として、意欲的に新たな市場開拓に取り組むた

めの経費の一部を補助する販路開拓支援に150万円、人口減少対策総合交付金を活用し、仕事

と家庭の両立の推進に取り組む事業者に対しての支援として共働き共育て推進に135万円を計

上しております。

122ページをお願いします。３目観光費では、中村駅から江川﨑駅間を往復する川バス及び

中村駅から佐田沈下橋間を循環する循環周遊バスの運行期間を通年での運行に見直すとともに、

ラッピング車両を購入し、ＰＲ効果や利用者の増を図り、滞在型観光を推進するため、川バ

ス・循環周遊バス運行1,313万5,000円、循環周遊バス車両購入527万7,000円を計上しておりま
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す。

そのほか、観光施設老朽化対策として、四万十いやしの里空調設備更新795万6,000円並びに

床改修813万5,000円などを計上しております。

126ページをお開きください。８款土木費、２項２目道路橋梁等維持費では、道路橋梁等長

寿命化に8,811万1,000円、緊急自然災害防止対策に5,039万9,000円を計上しております。

127ページをお願いします。４目道路新設改良費９億352万3,000円は、引き続き市街地や中

山間地域の道路整備、橋梁やトンネルの長寿命化修繕計画に基づいて実施する道路メンテナン

ス事業に取り組むものでございます。

133ページをお開きください。９款消防費、１項１目常備消防費では、幡多中央消防組合負

担金として６億7,404万1,000円を計上しております。

134ページをお願いします。

４目防災費の住宅等耐震対策１億7,137万円では、引き続き戸別訪問を実施するとともに、

耐震改修補助の補助限度額を引き上げ、住宅の耐震化を推進するほか、老朽住宅除却に

5,000万円、地震・津波対策に1,987万6,000円を計上しております。

そのほか、都市防災推進として、避難所等への飲料水確保のための耐震性貯水槽整備に

1,749万円、「第２号議案」の説明で申し上げましたとおり、実施時期等を見直し、改めて事

前復興まちづくり計画策定に着手し、南海トラフ地震による津波で甚大な被害が想定される地

区においてスムーズな復興・再建に向けたプロセスの検討などを行うため1,441万5,000円を計

上しております。

136ページをお開きください。10款教育費、１項２目事務局費では、語学指導を行う外国青

年招致に3,596万3,000円、スクールソーシャルワーカー活用に896万8,000円、スクールバス運

行に7,823万1,000円などを計上しています。

140ページをお開きください。２項小学校費、２目教育振興費では、普通学級や特別支援学

級において学習の支援や日常生活上の介助が必要な児童への支援として、特別支援教育支援員

配置に8,294万3,000円、学校図書館支援員配置に899万7,000円、教員業務支援員配置に856万

8,000円のほか、地域の歴史・文化・産業等を学ぶことでふるさとへの興味や理解を深める

きっかけづくりとして、発行から15年以上経過しております社会科副読本の記載内容や情報の

更新を図り、デジタル版の副読本を作成するため副読本作成351万4,000円を計上しております。

141ページをお開きください。４目学校建設費では、本年11月の開校に向け、引き続き実施

する東山小学校改築に15億402万9,000円、東山小学校屋内運動場長寿命化に３億260万円を計

上しております。

143ページをお開きください。３項中学校費、２目教育振興費では、小学校費と同様に特別

支援教育支援員配置に3,259万円、学校図書館支援員配置に358万6,000円、教員業務支援員配

置に427万6,000円を計上のほか、国の推進するＧＩＧＡスクール構想において、令和２年度に
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整備した１人１台端末が更新時期を迎えることから、継続的な教育環境の維持のために１人１

台端末更新4,658万5,000円を計上しております。

145ページをお開きください。５項社会教育費、１目社会教育総務費では、放課後の児童の

居場所づくりとして、放課後子ども教室推進に1,872万6,000円などを計上しております。

152ページをお開きください。９目市史編さん費1,275万4,000円は、市の歴史・文化につい

て取りまとめた図書の編さんを行うもので、編さんに係る審議会や委員会等の開催、編さん方

針の決定、専門家による詳細調査などに着手するものでございます。

153ページをお願いします。10目総合文化センター運営費では、総合文化センター「しまん

とぴあ」の管理運営委託料１億4,565万円などを計上しております。

154ページをお開きください。６項保健体育費、１目保健体育総務費では、四万十川ウルト

ラマラソン1,478万7,000円などを計上しております。

156ページをお開きください。３目学校給食費では、スクールミールなかむらみなみの老朽

化に伴う厨房設備の改修費用として3,785万9,000円を計上しております。

157ページをお願いします。11款災害復旧費は２億3,978万3,000円を計上しております。

160ページをお開きください。12款公債費でございますが、前年度から8,970万3,000円の増

額の26億5,567万8,000円となっております。

また、13款予備費は、例年の1,000万円を計上しております。

次に、歳入の主なものについてご説明いたします。

17ページにお戻りください。１款市税は37億4,108万円で、前年度から１億4,528万1,000円

の増額となっております。これは、市民税の国の総合経済対策による定額減税の終了が主な要

因でございます。なお、定額減税に伴う令和６年度の減収額については、地方特例交付金によ

り全額補填されていたため、22ページの10款地方特例交付金につきましては、同規模で減収を

見込んでおります。

19ページの２款地方譲与税から22ページの10款地方特例交付金までにつきましては、それぞ

れ県の年間見込みの通知を基に計上しております。

22ページをお願いします。11款地方交付税は84億9,571万円を見込んで計上しております。

内訳は、普通交付税が74億4,571万円、特別交付税が10億5,000万円でございます。

次に、45ページをお開きください。19款繰入金、１項４目減債基金繰入金でございますが、

６億3,991万円の取崩しを予定しております。

そのほか、23ページの13款分担金及び負担金以下の歳入は、それぞれ歳出に見合う額や年間

見込みにより計上しております。

続きまして、令和７年度特別会計予算書をお願いします。

２ページをお開きください。「第12号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定

予算」でございます。
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歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を40億1,213万7,000円と定めるものでご

ざいます。

一時借入金の借入れ最高額は、４億円でございます。また、歳出予算の流用につきましては、

記載のとおりでございます。

それでは、歳出の主なものからご説明申し上げます。

16ページをお開きください。２款保険給付費29億5,602万7,000円につきましては、令和６年

度の決算見込みを基に計上しております。

18ページをお開きください。３款国民健康保険事業費納付金８億4,526万円は、県から示さ

れた保険給付に必要な納付金について保険税を財源として県に納付するものでございます。

21ページをお開きください。10款諸支出金、２項１目繰出金では、病院事業会計への繰出金

424万5,000円、診療施設勘定への繰出金8,796万5,000円などを計上しております。

10ページにお戻りください。歳入でございます。

１款国民健康保険税以下の歳入につきましては、令和６年度の決算見込みなどを基に、それ

ぞれ歳出に見合う額を計上しておりますので、ご参照ください。

次に、35ページをお開きください。「第13号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計診

療施設勘定予算」でございます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を３億3,093万1,000円と定めるものでご

ざいます。

第２条、地方債につきましては、38ページをお開きください。第２表地方債でございますが、

起債の目的・限度額・起債の方法・利率及び償還の方法は、それぞれ記載のとおりでございま

す。

48ページをお開きください。歳出につきましては、１款総務費以下、西土佐診療所におけま

す職員給与費、管理運営費、研究研修費並びに医薬材料費などの医業費が主なものでございま

す。

なお、大宮出張診療所並びに口屋内出張診療所につきましては、令和７年度は現在の人員体

制を踏まえ、休診予定としており、１項１目一般管理費で施設の維持管理経費等を計上してお

ります。

43ページにお戻りください。歳入でございます。それぞれ歳出に見合う額や年間の見込みに

より計上しております。

67ページをお開きください。「第14号議案、令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算」

でございます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を６億7,531万6,000円と定めるものでご

ざいます。

74ページをお開きください。歳入でございますが、保険料及び一般会計からの繰入金が主な
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ものでございます。

77ページからの歳出は、各申請受付など、窓口業務に係る経費や徴収した保険料などを後期

高齢者医療広域連合へ納付する経費が主なものでございます。

88ページをお開きください。「第15号議案、令和７年度四万十市と畜場会計予算」でござい

ます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を２億9,003万4,000円と定めるものでご

ざいます。

95ページをお開きください。歳入は、１款事業収入が主なもので、令和６年度の決算見込み

などを基に計上しております。

99ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費は２億8,422万7,000円で、職員

給与費や光熱費、施設及び機械器具の修繕費など、食肉センターの運営に要する経費のほか、

四万十食肉公社への出資金など、新食肉センター整備推進に係る経費3,192万8,000円を計上し

ています。

113ページをお開きください。「第16号議案、令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計予

算」でございます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を1,518万4,000円と定めるものでござい

ます。

第２条、地方債につきましては、116ページをお開きください。第２表地方債でございます

が、起債の目的・限度額・起債の方法・利率及び償還の方法は、それぞれ記載のとおりでござ

います。

123ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費では、「第６号議案」の補正

予算でもご説明しましたが、駐車場の照明改修につきまして、積算を見直し計上するほか、卸

売場棟鉄扉更新に99万7,000円、市制施行20周年並びに市場開設50周年を記念したイベントを

開催し、市場の活性化につなげるため100万円を計上しております。

121ページにお戻りください。歳入は、それぞれ歳出に見合うものを計上しております。

128ページをお開きください。「第17号議案、令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予

算」でございます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を８億5,772万1,000円と定めるものでご

ざいます。

138ページをお開きください。歳出でございます。１款諸支出金４億3,078万6,000円は、鉄

道経営助成基金への積立金でございます。

２款鉄道経営助成事業費４億2,693万5,000円は、土佐くろしお鉄道への経営助成金及び貸付

金でございます。

135ページからの歳入は、それぞれ歳出に見合うものを計上しておりますが、本市の負担は
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３款１項一般会計繰入金の5,485万9,000円でございます。

140ページをお開きください。「第18号議案、令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予

算」でございます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を1,706万6,000円と定めるものでござい

ます。

149ページをお開きください。歳出は、介護認定審査会委員報酬など要介護度の審査判定業

務に要する経費が主なものでございますが、認定審査会ＩＣＴ化700万円は、令和６年度当初

予算において、介護認定審査会にタブレット端末を導入し、ペーパーレス化及び事務の効率化

を図るための予算を計上しておりましたが、機器の調達方法等を見直し、令和７年度に改めて

実施することとしたものでございます。令和６年度予算につきましては、12月定例会において

減額補正を行っております。

147ページの歳入は、それぞれ歳出に見合う黒潮町の負担金及び四万十市介護保険会計から

の繰入金などを計上しております。

156ページをお開きください。「第19号議案、令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘

定予算」でございます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を41億5,854万9,000円と定めるものでご

ざいます。

第２条、債務負担行為につきましては、160ページをお開きください。第２表債務負担行為

でございますが、高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に要する経費について、記載してお

ります期間において限度額の範囲内で債務負担行為を設定するものでございます。

171ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費、１項１目一般管理費では、

介護事業者が行う非常用自家発電設備整備への補助として、地域介護・福祉空間整備補助

773万円を計上しております。

173ページをお願いします。２款保険給付費39億2,278万円につきましては、令和６年度の決

算見込みを基に計上しております。

176ページをお願いします。４款地域支援事業費、１項３目一般介護予防事業費の高齢者福

祉計画・介護保険事業計画策定1,159万7,000円は、債務負担行為もお願いしておりますが、四

万十市高齢者福祉計画・第10期介護保険事業計画の策定に当たり、令和７年度は高齢者のニー

ズを把握するため、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を実施するものでございます。

165ページからの１款保険料以下の歳入につきましては、それぞれ歳出に見合う額を計上し

ておりますので、ご参照ください。

次に、191ページをお開きください。「第20号議案、令和７年度四万十市園芸作物価格安定

事業会計予算」でございます。

歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額を57万円と定めるものでございます。
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200ページをお開きください。歳出でございます。歳出は、園芸作物の価格差補給金50万円

が主なもので、令和６年度の決算見込みを基に計上しております。

198ページの歳入は、園芸作物価格安定基金繰入金が主なものでございます。

以上で予算に関する議案の説明は終わらせていただきますが、各会計の末尾に給与費明細書

などを添付しておりますので、ご参照願います。

次に、議案書の25ページをお開きください。「第24号議案、四万十市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例等の一部を改正する条例」でございます。

これは、令和６年の人事院勧告等の趣旨に沿って、一般職員の給料表の改正、扶養手当、通

勤手当などの各種手当、定年前再任用短時間勤務職員の住居手当、特定任期付職員の勤勉手当、

災害応急作業等手当等の支給を行うことについて、関連する８本の条例を一括して所要の改正

を行うものでございます。

次に、39ページをお開きください。「第25号議案、四万十市職員の退職手当に関する条例の

一部を改正する条例」でございます。

これは、雇用保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、就業促進手当の見直し等が行わ

れることから、所要の改正を行うものでございます。

次に、「第26号議案、四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例」

でございます。

これは、令和２年４月施行の条例改正により、それまで市長特認で行っていた未使用地の返

還に伴う永代使用料等の還付について、未使用の場合で許可から１年以内の返還に限って全額

返還することとし、対象者には文書にてその旨通知しておりました。その後、令和３年４月１

日以降に返還された方より、経過措置を知らず、還付があるものと思っていたとの訴えがあり

ました。当時の事務処理を確認したところ、市の事務処理や説明に配慮が欠けていた状況が

あったと判断いたしました。このため、該当者に対して永代使用料等を還付するとともに、長

期間未使用となっている使用地の必要性の再考を促し、墓地を必要とする方が使用できるよう、

令和２年４月１日の前日までに使用許可を受け、現在も未使用の方について、１年間の期間を

設け、使用地を返還する方に永代使用料等の還付を行う措置を再度行うため、所要の改正を行

うものでございます。

次に、「第27号議案、四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の一部を改正す

る条例」でございます。

現在、四万十市消防団は、人口減少・少子高齢化による担い手不足等の理由により、近年欠

員状態が続いております。今後、火災や地震等の非常時等に備えた災害対応能力を維持するた

め、消防団員経験者を対象とし、非常時等の活動にのみ出動する機能別団員制度を導入するた

め、所要の改正を行うものでございます。

次に、「第28号議案、四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条例」でご
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ざいます。

国の通知の一部改正に伴い、地域包括支援センター運営協議会に関する規定を変更する必要

が生じました。現在、当該協議会に関しては、主に条例に規定しておりますが、今後は法律等

の改正に柔軟に対応できるように規則において各種規定を設けることとするため、所要の改正

を行うものでございます。

次に、「第29号議案、四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例」でご

ざいます。

これは、自家用有償運送旅客運送事業の黒尊線について、起点の停留所である旧黒尊事業所

の年間の利用者数は１人から２人となっており、周辺に人家もなく、地域住民の利用もないこ

とから、起点となる停留所を見直すものでございます。また、停留所名及びバスの使用料につ

いて一部見直しを行うため、所要の改正を行うものでございます。

次に、46ページをお開きください。「第30号議案、四万十市地域包括支援センターの職員及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」でございます。

これは、地域包括支援センターの職員確保が困難な状況になった場合に柔軟に対応するため、

地域包括支援センター運営協議会が必要と認める場合は、常勤換算の方法によることが可能と

なるよう介護保険施行規則の改正が行われたことから、所要の改正を行うものでございます。

次に、「第31号議案、四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について」でございます。

四万十市は、本市及び市内企業等の持続的な成長に資するため、環境・社会・管理統制、以

上３つに関する社会的な課題に係る地域の取組について、これまで以上に戦略的かつ強力に推

進し、未来を見据えた持続的成長基盤を整備することを宣言するものでございます。

次に、49ページをお開きください。「第32号議案、動産の買入れについて」でございます。

これは、スクールミールなかむらみなみの厨房機器設備の購入について、予定価格2,000万

円以上の動産の買入れとなるため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。

なお、議案関係参考資料に契約の概要を掲載しておりますので、ご参照いただきたいと思い

ます。

次に、「第33号議案、四万十市道路線の廃止について」でございます。

当該路線は、昭和61年に市道認定しておりますが、区域決定及び供用開始することなく現在

に至っております。今回、市道として認定されたままでは、農道としての補助事業が採択され

ないことから、市道認定を廃止してほしいとの要望が地区からありました。本要望について、

隣接地権者及び耕作者全員の同意が確認できたことから、市道認定を廃止するものでございま

す。

なお、議案関係参考資料に、道路線の概要を掲載しておりますので、ご参照いただきたいと

思います。
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以上で私からの提案理由の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

提案理由の説明途中でありますが、この際、昼食のため午後１時まで休■議長（宮﨑 努）

憩いたします。

午前11時59分 休憩

午後１時０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

続いて、池田上下水道課長。

それでは、私からは「第９号議案」、「第21号議案」及び「第■上下水道課長（池田哲也）

22号議案」についてご説明させていただきます。

まず、「第９号議案、令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）について」ご説

明させていただきます。

主に決算見込みによる補正と国の補正予算による割当てのあった事業を計上しております。

１ページをお開き願います。

第１条、令和６年度四万十市水道事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

るものでございます。

第２条、業務の予定量でございますが、主要な建設改良事業費を記載のとおり補正するもの

でございます。

第３条、収益的収入及び支出のうち支出の補正でございますが、第１款第１項営業費用を

1,981万6,000円減額し、補正後の事業費用を７億4,396万1,000円とするものでございます。減

額理由といたしましては、人件費を資本的支出の事務費として振替するものでございます。

第４条、資本的収入及び支出の補正でございます。まず、収入につきましては、２ページの

資本的支出の増額見合い分として、第１款第１項企業債を２億7,570万円、第１款第５項国庫

支出金を7,075万9,000円とそれぞれ増額し、補正後の資本的収入を12億7,570万5,000円とする

ものでございます。

２ページをお開き願います。支出につきましては、決算見込みによる減額補正及び国より割

当てのあった事業等の増額補正により第１款第１項建設改良費を３億4,645万9,000円増額し、

補正後の資本的支出を15億4,585万4,000円とするものでございます。

第５条、企業債でございますが、限度額を記載のとおり補正するものでございます。

３ページ以降に実施計画、説明書等を添付しておりますので、ご参照いただきたいと思いま

す。

以上で「第９号議案」の説明を終わらせていただきます。

続きまして、「第21号議案、令和７年度四万十市水道事業会計予算について」ご説明させて

いただきます。

お手元の令和７年度四万十市水道事業会計予算書の１ページをお開き願います。
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第１条、令和７年度四万十市水道事業会計の予算は、次に定めるところによるものでござい

ます。

第２条、業務の予定量でございますが、給水戸数１万5,711戸、年間総配水量480万、１日

平均配水量１万3,151を予定しているところでございます。

なお、主な建設改良事業費につきましては、後ほどご説明させていただきます。

次に、第３条、収益的収入及び支出の予定額でございますが、収入は、第１款事業収益７億

6,489万8,000円、支出は、第１款事業費用７億1,821万8,000円を予定し、差引き税込みで

4,668万円の黒字を見込んでおります。

２ページをお開き願います。第４条、資本的収入及び支出の予定額でございますが、収入は、

第１款資本的収入５億2,259万7,000円、支出は、第１款資本的支出７億6,143万7,000円を予定

しており、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億3,884万円は、当年度分消費税

及び地方消費税資本的収支調整額1,917万5,000円、当年度分損益勘定留保資金１億8,720万

7,000円及び減債積立金3,245万8,000円で補填するものでございます。

以上の第３条及び第４条予算の内容は、後ほど予算説明書でご説明させていただきます。

次に、第５条、企業債でございますが、起債の目的・限度額・起債の方法・利率及び償還の

方法は、それぞれ記載のとおりでございますので、ご参照お願いします。

第６条、一時借入金の限度額は、４億円と定めるものでございます。

第７条、予定支出の各項の経費の金額の流用は、あらかじめ項を超えて流用できるものを定

めるものでございます。

３ページをお開き願います。第８条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費

は、職員給与費8,726万3,000円と交際費５万円でございます。

第９条、他会計からの補助金は、水道事業会計への統合前の簡易水道建設改良事業における

企業債支払い利息の補給のため一般会計から補助を受けるもので、178万4,000円でございます。

第10条、利益剰余金の処分でございますが、繰越利益剰余金のうち3,223万8,000円を減債積

立金として積立てするものでございます。

第11条、棚卸資産の購入限度額は、1,200万円と定めるものでございます。

続きまして、予算説明書により主なものをご説明させていただきます。

20ページをお開き願います。第３条予算、収益的収入及び支出についてご説明させていただ

きます。

まず、収入でございますが、第１款事業収益は７億6,489万8,000円で、前年度比1,811万

9,000円の減でございます。そのうち給水収益などの第１項営業収益は５億7,151万円で、前年

度比2,053万8,000円の減でございます。

一般会計からの繰入金、長期前受金戻入れなどの第２項営業外収益は１億9,338万8,000円で、

前年度比241万9,000円の増でございます。
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21ページをお開き願います。支出でございますが、第１款事業費用は７億1,821万8,000円で、

前年度比3,431万9,000円の減でございます。そのうち水道施設維持管理費、減価償却費などの

第１項営業費用は６億3,406万4,000円で、前年度比3,219万8,000円の減でございます。

26ページをお開き願います。企業債の償還利子などの第２項営業外費用は8,215万4,000円で、

前年度比212万1,000円の減でございます。

第４項予備費は、200万円を見込んでおります。

27ページをお開き願います。第４条予算、資本的収入及び支出についてご説明させていただ

きます。

まず、収入でございますが、第１款資本的収入は５億2,259万7,000円で、前年度比４億

664万9,000円の減でございます。

収入の内訳は、第１項企業債３億1,220万円、第３項負担金9,822万6,000円、第４項他会計

出資金8,749万5,000円、第５項国庫支出金1,980万円、第６項県支出金487万6,000円でござい

ます。

28ページをお開き願います。支出でございますが、第１款資本的支出は７億6,143万7,000円

で、前年度比４億3,452万3,000円の減でございます。そのうち第１項建設改良費は３億

8,909万3,000円で、基幹管路布設替え工事、具同新水源整備工事等を予定しているところでご

ざいます。

第２項企業債償還金は３億7,214万4,000円、第３項予備費は20万円を見込んでおります。

以上で「第21号議案」の説明を終わらせていただきます。

続きまして、「第22号議案、令和７年度四万十市下水道事業会計予算について」ご説明させ

ていただきます。

令和７年度四万十市下水道事業会計予算書の１ページをお開き願います。第１条、令和７年

度四万十市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによるものでございます。

第２条、業務の予定量でございますが、水洗化人口8,200人、年間総処理水量92万、１日

平均処理水量2,520を予定しているところでございます。

なお、主要な建設改良事業費につきましては、後ほどご説明させていただきます。

次に、第３条、収益的収入及び支出の予定額でございますが、収入・支出とも６億3,308万

5,000円を予定しているところでございます。

２ページをお開き願います。第４条、資本的収入及び支出の予定額でございますが、収入は

第１款資本的収入６億425万2,000円、支出は第１款資本的支出７億4,566万5,000円を予定して

おり、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億4,141万3,000円は、当年度分消費税

及び地方消費税資本的収支調整額1,119万2,000円、過年度分損益勘定留保資金3,799万円及び

当年度分損益勘定留保資金9,223万1,000円で補填するものでございます。

以上の第３条及び第４条予算の内容は、後ほど予算説明書でご説明させていただきます。
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次に、第５条、債務負担行為でございますが、債務負担行為をすることができる事項・期間

及び限度額につきましては、それぞれ記載のとおりでございますので、ご参照お願いします。

３ページをお開き願います。第６条、企業債でございますが、起債の目的・限度額・起債の

方法・利率及び償還の方法は、それぞれ記載のとおりでございますので、ご参照お願いします。

第７条、一時借入金の限度額は、４億円と定めるものでございます。

第８条、予定支出の各項の経費の金額の流用は、あらかじめ項を超えて流用できるものを定

めるものでございます。

第９条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費は、職員給与費2,107万

4,000円でございます。

続きまして、予算説明書により主なものをご説明させていただきます。

20ページをお開き願います。第３条予算、収益的収入及び支出についてご説明させていただ

きます。

まず、収入でございますが、第１款下水道事業収益は６億3,308万5,000円で、前年度比

2,655万5,000円の増でございます。そのうち下水道使用料などの第１項営業収益は３億

5,067万9,000円で、前年度比4,925万7,000円の増でございます。一般会計からの繰入金、長期

前受金戻入れなどの第２項営業外収益は２億8,240万6,000円で、前年度比2,270万2,000円の減

でございます。

21ページをお開き願います。支出でございますが、第１款下水道事業費用は６億3,308万

5,000円で、前年度比2,655万5,000円の増でございます。そのうち下水道施設維持管理費、減

価償却費などの第１項営業費用は５億7,846万8,000円で、前年度比2,787万1,000円の増でござ

います。

25ページをお開き願います。企業債の償還利子などの第２項営業外費用は5,361万7,000円で、

前年度比131万6,000円の減でございます。第４項予備費は、100万円を見込んでおります。

26ページをお開き願います。第４条予算、資本的収入及び支出についてご説明させていただ

きます。

まず、収入でございますが、第１款資本的収入は６億425万2,000円で、前年度比１億

3,024万3,000円の増でございます。

収入の内訳は、第１項補助金8,175万円、第２項企業債４億4,000万円、第４項他会計負担金

8,233万2,000円、第５項負担金等17万円でございます。

27ページをお開き願います。支出でございますが、第１款資本的支出は７億4,566万5,000円

で、前年度比１億2,141万2,000円の増でございます。そのうち第１項建設改良費は２億

2,821万9,000円で、緑ヶ丘団地汚水枝線工事、右山排水ポンプ場機器更新、ストックマネジメ

ント計画に基づく更新工事などを予定しているところでございます。

28ページをお開き願います。第２項企業債償還金は５億1,734万6,000円、第９項予備費は
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10万円を見込んでおります。

以上で「第22号議案」の説明を終わらせていただきます。

続いて、金子市民病院事務局長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私からは「第10号議案」及び「第23号議案」に■市民病院事務局長（金子雅紀）

つきましてご説明させていただきます。

それではまず、「第10号議案、令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）につい

て」でございます。

令和６年度四万十市病院事業会計補正予算書の１ページをお願いいたします。

第１条は、令和６年度四万十市病院事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よるものでございます。

第２条は、令和６年度四万十市病院事業会計予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定

額を補正するものでございます。

まず、下段の表、支出をご覧ください。１款１項建設改良費の補正は、病棟個室の改修を見

送ったことにより927万3,000円を減額するものでございます。上段の表、収入の１款１項の企

業債の補正額360万円の減額と３項他会計補助金の補正額570万円の減額は、支出の補正に伴う

収入の減額補正でございます。

２項他会計繰入金は、病院の本年度末の資金不足を回避するため、一般会計から３億円の借

入れを行うものでございます。

２ページをお開きください。第３条は、予算第５条に定めた企業債の設備整備事業の限度額

について補正後を300万円と改めるもの、次の第４条は、予算第８条に定めている病院事業運

営のために一般会計等からこの会計へ補助を受ける金額を570万円減額し、4,266万8,000円と

定めるものでございます。

３ページ以降につきましては、予算実施計画、予算説明書、予定キャッシュ・フロー計算書

などを添付しておりますので、ご参照いただきたいと思います。

以上で「第10号議案」の説明を終わります。

続きまして、「第23号議案、令和７年度四万十市病院事業会計予算について」ご説明させて

いただきます。

予算書の１ページをお開き願います。第１条、令和７年度四万十市病院事業会計の予算は、

次に定めるところによるものでございます。

第２条、業務の予定量でございます。(1)病床数は一般病床の55床でございます。(2)年間延

べ患者数は、入院が１万7,885人、外来が病院分３万9,609人、鍼灸分が1,872人、計５万

9,366人でございます。(3)１日平均患者数といたしますと入院患者数は49人、外来患者数は、

病院分が163人、鍼灸分が７人で、計219人を予定しているところでございます。

２ページをお開き願います。第３条、収益的収入及び支出の予定額でございます。収入、第
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１款病院事業収益は14億4,280万1,000円で、前年度当初比5,890万3,000円の減でございます。

そのうち病院の診療収入などの第１項医業収益が12億8,461万3,000円で、前年度当初比で

4,935万1,000円の減となってございます。一般会計からの繰入金などの第２項医業外収益は１

億5,818万8,000円を見込んでおり、前年度当初比で955万2,000円の減でございます。

第２款附帯事業収益は935万9,000円で、内訳は施術収入568万9,000円、その他医業外収入

20万5,000円一般会計からの補助金346万5,000円を計上しているところでございます。病院事

業と附帯事業の収益合計は14億5,216万円でございます。

次に、支出でございます。第１款病院事業費用は16億5,260万4,000円で、前年度当初比

5,235万4,000円の増でございます。内訳は給与費や材料費などの第１項医業費用が16億

3,471万6,000円で、前年度5,060万3,000円の増でございます。企業債の償還利子などの第２項

医業外費用は1,558万8,000円、第３項特別損失30万円、第４項予備費は200万円でございます。

第２款附帯事業費用は935万9,000円でございます。病院事業と附帯事業の費用合計は16億

6,196万3,000円でございます。

次に、３ページの第４条、資本的収入及び支出の予定額の収入でございますが、第１款資本

的収入は１億9,482万4,000円でございます。収入の内訳は、第１項企業債が１億1,910万円、

第２項他会計補助金が275万円、第３項他会計負担金は7,297万4,000円になってるところでご

ざいます。

次に、支出でございます。第１款資本的支出は２億6,312万4,000円でございます。

第１項建設改良費１億6,763万円は、通常の医療機器等の整備更新に伴うものが6,000万円と

人工腎臓装置の更新費用に9,185万円、病棟の療養環境改善改修に1,578万円をそれぞれ見込ん

でいるところでございます。

第２項企業債償還金9,549万4,000円は、企業債償還元金分でございます。

第５条、企業債の起債の目的・限度額・起債の方法・利率及び償還の方法は、それぞれ記載

しているとおりでございます。

４ページをお開き願います。第６条、一時借入金の限度額でございますが、５億円と定める

ものでございます。

第７条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でございますが、職員給与費

９億3,873万円と交際費70万円でございます。

第８条、他会計からの補助金でございますが、これは病院事業運営のために一般会計等から

受け入れる補助金でございまして3,438万6,000円と定めるものでございます。

第９条、棚卸資産購入限度額でございます。これは材料費でございまして、病院分２億

1,102万3,000円でございます。

なお、５ページ以降にそれぞれ明細を添付しておりますので、ご参照いただきたいと思いま

す。
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以上で私からの説明を終わらせていただきます。

以上で提案理由の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

～～～～～～～～～～～～～～～

日程第４、令和６年12月定例会より継続調査の所管事項調査を議題とい■議長（宮﨑 努）

たします。

本件に関し、各常任委員長の報告を求めます。

先に、瀨正明総務常任委員長。

総務常任委員長報告を行います。■総務常任委員長（瀨正明）

令和６年12月定例会において、閉会中の継続調査となっております所管事項調査のため、２

月３日に委員会を開催いたしました。その結果について報告いたします。

まず、住民と議会との懇談会における意見について関係各課から説明を受け、調査を行いま

した。

初めに、地区への交付金について総務課から説明を受け、調査を行いました。

地区活動推進交付金等は、地域自治の推進と自治活動の推進を図ること等を目的として、年

４回に分けて交付している。交付金額は、戸数により一定の影響を受けるが、過疎・辺地地域

には加算を行っている。ここ数年交付金増額の要望はなく、そうした意見が増えてきた際には、

その段階で検討したいと考えているとのことでございました。

次に、大川筋地区におけるヘリポートの整備について地震防災課から説明を受け、調査を行

いました。

これまで豪雨による河川の増水等で勝間沈下橋が水没し、また右岸の市道が通行止めとなり、

勝間川地区が一時孤立することがあったこと、また昨年10月に勝間川地区から、ヘリコプター

離着陸場整備の要望があったことから、現在勝間川・勝間地区にヘリコプターのランデブーポ

イント設置について、消防・地区・地震防災課で調整を行っているとのことでございました。

次に、具同地区における指定避難所への倉庫の増設について地震防災課から説明を受け、調

査を行いました。

指定避難所は、平常時は本来の用途で使用されており、その使用に支障のない空きスペース

等を施設管理者に相談し、災害備蓄品の保管場所として利用している。現在、具同小学校では、

校舎の一部、体育館２階、自主防災組織のプレハブ倉庫に災害備蓄品を保管し、地震発生時に

は、震度５以上で開くキーボックスを設置しており、体育館などが解錠できるようにしている。

今後、備蓄品を備えていく中で、スペースが足りなくなる場合には、コミュニティ助成事業な

ど、地区・自主防災組織を対象とした補助制度等を活用し対応していきたいと考えているとの

ことでございました。

次に、具同地区における指定避難所の非常用給水設備について地震防災課から説明を受け、

調査を行いました。
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具同小学校の耐震性貯水槽は、地下式で、吸水口はマンホールになっており、雨天時等にお

いては、水がたまりやすいものの、貯水槽の水圧があるため、貯水槽内へ雨水が入ることはな

い。給水器具を接続する際に、給水器具の接続口まで水がたまっている場合には、たまった水

をくみ上げてから接続する必要がある。

なお、昨年度具同地区で防災訓練を実施した際に、耐震性貯水槽に給水器具を接続しにくい

との意見があったことを受け、改良工事を実施済みであるとのことでございました。

次に、スフィア基準に基づく指定避難所の居住空間とトイレ環境について地震防災課から説

明を受け、調査を行いました。

スフィア基準は、紛争や災害の被害者が、尊厳ある生活を送ることを目的に定められた基準

である。

まず、避難所の居住空間について、スフィア基準では、１人当たり最低3.5㎡の空間を確保

することとされているが、一部テントでの対応や指定避難所以外の施設と協定を締結するなど

し、当該基準は満たしている。

また、避難所のトイレ環境について、スフィア基準では、20人に一つの割合でトイレを設置

することとされており、避難所施設のトイレと備蓄の簡易トイレ等を併用することで、その基

準を満たしているが、自助の取組として、携帯トイレを個人備蓄で最低３日間分用意してくだ

さいとの呼びかけもしている。

もう一つの基準である男性１に対し、女性３の設置割合とすることについては、例えば学校

が避難所の場合、施設内のトイレの個室に簡易トイレ等を設置することを想定しており、便座

があるトイレは、通常女性用が多いことから、基準を満たすことは可能ではないかと考えてい

る。現在、全ての避難所の洋式トイレの数量を細かく把握していないため、今後避難所台帳の

改定を行いながら、把握したいと考えている。

なお、今後は、スフィア基準を取り入れた国のガイドラインや県の備蓄方針を参考に、改め

て避難所の状況を確認し、優先順位をつけて取り組んでいく。現在、国では、新しい南海トラ

フ巨大地震による被害想定を作成しており、年度内に完了する予定で、これを受け、県が来年

度中に県内の新しい被害想定を出す予定とされているため、それも参考に避難所の環境整備を

進めたいと考えているとの説明がございました。

次に、大学誘致断念に係る諸課題の現時点での進捗状態について企画広報課から説明を受け、

調査を行いました。

返還命令をした補助金については、１月31日時点で返還に至っておらず、今後この補助金と

旧下田中学校改修工事等の費用は包括的に損害賠償請求として取り扱う方針とし、現在顧問弁

護士と協議し、資料整理を行っている。できるだけ早期に損害賠償請求を行うよう進めている

との説明がございました。

委員から、「方針を変更した理由について。」質疑があり、「これまで補助金返還に係る協
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議を先に整理すべきとして進めてきた。また、それとは別に、市が投じた経費等についての損

害賠償請求についても検討することとしていたが、損害賠償請求をするという結論に至った。

損害賠償請求をすることとなれば、補助金協議は調いにくいであろうということで、今後協議

は行わず、包括的に損害賠償請求する形で進める方針とした。」との答弁がございました。

次に、所管事項の報告として、マイカー通勤をしている職員の駐車に係る使用料等について、

総務課から報告を受けました。

駐車場に係る職員の受益者負担の点や行政財産の目的外使用を含めた市有財産の適正管理、

効率的運用を図る必要性を整理し、会計年度任用職員を含む全職員を対象として、令和７年４

月１日から駐車料金を徴収することを考えているとの説明がございました。

次に、令和６年度ふるさと応援寄附金の見込みについて、企画広報課から報告を受けました。

４月から12月までは実績額とし、１月から３月までは昨年と同額とした本年度のふるさと応

援寄附金見込額は約４億9,300万円で、昨年度と比較して約１億円、18％程度減額となる。こ

の見込額の減については、寄附金の募集に要する費用が、寄附金の合計額の５割以下であるこ

ととする国の基準が厳格化されたことにより、その基準に適合させるため、昨年11月から定期

便の返礼割合を引き下げたことで、１件当たりの寄附単価が上がったことが主な要因と考えて

いるとの説明がございました。

次に、ＥＳＧ推進自治区宣言について、企画広報課から報告を受けました。

ＥＳＧとは、まずゼロカーボンへの取組や環境保全等の「環境」、次に労働環境、ワーク・

ライフ・バランスの推進等の「社会」、さらには、コンプライアンス強化、市政の透明性の確

保、市民との信頼関係の構築等の「統治管理」の英語の頭文字を取ったもので、本市では、既

に取り組んでいることがほとんどである。本市のこうした取組を市民等が再認識することによ

る市民への市政への参画促進、市及び市内事業者が、選ばれる自治体、選ばれる事業者になる

こと、また市民が暮らしやすい社会を構築すること、ひいては地域産業の活性化を図り、人口

減少対策にも寄与できるのではないか、こういったことを目的として、ＥＳＧ推進自治区宣言

をすることを考えているとの説明がございました。

次に、下田保育所及び下田小学校の高台移転について、企画広報課から報告を受けました。

まず、下田保育所は、来年度の入所申請は６名で、現時点の想定では、その後さらに減少す

る見込みであることから、今後の保育所の在り方について、地元協議に入らなければならない

可能性が出てきた。

一方、下田小学校については、児童数は減少するが、小学校としては存続可能と現時点では

判断している。このことを踏まえ、１月20日の政策会議において、下田小学校のみ高台移転を

行うことに決定したとの説明がございました。

委員から、「園児が少なくても、一定期間存続するならば、人数が少ないから高台移転しな

いということにはならない。高台移転しないのなら、いつ閉所するかを一緒に示すべき。」と
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の質疑に対し、「１月20日の政策会議では、いつ閉所するかは協議していない。今後は、まず

保護者等に高台移転しないという決定を報告し、次に今後の保育所の在り方を協議していくが、

その協議の中で、保護者等の意見を聞きながら、いろいろと決定していくことになると考えて

いる。」との答弁がございました。

なお、その他の所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査にお願いすべき

ものと決しました。

以上のとおり報告いたします。

以上で総務常任委員長の報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

続いて、山下幸子産業建設常任委員長。

産業建設常任委員長報告を行います。■産業建設常任委員長（山下幸子）

令和６年12月定例会において、閉会中の継続調査となっております所管事項調査のため、２

月19日に委員会を開催しましたので、その結果についてご報告をいたします。

まず、委託型地域おこし協力隊事業の現状と今後について農林水産課から説明を受け、調査

を行いました。

受託者は、公募型プロポーザルにて、令和６年６月５日付で中村市森林組合に決定し、７月

１日付で委託契約を締結した。契約期間を令和７年３月31日までとし、７月12日から受託者の

ホームページ、インスタグラムで募集を開始しており、各種ガイダンスにも出向き、採用活動

を行ってきたが、現状応募がない状況である。令和７年３月７日の募集期限までに応募がなけ

れば、募集を中止することとしているとのことでございました。

委員から、「募集に関して問合せはないものか。」との質疑があり、執行部から、「募集自

体の問合せは特にないが、委託型の事業はあまり事例がないため、他市町村から事業内容の問

合せはある。」との答弁がございました。

また、委員から、募集内容については、主な事業を明確にしたほうがよいとの意見があり、

執行部からは、市としては、森林組合の業務に携わっていただき、スキルアップしていく中で、

林業振興・活性化の活動もしていただこうと考えていた。なお、期限までに応募がなければ、

一旦募集は中止するが、今後については、今回の件を踏まえ、協力隊にこだわらず、林業振

興・活性化に資する取組を検討していきたいとのことでございました。

次に、カヌー館の進捗状況と今後について観光商工課から説明を受け、調査を行いました。

カヌー館においては、四季折々の西土佐地域の魅力や四万十川を体験・体感できる施設とし

て、令和２年にオートキャンプ場を整備した。令和２年から令和４年にかけて、同キャンプ場

の集客数は増加していたが、令和５年は８月に台風や雨が多かったことで集客数が減少し、令

和６年も８月に起こった日向灘を震源とする地震の影響でキャンセルが出たことから、令和５

年の集客と同程度となる見込みである。今後は、リニューアルしたホームページやＳＮＳ等を

活用し、四万十川の魅力発信に取り組むとともに、利用客へのアンケート調査を実施し、施設
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のアップデートやサービス面での取組に反映させることで、利用促進に努めていくとのことで

ございました。

委員から、閑散期となる冬場の料金設定などを検討してみてはどうか等の意見があり、執行

部から、「アンケート調査の結果を分析し、有効な対策を検討していきたい。」との答弁がご

ざいました。

次に、住民と議会との懇談会における意見として、企業誘致について観光商工課から説明を

受け、調査を行いました。

企業誘致の取組としては、補助金等による支援と人材確保に関する支援や誘致企業へのフォ

ローアップを行っている。これまでに２社誘致しており、１社は業務の見直し等により、雇用

人数が減少しているが、もう一社は、安定した雇用人数となっている。今後も高知県との連携

が必須であり、県の施策と連動した本市の取組方針を明確化するとともに、旧校舎等の遊休施

設のオフィスとしての利活用について整理していきたいと考えているとのことでございました。

委員から、「補助対象事業を３つに絞っている理由は。」との質疑があり、執行部から、

「地方でもできる業種を対象としている。」との答弁がございました。

他の委員からは、企業誘致に必要なことを根本的に一から見直す必要があるとの意見が出さ

れ、執行部からは、「戦略が大事と考えており、ハードルは高いが、検討していきたい。」と

の答弁がございました。

次に、所管事項の報告として、四万十川環境保全に向けて設立された新組織の取組状況につ

いて、農林水産課から報告を受けました。

四万十川の河川環境の改善や漁業資源の回復を目的として、令和６年６月、高知県四万十川

流域保全振興委員会の中に、河川環境保全部会が設置された。部会委員は、高知大学の教授や

河川の専門家、漁業関係者等により構成され、事務局のメンバーには、本市も入っている。令

和６年７月30日に、第１回河川環境保全部会を開催し、現状と課題等を共有した。同年12月に

は、四万十川の上流から河口まで現地を視察し、各漁協の組合長より現状等を説明いただいた

とのことでございました。

委員から、「現状と課題について。」質疑があり、執行部から、「治水事業や地球温暖化等

の影響により、河川の水量や河床の低下が起こっている現状があり、それによる漁業の資源の

減少等が課題となっている。」との答弁がございました。

次に、新食肉センター整備に係る進捗状況について、農林水産課から報告を受けました。

昨年11月に実施したプロポーザルの不調の要因分析を行ったが、予算根拠としたサウンディ

ング調査以降の物価高騰等による影響が非常に大きかった。そうした中ではあるが、現段階で

は、予算の範囲内での事業実施を目指して実勢価格の調査を行っている。今後のスケジュール

としては、概算事業費を改めて算出し、予算の増額が必要となれば、３月から４月にかけて高

知県や関係市町村との協議を行い、合意が得られれば、６月議会に予算を計上したいと考えて
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いる。

また、財源としては、新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）の申請を本

年１月に行っており、採択されれば、本市をはじめ、各自治体の費用負担が軽減されることに

なるとのことでございました。

次に、その他の案件として、イノシシの有害鳥獣対策の推進を求める意見書の提出について、

委員間で協議を行いました。

本件については、現状を再度確認し、継続して調査・協議をすることといたしました。

なお、その他の所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査にお願いすべき

ものと決しました。

以上のとおりご報告をいたします。

以上で産業建設常任委員長の報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

続いて、谷田道子教育民生常任委員長。

教育民生常任委員長報告を行います。■教育民生常任委員長（谷田道子）

令和６年12月定例会において、閉会中の継続調査となっております所管事項調査のため、２

月10日に委員会を開催いたしましたので、その結果についてご報告いたします。

まず、所管事項調査として、令和６年度住民と議会との懇談会における意見について所管課

から説明を受け、調査を行いました。

初めに、学童保育の待機状況について子育て支援課から説明を受け、調査を行いました。

令和７年度における学童保育の利用意向調査の結果、東山小学校において26人の利用待機者

が見込まれている。待機児童の解消には、新たな施設整備が必要となり、東山小学校敷地内に

ある旧学童保育所施設の修繕を検討しているが、現在東山小学校の物品置場として使用されて

おり、早期の修繕及び使用開始は困難であるため、待機児童の家庭を中心に保護者の利用ニー

ズを把握し、次年度以降の利用者の見込みを立てて受入れ体制の整備を検討していくとのこと

でございました。

委員から、「市内の小学校における待機状況と学童保育利用の優先順位を判断する基準につ

いて。」質疑があり、執行部から、「利用意向調査から、中村小学校６人、具同小学校16人、

東中筋小学校４人の待機者が見込まれている。学童保育利用の優先順位は、児童の障害の有無、

学年の順で確認を行い、同学年の場合は、独り親世帯か否か、親が留守となる日数、通学距離

といった情報を比較して判断している。」との答弁がございました。

次に、所管事項の報告として、子育て支援課から、四万十市こども計画の策定について報告

を受けました。

今回の計画策定は、子ども・子育て支援事業計画に、法定必須項目である子ども・若者計画、

子どもの貧困対策推進計画、次世代育成支援行動計画を加え、母子保健計画や放課後児童対策

パッケージ行動計画を包含し、子どもに関する施策に一体的に取り組むことを目的に策定され
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ており、現在パブリックコメントを実施している。計画の内容として、基本理念「大きく咲か

そうこどもの笑顔」の下、５つの基本目標を定めたものとなっている。計画の推進に当たり、

各施策に示された事業ごとに評価指標を設定し、年度ごとに実施状況を把握するとともに、関

係各課から連携して取り組んでいくとのことでございました。

委員から、「計画策定に当たって実施した２つのニーズ調査について、子育て世帯への調査

と高校生への調査で回収率に大きな差が生じた要因について。」質疑があり、執行部から、

「回収率が低くなった高校生への調査は、ＳＮＳを活用した周知や近隣の学校への協力依頼を

行ったが、調査票を住民票上の住所に送付する関係上、本市に住民票を残して市外で生活して

いる方の回収率が伸び悩んだ。」との答弁がございました。

次に、子育て支援課から、下田保育所の今後について報告を受けました。

下田保育所の利用量調査を行った結果、令和７年度が７人、令和８年度が６人、令和９年度

が３人となった。その後、令和７年度の利用申込結果が、利用量調査を下回る６人となり、将

来的な小規模化が見込まれるものとして、１月20日に行われた政策会議において、下田保育所

は、旧下田中学校の利活用に係る高台移転の対象から外れることとなった。今後は、令和７年

度に保護者が集まる場で、保育所の今後の在り方について話し合う予定であるとのことでござ

いました。

委員から、「下田地域には、保育所を利用する世代の子供が約30人いると認識しているが、

保育時間延長等の取組を行わないまま閉所することは納得できない。」との質疑があり、執行

部から、「現時点で休所・閉所を決定しているわけではなく、これから保護者や地区を交えて

検討していく。まずは、２月17日に地区のＰＴＡと話合いの場を設ける予定であり、新年度も

話合いの場を設けていく。」との答弁がございました。

次に、環境生活課から、家庭から出る廃食用油の回収について報告を受けました。

家庭から出る廃食用油を回収し、ＳＡＦの原材料として活用する取組に、高知県内の自治体

として初めて挑戦するため、市役所本庁舎及び西土佐総合支所に回収用容器を設置した。回収

された油は、回収業者によって買い取られ、費用対効果の面でもメリットがある。今後は、市

内の量販店に対し、店舗への回収ボックス設置の協力を依頼していくほか、使用済みの懐炉や

使い捨てコンタクトレンズの空のケースの回収にも取り組んでいくとのことでございました。

委員からは、回収用容器に投入可能な油種の周知等に関する意見がありました。

次に、西土佐診療所事務局から、出張診療所の休診について報告を受けました。

西土佐診療所においては、医師２名が勤務しているが、うち１名が病気の治療等により、安

定した診療体制を組むことができない状況であり、大宮・口屋内・奥屋内の出張診療所を休診

し、毎週火曜日と水曜日に西土佐診療所までバスで送迎を行っている。休診については、西土

佐地域での放送、各出張診療所への貼り紙、回覧文書等で周知を行っているとのことでござい

ました。
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次に、健康推進課から、小児科の開業支援について報告を受けました。

市内の小児科診療所の一つが、令和７年３月末をもって閉院の意向を示しており、小児科診

療所の減少が見込まれていたが、このたび市内で新たに小児科診療所の開業を検討している医

師と面談し、四万十市立市民病院西棟１階の利活用と建物の改修及び建設工事費用と償却資産

購入費用への補助を行うこととなった。今回の開業支援により、市内の小児医療の維持と地域

の小児科センター機能を担う幡多けんみん病院の負担軽減といった効果を見込んでいるとのこ

とでございました。

委員から、「市民病院西棟の利活用に関する賃借料について。」質疑があり、執行部からは、

「西棟１階と駐車場について賃借料が発生する見込みであり、隣接する市民病院の利用促進に

もつなげていきたい。」との答弁がございました。

その他委員から、子育て世代への開業時期のアナウンスや医師会や他の小児科診療所への情

報共有について意見がございました。

次に、市民病院事務局から、市民病院の経営状況について報告を受けました。

12月末までの実績から推計した入院患者数と外来患者数は、令和４年度からほぼ同等の数で

推移しており、救急車患者数は413人、手術室利用件数は261件と見込まれており、それぞれ幡

多地域の病院で３番目に相当する数となっている。令和６年度の決算見込みは、純損益で２億

3,000万円余りの赤字であり、令和７年度も２億円を超える赤字が見込まれる厳しい状況であ

る。今後の幡多地域の人口の推移として、2030年から2035年頃まで後期高齢者人口の増加が続

き、若年層については、一貫して減少していくことが見込まれており、医療需要については、

入院患者・外来患者ともに2035年頃までに後期高齢者の需要が多く見込まれているが、前期高

齢者や若年層の需要減少により、全世代を合計した需要は減少していくと見込まれている。今

後の資金繰りの見込みとして、令和５年度に借り入れた２億円を返済したが、令和６年７月と

12月にそれぞれ１億円の一時借入れを行っており、２月下旬または３月初旬頃に運転資金とし

て5,000万円の借入れが必要となる可能性がある。厳しい資金繰りを受けて、３月補正予算に

おいて一般会計から長期借入れをお願いしたいと考えている。

経営改善に向けた取組として、院内での各種取組を続けていくと同時に、令和７年度当初に

設立される地域医療連携法人において、材料のコストカットや人材育成等に取り組んでいくと

のことでございました。

次に、市民病院事務局から、四万十市病院事業会計における所得税の不納付に係る不納付加

算税及び延滞税の決定と納付について報告を受けました。

令和６年９月24日から26日にかけて行われた高知税務署特別国税調査による立入検査時に指

摘を受けた所得税の不納付について、令和６年12月27日に不納付加算税及び延滞金の賦課決定

通知書及び納付通知書を受領し、地方自治法第180条第１項の規定に基づき、令和７年１月８

日付の専決処分として損害賠償の額を不納付加算税５万円、延滞税7,500円に決定し、１月９
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日に納付したとのことでございました。

次に、学校教育課から、第３期四万十市教育振興基本計画の策定について報告を受けました。

教育振興基本計画は、教育基本法第17条第２項において、地方公共団体に策定の努力義務が

課せられたものであり、本市においては、令和７年３月をもって第２期計画が終了するため、

新たに第３期計画を策定した。

第３期計画は、国及び高知県の教育振興基本計画との整合性を図るため、令和７年度から令

和10年度までの４年間を計画期間としており、教育委員会定例会において、計画の基本理念や

基本目標、また素案を示して教育委員から意見をいただいたほか、令和６年８月に開催した四

万十市こどもサミットの声明も反映して策定している。基本理念は、「自分の良さや可能性を

信じ、未来に向けて、学び続ける人材の創造」、「多様性を認め合い、他者と協働し、互いを

高め合える人材の創造」、「ふるさとを愛し、広い視野を持って、地域社会に貢献できる人材

の創造」の３点とし、３項目の基本目標、７項目の施策の柱と29項目の施策を計画に位置づけ

ており、第３期計画では、新たに部活動改革の推進、教職員の働き方改革の推進、市史編さん

といった内容を追加したとのことでございました。

委員からは、教職員の働き方改革に係る目標設定や基本理念に沿った市独自の取組に関する

意見がございました。

次に、学校教育課から、中学校部活動の地域連携について報告を受けました。

少子化による部員数の減少や学校における働き方改革の推進を背景に、部活動の地域連携が

全国的に進められている。現在、本市の市立中学校では、野球部、サッカー部、バレーボール

部において合同チームを編成して大会に出場している中学校もあり、また男子バレーボール部

は、拠点校部活動として実施している中学校もある。来年度からは、四万十市立中村中学校を

拠点校、中村西中学校を参加校として、拠点校部活動を広げていくこととしており、令和７年

４月から新たに相撲部、剣道部、柔道部が、秋の新チーム編成時から野球部、サッカー部が活

動を開始し、拠点校と参加校の間の移動手段としてスクールバスの運行を予定している。

また、西土佐中学校においては、近隣の十川中学校との拠点校部活動導入について、四万十

町の教育委員会と調整中であるとのことでございました。

なお、その他の所管事項の調査につきましては、引き続き閉会中の継続調査にお願いすべき

ものと決しました。

以上のとおりご報告いたします。

以上で教育民生常任委員長の報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

これにて各常任委員長の報告を終わります。

小休にいたします。

午後２時５分 小休

午後２時６分 正会
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正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

ただいま「議員提出議案第１号、四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

の一部を改正する条例」及び「議員提出議案第２号、四万十市議会の個人情報の保護に関する

条例の一部を改正する条例」が提出されました。

お諮りいたします。

「議員提出議案第１号」及び「議員提出議案第２号」を日程に追加し、議題といたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、「議員提出議案第１号」及び「議員提■議長（宮﨑 努）

出議案第２号」を日程に追加し、議題とすることに決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～

直ちに提案理由の説明を求めます。■議長（宮﨑 努）

山崎 司議員。

「議員提出議案第１号」、「議員提出議案第２号」につきまして提案理■14番（山崎 司）

由の説明を行います。

まず、「議員提出議案第１号、四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の

一部を改正する条例」につきまして提案理由の説明を行います。

これは、地方自治法の改正により、議会に関わる手続についてもオンライン化が可能となっ

たことから、12月定例会では会議規則、委員会条例を改正しましたが、その会議規則と委員会

条例以外の例規に基づく手続についてもオンライン化が可能となるよう執行機関が既に定めて

いる条例に議会を加える改正を行うものでございます。

次に、「議員提出議案第２号、四万十市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正す

る条例」につきまして提案理由の説明を行います。

これは、国会において行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律が改正されたことに伴い、全国市議会議長会からの通知に基づき、所要の整備を行うため、

改正を行うものでございます。

いずれの議案につきましても、改正条例の施行日は、令和７年４月１日からとしております。

以上で提案理由の説明を終わります。

以上で提案理由の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

なお、３月４日から９日まで休会、３月10日午前10時会議を開きます。

３月10日の日程は、一般質問であります。質問者は３月５日水曜日、午前10時までに質問内

容を文書により通告を願います。

念のため質問順位を申し上げます。
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１番川渕誠司議員、２番山下幸子議員、３番鳥谷恵生議員、４番大西友亮議員、５番澤良宜

由美議員、６番寺尾真吾議員、７番川村一朗議員、８番前田和哉議員、９番谷田道子議員、

10番川村真生議員、11番上岡 正議員、12番瀨正明議員、13番西尾祐佐議員、14番上岡真一

議員、以上、質問者は14名であります。

本日はこれにて散会いたします。

どうもご苦労さまでございました。

午後２時11分 散会



 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月10日（月） 第８日 
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令和７年３月四万十市議会定例会会議録（第８日）

令和７年３月10日（月）

■議事日程

日程第１ 一般質問

■本日の会議に付した事件

日程第１ 一般質問

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐

13番 谷 田 道 子 14番 山 崎 司 15番 上 岡 正

16番 平 野 正 17番 川 村 一 朗 18番 宮 﨑 努

（なし）欠席議員

出席要求による執行部側出席者職氏名

市 長 中 平 正 宏 副 市 長 田 能 浩 二

総 務 課 長 山 﨑 寿 幸 地震防災課長 遠 近 由 幸

企画広報課長 武 田 安 仁 財 政 課 長 竹 田 哲 也

市民・人権課長 加 用 拓 也 税 務 課 長 山 﨑 行 伸

環境生活課長 山 本 聡 子育て支援課長 中 脇 弘 樹

健康推進課長 竹 本 美 佳 高齢者支援課長 武 内 俊 治

観光商工課長 田 村 典 義 農林水産課長 吉 田 貴 浩

まちづくり課長 佐 川 徳 和 上下水道課長 池 田 哲 也

中 田 智 子 金 子 雅 紀会計管理者兼会計課長 市民病院事務局長

福祉事務所長 渡 辺 和 博 教 育 長 久 保 良 高

学校教育課長 岡 本 寿 明 生涯学習課長 戸 田 裕 介

総合支所長兼 朝比奈 雅 人 稲 田 修西土佐診療所事務局長地域企画課長

産業建設課長 竹 本 志 郎

職務のために議場に出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 原 憲 一 事務局長補佐 岡 村 むつみ

総 務 係 長 土 居 和 博
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午前10時０分 開議

おはようございます。これより本日の会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

中平市長より、開会日の提案理由説明における発言に関し、訂正の申出がありますので、お

聞き取り願います。

中平市長。

発言の訂正をお願いいたします。■市長（中平正宏）

開会日での提案理由の説明の中で、四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の説明において、「四万十

市のリーディング、プロモーションの強化」と申しましたが、これを「四万十市のリブラン

ディング、プロモーションの強化」に訂正させていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。

以上で発言訂正の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

議長において、発言訂正の説明のとおり訂正することにいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

日程に従い、一般質問を行います。■議長（宮﨑 努）

川渕誠司議員。

皆さんおはようございます。日本共産党の川渕誠司です。■９番（川渕誠司）

何と、昨年の９月議会から３回連続の１番の質問者となりました。トップバッターの重責を

しっかり果たしていきたいと思います。

それでは、一般質問を始めます。

中平市政の検証として、これまでも議論を交わしてきた３つの問題について、改めて質問を

いたします。これらは決して過去の問題ということではなくて、中平市長を引き継ぐ新しい市

長の政治姿勢や方針にも関わっていく内容だと考えておりますし、市民の関心事でもあります。

どうか市長には真摯な回答をお願いしたいと思います。

まず、保育所の民設民営についてです。

市長はそうではないと言われるかもしれませんが、私には強行と映りました。

ここに2019年８月号の広報があります。そこにこう書かれています。「市街地にあります愛

育園ともみじ保育所は、施設を移転・統合し、新たな保育所として建設する方向で、昨年11月

より建設予定地の近隣住民の皆様、統合予定の２つの保育所の保護者及び区長会と意見交換を

重ねてまいりました。」とあります。

この建設予定地とは、市民病院北側の現在ひかりこども園となっているところです。そこは、

2016年に市がＪＴの跡地を１億8,000万円で購入した土地であり、市の財産です。そこへ、と

もに築年数が古く、耐用年数が迫っている愛育園ともみじ保育所を統合して建てるということ

でした。市長は、その統合園を民設民営で行うという方針を発表したんですね。驚いた保護者

や住民は、愛育園ともみじ保育所の統合園を今のまま公立保育所とをすることを求める、そう
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いう署名をします。短期間で何と6,223筆を集めて、市長に提出をされています。

それに対して市長は、地域や保護者の意見、署名数も尊重しですよ、愛育園ともみじ保育所

は統合しないという結論を出したんです。今でもこのことが私は理解できません。明快な説明

を求めます。簡潔にお答えください。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

ご質問の趣旨は、私の令和元年12月議会での答弁の趣旨を問うものであ■市長（中平正宏）

ろうと思います。当時、市といたしましては、愛育園ともみじ保育所を統合の上、市民病院北

側市有地に民設民営保育所を移設するという計画を推進していました。ただ、そこの中で、署

名の要望も受け、市の計画を推進することは難しいと判断をし、そこの中で愛育園ともみじ保

育所は統合をせず、民設民営の保育所の設置についてもいま一度検討し直すという答弁をした

ものでございます。決して民設民営保育所の代わりに公立保育所を新たに設置するという趣旨

のご答弁は行っておりませんので、誤解のなきようにお願いをしたいと思います。

その後、この市民病院北側市有地の利活用を検討する中で、公立保育所の整理統合とは別に、

民設認定こども園を設置する流れとなりました。このために、愛育園は現在も公立保育所とし

て残り、もみじ保育所は老朽化に伴い廃園となったものでございます。

ただ、その間に約12回の説明会をしておりますし、そして中央公民館であったと思いますが、

２回、私もその説明会に行って理解を求めたわけでございますけれども、なかなか厳しいご意

見が出て、そこの中でも特に私として印象に残っておりますのは、愛育園に保育士・元保育士

の方や、そして保護者の方、物すごい熱い思いがありましたので、これはなかなか愛育園をな

くすことはできないであろうという思いの中で、愛育園につきましてはそのまま現在も存続を

していると、それが今の流れであろうと思います。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

当初は、愛育園ともみじ保育所の統合園を民設民営にするのか、あるい■９番（川渕誠司）

は公設公営にするのかという選択だったんですね。それが結果どうなったかといいますと、市

民病院北側の広大な市有地にできたのは、愛育園でもなく、もみじ保育所でもなく、愛育園と

もみじ保育所の統合園でもなく、第三の民間保育園が登場をし、現在のひかり認定こども園に

なったということです。

当時、低年齢児対象の定員50名の乳幼児保育園だったところから、定員165名の０歳から５

歳児までの保育と教育も行う認定こども園になったわけですから、ひかりさんは相当な決意と

努力がなければできないことです。大変なご苦労があったことと思っております。教育民生常

任委員会でも訪問させていただいたときには、公立保育所の実践にも学びながら、子供たちに

豊かな保育や教育を提供したいという思いが伝わってきました。

ですから、私は、ひかりこども園に何か問題があると言っているのではありません。市が進

めたプロセスに理解し難いことがあったということです。市長は12回も説明会を開いたと言い
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ましたけれども、決して住民は、あるいは保護者は納得をしていなかった。やっぱり納得を得

て進めるべきだったというふうに思っております。

いまだにこの問題で不満を口にする人が少なからずいるんですね。だって、愛育園への思い

は分かりますよ。たくさんの方が愛育園への思いを表明された。しかし、6,223筆の署名はそ

の方々も入ってて、その思いは統合園を公立でやってほしいということだったわけですから、

なぜ統合しないという方向になったのかということについては、本当に理解に苦しむところで

あります。しかし、これはもう既に今から覆るわけではありませんので、まだ多くの人が不満

を抱いているということを申し添えて、次の質問に移りたいと思います。

ひかり認定こども園に対して、市は５年間、土地を無償で貸与することにしました。これは

期間が終了するのはいつですか。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■子育て支援課長（中脇弘樹）

ひかりこども園への土地の貸与期間につきましては、令和２年３月19日から令和８年３月

31日まで、こちらが連携協定による無償貸与期間ということになっております。現在、運営も

安定してきており、継続した土地の貸与については、協定に定められているとおり、有償での

貸与を行う予定でございます。このため、貸付料については令和８年度予算に予算計上させて

いただきたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

次の質問も一緒にお答えいただいたんですが、その後もどうするかは決■９番（川渕誠司）

まっていて、今後の議会に提出をされるということですので、そこでまた検討したいと思いま

す。

市長は、愛育園は公立で残すと明言をされました。2000年３月議会の私の質問に対して、た

とえ市長が替わっても、愛育園は存続できると確信していると、そういう答弁をされています。

今、具同保育所が改築されまして、そして中筋保育所は休所となりましたので、愛育園は市内

で最も築年数の古い保育所となっています。市長の任期もいよいよ迫ってまいりました。当然、

愛育園のその後の道筋はつけられていると思うんですけれども、どのようにして愛育園を公立

保育所として残そうとお考えなのか、お答えをいただきたいと思います。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

先ほどの川渕議員のご意見の中で、若干私と意見の見解の違いがありま■市長（中平正宏）

したんで、そこについてもお答えをしておきたいと思います。

当時、愛育園ともみじ保育所を統合をして公立で残すという検討はしておりません。ですの

で、そこは全く自分としては議員の考え方と違いますので、そこは明確にお答えをしたいと思

います。

また同時に、あの説明会を何回もやった中で、特に先ほど申しましたように、愛育園につい
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ての物すごい熱い思い、自分もびっくりするぐらい、逆に言えばうれしいぐらいの思いがあっ

たわけで、当然これについては公立で残さないといけないという答弁をしたところでもござい

ます。

ただ、当時、平成31年には児童数が74人、これは定員に対する充足率についても67.3％、そ

れから令和２年が72人、65.5％、３年が59人、53.6％、４年が41人、37.3％、５年が31人、

28.2％、そして６年が34人の30.9％、そして来年度令和７年度でございますけれども、これは

現時点で23人の20.9％という形の中で、大変利用児童数・充足率の減少が進んでいるというの

が状況でございます。

現在、具同保育所は建て替えをし新しい園舎になり、児童の皆様が大変喜んで通園をしてい

ただいております。そして、愛育園につきましても、令和９年度が耐用年数ということでござ

いますが、先ほども申しましたように、例えば充足率が20.9％、そしてこれからの少子化を考

えたときに、私といたしましては、まだ閉園とするという話にはなりませんけれども、これか

ら先、かなり厳しい方向性が出てくるのではないかなと思います。

特に、あの当時、あれくらい熱い思いを聞かせていただきましたので、私としては少なくて

も50人ぐらいはいくであろうと思いましたが、当時の予想で言うたら３分の１以下まで児童数

が減少しているという現状でございますので、それをここでどうする、こうするということに

ついて、私のほうは５月14日が任期でございますので、できるだけ残していただきたいという

思いはございます。

ただ、そのためには、やっぱり児童数の確保、そしてそういう形が最も大切であろうと思い

ますので、そこは議員にもしっかりといろいろ取り組んで、児童数の愛育園に対してこれ以上

減らないような取組等々を進めていく必要があるのではないかなと思います。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

市長、今の発言は怒りますよ、これ、皆さん。あれだけ愛育園は絶対残■９番（川渕誠司）

すんだって何回も言われたんですよ。これは愛育園の関係者の皆さん、今の発言を聞いたら怒

りますよ。これは新しい市長に丸投げじゃなくて、絶対残すという方向でしっかり検討をもう

一回お願いをしたいというふうに思います。

市長、何ですか。私はもう結構です。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時14分 小休

午前10時16分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

川渕議員の一般質問の途中でありますが、中平市長からの反問を認め、発言の機会を与えま

す。

中平市長。
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（「反問は止まらないんですか」と呼ぶ者あり）

（「議事進行」と呼ぶ者あり）

小休にします。

午前10時16分 小休

午前10時16分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

中平市長。

それでは、川渕議員のご意見を聞かせていただきたいと思います。■市長（中平正宏）

その前に、現在も愛育園は継続しておりますので、決して閉園にはなっておりませんので、

先ほどのような一方的な言い方については、若干ご遠慮賜りたいと思います。

そして、これは私の考えと川渕議員のご意見を頂戴したいわけですけれども、実は、自分が

市長になって何年もたたないうちに、中学校の体育館３つの落成式がございました。それから

恐らく６、７年で全て休校となりました。特に、私といたしましては、これから愛育園を考え

るときに、新築にすることも大事なことかも分かりませんけれども、それをやって同じような

形になったらどうするのかという心配がございます。

ぜひそこで、川渕議員の、先ほどの自分の言いました体育館が落成し、何年もたたんうちに

全て休校になったと。そのような、昭和の時代であれば、まだそれは許されるかも分かりませ

んが、平成、そして令和になったときに、そのような無責任な私は行政運営をするわけにはい

かないと考えておりますので、ぜひ川渕議員のご意見を頂戴したいと思います。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

市長、これは何も未来永劫保育所が続いていく、愛育園が残っていくと■９番（川渕誠司）

いうことを言ってるわけじゃないでしょう。あれだけ、大事なものだから、私は絶対残すんだ

とみんなの前で言明された。その思いとすれば、少なくとも何年かは絶対に残していくという

姿勢が要るし、これはどこへするのか、今のところに建て替えるのか、あるいは別のところを

構えているのか、そういう準備を一生懸命されたのか、そういうことも含めてやっぱりどう

だったかということだと思いますので、ただ先々まで分からないじゃないかということではな

くて、やはりずっと残していけるような取組を私はしましたということが伝わるようなことを

言っていただかないと、住民は納得をしないというふうに思いますし、新しい市長が最終的に

は判断することだと思いますけれども、新しい市長にも、市長は市長が替わってもこれは絶対

続くんだとまで言われたわけですから、しっかりと引き継いで、こういうふうに私は考えてい

るので、やってもらいたいということをぜひ言ってもらいたい、そういうふうに考えておりま

す。よろしいですか。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時19分 小休
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午前10時20分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

中平市長。

先ほども新しい首長の責任でやれるということでございましたが、首長■市長（中平正宏）

は方針を出すにしても、最終的にそれを決めていくのは、特に川渕議員もはじめ議会の責任で

ございます。特に私が先ほど申しましたように、これから先にはしっかりとした方向性を持っ

て行政運営をしないと、なかなか難しいという質問をいたしましたけれども、それに対して議

員のほうからはあまり答えていただいてないようでございますので、そのことにつきましてい

ま一度お答えを願いたいと思います。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

ちょっとよく分からないところもありますけど、しっかりした方針を出■９番（川渕誠司）

すのは当然ですよね。市長として愛育園を残すと表明をされて、それならば、こうこう、こう

いうふうにして残しますと、私はこういうふうに道筋をつけてきましたと。もちろん最終判断

をするのは新しい市長であり、議会かもしれません。けれども、市長はここまでやりましたと

いうことをしっかり示さないと、愛育園をあれだけ愛された皆様方については非常に心配をさ

れている。

それで、市長は公立保育所として残すということを検討したことがないと、合併園を。それ

は市長はないかもしれませんが、市民の皆さんはそのように考えていたということですので。

すいません、ちょっと要らんことを言いました。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時21分 小休

午前10時22分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

川渕誠司議員の一般質問を続けます。

川渕誠司議員。

それでは、先ほど最後にちょっと言いかけたんですが、市長は統合園は■９番（川渕誠司）

公立保育所というふうにして考えたことは一回もなかったということでしたけども、あの当時

の民意は、統合園を公立にしてほしいということだったと私は思っています。あのとき愛育園

も一緒に合併で残していれば、愛育園はずっと続いたんじゃないかと思いますよ。すぐ近くな

んですから。そのことを申し上げて、次の質問に移りたいと思います。

中平市政の検証２番目、大学誘致の断念の件です。

先日展開がありましたので、そちらを先にお聞きしておきますが、旧中医学研究所の盗難の

ことについて確認をしておきたいと思います。犯人が逮捕されたということですけれども、盗

難品は返ってきたのでしょうか。
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小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時24分 小休

午前10時24分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

武田企画広報課長。

盗難品につきましては、現時点では返還されておりません。■企画広報課長（武田安仁）

以上です。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

あまりこれで時間を費やしたくないんですが、どうしてそういうことに■９番（川渕誠司）

なっているんですか。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

この盗難品ですけれども、警察のほうにおきまして証拠品とし■企画広報課長（武田安仁）

て、保全という形が正しいかどうか分かりませんですけれども、まだ警察のほうに保管されて

いる状況でございます。

以上でございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。まだしばらく時間がかかるということだと思います。こ■９番（川渕誠司）

れが備品なのかどうなのかというようなことも含めまして、それについてはまた後日お話をし

たいと思っておりますが、また裁判というようなことになれば、そういったこともまた明らか

になってくるものと思っております。

それでは、誘致断念の件ですけども、長期的かつ安定的に学生の確保を図ることができる見

通しについて、合理的な説明がなされていないと判断をされて、不可となる見込みであるとい

う連絡があって、学校法人が申請を取り下げたことで断念となりました。

それでは、大学誘致が頓挫してしまった責任は誰にあるのか、これは学校法人ですか、市長

ですか、議会ですか、あるいは市長の最近の憤りの対象になっている文科省ですか。大学誘致

の頓挫の責任は誰にあるとお考えですか、市長、お答えください。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

この質問をいただきましてありがとうございます。じっくり時間をかけ■市長（中平正宏）

てご説明をいたします。

大学の誘致は、ご存じのように平成の終わり頃から話はしておりました。ただ、具体的に進

み始めたのが、令和２年４月に大学誘致推進室をつくり、そこで法人側から職員の１名を配置

をしていただきました。その職員については、文科省のＯＢの方でございます。これは令和２

年４月27日でございます。そして、１年後には、次期学長予定者が赴任をしていただきました。

そして、そこの中で、令和４年６月には学長予定者と一緒に協議をした記録もございます。
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そして、そこの中で、私として大変心配しておりましたのは、特に実習病院の確保について、

高知県内だけでできるのであろうかという心配をしておりました。そこで、次期学長予定者に

は、特に愛媛県の鬼北町、そして宇和島市・愛南町には公立病院がございますので、そこらあ

たりにもお願いをしないといけないのではないかなという思いがありましたので、以前よりそ

の学長予定者のほうには、自分のほうが一緒に、そこの特に町長、市長は懇意にしております

ので、幾らでも説明に行きますよという話をしておりましたが、令和４年６月頃であったと思

いますが、全て高知県内で実習病院については確保ができたので、愛媛県まで行かなくて大丈

夫ですという話をいただきました。また、同時に、教授、そして講師の確保についても全てで

きたという話を法人のほうからはいただいておりました。

そして、同時に、これはこの次の質問になるかも分かりませんけれども、以前より申してお

りますように、市としては施設はしっかりとして市の責任で整備をすると、そして学生の確保、

そしてカリキュラムについては法人側の責任でしっかりするという形の中で進んできたという

のが、今までご答弁したとおりでございます。

ちょっと映してもらえますか。ちょっと大きくしてもらえますか。

それでは、自分のほうから言いますので。よろしいですか。これは中央教育審議会の議論が

新聞に出ておりましたので、これは令和５年10月６日の新聞でございます。まず、新設は厳格

審査、中教審での議論の中心となるのは、大学全体の規模の適正化と再編・統合を後押しする

ための具体策の検討だ。年間3,000億円に上る私立大への補助金分配の見直しも焦点の一つと

なる。私立大への補助は、学生数などに応じ配分が決定されるが、自主的に定員を減らした大

学への助成を厚くする仕組みづくりを検討すると。文科省は、中教審の議論と並行し、着手で

きるところから見直しや対策を進める。まず、25年度、今年度ですね、開設予定の私立大を対

象に、新設の際の審査を厳格化する。文科省は、これまで教員の配置や施設・教育課程など、

法令上の問題がなければ新設を認可してきたが、今後は地域的なニーズや学生確保の見通しに

ついて客観的なデータを示すことを義務づけた。いま一度言います。25年度開設予定の私立大

を対象に、新設の際の審査を厳格化する。文科省は、これまで教員の配置や施設・教育課程な

ど、法令上の問題がなければ新設を認可してきたが、今後は地域的なニーズや学生確保の見通

しについて客観的なデータを示すことを義務づけた。

これは2023年の新聞でございます。そこの中で、例えば教員の配置や施設、そして教育課程

など、全てできておりました。そこの中で、先ほど議員が申されましたような長期的・安定的

に学生確保が認められる具体的説明が不足しているというような形で認可が難しいということ

でございましたので、私といたしましては大変憤りを持っているというのは、今までご答弁し

たとおりでございます。

当時、国のほうは、地方創生、地方創生、今でも地方創生ながですけれども、特に市のほう

は国土交通省で空き家対策の補助金、そして内閣府では元中学校の改修、その２つを進めてお
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りました。大変国土交通省、そして内閣府は親身になって応援をしていただきました。

市長、簡潔にお願いいたします。■議長（宮﨑 努）

そういう中で、あのような形が出たことについては、私は大変、はっき■市長（中平正宏）

り言いまして不信感がございます。特に、議員なんかも、例えば２月に文科省と、特に共産党

の国会議員の方々がいろいろ資料を提出し協議をした、また８月にもしたとお伺いをしており

ます。どのような資料を提出をし、そこの中で協議をしたのか、私は全く知りませんけれども、

そこの中でいろいろな形がありましたので、私としては特に文科省に対しては、特に文科省と

いうのは教育を担当するところでございますし、当時、モリカケ問題が大変ニュースとなって

いた時期もございますけれども、そこの中で大変、今まで申しましたように私は文科省に対し

て不信感を持っていると、それは今も変わっておりません。

（「議長、議事進行」と呼ぶ者あり）

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時33分 小休

午前10時34分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

川渕誠司議員。

市長は最後に、結局文科省に憤りを感じているという締めでした。文科■９番（川渕誠司）

省に責任があるというお答えでいいですか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

先ほど中教審のこの新聞にもありましたように、市といたしましては、■市長（中平正宏）

施設につきましてはしっかりと準備をしておりました。また、大学側につきましても、教授、

そして講師の確保や教育カリキュラムなどにつきましては全て進んでおりましたので、最終的

にどういう理由があるにせよ、ああいう形のことを言われたら、なかなか地方はやっていけな

いという思いがございますので、私は先ほど申しましたように、文科省に対して大変憤りを

持っているところでございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

繰り返して同じ答弁で、責任ということについては所在ははっきりして■９番（川渕誠司）

ないと思うんですけど、市長には責任はないとお考えですか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

責任という形になりますと、全てを調べなくてはいけませんので、それ■市長（中平正宏）

は司法の中でそういう形をやるのが必要ではないかなと思います。私は、少なくとも市として

は、このことについて全ての責任は果たしていたと思っております。特にそこの中で職員につ

いては、土曜日もなしに内閣府あるいは国土交通省と協議をした中で、施設整備については、

もう万全の準備を進めておりました。
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ただ、大学側については、私は認可とかそういう形は市の範疇ではございません。そこの中

で、ただ私が見る限り、ほかのことについては、教授の確保であるとか教育カリキュラムであ

るとか研修病院とか、そういう形でしっかりとしていただいたのではないかなと思っておりま

す。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

前へ進みませんけども、市長、先ほど言った役割分担の件ですね。これ■９番（川渕誠司）

は毎回言われるんですが、学生募集と認可は学校法人と、建物は市が責任を持つと、これは何

か文書で交わした取決めがあるんですか、それとも口約束ですか。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

役割分担につきましては、事業を円滑に進めるために、双方の■企画広報課長（武田安仁）

共通認識としまして事業を進めてまいりました。文書か口頭かということでございますけれど

も、文書としましては、令和４年３月18日付の法人宛ての文書がございます。その中で、(3)

補助の条件においてというところで、看護学部の設置等に当たり、責任を持って学校教育法の

規定に基づく文部科学大臣の認可を得ることとしております。これが法人の役割としておりま

す。また、(4)のその他の項目というものがございますけれども、そこでは下田中学校校地内

の施設の整備については、市が責任を持って整備する、そういった内容を明記しているところ

でございます。

以上でございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

今の内容を聞いたら、決して市が学生確保に責任を持たないということ■９番（川渕誠司）

ではないというふうに思いますけれども、市長は学生確保は心配ないと議会答弁で繰り返して

いましたね。それで、学校法人は学生確保に関してマイナスのメッセージを何度も発してます。

これはこれまでも言いましたね。私が開示請求をして明らかになった、市と学校法人との協議

会での法人側から出された発言の一部、また紹介します。

2020年２月６日、共倒れにならないように、幡多看護専門学校を吸収合併できないか、市長

は言われましたよね、学校法人から。それから、６月３日、学生の入学が見込めなかったら、

赤字補填の運営支援をお願いしたいと。６月16日、法人としても、人口３万人ほどの市町村に

進出し大学を運営することは厳しい。５年から10年後には外国からの学生受入れを視野に入れ

ないといけない。５月31日、これは今まで言ってこなかったですけども、大学誘致に後ろ向き

な医療機関からは、幡多地域から集まるのかと、私学は撤退もあり得るため、幡多看護専門学

校は残さなくてはならないという厳しい意見があったと。反対意見の強い病院に対しては、市

長から医療機関に対して政治的な働きかけをお願いしたいと、そこまで言われてますよ。これ

だけマイナスなメッセージを送られて、市長はその協議会は全て同席をされています。なぜ学

生確保を心配しなかったんですか。心配だらけじゃないですか。市長、この状況で誘致を前の
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めりに進めたことについては責任をお感じになりませんか、どうですか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

お答えをいたします。■市長（中平正宏）

ご存じのように、幡多高等看護学院につきましては、前任の法人か何か知りませんけど、そ

こが学生確保が全くもう難しいという形で、今の法人が入ってきた関係がございます。それか

ら約11年ですか、12年になるかな、全て学生の確保は充足をしておりましたし、また同時に、

京都看護短大がなかなか難しいという形で、京都市から法人側に移行したわけでありますけれ

ども、その後につきましても全て充足をしたとお聞きをいたしておりますし、また北海道のい

ろいろな、もうにっちもさっちもいかなくなってやまったような学校につきましても、法人が

経営を引き継ぐことによりまして、一定の生徒の確保はできているとお聞きをいたしておりま

したので、私といたしましては、生徒の確保につきましては心配はしておりませんでした。

そこの中で、先ほど議員が申されましたように、何年か先には外国人という形でございます

けれども、特に法人側については、日本語学校・関西語言学院もやってるような関係もありま

して、特に外国に対して大きなパイプを持っておられます。これはどこの大学にもかかわらず、

これから日本人だけで全てを賄うというのはもう無理な時代に来ておりますので、やはりそう

いう形の中で外国人材と一緒になってやっていくことで、十分私は学生の確保については充足

ができるのではないかなという思いをしておりました。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

やっぱりそれだけでは全然不十分だと私は思うんですけれども、次の質■９番（川渕誠司）

問に移りたいと思うんです。

私は、2022年８月24日という日が、この大学誘致にとって大変重要な日であったと認識をし

ております。その前日の８月23日に、文科省は学校法人に対して認可申請書の是正を求めてい

ますね。その報告を市長が学校法人から受けたのが８月24日です。報告の内容を市民が開示請

求しましたけれども、文書は不存在だと、ありませんということで、分かりません。市長の記

憶の中にはあると思いますので、そのときの内容、どういうものだったのかお答えください。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

（「市長じゃないんですか」と呼ぶ者あり）

事務的なことですので、私のほうからお答えをさせていただき■企画広報課長（武田安仁）

たいと思います。

ただいま議員からもありましたように、８月24日に、申請内容の一部を補正するよう文科省

のほうから指摘があったという報告を受けました。その報告時には、申請内容の補正につきま

しては簡易なものであるというような説明がございました。

以上でございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）
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市長、それは間違いありませんかね。市長に確認したいと思います。■９番（川渕誠司）

中平市長。■議長（宮﨑 努）

私も、先ほど企画広報課長がご答弁したとおりでございます。簡易なも■市長（中平正宏）

のであるので、認可に特別問題はないというような報告を受けたというような記憶がございま

す。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

私たちも８月25日の総務常任委員会で、私は傍聴しておりましたけども、■９番（川渕誠司）

やはり同じように８月予定の認可が９月末になりましたと。それは、学校法人の提出書類に対

し、文科省から補正を求められたからです。軽微なもので、補正して再提出すれば、９月末に

は認可が下りると思っていますということでした。

しかし、先ほど言いましたように、市長は後の議会で、これは是正とちゃんと言っているん

です。是正と言っているんですよ。そのときは、私たちが説明を受けたのは補正ですよ。しか

も軽微な補正、簡易な補正です。補正というのは、もともとある程度正しいものを、さらに

補って正しくすることでしょう。0.2とか３とか４のものを１に持っていくんですよね。でも、

是正というのは、悪い点を改めて正しくすることですよ。マイナス１をプラス１にするような

もんですよ。そういう意味では厳しいものですよ。私は、これは是正が入った、そういう報告

は受けてないんですか、間違いないですか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

是正ということを私が言ったとすれば、それは言葉の間違いでございま■市長（中平正宏）

す。補正でございました。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

いや、補正が間違いで、是正がそうだと言うかと思いましたけど、反対■９番（川渕誠司）

なんですね。是正じゃなかったと。ということは、やはり学校法人が市長に対して十分な説明

をされなかったということなんですね。

これは、長期的かつ安定的に学生の確保を図る見通しが立たなかった。それは、学校法人が

報告したいろんな表があります。その中に、これは以前の議会でも説明をしましたが、本当に

これは問題が多い。最初に提出したものは、学校法人は受験者の数を報告したんですね。でも、

受験者の報告では駄目だということで、２回目に提出をした。多分これ、是正がかかって改め

たものを出したんだと思います。

ただ、改めたといっても、同じ調査を２回もやっているわけじゃありませんので、１回の調

査で集計の仕方を変えて、今度は入学希望者の数を示したということなんです。ところが、そ

の入学希望者の数は極めて少ないものでありまして、合わせても34名しかいない。受験者はた

くさんいたんですよ。私たちも報告を受けました。受験希望者は252名いると、だから定員の

３倍以上もいるから絶対大丈夫だと、そういう説明をずっと受けてきた。けども、入学をしま
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すかということ、進学を希望しますかということに対して、希望するとした回答は12名、これ

は受験したい人からですね。併願の一つとして考えていた人からの回答で、進学を希望すると

いうのは22名ですよ。34名なんですね。こういう書類を今度は改めて文科省に提出をされたん

だと思うんです。しかし、これじゃああまりに不十分でしょう。これでいけると思えません。

こういう内容で私は駄目になったんだと思ってるんです。

私、８月24日は、これはきちんと市長が本当に説明を受けたかどうか。市長の言葉を信じれ

ば、学校法人がもっときちんと説明をしなければいけなかったということなんですけど、大学

誘致に対して立ち止まることができた最後の機会だと判断しています、８月24日。

なぜなら、翌日の８月25日、市は学校法人の話を真に受けて、学校法人に対して補助金２億

4,578万4,000円概算払いしてますね。翌日ですよ。さらに、同じ日に、議会の承認なく、杉本

住宅産業と旧下田中学校改修工事請負契約というのを締結しています。それも８月25日ですよ。

議会には結局承認を得ないといけないので、９月５日に先議という形で承認を取り、これから

改修工事がだあっと始まっていくわけですよ。もし８月24日市長がきちんと問いただして、そ

の内容はどういうことかと、是正がかかっているが、どういうことかということをきちんと追

及して内容が分かっていれば、またそのことを議会に報告してくれていれば、これは止まった

んじゃないんですか。市長の危機管理のなさ、判断ミス……。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時48分 小休

午前10時48分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

川渕誠司議員。

やはり私は、市長の危機管理の甘さ、それから判断ミス、いずれにして■９番（川渕誠司）

も出さなくてもよかったお金がそこからずっと出ていくわけです。市長のこれは責任ではない

ですか。もう一度お答えください。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

お答えをいたします。■市長（中平正宏）

確かに今ほど議員が申されましたように、８月の段階で物すごい厳しいとかそういう形があ

るのであれば、私といたしましても当然立ち止まって、その判断はしていかなくてはならな

かったのではないかなと思います。ただ、そこの中で、先ほども申しましたように、この専門

学校は京都看護大学のサテライトキャンパスという位置づけで認可をもらうようにしておりま

したので、先ほど申しましたように、例えば入学者の数であるとかそういうものは、その当時

では審査対象外ではなかったかなと思っておりますので、先ほど申しましたように、私は何で

あのような理由で文科省が取下げを迫ったのかということにつきまして不思議でたまりません。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）
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ここへ来ても市長には責任がなかったと、文科省が悪いんだということ■９番（川渕誠司）

であります。これについては、今から裁判が行われます。それから、市民が事務監査請求を今

されております。そういったことも徐々に明らかになってくると思いますので、そこをしっか

り注視をしていきたいと思いますが、市長、全く責任がなかったというのは、ちょっと私は納

得できませんね。けども、もう時間がありません。次の質問に移りたいと思います。

中平市政の検証、最後は下田保育所高台移転の方針転換です。

大学誘致断念を受けて、下田中学校・旧中医学研究所有効活用検討会がつくられました。

15人の委員が８か月にわたって、５回にわたって熱心に協議をされました。私は全ての会を傍

聴しておりましたので、大体中身は分かるんですけれども、様々な意見が出されました。商業

関係の方からは、企業誘致をもっとすべきじゃないか、もっと稼げる施設をつくるべきではな

いか、いろんな意見もありましたよ。しかし、最後は皆さん心を一つにして、子供の安全が第

一ですねということになって、高知大学の岡村先生を座長にまとめた結論が、子供の安全第一

を前提として、迅速に子供の安全を守れる手段を取ること、下田保育所及び下田小学校の高台

移転ということでありました。それを受けて開いた2024年５月２日の政策会議、そこで決定し

た内容、これはどういうものだったんですか、お答えください。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

その６年５月２日の政策会議の内容でございますけれども、当■企画広報課長（武田安仁）

政策会議では、検討会で取りまとめられた最終的な意見の内容について協議を行いました。そ

の結果、検討会の意見で示された有効活用案は、市の方向性としても適当なものであるという

判断に至りまして、旧下田中学校校舎に下田小学校及び下田保育所の合築施設を整備する、ま

た旧中医学研究所につきましては、子育て交流施設として１階に屋内遊園地、２階は多方面の

活用を検討していくという市の方針というものを決定したものでございます。

以上でございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

検討会の結論を受けて、尊重して、下田保育所・下田小学校の高台移転、■９番（川渕誠司）

そして合築ということを決定されたということです。ところが、そこから僅か８か月後の

2025年１月20日の政策会議は、小学校のみを高台移転するとして、下田保育所の高台移転の方

針を転換しました。この１月20日の政策会議の議論の底を流れていたもの、底流にあったもの、

これは検討会のような子供の安全第一ということではなかったのですか。それとも費用対効果

ですか。

政策会議からしばらくして、保護者や地域への説明会が開かれました。区長さんからは、順

番が違うのではないかと、いつも決定したものが下りてくる。なぜ先に相談がないのか。また、

そこには検討会のメンバーも何人もおられました。何の話もなかったと、あの議論は一体何

だったんだと、憤りを隠せない様子でありました。
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大学誘致断念となりまして、議員への説明会で市長は、政治家の責任は自ら決めることであ

り、自分は腹をくくっていると言われました。私は、これは辞職を決意されたのかとそのとき

思いましたよ。その後の議会で、仕事をしっかりやることで責任を果たしたいと言われた。具

体的には、この出来上がったものをしっかりと活用し、そして下田地域の活性化と健康増進に

つなげる、その道をつくっていきたいんだと言われましたよ。１月20日の政策会議の決定は、

市長の思い、そして市長が描く道に沿ったものだったんですか、お答えください。市長がお答

えください。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

お答えをいたします。■市長（中平正宏）

先ほどのご答弁の中で、サテライトキャンパスという申請ではありません。新学部の設置と

いうことの申請でございましたので、ちょっと自分も言葉が過ぎましたので、訂正をさせてい

ただきたいと思います。

当初は確かに検討会からいただいた意見を参考に、そこの中でするという思いを自分として

も持っておりました。ただ、それからいろいろ検討をする中で、特に下田保育所の園児数が大

幅に激減をするという形が出てまいりました。また、そういう中で、果たしてこれが全て改修

をして、そして令和９年に開設の予定であったと思いますので、令和９年の段階で改修はでき

ました、ただ園児はおりませんというような形になってもいけませんので、そこの中で当初の

計画を変更したところでございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

２年前の３月議会で、市長はこう言われています。中山間の振興が県知■９番（川渕誠司）

事の大きな政策でもあると。県とも一緒になって、人口減少・少子化が進むその地域地域をど

のようにして活性化していくのか、そのモデルになるような取組をしていきたいと言われたん

ですよ。これ、そのモデルなんですか。

中山間地域や周辺地域の保育所の延長保育は、軒並み６時までです。町や竹島保育所は６時

半までですよ。そこまでやはり下田保育所も延長すべきですよね。様々なことをもっともっと

市としてやるべきことがあったんではないかと思うんです。高台に上げようとしていた保育所

を津波浸水区域に据え置くことが、これがモデルのような取組ですか、市長。全国にはたくさ

んそういう複合施設ができています。県内や四国でもあまり例のない保育所と小学校の複合施

設、これわくわくする取組じゃないですか。もっともっと市としてやるべきことがあった、私

はそう思っておりますけど、またこれからもあるのではないか、そのように思いますが、市長

いかがですか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

今ほど議員が申されましたような形で、もっともっとやるべきことがあ■市長（中平正宏）

るのではないかということでございますが、確かにあるかも分かりません。ただ、そこの中で
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当時の判断として、私はそれが正解ではなかったかなと思います。特に、議員さんの中でも、

著しく減少する保育所を上に上げるのについてはどうかなというご意見もございましたし、総

体的に判断をしたところでもございます。

また、先ほど愛育園の関係でちょっとご答弁が抜けておりましたので、お話をしたいと思い

ます。特に愛育園を存続、そしてさらに維持充実するためには、土曜保育の開設であるとか、

あるいは６時半までの延長であるとか、そういう形につきましては、私としても精いっぱい取

り組んできたところがありますので、特に愛育園について何もしてなかったということではご

ざいませんので、それは私のほうからいま一度、すいませんが議員のほうにもご理解を賜りた

いと思います。

特に、愛育園の保護者の方と物すごい懇意な方がおりまして、どうしてもそこの中で土曜日

にやることができんのかということがありましたので、それで私のほうの指示から、土曜保育

は土曜の午後の保育を延長するようにしたのが現実でございますので、いろいろやらせてはい

ただきました。でも、その結果、もう物すごい園児数が減ってるというのが現状でございます

ので、ご理解賜りたいと思います。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

その土曜保育についても、中心部は手厚くて、周辺地域・中山間地域は■９番（川渕誠司）

十分なサービスがないんですよ。そういうことをしっかり改めるべきではないかとずっと思っ

ていて、愛育園だけ特別にやればいいという問題じゃないと私は思っております。このままで

は中山間地域、それから周辺地域の保育所は全部なくなります。ぜひ、この間少し市長と折衝

させていただいたときに、また新しい市長にもこの問題については話をしてはどうかというア

ドバイスもいただきましたので、私はぜひ新しい市長にも働きかけたいと思っておりますが、

市長からもその点をお伝えいただけますか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

今２名の方が一生懸命市長選を準備をしておりますけれども、私といた■市長（中平正宏）

しましても、特に村長の２年間、副市長の４年間、そして市長としての12年間、いろいろなこ

とを経験をいたしましたので、そこの中で市の政策課題であるとかこういう形の取組であると

か、私の持っているものにつきましては、全て次の市長さんに引き継いでいきたいと思います。

そして、それをどう判断するのかは、新しい新市長の判断であろうと思います。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

ぜひよろしくお願いいたします。■９番（川渕誠司）

時間がなくなってまいりました。次の教育の問題については１つ飛ばしまして、３番に先に

行きたいと思います。すいません、執行部の皆さん、よろしくお願いいたします。

南海トラフ地震対策について質問をいたします。

ずっと質問を続けてきました事前復興まちづくり計画ですが、これはようやく予算化をされ
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たということですので、県も対象自治体には2027年度までに策定を求めております。四万十市

もその計画で提出をされると思いますので、これについても省略をさせていただきたいと思い

ます。

次に、これはぜひ購入すべきと私も提案をしてきました多目的トイレカーの予算がついたと、

購入予定だということであります。被災地にはどうしても清潔で快適なトイレが重要です。必

要です。具体的な配備計画はどうなっているのでしょうか。どういう機能のトイレが、いつ、

どこに配備されるのか、もし決まっていれば教えてください。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

まず、多目的トイレカーは、昨年12月の令和６年度補正予算で成立しました国の新しい地方

経済・生活環境創設交付金の地域防災緊急整備型を活用して購入予定となっているもので、本

年１月末に実施計画書を提出しまして、交付申請を終わっておりまして、間もなく交付決定の

予定でございます。当該経費は３月補正で計上しておりますが、交付決定後の着手となります

ので、車両納入には一定の時間を要するとお伺いしており、令和７年度末の導入見込みという

ことでございます。

次に、購入予定の車両は、トヨタ社のハイエースをベースとしたマルチパーパスモビリ

ティー、通称マルモビという車両で、目的によって車内環境が変えられるものになっておりま

す。トイレカーモードでは車内に洋式トイレを備える個室を２室整備しまして、人員輸送モー

ドでは10人乗りのワゴン車となりまして、物資輸送モードではシートを取り外し多量の荷物を

運搬、その他テーブルやベッドなどを取り付けることにより、移動オフィス、外販のブース、

救護室などで活用することが可能となっております。

通常は車両を市役所の本庁に配備しまして庁内各課で活用し、災害時にはトイレカーとして、

トイレが不足する地域に配備する予定としているところでございます。

過去にトイレカーやトイレトレーラーの導入につきましてご質問いただきました、平時にど

うするのか、導入経緯が高いという課題がありましたので、随時情報収集を行ってきたところ

ですが、導入に係る経費も交付金で抑えられますし、令和６年度議会で答弁したフェーズフ

リーの考え方にマッチした車両ではないかと考えております。

以上です。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

来年度末ということで、まだ車両自体が届かないということですし、配■９番（川渕誠司）

備計画についても、一応本庁に置いておくということのようですけれども、私が以前提案した

のは、下田の体育館が避難場所になっております。しかし、トイレ機能は十分ではないという

こともありましたので、ぜひそこに置いておいてはどうかということも言いました。そんなこ

とも含めて、これからまだしばらくありますので、ぜひ検討をお願いいただきたい、そのよう
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に思います。

続いて、24時間対応ヘリポートについてです。

これは昨年の９月議会で質問していますけれども、本市はヘリポートが60近くありますが、

何と夜間対応のヘリポートが一つもないということであります。それは、基本的に高知県はヘ

リコプターの夜間飛行は行わないということになっているからだと執行部のほうから回答があ

りました。

確かにドクターヘリは、その運航は午前８時半から日没35分前または午後６時半のいずれか

早い時刻までとするというふうに決まっていまして、夜間飛行は行いません。ただ、高知県の

消防防災ヘリについては、その運航管理要綱を見ますと、第18条の２項に、航空機の運航は原

則８時半から17時15分までとする。ただし、飛行が可能で、運航が必要かつ有効と認められる

場合にはこの限りではないということで、夜間飛行の可能性は排除しておりません。現に夜間

飛行訓練は行われております。そして、ドクターヘリについても、これは様々な意見がありま

すけれども、やはり夜間に救える命があるんではないかというようなことで検討も始まってい

るようです。

そのような今後起き得る様々な状況下で命を守る対応を考えるのであれば、やっぱり四万十

市においても最低１か所は24時間対応のヘリポートが必要と考えますが、設置について検討を

求めます。いかがですか。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

まず、聞き取りのときに医療センターと越知町のヘリポートについてご紹介がありましたの

で、まずもってその２か所についてのヘリポートの確認をしましたけども、２か所とも夜間対

応可能なヘリポートであるということを確認しております。

また、改めまして、消防防災ヘリを運航する高知県消防防災航空隊への聞き取りを行いまし

たけども、現在はパイロットを運航の委託で契約をしておりまして、その契約上、通常は８時

半から17時15分まで、災害時等の緊急事態でも日の出から日没までの運航で、視認性の低い夜

間運航は、安全を考慮しまして、今後も含めて運航することはないという予定ですということ

でございました。

高知県消防防災航空隊の夜間訓練の実績もありますけれども、これは日没まで活動した後、

帰航をする場合は、高知龍馬空港が真夜中、これは夜になって暗くなっておりますので、その

ための着陸訓練で、四万十市とか他市町村での場外離着陸場への離着陸訓練であるものではな

いようです。そのため、医療センターのヘリポートでは、過去に日没直後の利用はあったそう

ですけども、越知町のヘリポートでは、整備後、夜間の利用実績がないということではござい

ました。

本市で24時間ヘリポート整備の検討をということでございますが、夜間離着陸するためには
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夜間照明などのまず設備が必要となりまして、調べた範囲では、15年前の整備で約500万円の

整備費が必要で、離着陸の際には消防署員による地上誘導も必須となります。

また、四万十消防署に確認をしましたところ、消防防災ヘリの運航が現在の委託形式になる

前には、訓練ではありますけども、入田にある国土交通省のヘリポートに夜間何度か離着陸し

たことがあるということでございました。

このようなことも含めてまして、今後夜間ヘリポートの整備が必要なのか、既存のヘリポー

トで対応可能なのかなど、消防防災ヘリやドクターヘリの今後の運航の動向なども注視しなが

ら情報収集を行っていきたいと考えているところでございます。

以上です。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

課長が最後言われましたように、ぜひ今後の動向を見守っていただいて、■９番（川渕誠司）

可能性は出てくると思うんですよ。私の知っている防災士の方からも、ぜひ夜間ヘリポートを

やってよというようなことも私のところへ届いております。ぜひ前向きな検討もお願いしたい、

そのように思います。よろしくお願いをいたします。

続いて、聴覚障害者の支援について質問をいたします。

高知県手話言語条例が昨年12月26日に施行されました。市町村への支援もこれからいろいろ

始まってくるかと思います。学校での手話の授業に対して、県からの指示あるいは支援という

ものは何か言ってきていますか、お答えください。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

現在のところ、県から県の手話言語条例が制定された以降、通知等は出ておりません。

以上でございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

では、どうもこれからだと思いますので、ぜひ県から話がありましたら、■９番（川渕誠司）

素早い対応をお願いしたいと思います。県は既にチラシを作ったり、手話の動画を作ったりし

ています。大変面白い動画です。県から声がかかれば、ぜひ積極的な取組をお願いしたいと思

います。

続いて、東京デフリンピック2025です。これは前回もお話をしましたけれども、日本初開催

の大会です。昨日の高知新聞に、日本パラスポーツ協会特別賞を受賞した中村高校の生徒が紹

介をされておりました。彼は、世界のデフユースの陸上競技で優勝している有望選手なんです

ね。これからデフリンピックを見据えて頑張っていると思います。

こうした活躍も含めまして、ぜひ今後周知に努めていただきたい、そのように思っています。

それは、学校だけでなくて、時期が来れば一般市民向けにも広報紙等を通してやっていただけ

たらと思うんです。そのことによって、聴覚障害者への理解や手話の普及のきっかけになると
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いうふうに思いますので、ぜひ検討をお願いしたいんですが、いかがでしょうか。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

まず、学校教育の活用につきましては、今年度より東京2025デ■学校教育課長（岡本寿明）

フリンピックの開催について各校に周知をしてまいりましたが、引き続き周知を行うとともに、

各教科で聴覚障害者の学習を行う際に、東京2025デフリンピックにも触れることで、デフリン

ピックやデフスポーツの理解を広げていきたいというふうに考えております。

以上でございます。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

今学校からお答えがありましたが、広報等を通じてということについて■９番（川渕誠司）

はどうでしょうか。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、スポーツ振興の観点からになるがですけれども第１■生涯学習課長（戸田裕介）

回大会がパリで開催されてから100周年となり、日本で初めての開催となっております。この

歴史に残る大会であることから、本市におきましてもデフスポーツやデフアスリートが活躍す

る姿を通じて、その魅力や価値をあらゆる場所・場面を通じて発信していきたいというふうに

考えております。

また、令和７年11月の大会開催に向けまして、高知県教育委員会事務局・学校教育課とも連

携をしまして、学校現場におけるデフスポーツや聴覚障害者への理解を促進する機会を積極的

に創出したいというふうに考えているところです。

以上です。

川渕誠司議員。■議長（宮﨑 努）

ぜひ前向きな取組をよろしくお願いをいたします。■９番（川渕誠司）

それでは、第３期教育振興基本計画については残してしまいました。これは非常にいい中身

と、また問題であるなと思うところと両方私は感じておりますので、次回にこの点につきまし

ては詳しく質問させていただきたいと思います。どうかよろしくお願いをいたします。

以上をもちまして私の質問を終わります。

以上で川渕誠司議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

11時20分まで休憩といたします。

午前11時12分 休憩

午前11時20分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、山下幸子議員。

議員番号７番、公明党の山下幸子です。議長よりお許しをいただきまし■７番（山下幸子）
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たので、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。

このたび岩手県大船渡市の山林火災で被害・影響を受けられた皆様に心からお見舞いを申し

上げます。

最初の質問は、環境問題について、ごみの減量や脱炭素への取組について、環境生活課の山

本課長にお尋ねをいたします。

いよいよ課長にとって、この３月議会の答弁が最後となりました。熱意と実行力のある課長

の退職に、残念さと寂しさをかみしめながら、私から最後の質問をいたします。

昨年９月議会の質問の中で、本市ではカーボンシティ宣言の制定をされている中で、今後の

脱炭素を進めるための一つとしても、家庭から出る廃食用油を持続可能な航空燃料へ回収・活

用できないかとの質問に、山本課長から施策実施に向け取り組んでいただけるとの答弁をいた

だきました。その後、本市だけでなく、近隣市町村や県などにも実施に向けた協議など働きか

けていただいたことを聞いております。ご尽力をいただきまして、本当にありがとうございま

した。

そこで、現在、家庭で使用された廃食用油の回収について、これまでの取組内容と進捗状況

をお尋ねしたいと思います。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

これまで見過ごされてきました、ただのごみとなっておりまし■環境生活課長（山本 聡）

た家庭から出る廃食用油、こちらのほうが回収をされまして、持続可能な航空燃料、いわゆる

ＳＡＦ、そういったものに再生をさせる取組、こういったことが全国各地で取り組まれている

ということを知りましたのが、令和６年５月でございます。何はさておき、四万十市初である

とか何々初、そういった取組が私は大好きでございますので、これは面白いと。何よりもごみ

の減量化、ＣＯ の削減はもとより、将来的に高知龍馬空港におきまして航空燃料の一部とし２

て活用できると、そういったことができたならば、子供たちに啓発をしていく、そういったこ

とにしましても、これは夢がある取組じゃないかとわくわくした気持ちで、本市におけます可

能性、そういったものを探り始めたものでございます。

その後、令和６年９月議会での山下議員からの一般質問、こちらが大きな後押しになったの

は言うまでもございません。何しろ時間がなくなっていた私でございます。いわゆる尻に火が

ついた状態と申しましたけれども、そこに廃食用油の関連のご質問でございます。まさに火に

油を注いでいただいたと、そういう形になったというのは、既にご案内のとおりでございます。

ここで私、覚悟をいたしました。燃え尽きるまでやってみようと、燃え尽きた後の灰、それ

は後の優秀な課長が集めてくれるだろうと。当然その灰につきましても再生利用されるという

ことは言うまでもございませんですけれども、そこからがこの取組の始まりでございます。

10月の上旬ですけれども、より事業効果を高めようと、幡多の５市町村の担当課長さんを訪

ねまして事業の意義、それから必要性・メリットなどを訴える中で、皆さんの賛同を得ること
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ができました。これだけではございません。同月下旬には高知県庁の担当課長さんをお訪ねし

まして、ぜひ県下的な取組になるよう、事業推進の音頭取りをお願いしましたけれども、こち

らのほうは残念ながら私どもの思うような回答、そういったものは得られなかったとそのとき

感じております。

まだまだ続きます。11月の下旬にかけましては、日本航空株式会社ＪＡＬさんとも協議をさ

せていただきまして、本市の取組に対します協力依頼のほうを快くお引受けをいただいたとこ

ろでございます。その後、現在に至るまでにつきましては、様々な方面からご紹介いただきま

した数社の廃食用油回収業者さん、そちらのほうへ継続的な問合せ、またあらゆる機会を通じ

まして県中央、それから東部の市の担当課長さん、そういった方々にも本市の取組をいろいろ

お伝えをしているところでございます。

ここからが本題でございますけれども、それじゃあ、廃食用油の回収はいつからするのかと

いうことですけれども、ここまでお話をさせていただきました協議検討、そういったことと並

行する形で、昨年の12月18日から市役所本庁舎、それから西土佐総合支所のほうへ回収用のド

ラム缶等を設置をいたしまして、併せて広報の１月号でも周知を行いまして、回収を開始させ

ていただいたところでございます。

聞くところによりますと、家庭から出る廃食用油の回収、こちらが進まなかった理由、そう

いったこととしましては、１つが、法的な縛りがない、ルール化をされてないということ。２

つ目が、回収のスキームがない。業者さんにとりましてもビジネスにならないのではないかと、

そういった風潮があるということ。３つ目が、旗振り役がいないといったそういうことでござ

いました。

ですけれども、半ば見切り発車と申しますか、協議検討が調うまで待っていられないと申し

ますか、もともと私には時間がございませんので、とにかく回収をしてみようと。それで集ま

らなければ、またやり方を考え直してみればいいわけでございまして、集まれば、さらに工夫

をして事業効果を高めていけばいいわけでございます。そういった思いの中で、現在の回収状

況を申しますと、ドラム缶の設置からもうすぐ３か月ですけれども、200のドラム缶、こち

らの約半分程度までたまっているのが確認ができております。これは我々の想定を大きく上回

るものでございまして、大変うれしい限りでございます。

また、申し添えさせていただきますと、この回収事業につきましては多額の経費が必要なわ

けではございませんし、こちらで回収した廃食用油につきましては業者さんのほうが買い取っ

てくれるわけですから、非常に費用対効果の高い取組であるというふうに考えているところで

ございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

大変細かく内容を教えていただくことができました。ありがとうござい■７番（山下幸子）

ます。西土佐と本庁でドラム缶を玄関横で置きまして、３か月で200の油を回収することが
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できたということでございます。本当にありがとうございました。

今、課長のほうにも私のほうにも、各市町村の議員さんよりこの事業についての問合せの電

話が入っているところでございますが、県内初としても、より多くの市町村でも取り組んでい

ただけることを願っております。

市民の皆様も、ごみの減量にもなり、費用もかからないので、よい取組だと言っていただい

ておりますが、ただ、現在回収ボトルといいますでしょうか、リターナルボトルは本庁４階の

環境生活課の窓口で販売をしておりますが、市民の皆様は４階まではと、ちゅうちょされる方

もおいでます。ぜひ１階での購入ができるようにと言われておりますが、この点についてはい

かがなものでしょうか、お聞かせください。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

この回収専用ボトルの購入に関しましてですけれども、市民・■環境生活課長（山本 聡）

人権課とも協議をいたしました。早速、本日中には本庁１階での取扱い、そちらのほうもでき

るように対応させていただきたいと思っているところでございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。本日中にも取り組んでいただけるというお答え■７番（山下幸子）

をいただきました。私もこのボトルを持ちまして、地域活動でこういうのをということをお訴

えをしておりますので、どうかよろしくお願いいたします。

また、今後は回収量を安定的に漸増させるためにも、市内のスーパーにも協力依頼を考えて

いるようですが、今後の取組内容と方向性についてお尋ねをいたします。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

今後の展望といたしまして、廃食用油の回収量、そちらを安定■環境生活課長（山本 聡）

的に増やしていくと、そういったことには、住民の皆様にとって利便性の高い回収拠点の整備、

言い換えますと、多くの人が集まりやすい場所への回収ボックスの設置と、そういったものが

不可欠であるというふうに考えております。ある事業者さんによりますと、スーパーなどでの

回収量は、市役所庁舎で行った場合のそれと比較をしまして約10倍という試算もあるようでご

ざいます。

このようなことから、現在におきましては、事業導入段階での啓発と、そういった意味も込

めまして市役所庁舎等を回収拠点とさせていただいておりますけれども、近日中には市内の各

スーパーさんにも具体の協力依頼をさせていただきまして、回収拠点の拡大、こちらに努めて

まいります。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

利便性の高い取組としてスーパーにもということですけれども、大体予■７番（山下幸子）

定としてはいつ頃になりますでしょうか。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）
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できれば今年度中に話しに行きたいと思いまして、もしそれが■環境生活課長（山本 聡）

できなくても、４月頭には各スーパーさんともお話をさせていただいて、方向性を定めたいと

いうふうに思っております。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

本年度中ということですけれども、ぜひ課長がおいでる期間中にお願い■７番（山下幸子）

をしたいと思いますので、よろしくお願いします。このスーパーも実現することによって、回

収量の促進につながることにもなると思いますので、どうかよろしくお願いいたします。

次の質問は、ごみ袋の改善についてお伺いをいたします。

この質問も、昨年６月議会にて、誰もが使いやすいごみ袋の改善について質問をいたしまし

た。現在、ごみ袋の形状はどのようになったのでしょうか、お聞かせください。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

家庭ごみ収集指定袋の改善につきましても、令和６年６月議会■環境生活課長（山本 聡）

での山下議員からの一般質問、こちらがきっかけとなりましたことは、皆さんの記憶にも新し

いことと存じております。

この時期におきましても、私には時間がないと大変焦っておりましたので、早速８月から市

内4,000世帯を対象といたしました、当該ごみ袋のサイズ、それから結び代等に関しましたア

ンケート調査をさせていただいたところでございます。結果、回答内容を踏まえまして、当該

ごみ袋の大・小・特小の３種類全ての結び代の長さを15㎝から18㎝に３㎝長くすることで四万

十市廃棄物減量等推進審議会の答申もいただいたことから、令和７年度当初予算におきまして、

それを反映した形での予算計上とさせていただいているところでございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

よく分かりました。特に、力が衰えた高齢者の方にとりましては、使い■７番（山下幸子）

やすくなったのではないかと思います。ありがとうございました。

次は、地域ネコｄｅ縁結び、ねこんかつについてお尋ねをいたします。

令和５年と６年にねこんかつのイベントを行っておりますが、この発想はユニークでもあり、

現在の環境にもマッチしたすばらしい取組だとも感じました。全国の自治体でも大変珍しい発

想である事業だとは思いますが、事業効果はどのような結果だったのか、お尋ねいたします。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

地域ネコｄｅ縁結び、猫婚活と書きましてねこんかつと読んで■環境生活課長（山本 聡）

いただいておりますけれども、このイベントに関するご質問でございます。

こちらのイベントでございますが、自治体レベルにおきましては恐らく全国初ではないかと

私は思っておりますので、少し概要の説明からお答えをさせていただきたいと思います。

対象につきましては、猫好き、動物好きの若い男女でございます。野良猫から地域猫に関し

ます基本的な知識、それから現状等を学んでいただきまして、今後の地域猫活動の在り方、そ
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ういったことなどを考える中で、人と動物が共存できる社会、そんな社会の実現の一助とする

ことと併せまして、保護猫の里親探しも行いながら男女の出会いを創出すると、大変欲張った

ものでございます。

このイベントを開催した背景でございますけれども、各自治体が掲げております様々な課題、

ここで申しますと野良猫でございますけれども、こういったことなどをこれからの社会を担っ

ていただきます若い世代の方々、そういった方々にできるだけ多くのことを啓発したいと、そ

う思ったのがきっかけでございまして、そこで若者が対象ならば婚活はどうかと、それから婚

活の所管課は子育て支援課ですけれども、そこだけにやらせておくのはもったいないと私は思

いまして、環境生活課で開催をさせていただいたものでございます。

令和５年、６年度とこれまで２回開催をさせていただきましたけれども、昨年度は男女17名

の参加で２組のカップルが、それから本年度は男女各８名の参加で１組のカップルが誕生をい

たしました。また、ほとんどの参加者からは、地域猫活動の内容、それから課題などが理解を

できてよかったでありますとか、保護猫との触れ合いの場を持ててよかったと、そういった感

想をいただきましたけれども、保護猫の里親探しにつきましては次回以降の課題となったとこ

ろでございます。

この取組の特徴的なところを申しますと、動物愛護、それから野良猫対策にプラス、婚活・

少子化対策といったように、全国の自治体が抱えております諸課題をコラボイベントにしまし

て、一石二鳥の事業効果を期待をしているところでございます。環境生活課におきましては、

このように全例のない奇想天外でユニークな取組、そういったことへの挑戦を通じまして、住

民の皆さんが今の環境生活課はこれまでと違うぞと、何かしてくれるかもしれない、そういっ

たわくわく感といいますか、期待感を持ってもらうことが大切ではないかと、そういった考え

の下に日々の業務に当たっているところでございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■７番（山下幸子）

令和５年度が２組で６年が１組、２回ともマッチング効果は出たということでございます。

すごいことだと思います。

また、里親は次回の課題になったようでございますが、人と動物が共存できる社会を目指し

ながらのこの事業について、今後も継続する計画があるのかどうか、お聞きいたします。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

事業の継続に関しましたご質問でございます。■環境生活課長（山本 聡）

この地域ネコｄｅ縁結び、ねこんかつにつきましては、ここで申しますと猫好きな人もそう

でない方も、もっと広い意味で申しますと動物が好きな人もそうでない方も、皆さんが一緒に

穏やかに暮らせるまちづくり、そういったことを目指す中で取組を始めた事業でございます。

したがいまして、この理想となります地域社会の実現、そういったことに向けましては、一定
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の継続した事業実施が必要ではないかと思いますし、またこれまで以上にもっと自由な発想の

下、事業展開を図っていくと、そういったことも重要ではないかと考えております。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

では、７年度も継続はできるということで構わないでしょうか。■７番（山下幸子）

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

もちろん７年度も実施をさせていただく方向で考えております。■環境生活課長（山本 聡）

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

承知しました。地域のいろんな課題解決への一歩にもつながってくるこ■７番（山下幸子）

とだと思いますので、ぜひとも継続していくことに意味があると思いますので、お願いをいた

します。

それでは、２番目の四万十市産業振興計画について。

本市では、10年後の将来像「地域資源を活かした産業の力みなぎる四万十市」に向けた取組

を行っております。今回は、農業と林業分野においてざっくりお聞きしたいと思います。

これまで農業分野では、豊かな食を育み、地域で暮らし稼げる農業と目標を定めております

が、近年の農業を取り巻く環境においては、高齢化と人材不足、また耕作放棄地も目立ってき

ている中で、資材の高騰や気候変動など様々な課題があり、大変厳しい状況にあるのではない

かと心配をしております。

そこで、本市の農業分野における担い手確保、新規就農者の確保・育成、集落営農の推進に

ついて、取組と現状をお伺いしたいと思います。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、取組と現状につきましてお答えをいたします。■農林水産課長（吉田貴浩）

本市の総合計画の柱の一つである「地域資源を活かした産業の力みなぎる四万十市」に向け

た取組といたしまして、農林水産業・商工業・観光業それぞれの分野において、令和２年度か

らの２期目の産業振興計画に基づく施策を展開し、産業の振興並びに雇用の拡大を図っていく

こととしております。

産業を振興する上で、担い手の確保・育成は全産業分野に共通する課題であり、農業分野に

おきましても担い手の育成・確保は主要な柱と位置づけており、先ほど議員からもありました

新規就農者の育成・確保、認定農業者の確保、集落営農の推進を掲げております。

取組といたしましては、随時の就農相談から市外の就農相談会等への誘致活動に始まり、農

業研修支援や就農後の経営安定支援、地域の中核的な農業となる認定農業者への誘導、集落営

農組織の法人化、こういった支援などがあり、これには国や県の有利な制度の活用や県の農業

振興センター・ＪＡ等の関係機関による支援体制を取っているところでございます。

なお、順番に、令和７年度の目標に対しまして、今年度末の現状見込みといたしましては、

新規就農者数は年間３人という目標を掲げておりますが、それに対しまして現在２人、令和２
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年度からの５年間を見ますと、延べ21人確保をしております。また、認定農業者数は150人と

いう目標に対し119人、集落営農組織数は31組織という目標に対し現状維持の31組織、農業経

営を行う法人は８組織という目標に対し10組織となっており、令和２年度からの５年間を見ま

すと、高齢化等の影響もありまして認定農業者数は減少傾向にありますが、集落営農組織数は

現状維持といったふうになっております。

また、計画初年度の平成27年度から今年度までの10年間の状況を見ますと、新規就農者数は

30人の目標に対し35人、認定農業者数は150人の目標に対しまして119人、集落営農組織数は

31組織の目標に対し現状維持の31組織、それと農業経営を行う法人数は８組織の目標に対し

10組織となっておりまして、おおむね達成をしているような状況となっております。

以上です。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

おおむね達成はできているという答弁でございましたが、やはり部分的■７番（山下幸子）

には厳しい状況に変わりはないというようなところもあると感じました。振興施策の効果や進

展がまだはっきりと見えづらいという段階であれば、少しは安心もできますが、現状はなかな

か困難であるところで、どこの市町村も多分こういう状況なのではないかなと感じております。

そこで、現状を踏まえて、今後の農業振興の取り組むべき課題についてどのようなお考えな

のか、お伺いをいたします。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

今後の農業振興の取り組むべき課題については、繰り返しには■農林水産課長（吉田貴浩）

なりますが、担い手の確保・育成、農業所得の向上、集落や農地の維持保全といった大きく３

つが当面の課題と捉えております。

高齢化等によりまして、これまで本市農業を支えてくれた主要な農家の方々が引退されるな

ど、農業従事者数は年々減少しており、集落や農地の維持保全の観点からも、専業農家と兼業

農家のバランス、少ない従事者で持続できるような構造に転換していくことが重要であると考

えております。

また、近年は物価高騰や気候変動が農業経営に大きく影響をしておりまして、農業を取り巻

く情勢は一段と厳しさを増す中、議員が言われた稼げる農業を見いだしていくには、有利な品

目の模索や付加価値の向上、いわゆるブランド力の向上等に加えまして、従来から行ってきた

生産過程に有効なスマート農業を導入するなど、作業の省力化・効率化を図る工夫も必要と考

えております。

加えて、国におきましては、生産価格のコストの増加分を価格に反映させるといった農産物

の価格転嫁の動きもありますので、今後はこういった動きが本格化していけば、農業所得の向

上にもつながっていくのではないかと期待しているところでございます。

なお、課題は多くあるものの、特に施設園芸では、少ないながらも若い世代の参入が見られ、
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また広域でのドローン防除や米の共同出荷等を目的とした集落営農組織の広域連携組織も立ち

上がるなどの新しい動きも出てきております。

今後も産業振興計画における戦略の柱を基本に、国内外の農業情勢や気候変動等の状況も踏

まえながら、地域の実情や時代に合った施策を取り入れまして、農家の皆さんや関係機関と一

緒に取り組んでいけたらと考えております。

以上です。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■７番（山下幸子）

今後の課題といたしましては、やはり担い手の確保、また新規就農者の確保・育成、集落営

農の推進など、こういったものが大きな課題となっていることが分かりました。また、中では

スマート農業、稼げる農業に対しても工夫をしていただいているということで、課題はいろい

ろとありますが、特に今後、担い手確保は重要であり、地域で農業を盛り上げたいと思ってい

る若者のためにも、若者が農業に挑戦しやすい施策や、嫁が持てる稼げる農業についても全力

で取り組んでいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

次は、林業についてお伺いをいたします。

本市の林業分野では、目指す姿として「山で若者が働く、全国トップクラスのヒノキ産地」

と掲げておりますが、これまでの取組内容と課題についてお伺いをいたします。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、産業振興計画に関連づけまして、位置づけている林■農林水産課長（吉田貴浩）

業分野の主な取組内容と課題のほうについてお答えをいたします。

まず、市有林整備というところですが、本市では民有林整備も行っておりますので、市有林

と民有林を併せて森林整備としてお答えをさせていただきます。

まず、市有林整備につきましては、毎年計画的に植栽や間伐等を行っているほか、四万十ヒ

ノキブランド化推進協会と連携をいたしまして、新たな植栽方法の試験も行っているところで

ございます。具体的に申し上げますと、令和６年度から７年度にかけまして、通常は１ha当た

り3,000本の植栽としているところを、１万本または6,000本といった高密度植栽を行いまして、

成長具合等を観察しながら、施業方法等、ブランドの名に恥じないヒノキの育成について研究

していこうという取組を行っております。

また、民有林整備につきましては、森林環境譲与税を活用した森林経営管理制度による未整

備森林の整備を行っているところです。

これらの課題といたしましては、これは先ほどからもありますが、全分野共通の課題となり

ますが、市有林と民有林の両方の整備を推進していくに当たり、施業を行う民間事業体の作業

員数が十分に足りていない、いわゆる担い手不足といったものが挙げられます。

続きまして、市産材ヒノキを使用した住宅建築に対し補助金を交付する市産材利用促進事業
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につきまして、令和７年度の産業振興計画の目標数値は、当該事業を活用した住宅の着工戸数

を年間30戸としているところに対しまして、令和５年度の実績は31戸というふうになっており

ます。

なお、令和６年度の実績見込みは13戸というふうに大幅に減少をしておりますが、この主な

要因は、近年の住宅建築費の高騰などにより、住宅着工件数自体が減少しているためというふ

うに考えております。

続きまして、鳥獣対策についてです。

令和７年度目標数値では、森林への鹿の食害被害を踏まえまして、鹿の捕獲頭数を年間

4,500頭としているのに対しまして、令和５年度の実績は1,744頭、令和６年度の実績は12月時

点で1,351頭というふうになっております。数値だけ見ますと目標値には達していないという

ことになりますが、鹿の捕獲頭数は近年減少傾向にあることから、狩猟者の高齢化といったよ

うな課題はあるものの、こういった取組の効果として、鹿の個体数自体が減少しているものと

も言えると思われます。

なお、鳥獣被害の中で最近被害の声が大きくなっているイノシシの捕獲頭数につきましては、

産振計画上、目標値として設定はしておりませんが、10年前の平成26年度の捕獲頭数は

1,478頭に対し、令和６年度の実績では12月時点で2,426頭と増加をしており、イノシシ被害の

対策も喫緊の課題となっていることは認識しているところでございます。

このほかに、林業の担い手について、令和７年度の目標値では新規林業就業者数を年間５人

としているところでございますが、令和６年度実績では１人であり、大変厳しい状況となって

おります。この状況を踏まえまして、令和７年度からは、林業担い手確保の観点から、これま

での林業担い手支援事業を拡充し、新たに住宅借り上げ料等を支援するメニューを追加するこ

ととし、予算計上させていただいているところでございます。

また、参考までに、高知県立林業大学校への本市からの入学者数でございますが、開校した

平成27年度から令和６年度までに、本市から12名が入学をしております。なお、本市以外の入

学者数も含めた令和５年度までの卒業後の進路につきましては、幡多管内の事業所に16名、う

ち本市に９名が就職していることということでございます。

すいません、長くなりますが、最後までいきます。

最後に、全国木まちサミットについて、林業振興の観点から説明をさせていただきます。

これは、さきの市長施政方針要旨でも触れておりますが、全国の木材利用などに取り組む自

治体が相互交流・情報交換等により課題を共有し、全国において木材利用促進と国産材自給率

の向上を加速させるとともに、持続可能な林業の推進を図ることを目的に、毎年全国で開催を

しております。この全国木のまちサミットを本市で来年度、市制20周年記念事業として開催す

ることとしており、先日、実行委員会を立ち上げたところでございます。

なお、このサミットでは、全国各地の協賛自治体や林業関係者が多く集まる場となりますの
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で、四万十ヒノキブランドやヒノキ産地としての情報発信を通じまして、本市林業振興活性化

の新たな契機になればと考えております。

長くなりましたが、以上です。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

大変詳しく教えていただくことができました。本当にありがとうござい■７番（山下幸子）

ます。

森林整備についても毎年しっかりとなされておりますし、また６年度から７年度、ヒノキも

１万本、6,000本と植栽もしていただいているようでございます。また、先ほど課長もおっ

しゃっておりましたが、鳥獣被害についても、これからちょっと力を入れていただけるようで

ございます。

また、今回は協力隊にも期待をしておりましたが、ままならず、厳しい状況でもありますが、

目指す姿として「山で若者が働く」とあるように、まず人材確保が第一ではないかとも考えま

す。育成確保に向けての一つである、県としても林業大学校でのトイレカー導入による研修環

境の充実や高校生向けのオンライン出前授業など、入校生の確保に向けた取組の展開も行って

おります。本市のほうからも入校しておりますので、期待をしたいと思っております。

次の質問として、全国木のまちサミットについてお聞きしたかったのですが、先ほど課長の

ほうからおっしゃっていただきましたので、課長の思いで一人でも多くの方が参加していただ

き、木材の利用促進や林業推進につながるようになることを期待しております。

３番目の教育について、中学校の部活動の地域移行について質問をいたします。

少子化と教員の負担軽減を目的とした部活動の地域移行が、2025年度までを改革推進期間と

して進められている現状において、現在の本市の部活動の地域移行への取組内容についてどの

ように決めてこられたのか、お伺いをいたします。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

部活動につきましては、全国的に少子化が進展し、学校部活動の運営や存続が難しくなって

きておりまして、今後も学校の働き方改革が進む中、より一層厳しくなることから、国から部

活動の地域移行や地域連携の推進といった部活動改革の取組を進めるよう、方針が示されてい

るところでございます。

本市におきましても、こういった状況を踏まえまして、地域移行につきましては、教員の負

担軽減を図るため、今年度より国の委託事業を活用して、休日のみではございますが、ソフト

テニスを市内の地域クラブに移行する実証事業を実施しており、地域移行の効果や課題の把握

等の検証を行っているところでございます。

一方、地域連携の取組といたしましては、地域の人材を活用し、部活動に関する専門的な指

導や引率業務を担っていただくため、部活動指導員を雇用しており、現在は教員ＯＢや地域の
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スポーツ団体の指導者等、各中学校に２名ずつ、計６名を配置をしております。

さらに、もう一つの地域連携の取組といたしましては、市内の中学校を拠点校として登録し、

他校の生徒が拠点校の部活動に参加することで、合同練習や大会参加に必要な人数を確保する

仕組みである拠点校部活動を今年度より実施しているところでございます。今年度は、中村中

学校の男子バレーボール部を新たに拠点校として登録し、休日に参加校である中村西中学校や

宿毛市の片島中学校、土佐清水市の清水中学校の生徒と合同で活動を行っておりますが、来年

度は平日についても拠点校部活動を導入するとともに、その対象とする部活動を拡充する予定

としております。

具体的に申し上げますと、中村地域におきましては、男子バレーボール部は拠点校部活動を

継続の上、相撲部・剣道部・柔道部については来年度４月から、野球部とサッカー部につきま

しては、現２年生が部活動を引退し、新チームが編成される……。

岡本課長、簡潔に答弁をお願いいたします。■議長（宮﨑 努）

来年度の秋頃から、中村中学校を拠点校、中村西中学校を参加■学校教育課長（岡本寿明）

校として新たに拠点校部活動を導入する予定としております。また、西土佐中学校におきまし

ても、野球部について四万十町立十川中学校と拠点校部活動を検討中でございます。

以上でございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

よく分かりました。■７番（山下幸子）

大まかに中村中学校を拠点校、西中学校を参加校として、拠点校への移動はバスで行うとい

うこともちょっと勉強させていただいたんですけれども、間違いないでしょうか。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

学校間につきましては、スクールバスの運行を予定していると■学校教育課長（岡本寿明）

ころでございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

大まかには理解できました。ありがとうございます。■７番（山下幸子）

本当は細かくお聞きしたいところでございますが、まだ前田議員、西尾議員がしっかり質問

を用意しておりますので、私からは２点だけ、スクールバスの経費はどうするのか、これまで

なかった移動時間を安全に確保するための用意はされているのか、この２つをお聞きしたいと

思います。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

まず、スクールバスの経費でございますけれども、来年度につ■学校教育課長（岡本寿明）

きましては、県の事業であります地域連携支援事業を活用いたしまして財源を確保する予定と

しておりますけれども、令和８年度以降は、国・県の財源は未定のため、バスの運行に伴いま

す経費、実質市が負担する経費は増加する点が課題であると認識をしております。
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それから、安全面の確保につきましては、学校間の移動は下校便のスクールバスの時刻表に

合わせて運行することとしておりますので、こういったことにより、各学校間においては安全

面が図れるのではないかと考えているところでございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■７番（山下幸子）

あと、西土佐中学校において、十川中学校との拠点校部活導入については、まだ調整中でご

ざいますでしょうか、お尋ねいたします。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

十川中学校との拠点校部活動につきましては、現在調整中でご■学校教育課長（岡本寿明）

ざいます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

いつ頃になるのか、予定は分かりませんでしょうか。■７番（山下幸子）

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

まず、西土佐中学校のほうについては、１月に保護者説明会も■学校教育課長（岡本寿明）

いたしまして、来年度の秋を予定をして、これは四万十町の教育委員会とも一緒に時期は進め

ておりました。それから、十川中学校につきましても、拠点校部活動についてはやるという方

向性を決定したということはお聞きしておりますけれども、拠点校をどちらに置くかというと

ころが、まだ調整ができていないというところでございます。

以上でございます。

山下幸子議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■７番（山下幸子）

今後の活動現場の中で、これからもいろいろと課題は出てくると思いますが、子供たちが安

心して地域で部活動に取り組めるよう、丁寧に取り組んでいただけることをお願いいたします。

小休にいたします。■議長（宮﨑 努）

午後０時５分 小休

午後０時５分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

山下幸子議員の質問途中ではありますが、この際、13時10分まで休憩といたします。

午後０時６分 休憩

午後１時10分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

山下幸子議員。

それでは、最後の質問になりました。市長にとりましても、四万十市市■７番（山下幸子）
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長として一番長い３期12年でした。いよいよ最後の３月議会となりました。７年前の新人の私

の質問に対しても、気軽にウエルカムで、男女共同参画において市職員の女性管理職の拡大に

ついての質問に、西土佐時代からの話も交え答弁をいただいたのを今も覚えております。

そこで、市長の12年間の政治姿勢の総括をお聞きしたいと思いますので、どうかよろしくお

願いいたします。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

お答えをしたいと思います。■市長（中平正宏）

ただ、この３期12年間の総括を全て話してしまいますと、最終日に上岡正議員、上岡真一議

員が同じような質問をしていただきますので、答えることがなくなるかも分かりませんので、

私、今回は大まかな方向性のみについてご答弁したいと思います。

まず、12年前、市民の皆様の負託を受け、市政のかじ取りをさせていただいて以来、「人が

輝き 夢が生まれる 悠久と躍動のまち 四万十市」の実現に向け、懸命に市政運営に取り組

んでまいりました。

まず、市長に就任した平成25年におきましては、真っ先に取り組みましたのが、市政運営を

行う上での羅針盤となる総合計画の策定でございます。当時、その計画そのものが全くなく、

市がどういう形で進んでいくのかという、まずその総合計画をつくらないといけないというこ

とで、総合計画の策定にかかりました。

そして、本市の特色や地域性、きめ細かに反映させた産業振興計画の策定、これは当時、県

のほうが産業振興計画というのを強力に進めておりましたので、それと連携をした中で、市の

産業振興計画も策定をしたところでございます。

同時に、国のほうが地方創生総合戦略を全市町村でつくるというような方向性が出てまいり

ましたので、市といたしましても、人口減少や少子高齢化、また地域経済の縮小といった課題

に対応するために、まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定をし、進めているところでござい

ます。

これらの基本となる計画をしっかりと定めたことによりまして、市の進むべき方向性は一定

明確になったのではないかなと思うところでございます。

そして、私は12年前、大きくまず生活インフラの整備、そして道路インフラの整備、そして

少子化対策、民間でできることは民間でやる、そしてそのほかにも総合文化センターの建て替

え、大きく言いますと今申し上げたような形が大きなお約束ではなかったかなと思います。

そこの中で、やはり１つ、道路整備につきましても、詳しくは申しませんけれども、横断自

動車道も全て事業化になりましたし、441号線も全て事業化になっております。

これは１つにやはり大きかったのは、市の職員の物すごい頑張りと併せて、ご存じのように

国の国土交通省より副市長を、私が市長になって道路局から４人引っ張ってまいりました。当

初は４月に選挙が終わり、５月に就任をいたしましたので、次の年の４月から来たらよいかな
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という思いを持っておりましたけれども、当時の国会議員の先生のすごいご尽力にもよりまし

て、７月から和賀副市長が四万十市のほうに来ていただき、そこの中で進めることができたの

ではないかなと思います。

また、同時に、要望書等々につきましても、特に和賀副市長、そして福本副市長の指導によ

りまして、すばらしい市の職員のレベルが上がったのではないかなと思います。

そして、もう一つ、河川整備でございますけれども、ご存じのように四万十市におきまして

は、長年の課題がやはり相ノ沢川を含めます内水対策であったと思います。そして、平成26年

に大変大きな内水が起こりまして、その当時、幸いなことに、前澤田五十六市長のときに中村

市に助役として来ておりました今井さんが河川部長として高松の整備局に来ておりましたので、

そこの中で今井さんからは、四国で最も大きい排水ポンプ車を四万十市のほうに送っていただ

いた経過がございます。

同時に、それだけではできませんので、相ノ沢川総合内水対策、ご存じのように県のほうが

河川を真っすぐにする、そして国のほうが排水樋門、そして市のほうが排水機場という形の中

で、国・県・市で役割を分担してやったところでございますけれど、やはりここらあたりにつ

きましても、澤田五十六元市長さんの当時の国のほうから、国土交通省のほうより呼んだとい

うことが物すごい大きかったのではないかなと思うところでございます。

そして、一定、一つ一つ話してますと後がなくなりますので、そしてそのほかにも、やはり

森林環境譲与税というものが始まりました。そして、そのために林野庁との人事交流を積極的

に進めたところがございます。このことにつきましても、やはり市の職員を森林集積室のほう

へ最初の１年目から配属をさせていただきまして、大変私としてはうれしかったことでござい

ますけれども、また向こうからも来ていただいて、そこの中でいろいろな情報、特に林業に関

する情報等々がいち早く四万十市のほうには入ってきたのではないかなと思います。

そして、今ほど、生活インフラのほうは言いましたけれども、もう一つ、やはり合併した当

時びっくりしましたのが、実は私が職務執行者で平成17年４月10日、中村市旧庁舎のほうへ来

たときでありますけれども、当時川登のほうで水道工事をしておりました。当然これは２回目

の工事であろうと思っておりましたけれども、それが初めての工事でありまして、まだまちな

かは上水、そして下水等も進んでおりますけど、端々はほとんど旧中村市の時代はできていな

いというのが分かりましたので、やはりそれから水道設備をしっかりやらないといけないとい

う思いもありまして、特に蕨岡地区の統合簡水であるとか、あるいは具同水源の新しい水源地

についても一定めどがついておりますし、またそういう形の中で、特に生活インフラ、そして

道路インフラについては大幅に進んだのではないかなと思います。具体的には、最終日にご答

弁を申し上げたいと思います。

そして、少子化対策につきましても、後ほど学校給食の話が大西議員のほうよりいただきま

すけれども、実は副市長当時に、まだ小学校の給食が一部残っておりました。これを当時の澤
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田市長と話をした中で、やはりやらんといけんということで、平成21年には小学校の学校給食

は全てできたと思います。

ただ、中学校の給食がまだまだでしたので、残念なことに私がいなかった４年間、給食につ

いては全く進んでおりませんでしたので、私が市長になって給食をするという形の中で、平成

28年ぐらいにできたのではないかなと思います。

そしてまた、医療費の高校までの無償化であるとか、あるいはそのほか特に少子化対策につ

いては、かなり自分としては進めた記憶がございます。特に、最初の市長選のとおり、少子化

対策ばっかり言うもんで、私の支持者のほうからは、高齢の方の票がないなるぞという心配も

受けたわけでありますけれども、それぐらい少子化については自分としたら力を入れたつもり

でもございます。

そして、民間にできることは民間にという形が一つのあれでございましたので、その一つの

大きなものは、図書館の民間委託であろうと思います。この図書館の民間にやってもらうとい

うことにつきましては、合併した当時よりその話はありましたけれども、なかなか進んでな

かったというのが現状でございまして、自分が市長になって、当時の担当に図書館の民間委託

をするという形の中で進めました。ただ、民間委託をしたことによりまして、物すごい市民の

皆様のサービスは向上したのではないかなと、これは確信をするところでもございます。

そして、そのほかにもいろいろな形がございますけれども、もう一つ、やはり学校教育の関

係で、１つには、自分が就任する平成25年の前の24年の時期なんかには、特に中学校の教育水

準につきましては大変厳しいものがございました。当時、高知県は沖縄よりは上でしたけれど

も、全国でも全く下のレベルであったと思います。そして、そこの中でも特に四万十市におき

ましては、高知県の中でも大変厳しい状況でございました。そして、どうしてもそれをどうに

かしないといけないという思いがありましたので、当時の藤倉教育長、そして教育委員の話を

した中で、学力の向上には物すごい自分としては力を入れましたし、また予算も入れてきたよ

うな思いがございます。その結果もありまして、現在、小学校では全国上位、そして中学校で

も全国水準を超しておりますので、一定その効果は出たのではないかなと思います。

そのほかにもまだまだいろいろな形はありますし、またそこの中でいろいろ話しますと、先

ほど申しましたように最終日、話すことがなくなるといけませんので、また議員のほうからい

ろいろお聞き合わせ願いたいと思いますし、ただ、この12年間、このような形でいろんな形が

できましたことにつきましても、１つには、やはり議員の皆様、そして市民の皆様の応援や、

何より職員がみんな頑張って、私が方向性を示して、それによって一丸として取り組むという

形の中でこういう形ができたのではないかなと思います。

そして、文化センターの建て替えですけれども、ご存じのようにしまんとぴあが完成をし、

現在大変にぎわっております。ただ、そこの中でも、どうしても駐車場が少ないという課題が

ございます。特に、これはまちなかの堤防の内側につきましては、もうどうしてもかなわない
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宿命ではございますけれども、当時、例えば文化センターを古津賀あるいは具同のほうに移転

をもしするとした場合については、恐らく地元から大きな反対があったのではないかなと思い

ます。これは庁舎の移転と一緒でございますけれども、そういう形の中で、堤防の内側であれ

ば大きな反対はないであろうという思いの中で、現在進めてまいりました。

特に、私がＪＡの高知はたの理事もやってたという関係もありまして、当時のＪＡの理事の

皆様とは大変懇意にしていただいておりましたし、今もしているわけですけれども、そこの中

でいろいろ協議をした中で文化センターを進めた経過がございます。もしこれができてなけれ

ば、今でも恐らくあの古い文化センターに何億円かかけて改修をして、そこの中で使えるだけ

使う、そういう形になっていたのではないかなと思います。

また、その一方で、川渕議員からもお話のありました長年の悲願でありました大学の誘致の

問題については、ああいう形で終わりましたし、また上岡正議員のほうからご質問もあります

けれども、食肉センターにつきましても、これも当初から始めておりましたけれども、何分、

これは四万十市だけやるわけではなく、県にお世話になり、そして関係市町村からもお世話に

なるということで、大変時間がかかり、施設整備費が高騰したという現状もございます。また、

それは最終日に詳しく話をさせてもらいたいと思いますけれど、一番には、やはり皆様に大変

お世話になりながら、いろんなことをやらせていただいたということでございます。

そして、実は私が副市長当時、市会議員の皆様方は36人おったと思います。36人で、私の年

の下は黒石栄一議員１人でした。あとは全て私より年配でございましたし、そして副市長に

なったときに、管理職も全て私より上でございました。それを思いますと、僅か20年でござい

ますけれど、今管理職で私より上はおりません。全て下になりました。そして、議員の皆様に

つきましても、一定、私より上の方もいらっしゃいますが、ほとんどは下になったのではない

かなと思います。そういう形で時代の流れを考えますと同時に、大変お世話になったという思

いをしております。

当時、助役になった当時ですけれども、四万十市にはすばらしい議員さんがたくさんいられ

ました。もうお亡くなりになりましたけれども、宮﨑工さん、渡辺大東さん、北沢和足さん、

北澤保さん、そして上野宏さん、渡辺稔さん、中屋和男さん、そして西土佐では芝和雄さん、

稲田豊明さん、そのほかにもいらっしゃると思いますけれど、物すごい、特に先ほどお話しし

ました宮﨑工さんや渡辺大東さん、その方々にはいろいろな面で、私の父と仲がよかったとい

うこともありますけれども、物すごいいろいろご指導を賜って、そしてそれが今あるのではな

いかなと思うところでございます。

（「ありがとうございました」と呼ぶ者あり）

以上で山下幸子議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

13時30分まで休憩といたします。

午後１時25分 休憩
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午後１時30分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、鳥谷恵生議員。

議長よりお許しをいただきましたので、一般質問を始めさせていただき■１番（鳥谷恵生）

たいと思います。

なお、細かい資料など出てきますので、タブレットのほうで確認しながら進めさせていただ

けたらと思います。よろしくお願いいたします。

まず初めに、四万十市の移住政策についてお伺いします。

現在、四万十市の人口は３万2,000人を割り、３万1,000人に近づこうとしております。地域

のにぎわいや人手不足解消にも、ますます移住政策は重要となっていくと考えております。

そこで、本市の現状をお伺いします。

令和５年、６年度の本市への移住者数と年代と移住した理由を教えてください。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■企画広報課長（武田安仁）

本市の移住支援登録を利用して移住された方の人数ということにはなりますけれども、令和

５年度が35人、年代の内訳を申しますと、20代以下が８人、30代が９人、40代が５人、50代が

８人、60代以上が３人、また不明が２人となっています。なお、この年代が不明の方につきま

しては、ご家族で移住された方など、世帯員の移住されたときに年齢が確認できていない方と

いうことになります。

続いて、令和６年度ですけれども、こちらは２月末時点の人数ということになります。55人

です。年代につきましては、20代以下９人、30代９人、40代７人、50代19人、60代以上が２人、

不明が９人となっています。

続いて、移住の理由としましては、サーフィンや釣りなどで四万十市を訪れる中で移住につ

ながる方や、自然豊かな環境で暮らしたいと希望される方、そのほか、親族が四万十市に住ん

でいたなど従来から四万十市とつながりのある方の移住が多い傾向にございます。

以上でございます。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。令和６年度になって移住者が増えているという■１番（鳥谷恵生）

ことで、すごく心強く思います。

では、さらに発展を目指すという意味で、令和７年度からの本市の取組について教えてくだ

さい。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

令和７年度からのまず新規事業としまして、本市へ移住を検討■企画広報課長（武田安仁）
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する若年層に対しまして、奨学金の返還に係る費用を、月額１万円を上限としまして補助を行

います奨学金返還支援事業補助金の新設のほか、四万十市への移住を検討している方が、市内

での暮らしを体験することを目的に短期間滞在した場合に、要した費用の一部を負担する四万

十暮らし体験費用補助金についても新設予定としております。

次に、拡充の事業としまして、県外から本市に転入する際に要した引っ越し費用を補助する

Ｕターン促進引っ越し支援事業というものを既に実施しておりますが、ＩＪターン者も対象者

に加えまして、限額につきましても５万円から10万円に引き上げるということを考えておりま

す。さらに、移住者が民間不動産業者を介しましてアパートなどの物件を賃貸する場合に、月

額１万円を上限として家賃補助を現在行っておりますが、世帯での入居の場合には、上限額に

１万円を上乗せするというような拡充を予定しているところでございます。

以上でございます。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

引っ越しの費用のほうも５万円から10万円になるということで、移住さ■１番（鳥谷恵生）

れてくる方々にはかなり心強い政策になっているんではないかなと思います。

引き続きまして３番目、委託先のＮＰＯ法人の運営についてお伺いします。

人員の拡充等ある予定だとお聞きをいたしました。また、その人員はどれぐらいなのか。営

業日、現在は平日の運営とお聞きしております、これがどう変化していくのか。また、取組内

容等どうなっていくのか教えてください。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

現在、四万十市のほうでは、移住・定住支援につきまして、Ｎ■企画広報課長（武田安仁）

ＰＯ法人四万十市への移住を支援する会に業務委託をしまして、連携を図りながら取り組んで

いるところでございます。

先ほど議員からもありましたように、来年度、移住の相談件数も増加する見込みであること

から、人員を増員する予定としております。その内容につきましては、現在３人のところを、

１名増員して４人体制にするというものでございます。

また、土日の営業等の相談に対する対応等をどうするかについてでございますけれども、土

日・祝日等の相談業務につきましては、恒常的に事務所を営業する予定は現在のところありま

せんが、現在でも相談者などから要望があった場合には、可能な範囲で対応を行っているとこ

ろでございます。

そのほかの充実した内容というご質問もあったかと思いますけれども、その点につきまして

は、先ほども言いましたように、ＮＰＯ法人事務所への相談来客者数も現在増えているところ

でございますし、今後も増加することも想定されますので、現在の事務所の広さでは、複数の

相談者が同時に面談をすることができないなど、相談に来られる方に不便をおかけする状況も

見受けられますので、相談体制の充実と相談環境の改善を図るために、法人の事務所を現在の
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事務所横の空き店舗に移転する計画もございます。

以上でございます。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。移住相談ということで、県外から来られても、■１番（鳥谷恵生）

待つ可能性が十分に、今まで待っていた方もいらっしゃると思うので、非常に充実した内容に

なってくるんじゃないかなと思います。

続きまして、次の質問に移ります。

本市の移住対象者ですね、特に重要視しているのが34歳以下の方々と、働き盛りの方々とお

聞きしてますが、この方々が情報収集に活用するメディア等、どのように把握されております

か。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

そのことにつきましては、委託先のＮＰＯ法人への聞き取りも■企画広報課長（武田安仁）

行ったところでございますが、34歳以下の方が活用しているメディアに限定することは困難で

ございました。そこで、一般的な傾向としてご説明させていただきたいと思います。

本市にメディアを利用して移住される例としましては、まず移住雑誌、それからテレビ等か

ら移住に興味を持たれまして、そこから移住ポータルサイトスマウトというもの等もございま

すけれども、そういったものを活用しまして、移住先の都道府県を選定した後、県の移住相談

窓口や各種団体が主催しております移住相談会等を経て移住するといったケースがあるという

ふうに聞いております。

以上でございます。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■１番（鳥谷恵生）

若い方々の移住の情報をどのように集めるか、１つお聞きをさせていただきましたが、こち

らも総論として、すいません、資料を出していただけますでしょうか。

２番目のこの１枚目の資料なんですけど、こちらは総務省が調査をいたしました年代別のメ

ディア使用の割合ということで、グラフです。これが30代、20代ともにテレビよりも主にイン

ターネット等を利用している割合が高いと。30代は平日、休日ともに約200分程度インター

ネットを使用しており、テレビはその約半分。20代ともなると、インターネットは約300分、

テレビは60分前後と、テレビを見る時間の５倍はインターネットに費やしております。

続きまして、２枚目ですね。じゃあ、そのインターネットを利用しているときに何をしてい

るかというグラフです。平日は主にメールを読んだり書いたりする時間が結構２、30代も多い

んですけれども、主にはユーチューブやソーシャルメディアなど、ＳＮＳ、また動画視聴など

を主に時間として使っているということです。

続きまして、じゃあ２、30代、どんなソーシャルメディアを使っているのかというと、ＬＩ
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ＮＥは連絡手段としてほぼ９割、どの年代も９割以上使っていると。インスタグラム、ユー

チューブが２、30代がかなり使っている。Ｘも多いですけれども、こういったところで若手の

方々は情報を得ているというふうに総務省のほうは調査を発表されております。

私は、こういった若い世代の方々が情報を取っている手段に合わせた情報発信が、今後とて

も重要になってくるんじゃないかなというふうに考えております。

そこで、特に若手が使っているユーチューブであり、インスタグラム。今でいうとユー

チューバー、インスタグラマーが発信している方々で、いわゆるインフルエンサーを活用した

情報発信について、今後市も取り組んでいってはどうかと考えているんですけれども、そのあ

たりのご見解をお伺いいたします。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

議員から今ほどありましたように、インフルエンサーを活用し■企画広報課長（武田安仁）

た情報発信、イラストレーターや映像関係のクリエーターも含めまして、若者を中心に知名度

があり、情報発信能力が高い方がおいでることは理解しております。さらに、彼らが発信した

情報がファンにより拡散されまして、テレビなどで取り上げられることによりまして、最終的

に広い世代に認知される存在となることもございます。

そういったことから、本市としましても、若者をターゲットとしたプロモーションに今後注

力していきますけれども、そのシティプロモーションの事業を進める中で、他の自治体の活用

事例等も情報収集しながら検討してまいりたいと考えているところでございます。

以上でございます。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■１番（鳥谷恵生）

他の自治体の話が出ましたが、私からも少し紹介をさせていただきたいと思います。

次、資料をお願いします。

まず１つ目、これは高知市が２段階移住、まず高知に来てすぐ地方ではなくて、一番中心の

高知市で住んでみてはどうかという２段階移住の施策の中で、インフルエンサーを活用した事

例です。こちらは、ミツコさんというフォロワー数19.5万人のフォロワーがいる方に、高知県

に４日間、プチ移住体験として来てもらって、その内容を漫画という形で書かれて、フォロ

ワーの方々に発信されたという取組です。こうやってインフルエンサー、常にファンがついて

いる。この人の言うことなら聞きたいと、行ってみたいという、インフルエンサーはそういっ

た力があるというふうに考えておりますが、これをうまく活用した事例だと思います。

続きまして、これはユーチューブでの発信です。これは宮崎県小林市での取組です。これは

移住されたフランス人から見た小林市の魅力ということで、かなりとがった面白い内容で、移

住相談件数が4.5倍になったという事例です。

続きまして、千葉県船橋市の非公認キャラクターふなっしーですね。これがまさか都城に移
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住するみたいな形で、ちょっとインパクトを狙ったプロモーションを打って、かなり移住相談

件数を伸ばしたということです。

もう一つは、福島県です。これは芸能人の方とタイアップして、ユーチューブ等いろんな形

で情報発信をして、移住相談件数が1,300名を超えて、定員の７倍以上となった事例でござい

ます。

ほかにも、四国でいうと徳島県神山町ですね。これはクリエーターを呼んで、アーティス

ト・イン・レジデンスということで、クリエーターさんをたくさん町に来てもらって、様々な

創作活動をしてもらって移住につなげていったという、これは有名なお話ですけれども、こう

いった方々とのコラボレーションが、移住にとってとても有効ではないかというふうに考えて

おります。

そこで、もう一回お聞きします。

今後、インフルエンサーやクリエーターをどのように選んで招致するか、そういったところ

をお伺いしたいなと思います。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

まず、インフルエンサーを活用するということになりましたら、■企画広報課長（武田安仁）

どういったメディアといいますか、ＳＮＳを活用するかでございますけれども、先ほど議員の

ほうから資料もいただきました。その中で、若者向けにはインスタグラム、ユーチューブとい

うようなお話もあったかと思いますけれども、ちょうど四万十市では、来年度からインスタグ

ラムの情報発信を強化するというなところで、今準備を進めているところでございます。

ただ、インスタグラムで申しますと、ご承知のとおりデフォルトでは拡散機能がないですの

で、それを活用する上でもインフルエンサー、市のアカウント以外のユーザーに届ける、リー

チするような工夫も必要かと思いますので、まずはインスタグラムを中心に、インフルエン

サーを活用するということになれば検討していきたいと考えております。

そこで、どのようなインフルエンサーをということでしたけれども、やっぱりフォロワー数

だけではなくて、そういった方が、そのインフルエンサーがどういった内容を情報発信してい

るかということが一番重要になってくるかと思います。

そう意味では、ハッシュタグの内容なんかも検証する必要がございますし、そういったとこ

ろで、今回、移住ということで活用を提案いただいておりますけれども、また移住になったら

特にアプローチの仕方が多方面にわたりますので、そういった意味では選定するに当たっては

難しい面もありますけれども、他の自治体の事例も参考にしながら、そういった視点で検討す

ることになれば選定してみたいと思います。

以上です。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。インフルエンサーやクリエーターの活用につい■１番（鳥谷恵生）
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ては、前向きに考えられるということで受け止めました。

本当におっしゃるとおり、多岐にわたるとおっしゃいましたが、四万十市は海・山・川全部

そろって、また四万十ヒノキ・栗・アユや、海ではサーフィンもできますし、本当に先ほど山

下議員からもあったように、人手不足の解消、農林漁業で不足しているのをインフルエンサー

の力によって人手不足を解消するとか、またこだわりの四万十ふるさと給食食べてみたみたい

な形で四万十市のこだわりの給食を発信するとか、いろんな可能性があると思います。これが

なかなか短期的な取組では難しいかなと思いますので、次の質問に入らせていただきます。

こういったインフルエンサー・クリエーターさんを地域おこし協力隊として募集をして、こ

のまちに住んでいただいて、常に情報発信を多岐にわたってしていただくと、そういったこと

ができれば、かなり四万十市のＰＲになるんじゃないかなと思いますが、その辺いかがでしょ

うか。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

先ほどもお答えしましたように、四万十市のプロモーションに■企画広報課長（武田安仁）

インフルエンサーを活用すること自体につきましては、日々の生活の中でリアルでタイムリー

な現地の情報を発信できるという点もありますので、理想的であり、検討はしてみたいと思い

ます。

ただ、このインフルエンサーを地域おこし協力隊として配置するということになりますと、

地域おこし協力隊は、原則会計年度任用職員としての雇用ということになってまいります。そ

ういったことから、一定協力隊としてのできる活動にも制限というものが出てくることが予想

されます。

そのため、インフルエンサーを活用することを検討する際には、一般の移住者等との連携が

いいのか、あるいは地域おこし協力隊として受け入れるほうがいいのか、それぞれ双方のメ

リット・デメリット、そういったものをしっかり整理する必要がございます。そういったこと

を他自治体の募集事例なども参考にしまして、まずは情報収集に努めたいと考えております。

以上でございます。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。■１番（鳥谷恵生）

ぜひいろいろ検討していただきたいんですけども、この移住について、最後、すいません、

資料のほうをお願いいたします。

このインフルエンサー活用のメリットをまとめてみました。本当に若い世代、２、30代への

訴追性が高いということと、マーケティング効果ですね、いわゆるバズる可能性があるという

こと。また、パンフレットでは伝わらない地域のリアルな魅力を発信できると。また、費用対

効果が高い。なかなかテレビのコマーシャルを打つにも物すごい費用がかかるんですけれども、

インフルエンサーではフットワークも軽いですし、低コストでできる可能性が高いということ。
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また、一番いいなと思うのは、効果測定がしやすい、一番下ですね。いいねやシェア、またど

の年代が何分このメディアを見ているのかみたいな形で、非常にデータの分析がしやすくて、

これが一番費用対効果が高いところではないかなというふうに感じます。こういうことも踏ま

えて、ぜひインフルエンサーやクリエーターの活用を考えていただけたらと思います。

以上で移住政策の件は終わらせていただきます。ありがとうございます。

続きまして、全然趣向が変わってしまうのですが、選択的夫婦別姓について質問させていた

だきます。

現在、国会でも選択的夫婦別姓について議論をされていると思います。

これ、ちょっと資料をまた出していただけたらなと思うんですけれども。

すいません、小休でお願いします。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午後１時52分 小休

午後１時52分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

鳥谷恵生議員。

すいません、ちょっと資料が違うんですけれど。いや、それじゃないで■１番（鳥谷恵生）

すね。もう一つの違うファイルの書類を資料を出してください。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午後１時53分 小休

午後１時53分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

鳥谷恵生議員。

ありがとうございます。お手数をおかけしました。■１番（鳥谷恵生）

これ、４って書いた資料のほうを開けていただけますでしょうか。もう一個進んで、もう一

個ですね。

現在、選択的夫婦別姓を求める理由といたしましては、結婚による夫婦の一方の氏を変更す

ることは様々な手続が必要で、氏の変更によって仕事上の連続性もなくなる。２番目、結婚に

より一方の家名がなくなり、家名の継承ができなくなる。３番目、結婚による氏の変更で、自

分が失われ、否定されたような気がする等の話があって、今こういった議論になっていると思

いますが、本来、今この選択的夫婦別姓を採用しなくても、旧氏の通称使用でほとんど解決い

たします。住民票には旧氏を併記できますし、マイナンバーカード、運転免許証、パスポート

でも旧姓の併記が可能となっております。また、不動産登記並びに大学の論文発表などにも、

通称の使用が一般的に法制化されているので、困ることはないというふうに考えております。

それでも、もし万が一、この選択的夫婦別姓が導入された場合、本市に係るいろんな負担と
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いうのがあれば、教えていただきたいなと思います。

加用市民・人権課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■市民・人権課長（加用拓也）

この選択的夫婦別姓につきましては、戸籍制度がまず関わってこようかと考えております。

そういった戸籍制度におけます想定される負担という観点でご答弁をさせていただきます。

この制度につきましては、まず民法の改正が必要となってまいります。現在の民法の下では、

結婚に際して、男性または女性のいずれか一方が必ず氏を改めなければならないということと

されております。また、戸籍につきましては、夫婦とその子が同一の戸籍に在籍するものされ

ておりますので、民法が改正され、選択的夫婦別姓制度が導入されますと、戸籍法等所要の要

件を満たすことにより、制度導入前に結婚した同姓夫婦も、これから結婚しようという夫婦も、

同様に別姓夫婦になることが可能になってこようかと考えております。

これによりまして、戸籍システムの改修のほか、戸籍届出の増加に伴う住民票、印鑑証明書、

マイナンバーカード、これは議員がおっしゃっていたものになりますが、その改姓による事務

の負担が一定数想定されるのではないかというふうに考えておりますが、いずれせよ、法定受

託事務となっておりますので、国がもろもろの事務を行ってまいります。市町村におきまして

は、相当な負担を強いられるということはないのではないかというふうに考えております。

以上でございます。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。事務的な負担については理解をいたしました。■１番（鳥谷恵生）

続きまして、ちょっと中平市長にもお伺いしたいなと思いますが、すいません、また資料を

お願いします。

これが次の問題点かなと思いますが、選択的夫婦別姓制度の３つの大きな問題点です。まず

１番目、全国民からファミリーネームが奪われるということ。２番目、ここは特に危ないなと

思うんですけれども、子供の氏が混乱いたします。右側の夫婦同姓から夫婦別姓、まず子供が

複数生まれた場合は、統一か、ばらばらか。子の氏は、婚姻届提出時、子の出生時、一定の年

齢に達したときのどの段階で決めるのか。子の氏が決まらない場合、つまり生まれたばかりの

子供にどちらの氏をつけるのか。これは親同士で話し合って決まらない場合は、今は家庭裁判

所がそれを決めるとかっていう話も出ております。どうやってその正当性を確保するのかも疑

問でございます。

また、３番目、氏の選び直し経過措置期間が招く混乱もございます。例えば、妻の母が旧氏

を称すると希望した際には、連動して妻も母の旧氏を選択できるのか、その場合、夫婦の子も

妻の母の旧氏を称することができるのかなど、本当にこれは大混乱が予想されて、これがどん

どんどんどん進んでいくと、いつも改姓、改姓ということで、市役所の窓口も大変な思いをす

るんじゃなかろうかと思っております。
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高知県議会のほうも2022年にこういったことを考慮して、通称使用の拡大の意見書が高知県

議会からも提出されておりますが、中平市長、この制度について今どういったご見解でしょう

か。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

この制度につきましては、今までの古くからの流れがあろうと思います。■市長（中平正宏）

まず、法務省において、平成３年から法制審議会民法部会身分法小委員会において婚礼制度等

の見直し審議を行い、平成８年２月に法制審議会が民法の一部を改正する法律案要綱を答申を

いたしました。この答申を受け、法務省においては、平成８年及び平成22年にそれぞれ改正法

案を準備いたしましたが、国民各層に様々な意見があることから、国会に提出するには至らな

かったと記憶しているところでございます。

まず、平成８年の法審議会以来、議論が続いておりますけれども、結婚に際して男性の姓を

選び、女性が姓を改める例が圧倒的多数ですので、女性の社会進出に伴い、改姓による職業生

活上や日常生活上の不便、不利益などを解消する観点から見て、この制度に関しては、私は肯

定的に捉えております。

また、夫婦の氏に関する制度は国によって様々ですが、法務省が把握する限りでは、結婚後

に夫婦のいずれかの氏を選択しなければならないとする制度を採用している国は日本だけのよ

うでありますので、国際社会に向け、本制度を導入するのが、私個人としてはよいのではない

かなと思っております。

ただ、このことにつきましては、現在の石破総理も、総理になる前は積極的推進論者であっ

たと思いますけれども、総理になってかなり慎重になりましたので、やはりいろいろなご意見

があろうと思います。そこの中でメリット・デメリットをはっきりした中で、もう既に30有余

年の審議をしておりますので、もうそろそろどちらかに決めるのがよいのではないかなと思い

ます。

私といたしましては、今ほど申しましたように、個人的には私は推進するべきであろうと思

います。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

中平市長、ありがとうございました。ご理解できました。■１番（鳥谷恵生）

これについては、国会でも今審議中なので、あまり子細については深入りはするつもりござ

いませんで、この程度でとどめたいと思います。

続きまして、しまんとぴあの運営についてに移らさせていただきます。

すいません、資料のほうまたお願いしてもよろしいでしょうか。

まず、執行部にお伺いしたいと思います。

しまんとぴあが開館から１年弱たちましたが、開館から現在までの成果をお伺いしたいと思

います。来場者数や予定した収益など、今どういった状況か教えてください。
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戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、開館から現在までの成果ということで答弁させてい■生涯学習課長（戸田裕介）

ただきます。

令和６年４月29日の開館以来、老若男女を問わず、多くの利用がございます。施設利用者数

としましては、令和７年２月末時点でございますが、施設全体で12万8,097名、利用率は

59.9％となっております。これは、旧施設と比較しても非常に高い利用率となっております。

また、各種会議、講座、ダンスレッスンや音楽練習として利用されるミーティングルームや

スタジオについても、それぞれ利用率が50％を超え、そのうち利用率の高い部屋については

90％を超えている状況で、でございます。

収益としましては、これも令和７年２月末時点でございますけれども、施設使用料が909万

7,120円、その他施設の一部を貸しておりますＪＡからの賃貸借料及び光熱水費の収入が389万

1,792円でございます。

その他といたしましては、旧施設ではなかったことでございますが、子供の利用があります。

しまんとぴあのフリスペースで多くありまして、放課後の学習や交流の場として利用されてい

る状況にございます。

以上です。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

しまんとぴあ、2023年12月議会のときに質問させていただきましたが、■１番（鳥谷恵生）

市の歳入としてはおおよそ1,400万円程度というふうにお聞きしてますが、おおむねそのとお

りにいかれているんじゃないかというふうに考えております。

続きまして、現在の運営上の課題についてお伺いします。

人員、また企画、また費用の面、想定より上回っているのかどうなのかお聞きをしたいなと

思いますし、すいません、資料のほうをお願いいたします。

当初、指定管理料でいうと、１年当たり１億4,560万円ほどでございました。その中にいろ

いろと内訳がありますが、指定管理料に含まれない経費、光熱水費等は3,100万円程度という

ふうにお聞きをしております。このあたりの状況も踏まえて教えていただけたらと思います。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、答弁させていただきます。■生涯学習課長（戸田裕介）

現在の運営状況でございます。指定管理料の人員についてでございますが、清掃や音響の照

明施設維持管理などで第三者への委託も含めて、事業実施に必要な人員は十分に賄えていると

いうふうに考えております。

事業の企画についてでございますけれども、これまで市が直営で実施してきた文化事業と比

較しても、かつてないほど施設を利用した各種のイベント・音楽・演芸・演劇・映画上映など

事業を実施し、多くの市民に文化芸術に触れる機会を提供できたというふうに考えております。
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これにつきまして、施設の建設に当たりまして設置しました整備検討委員会においては、市

が直営した場合の課題として、自主事業が十分に実施できないことや、土日・祝日や夜間時間

の対応が十分に行えないなどというご意見をいただいて、最終的に指定管理制度を採用したも

のでありまして、その効果は十分に発揮されているものというふうに考えております。

あと、費用についてでございます。施設運営に係る光熱水費でございます。開館初年度は経

費が非常に想定し難いことから、当初予算では同規模施設での消費量を参考に予算計上してお

りましたけれども、電気料について年度途中で不足することが分かりまして、９月議会におい

て増額補正を承認をいただいているところでございます。指定管理期間５年間で、光熱水費に

ついては消費量がある程度定まってくるものというふうに考えております。

続きまして、課題でございますけれども、先ほど子供の利用が多いことに触れました。施設

を利用する子供の中には、館内で走り回る、不要にエレベーターで上りおりするなど迷惑行為

を行う者が、特に開館当初は多く見られる状況でございました。その都度、館のスタッフが注

意を行っており、開館当時と比べると、迷惑行為を行う児童生徒は減少しております。今後も

館として子供見守り、叱れる地域の大人としての役割を果たすことが必要であるというふうに

考えております。

その他としましては、日々の利用者からのご意見等につきまして、指定管理者と共有しまし

て、可能な限り反映をしているところでございます。市民が使いやすい施設となるよう、市民

と対話をしながら、快適な施設利用ができるよう努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。

以上です。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。本当に執行部をはじめ、指定管理会社と二人■１番（鳥谷恵生）

三脚で一生懸命やられているということで理解しました。

また、子供たちがはしゃぐ気持ちも分からなくはないんですけれども、安全な施設運営管理

に努めていただけたらと思います。

続きまして、これは何度もお聞きをさせていただいてるところでございます。しまんとぴあ

の駐車場についてです。本当に中平市長をはじめ、いい立派な施設を建てていただいたけれど

も、イベントのたびに駐車場の不足はいろんな方から指摘を受けております。一定市民の方々

にも方向性等を示す時期に来たのではないかなというふうに考えておりますが、現在のこのし

まんとぴあの駐車場問題についてどのように考えているのか、お聞きをしたいなと思います。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、駐車場問題について答弁させていただきます。■生涯学習課長（戸田裕介）

これまで令和６年３月、令和６年６月議会でも答弁をさせていただきました。駐車場不足に

関して、今後の利用状況等を注視した上で必要性を判断したいというふうに考えております。
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その上で、現状として、これまでイベントごとに行っているアンケート調査におきましては、

駐車場不足に関する内容が少なからず寄せられておる状況にあります。また、館を利用して興

行等を行う会社さんも、しまんとぴあの問合せをしてくる中では、県外事業者になりますけれ

ども、駐車場規模等の確認があるような状況ではございます。

今後の取組としましては、専用駐車場のさらなる確保を考えておりまして、具体的な方策を

定めまして、利用者の安全や利便性の向上、財政的な課題などを踏まえて、最適な場所や規模

について考えていきたいというふうに考えております。

以上です。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。そうですね、駐車場不足が慢性的に起こってい■１番（鳥谷恵生）

るようには考えておりますし、すいません、ちょっとほかにも確認したいことがあるので、資

料のほうお願いします。

これは、2023年12月議会のときにご回答いただいた駐車場の状況でございます。しまんとぴ

あの敷地内70台、これは近隣商業施設、これはアピアさつきで52台、ＪＡ職員駐車場で90台、

これは土日・祝のみ利用可能。これは無償で、市主催のみということで、これはＪＡの本館も、

ＪＡのグリーンも、これは夕方以降ですけれど無償で市主催のみ。あと、中村地方合同庁舎駐

車場も市主催のみ。民間が使えるのは、幡多公設市場の駐車場が100台程度というふうにご回

答をいただきました。

市民のほうから、イベントを主催する場合に、やはり現状の駐車場だけでは足らないという

ことでよくご相談があるんですけれども、このＪＡのほうも、まだ民間のほうに貸出しという

ことはないのでしょうか、その辺を教えてください。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■生涯学習課長（戸田裕介）

昨年度、おっしゃるとおりの答弁をしております。それにつきましては、駐車場を所有して

いる民間の商業施設等につきましては、おのおの判断をしていきたいというような趣旨でした

ので、市のほうで一括しての答弁は分からないところでございました。結果的に、現在１年か

けて相当数のイベントが行われておりまして、そういった中で、運営者の努力ということで、

直接申込みをして利用につながっているような状況でございますので、一律使えないというよ

うなことには現在はなっていません。

以上です。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。ＪＡのほうも、案件によりけりで貸す貸さない■１番（鳥谷恵生）

は決めていくということで、はい、理解いたしました。

駐車場の増設に関しては、候補地等もございますが、具体的にありますでしょうか。
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戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

さきの議会でもお答えしましたとおり、候補地は何か所かござ■生涯学習課長（戸田裕介）

います。まず、１点目としましては、徒歩圏内における空き地であったりとか、近隣の市の所

有する土地であったりとか、さきの議会でもご提案いただきました河川敷であったりとかとい

うようなこともございますので、そこら辺につきまして、先ほど申しましたとおり、利用者の

安全性であったり、利便性であったり、それと市の財政の状況であったりというところを考え

てやってますので、そのどれらかについて検討したいというふうに考えています。

以上です。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■１番（鳥谷恵生）

駐車場、ぜひ市民の声も大きいので進めていただきたいなと思いますが、中平市長、この辺

どうでしょうか、ご見解としては。次の市長へつなげていただきたいなと思うんですけれども。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

この特に駐車場の問題につきましては十分承知をしております。特に、■市長（中平正宏）

大ホールと小ホールが現在では同日に同じ日に使用ができないということでもございますし、

これはせっかく造ったものですので、やはり同じように使えることが必要であろうと思います

ので、この駐車場の問題につきましては、自分の考え、そしてまた今議会で駐車場についての

ご提言もいただけるというお話もいただいておりますので、しっかりと次期市長さんに引き継

いでいきたいと思います。

鳥谷恵生議員。■議長（宮﨑 努）

中平市長、ありがとうございます。今議会最終日に上岡正議員がこの件■１番（鳥谷恵生）

について詳しく詰められるということで、今日は私のほうはこの程度にとどめたいと思います。

ありがとうございました。

以上で鳥谷恵生議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

14時25分まで休憩いたします。

午後２時14分 休憩

午後２時25分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、大西友亮議員。

それでは、質問通告に従い質問をさせていただきます。■11番（大西友亮）

まず、私が問いかけますのは、今回は学校給食について１点のみでございます。

それでは、質問に移りたいと思います。

四万十市小中学校の完全給食を実現させた市長の学校給食に向けた思いをお聞かせください。
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先ほど山下幸子議員の中でも少し触れました。市長が副市長時代は、小学校がまだ給食が行き

届いてなくて、副市長時代にやり遂げたと。中学校に至っては、今回市長になられて全ての中

学校に完全給食を実現をさせたいうことで、小中学校の完全給食を実現させるに当たっては、

当初、賛否両論、恐らくあったと思います。

そこで、完全給食が実現した今、これをさらによりよいものにするにはどのような思いをお

持ちでしょうか、市長にお伺いをいたします。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

まず、完全給食につきましては、私の１期目の公約の大きな柱、子育て■市長（中平正宏）

支援の中の大きな柱の一つでありました。ご存じのように、平成21年度に市内全ての小学校で

給食が開始となりましたが、中学校については給食が進んでおりませんでした。そして、中学

校の給食については、自分が市長になったら必ずやるという思いでおりました。そこの中で、

保護者の皆様、また教職員等へのアンケート調査や中学校給食検討委員会等を経て、平成28年

度に中村地域の市立中学校での給食が開始となり、全ての市立小中学校で給食が開始されるこ

とになりました。

また、県立中学につきましても、これは県立中学でありますので給食がありませんでしたけ

れども、これをどうにかしてもらいたいという父兄の要望もありまして、そして県と一緒に

なった中で、昨年の５月の連休明けより、市内にある県立中学、市立中学の全ての学校におき

まして給食が提供されるようになりました。

このことにつきましては、より地元食材を活用し、バランスの取れた給食が提供できるよう

になったことは、大変大きな成果でもありますし、大変うれしく思うところでもございます。

全ての子供の経済状況に関わらず、栄養のバランスの取れた食事を提供できるようになり、食

の格差が解消されました。また、保護者の負担軽減、また食育の推進と地産地消の推進にもつ

ながったと思います。

実は、まだ給食ができていなかった当時でございますが、私が副市長の当時でございました

けれども、学校によりましたら、先生が弁当を買ってきて、家から弁当を持ってこれない子供

たちには食べさせているというようなお話も聞いておりましたし、物すごい経済状況によりま

して大変大きな格差があったのではないかなと思いますが、今は全ての子供たちに給食を提供

できるという形の中で、そういう形はなくなったであろうと思いますし、また栄養面のバラン

ス面を取りましても、十分そこは栄養士の方々が審査した中で給食を提供しているのではない

かなと思うところでございます。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■11番（大西友亮）

市長も先ほど言ったように、児童みんなにおいしい給食が公平に行き届いているという、栄

養価も考えられていると、非常に喜ばしいことだと思います。そこは市長におかれましては、
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本当によく頑張っていただいたなと思いますので、ありがとうございます。

じゃあ、引き続きまして、続きまして、現在国会では、自民・公明・維新が給食の無償化に

ついて合意をし、2026年度にまずは小学校から開始するとし、中学校でもできる限り速やかに

始めるとの報道がなされていますが、学校給食の無償化に当たってはどのようなメリット・デ

メリットが考えられますか、教えてください。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

まず、メリットにつきましては、第１に子育て世帯への経済的負担の軽減がございます。家

計の心配や不安を感じずに、栄養バランスを考えて作られている給食を食べることができるよ

うになるという点。それからあと、これは市の業務でございますけれども、給食費の徴収業務

が不要になるという点が挙げられます。

一方で、デメリットといたしましては、まず市の財政負担の増加がございます。継続的な予

算確保が必要となりますので、本市の限られた予算から費用を捻出するため、他の事業や公共

サービスの削減が必要となってくると考えられます。

そのほかには、一般的に言われていることでございますけれども、無償化したことにより、

給食に対する感謝の気持ちや食べ物を大切にする意識が薄れ、食べ残しにつながるとの懸念、

こういったこともございます。

以上でございます。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■11番（大西友亮）

メリット２点おっしゃられて、デメリットを２点おっしゃられました。基本的に、デメリッ

トのほうは財政的な問題、あとは食べ残しや感謝の思いということですけれども、私、このデ

メリット部分の１点、財政じゃないほう、給食費無償化による給食への意識の低下や食べ残し

については、家庭や教育方針や保護者の価値観により大きく異なると思いますので、ある程度、

無償化とは切り離して本来考えなければいけない問題ではないかなと思います。この問題につ

いては、後の食育の教育との関連もありますので、今回はちょっと置いときます。ただ、その

点だけちょっと付け加えさせていただきたいと思います。

続いて、学校現場での実際に給食指導に携わったことがある教育長にお尋ねをいたします。

教育長の経験上、先ほど岡本課長から説明のあった無償化のデメリット、現在市が準要保護

の家庭の児童生徒等は負担としています。児童生徒の間にある無償化におけるメリット・デメ

リットの顕著な違い、無償化されてる児童と無償化されてない児童ですね、顕著なメリット・

デメリット、それがありましたら教えていただけますか。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えしたいと思います。■教育長（久保良高）
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現在、実質給食費が無償化となっている児童生徒は、就学援助制度等で給食費の援助を受け

ているご家庭が対象になりますが、メリットは前の質問でご答弁いたしました、家計の心配や

不安を感じることなく、栄養のバランスの取れた給食を食べることができるということだと考

えます。児童生徒におけるデメリットにつきましては、現在は特にないと考えております。

先ほど課長がお答えしたのは、あくまでも予想されるということですので、現実自分が教員

として仕事をしているときに、実際無償の子供たちも食べてたわけですけれど、そういう状況

は見られませんでした。ただ、予想するということであると、そういう食に対する、何ていう

んですかね、軽視するというか、そういうことが起こる可能性はあるかもしれませんけど、現

在のところそういうことは見当たりません。

以上です。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

そこは非常に重要ですね。実際、学校現場に立たれて指導をされていた■11番（大西友亮）

久保教育長からは、そのようなデメリットは一切ないと。ただ、岡本課長が言っているのはあ

くまでも予想だということで、ここでちょっとお二人の答弁の差異があるということを確認を

させていただきます。

では続いて、現在給食に係る小中学校保護者の負担は年間幾らでしょうか。令和５年度の徴

収額について教えてください。先ほど言いました準要保護は市が負担をすると思いますので、

それを除いた徴収額でお聞かせください。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■学校教育課長（岡本寿明）

すいません、先ほどのデメリットの部分でございますが、これは私が一般的に答えた部分で

ございまして、そこをご理解いただきたいと思います。

それから、給食費の保護者負担につきましては、これまでも１億5,000万円と答弁をいたし

ておったところでございますけど、この中で就学援助制度等の対象となる部分がございまして、

その部分を除いた金額で言えば、年間１億1,000万円程度ということでございます。

以上でございます。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■11番（大西友亮）

１億1,000万円程度が、実際学校給食を無償化にするに当たっては市が負担をする金額とな

ると思います。これは材料費だけでその金額、１億1,000万円ということで認識していいです

ね。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

この部分につきましては、小学生340円、それから中学生370円の単価で計算したものでござ
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います。

以上でございます。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

基本、今は材料費しか求めてませんので、材料費の分のお金ということ■11番（大西友亮）

ですよね。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

はい。材料費でございます。■学校教育課長（岡本寿明）

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。それ以外のお金に関しては、市が本来負担をするという■11番（大西友亮）

ことで、はい、分かりました。

この１億1,000万円ということは、本市が大学誘致にかけたお金が８億円以上現在かかって

おりますので、７年間ぐらいは無償化できる金額になります。また、そのために積み立てたと

思われるふるさと応援寄附金が10億円余りあります。これを考えれば、政府の考える無償化の

つなぎとしての安定的な財源確保は十分できておると思います。

ただ、これまで概算払いを含め、大学誘致に向け多くの予算を通してきた我々議員としても、

市民に謝罪していかなくてはならないし、この問題の検証については終わったわけではなく、

現在事務監査請求等も出されておりますので、今後もしていくことを市民へのとも考えており

ます。そのことはちょっと付け加えさせていただきます。

それでは続いて、食育の推進計画のほうに移りたいと思います。

すいません、まず資料１を出してください。

このように、これが総務省の資料になります。食育基本計画の体系ということで、ちょっと

分かりやすい資料ということで、私がこれを持ってこさせていただきました。この中にはいろ

いろうたわれています。現在、健康で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現を目指

すことを目的に、食育基本法が制定をされていることは周知の事実です。この中で、第３条に

食に関する感謝の念と理解が、そして第５条に子供の食育における保護者・教育関係者の役割

が、そして第10条で地方公共団体の責務が示され、18条で市町村は食育推進計画の作成に努め

ることとしております。

この中で、第11条、教育関係者の責務、農林水産省の責務とうたわれております。ここ、

後々重要になってきますので、ちょっと読ませていただきます。

教育並びに保育・介護そのほかの社会福祉・医療及び保健に関する職務に従事する者並びに

教育等に関する関係機関及び関係団体は、食に関する関心及び理解の増進に果たすべき重要な

役割に鑑み、基本理念にのっとり、あらゆる機会とあらゆる場所を利用して、積極的に食育を

推進するよう努めるとともに、他の者の行う食育の推進に関する活動に協力するよう努めるも

のとすると、これは責務としてうたわれております。
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そこで、また第４次食育推進基本計画の概要には、食育の推進に当たっての目標として、地

域や家庭で受け継がれてきた、これはごめんなさい、資料２をちょっと映してもらえますか。

皆さんのタブレットでは、これは２ページ目になります。これは国が目標値として表してい

る図になります。その中の14にも、地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継

承し伝えている国民を増やすとして、具体的な数値目標も示されているところですが、本市の

食育推進計画に基づく取組の現状を簡単に教えてください。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

食育推進計画につきましては健康推進課の所管となりますので、■健康推進課長（竹本美佳）

私のほうから答弁させていただきます。

市では、国や県の定める食育推進基本計画に基づき、市の健康増進計画に包含する形で四万

十市食育推進計画を策定し、食育を進めています。この計画では、規則正しくバランスのよい

食事の習慣を目指し、乳幼児期から高齢期までライフステージに応じた取組を行っております。

学齢期においては、学校や家庭・地域と連携し、子供たちの健全な食習慣の定着を目指し取り

組んでおります。

具体的には、学校と連携して、朝食の大切さやバランスの取れた食事について情報提供を行

い、規則正しい食習慣を促しております。また、地域の食生活改善推進員と連携し、簡単にで

きる朝食メニューや、地元食材を活用した食文化の研修メニューの調理実習など、学校と協力

して取り組んでおります。

市の食育推進計画では、食を通じた健康づくりに関する項目が主になっておりますので、学

校給食に関する具体的な取組は定められていないのが現状です。学校現場においては、栄養教

諭が中心となって、国や県の食育推進計画に基づき、学校給食での地産地消の促進等の取組を

進めていただいているところです。

以上です。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■11番（大西友亮）

続いて、学校教育課にお伺いしますけど、先ほどちょっと課長も述べられましたが、学校現

場では栄養教諭等がいて、この食育に関してやっているということです。

では、食育基本法11条、先ほど私が読み上げました、では、教育関係者等が果たすべき重要

な役割に鑑み、あらゆる機会とあらゆる場所を利用して積極的に食育を推進するよう努めるこ

とがうたわれています。学校における給食費無料化のデメリット解消について、先ほど教育長

はないということでしたけども、課長はもしかしたらそれがあるかもしれないということなの

で、そこのデメリットの解消について、各教科、道徳、特別活動等の全教育活動等を通じてど

のような取組をされているか、教育関係者以外でも分かるように簡潔に教えてください。やれ

ている、やれていない、先ほど課長が答弁されていましたけど、恐らくやっているんだろうと
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思いますので、教えていただけますか。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

学校給食につきましては、栄養教諭が文部科学省の食に関する■学校教育課長（岡本寿明）

指導の手引というのがございまして、この手引に基づきまして、給食時間における食に関する

指導の年間計画を立てまして、バランスの取れた食事の重要性でございますとか正しい食事の

仕方などの指導を行うなど、食育の推進を図っているところでございます。こういったことに

よりまして、例えば給食で使用する食材や献立の工夫による児童生徒の必要な栄養摂取量の確

保でございますとか、食事の重要性について理解を深める食育指導に力を入れているところで

ございます。

以上でございます。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■11番（大西友亮）

長々私が言いたいことは、そもそもが、先ほど課長が言った感謝の念だったりとか食べ残し

とかいろいろ挙げられましたけど、それはそもそもが教育現場であり各地方自治体が本来負う

べき責務は、教育する責務です。それを無償化することによってそういうことが増えるという

ことは、それは努力不足です。そもそもが切り離して考えないとこれはいけない問題であって、

感謝が足らないとか。だって、食育基本法でうたわれているわけですし、学校現場でもそれを

教えていかないといけないとうたわれているわけです。これが教育の第11条の責務だと思いま

す。

先ほどの資料でもありました。ごめんなさい、１の資料を映していただけますか。この中で

も、第９条は国の責務、第10条は地方公共団体の責務とうたわれています。なので、これはそ

もそもがそこが責任を持って児童に教えていかないといけないのではないかと思いますので、

先ほど挙げられた考え、課長は言ってないですよ。こういうデメリットがあるだろうって、多

分予想で言ってるんでしょうけど、そこの解消に向けた動きは、恐らく課長であり、久保教育

長であり、各学校現場であり、恐らく市長でもあります。恐らく国民の責務でもあると思いま

す。なので、そこのデメリットに関して、学校給食の無償化とつなぎ合わせて考えていただき

たくはないです。そのことは結びつけないでください。お願いします。

それでは、次に移ります。

続いて、ふるさと応援基金についてお伺いをいたします。

資料の３番を映してください。

これは、現在住民が出されている住民監査請求で公開された行政情報です。これの、大分

小っちゃいんで見にくいと思いますが、皆さんぜひ拡大をして見ていただきたいんですが、項

目の24です。保育給食費の無償化の部分をこれから問うていきます。

令和５年度の公立保育園、民間の幼稚園など、市外の民間の幼稚園などへ通う３歳以上の保
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育給食についての無償にふるさと応援基金を活用しているようですが、それぞれどの基金分類

で幾ら充てたのか教えてください。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

それぞれどの基金分類かということでございますけれども、保■企画広報課長（武田安仁）

育所の給食無償化に限っての答弁をさせていただきます。

まず、公立保育所分につきましては、新型コロナ対策の取得分によるふるさと応援寄附金を

活用させていただいております。その他幼稚園、それから広域の入所につきましては、市長に

お任せの使途区分のふるさと応援寄附金を活用させていただいております。

以上でございます。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■11番（大西友亮）

それでは次に、令和３年８月24日の総務常任委員会で、田能、当時財政課長、現在の副市長

は、ふるさと応援基金については、寄附者の寄贈に対する項目があるので、大学誘致に活用で

きる項目としては、人を守り育む事業あるいは市長にお任せの項目であれば寄附の項目に該当

すると考えていると発言をしています。

また、令和３年９月定例会で、中田、当時企画広報課副参事が、上岡正議員の質問に対して、

新学部設置に関わる経費については、四万十市を応援したいという方々からいただいた寄附金

を積み立てているふるさと応援基金を想定と答えられましたが、令和２年度、令和４年度にか

けて、寄附金活用実績に計上されなかった寄附金総額を教えてください。

これはぜひ皆さん、資料４をちょっと映し出してください。タブレットでも資料４になりま

す。

これは、市のホームページのほうから、ふるさと応援基金の活用の項目を令和元年から令和

５年度まで抜き出したものです。それを一個一個つなぎ合わせたものですので、数字等は恐ら

く間違ってないのかなと思いますので、ぜひご覧になりながら聞いてみてください。お願いし

ます。

（「小休をお願いします」と呼ぶ者あり）

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午後２時49分 小休

午後２時49分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

武田企画広報課長。

それでは、お答えいたします。■企画広報課長（武田安仁）

まず、令和２年度ですけれども、寄附金額につきましては４億3,025万8,000円で、活用額で

すけれども１億3,280万1,000円でございます。続いて、令和３年度につきましては、寄附額が
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４億4,112万5,000円で、活用実績が5,855万1,000円です。続きまして、令和４年度です。寄附

額が５億7,643万7,232円で、活用額が２億1,852万9,000円です。

以上です。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

すいません。現在、寄附してもらって使ってなかった金額の総計を教え■11番（大西友亮）

てほしいんですけど。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午後２時51分 小休

午後２時53分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

武田企画広報課長。

それでは、令和２年度から令和４年度までの年度末残高につい■企画広報課長（武田安仁）

てお答えします。

まず、令和２年度末の残高ですけれども、９億4,278万9,724円、それから３年度末の残高で

すけれども、13億2,536万3,724円、それから令和４年度末の現在高ですが、16億8,327万

1,956円でございます。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。すいません、課長。ちょっと意地悪な質問をしたと思い■11番（大西友亮）

ますが、ごめんなさい。

資料４を映してください。

先ほど課長が答弁された数字が、この資料４の年度末寄附金残高金というところに全て書か

れております。すいません、課長。ちょっと意地悪な質問をしました。

これ、令和元年から令和４年度にかけては10億円ぐらい集まっています。恐らく大学誘致に

使う予定だったんだろうなというふうには推測をされます。令和５年度末では約12億7,000万

円近い金額が積み立てられております。すいません、課長。ちょっと意地悪な質問をしました。

つまり、給食費無償化は、無償化のデメリットが本来問題ではないんです。先ほど久保教育

長も言いました。基本的に無償化の児童がデメリットを被っている様子はないと、学校現場で

働いている教育長がおっしゃっています。その解消に向けた取組の質が問題なわけであり、大

学誘致を市長主導で進めると10億円という財源が確保できたことを考えると、無償化の課題は

財源確保の問題ではないということです。ましてや、国が無償化に向けて動き始めた今、課題

はやるかやらないかの問題であり、大学誘致を断念した今、国に先んじて本市の小中学校給食

無償化に取り組むことこそ、子育て世代の人口定着に寄与することであり、四万十市全体の利

益にもつながります。

もちろん、予算は先ほどお答えをしましたふるさと応援寄附金、これをコロナの応援寄附金、
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本来であればコロナに充てられるべきである寄附金を保育所の給食費の無償化に充てられたと

いうことで、これは目的外利用に近い、ちょっと分かんないですけど、ここでは詰めませんけ

れども、ふるさと応援基金、基本的に僕は今聞いている限り、認識している限り、結構自由に

使えるんじゃないかなと思います。

なので、先ほど岡本課長が言いました食べ残しやというところは、そもそもが食育法で学校

だったりがやらないといけないこと、財源に関しては安定的な財源がふるさと応援基金にた

まっておりますので、これは本来使えるべきではないかということで、財源の問題もクリアを

いたしました。つまり、今現在、学校給食の無償化に関して何の障害もございません。あとは

もう、市長がやるかやらないかだけじゃないでしょうか。

そこで、市長にお伺いをいたします。

中平市政のレガシーの一つである学校給食完全実施、小中学校の完全給食を実現させた市長

が、令和５年度の学校給食無償化を果たして初めてレガシーが完成すると思いますが、いかが

でしょうか、決意と思いを聞かせてください。自民・公明・維新が決めようが、私はいいもの

はいいと思っております。なので、ぜひ、もうデメリットは何もないんで、ぜひ市長に学校給

食をやってほしいんですけど、いかがでしょう。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

お答えをいたしたいと思います。■市長（中平正宏）

学校給食の無償化の前に、人口減少、そして少子化が大きな今地域の課題であり、四万十市

におきましても一番の課題ではないかと考えております。やはり急速に進む少子化において、

子育て支援に関する政策については大変重要であります。安心して子育てしていただけるよう、

子育て世帯の経済的負担を軽減することは特に必要であると思います。これまで高校生世代ま

での医療費の無償化などに取り組んでまいりました。給食無償化につきましても実現をしたい

という思いはありましたが、大変残念ながら、任期内では実現が難しいものでありました。任

期も残すところ僅かとなり、志半ばでございますが、ぜひ次の方に託したいと思います。

また、今回、黒潮町のほうでは無償化にするという形の中で、約2,000万円ちょっとの予算

が計上されておりました。市のほうでも無償化をすると、先ほど学校教育課長のほうよりご答

弁申し上げたように１億円を超す財源が要ります。また、市のいろんな政策課題といたしまし

ては、今回も市民病院に対する３億円の貸付け、そして西土佐診療所の赤字補填の問題である

とか、あるいは土佐くろの経営支援、そして過疎バスの運営も含めまして、それぞれいろいろ

な政策課題がその自治体自治体で違っておりますので、なかなか四万十市としては無償化にす

るのが厳しいのではないかというのが自分の今の思いでございますが、ただ、国の動向といた

しましては、令和８年度から小学校の給食無償化が全国一律で実施されることを大変期待をす

るものでございます。また、中学校もできる限り速やかに始めるとして聞いております。そう

いった国の動向も踏まえながら、給食無償化について今後実現されることを大いに期待すると
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ころでもございます。

特に、この給食無償化につきましては、今までも市長会等々で何回か要望として四万十市と

して上げさせていただきました。やはりこれぐらい少子化が進んでまいりますと、特に四万十

市だけの出生数を考えましても、平成17年、四万十市ができたときに300人以上の子供たちが

誕生しておりましたが、令和３年、４年と200人を切りまして、そして昨年度は160人と、そし

て今年度の令和６年につきましては145人ぐらいという形で150人を切っておりますので、言う

たならば、当時の出生数の約半分になったという状況でございます。これはうちだけではなく、

幡多地域全てにおいてその少子化が進んでおりますので、いずれも以前より申し上げますとお

り、やはり私は少子化については国の政策としてしっかりと位置づけ、そこの中で給食費も含

め、また授業料の無償化であるとかそういう形を取り組まない限り、この少子化対策の抜本的

な解決策はないのではないかなと思います。

また、最終日にもこの少子化対策の質問もあるようでございますので、そのときまた自分の

思いをしっかりと答えさせていただきたいと思います。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

市長、ちょっと納得できません。難しいところでいろんな問題があるの■11番（大西友亮）

で予算不足ということですけども、先ほど企画広報課長の武田課長が、保育所の無償化にふる

さと応援寄附金を使っているわけです。この中で、新型コロナウイルスの感染症対策事業を充

ててます。これに関して、例えばふるさとの人、高齢者、子供などを守り育む事業だったりと

か、ふるさとの産業を守り育む事業だったりとか、いろんなそれぞれの項目の事業があります。

これはふるさと応援寄附金を充てれますよね。どうでしょう、武田課長。充てれますよね。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

使途目的としましては充当可能だと思います。■企画広報課長（武田安仁）

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■11番（大西友亮）

食べ残しだったり感謝だったりというところは、デメリットはなかったですね、教育長。確

認をお願いします。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■教育長（久保良高）

自分が把握しているところではありません。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■11番（大西友亮）

つまり、もう全てクリアされているんです、先ほども言いましたけど。あとは市長がやるか

らやらないかです。やりたくないんですか。何か長々とやってましたけど。やりたくないのか、

やるのか。今何もないんですよ。財源もある、デメリットもない。だから、あとはもう市長が
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やる気があるかやる気がないかです。

先ほど市長の最後のあれだったということですけれども、可能か分かりませんけど、臨時議

会を開いて補正を組んでもいいと思いますし、もう次の市長に強く、これを使って完全給食し

てくれというふうに市長が言われたらいいだけだと思いますけれども、ちょっと長くなりまし

たが、やるかやらないかお答えください。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

今ほど大西議員のほうから大変大きなエールをいただいたと思います。■市長（中平正宏）

ただ、ご存じのように、今回の当初予算におきましても、財政調整基金、減債基金、そしてふ

るさと応援基金を含めまして約17億7,000万円をそこから繰り入れ、当初予算の編成をしてお

りますので、そういうことを考えたときに、この給食に特化して無償にするということについ

ては、私は今の段階では考えておりません。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

つまり、やらないということですかね。これはちょっと僕は納得できま■11番（大西友亮）

せん。完全給食実施にあれだけ前向きで、あれだけやってこられた市長が、無償化に関しては

そんな後ろ向きなのかなという。だって、何ひとつないですし、子育て世帯に関しては非常に

助かる制度だと思いますよ。

ずっとやれというわけではないです。先ほども市長も言いました。国が現在それを想定して

やろうとしているわけです。なので、もう言ってしまえば１年、あと数年後には全てが無償化

になるわけです。その間だけでも、市民のためにもっと早く無償化をするべきじゃないかと僕

は提案をしているわけです。安定的な財源がないとおっしゃいますけど、あと数年です。それ

でも無理でしょうか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

特に私の任期は５月14日まででございますので、特に私の任期中にこれ■市長（中平正宏）

を無償化にするという考えは私はありません。ただ、新しい市長さんには、今ほど議員が申さ

れましたような形につきましてもしっかり引き継いでいきたいとは思います。

大西友亮議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。市長とも最後の質問もなかなかかみ合わない形で終わっ■11番（大西友亮）

てしまいました。ただ、僕はやっぱり残念だったなと思います。ぜひ無償化に向けて、最後に

市長に無償化にしていただきたかったと思ってます。

学校給食の無償化は、デメリットはないです、はっきり言って。本来それを、感謝の気持ち

というのは、本来我々大人が責任を持って子供に教えないといけないことですし、それと学校

給食の無償化は全然別問題です。資金についても、ふるさと応援寄附金という非常に使い勝手

のよい応援基金なんでしょう。どんなことにでも一般予算の補填ということができるようです

ので、なのでぜひ次の市長にも、こういうことではぜひ市長のほうから無償化をやれんかとい
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うことで言っていただきますようお願いをいたしまして、私からの質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。

大西友亮議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

３時25分まで休憩といたします。

午後３時７分 休憩

午後３時25分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

会議を続けます。

続いて、澤良宜由美議員。

議席番号３番、公明党の澤良宜由美でございます。議長のお許しをい■３番（澤良宜由美）

ただきましたので、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。

まず初めに、帯状疱疹ワクチン定期接種についてお伺いいたします。

水ぼうそうと同じウイルスが原因で発症する帯状疱疹ですが、成人の約９割以上の方がウイ

ルスを保有しているとされております。加齢や疲労による免疫が低下したときに、このウイル

スが再活性化して引き起こされることも多く、発症する人の割合では70代が最も多く、また

80歳までに約３人に一人が発症すると言われております。

この帯状疱疹ワクチンは、以前から定期接種化を望む声も多くあったことから、今年の４月

より国が定期接種として制度化をされました。本市においても定期接種に向けて準備のほうを

進めてられているかと思います。

そこで、本市の帯状疱疹ワクチン定期接種における制度内容を、まずどのようなものなのか

お伺いをいたします。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■健康推進課長（竹本美佳）

令和７年度より帯状疱疹ワクチンの予防接種が予防接種法に基づく定期接種の対象となり、

対象者は一部公費で接種を受けることができます。接種は個別接種となるため、希望する方は

各自で医療機関を受診し、接種を受けていただきます。

対象者は、過去に帯状疱疹ワクチンを接種していない方で、令和７年度内に65歳になる方と、

60歳から64歳までの免疫機能の障害を有する方となっています。さらに、５年間の経過措置と

して、65歳を超えた方については、70歳以降、５歳年齢ごとに対象となります。

帯状疱疹ワクチンは、生ワクチンと組換えワクチンの２種類があり、生ワクチンはウイルス

の病原性を弱めたもので、１回の皮下接種で接種します。ただし、病気や治療によって免疫が

低下している方は接種できません。一方、組換えワクチンは、ウイルスの一部の成分を基に作

られたワクチンで、２か月間隔で２回、筋肉内に注射をします。組替えワクチンは、免疫の状

態に関わらず接種できるため、より多くの方が接種可能となります。
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以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。■３番（澤良宜由美）

今回、定期接種に伴いまして健康被害が発生した場合は、どのような対応を取られるのか、

お伺いをいたします。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

ワクチン接種後には、発赤や疼痛などの副反応が見られること■健康推進課長（竹本美佳）

があります。頻度は不明ですが、生ワクチンについてはアナフィラキシー・血小板減少性紫斑

病・無菌性髄膜炎があります。組替えワクチンについては、ショックやアナフィラキシーが見

られることがあります。

予防接種によって健康被害が生じた場合は、予防接種法に基づく予防接種健康被害救済制度

により、治療にかかった費用などの給付を受けることができます。この制度では、国のワクチ

ンによる審査会によって健康被害かどうかを個別に審査し、接種が原因と認められた場合に給

付が行われます。申請を希望される方は、健康推進課が受付を行っております。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。予防接種の健康被害救済制度、国の制度を活■３番（澤良宜由美）

用されて対応がされるということで、承知のほうをいたしました。

次に、定期接種が行える対象年齢が、先ほど65歳以上の方ということでしたが、本市の定期

接種の対象者人数は何人いらっしゃるのか、お伺いをいたします。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

令和７年度の接種対象者は、65歳の方が420人、75歳以上の５■健康推進課長（竹本美佳）

歳年齢ごとの対象年齢の方が2,192人で、合計2,612人となります。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

65歳が420人ということで、皆さんが皆さん、接種するわけではないかとは思います。本市

としての接種率はどのぐらいと考えられているのか、お答えのほうをお願いいたします。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

すみません、接種率の前に、今対象人数のところで「75歳以上■健康推進課長（竹本美佳）

の５歳年齢ごと」と言いましたが、「70歳以上の５歳年齢ごと」で訂正をお願いします。

接種率の見込みにつきましては、同じ予防接種定期接種のＢ類疾病区分で、対象年齢につい

ても同じように経過措置があった高齢者肺炎球菌の接種率を参考に、35％程度を見込んでおり

ます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）
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ありがとうございます。対象者人数から35％ということで、承知のほ■３番（澤良宜由美）

うをいたしました。

今回、定期接種には２種類のワクチンがあるということで、生ワクチンと組換えワクチン、

こちらのほうから選んで接種をしていただくことになるかと思います。先ほど課長のほうから

も言われましたが、その２種類のワクチンにはそれぞれ接種方法や接種回数が異なり、また持

続効果等にも違いがあるかと思います。どちらを選ぶのかは本人の任意にはなりますが、そし

て今回の定期接種に伴いまして、国より総接種費用の３割が普通交付税措置が講じられるとの

ことです。国からの助成を踏まえまして、本市の定期接種による自己負担額、２種類あるかと

思います。自己負担額は幾らになるのか、お伺いをいたします。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

生ワクチンの自己負担額は１回当たり3,000円、組換えワクチ■健康推進課長（竹本美佳）

ンは１回当たり7,000円となります。この自己負担額は、高知県市町村保健衛生職員協議会に

より決定されており、県内統一の金額となっております。生活保護受給者は無料というふうに

なっております。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。生ワクチンは3,000円で、組替えのほうが■３番（澤良宜由美）

１回7,000円掛け２回打つということで、承知をいたしました。

今回、ちょっと市民の方から言われたことなんですが、組換えワクチンは今回２回接種にな

ります。１回目の接種後は、２か月間を置いてまた２回目を打つという形になるかと思います。

２回目の接種が次年度にまたがってしまった場合、この場合、２回目の自己負担額というのは

どのようになる、全額負担になるのか、助成ができるのか、そこら辺を教えてください。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

今年度の対象年齢の方が定期接種の対象者となるため、２回目■健康推進課長（竹本美佳）

の接種が年度内に終了されなかった場合は、２回目分は全額自己負担となってしまいます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。希望としては、その年度内に２回目を接種するという■３番（澤良宜由美）

のが大変望ましいことではあるかと思います。そのような告知のほうをぜひ分かりやすくやっ

ていただければとは思います。

次の質問にはなりますが、今回の定期接種をスタートするに当たりまして、対象者や市民の

方に周知・広報していかれるかとは思います。まず、どのような方法で周知・広報をされてい

くのか、お伺いをいたします。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

周知方法につきましては、詳細が決まり次第、広報やホーム■健康推進課長（竹本美佳）
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ページで周知をします。接種可能な医療機関が確定する４月には、対象者へ個別通知をする予

定としています。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

広報・ホームページ等、またあと個別の通知ということで、今回定期接種に伴い、５年間の

経過措置を取られると言われておりました。その５年間は、対象者の方に対して個別通知はさ

れていくという認識でよろしいでしょうか。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

５年間、それ以降も対象者には個別通知をしていきます。■健康推進課長（竹本美佳）

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。■３番（澤良宜由美）

今回、またホームページのほうにも定期接種の広報等、内容等を掲載をされていかれるかと

思います。他市のちょっとホームページを確認をさせていただきますと、今回５年間の経過措

置ということもありまして、自分がどこの対象の年齢になるのか、要は今年度なのか、来年度

なのかというのが一目で分かる早見表というのを、他市のホームページでも何か所か掲載をさ

れていました。私、これを見たとき、すごく分かりやすいなと思いまして、自分がいつ、じゃ

あ来年なのか、再来年なのかというのが分かりやすかったので、本市のホームページにもぜひ

この早見表、すぐ見て、自分がいつなのかというのが分かる掲載の仕方をしていただければと

思いますが、ご意見をお伺いいたします。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

ご自身の生年月日を見れば、何年度に自分が対象になるのか■健康推進課長（竹本美佳）

なって分かるような早見表というものを、他市の事例も参考に載せさせていただきたいと思い

ます。ありがとうございます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。ぜひ市民の方に分かりやすく、図であれば、■３番（澤良宜由美）

本当に読むよりかは分かりやすいですので、ぜひ検討していただければと思います。

今回の定期接種の助成ができる機会というのは１人１回しかありませんので、定期接種をし

たかったが、既にその対象年齢を過ぎていたとかということがないように、ぜひ広報というか

周知のほうにも力を入れていただければと思います。この帯状疱疹ワクチンは、本当に市民の

方で待ち望んでいる方も多くいらっしゃいますので、ぜひ多くの方に知っていただき、実施し

ていただけるような取組をお願いいたします。

では、帯状疱疹ワクチンの定期接種の質問はこれで終了させていただきます。

では次に、認知症対策についてお伺いをいたします。

認知症対策については、過去、私のほうも何回か質問のほうをさせていただきました。承知
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のとおり、国内の認知症高齢者の方は、65歳以上の人口がピークを迎える2040年には、認知症

高齢者数は584万人になると推計をされております。また、軽度認知症障害の高齢者は612万人

を上回るとの推計もございます。本当に誰もが認知症になり得る認識の下、共生社会の実現を

加速することが重要とされております。

また、昨年の１月には国会で認知症基本法が施行され、新しい認知症観が示されました。こ

の法律は、認知症の方々が地域社会で尊厳を持って安心して生活ができるようにするための基

本的な枠組みを定めたものであり、地方自治体にも具体的な施策の実施を求められております。

認知症の方が安心して暮らせる地域づくり、または認知症の方の社会参加の機会確保が進むこ

とが期待をされております。

本市のほうでも、これまで認知症に対する取組のほうを私も何回か質問させていただきまし

た。その際に、課長答弁といたしまして、認知症高齢者見守りシール交付事業の取組であった

り、認知症サポーター養成講座の拡充、また認知症カフェ、認知症に対する相談窓口等々、認

知症当事者や家族に対してのしっかりした取組というのを行っているなとすごく感じました。

しかし、様々な取組を行ってもなお、認知症障害が進行する中で、当事者や介護をする家族

の不安というのは、もう完全に補えることはなかなか難しいとも言われております。また、介

護疲れとか介護鬱という言葉もあるように、最近痛ましい事件というのも増加していると聞い

ております。今回、そういう介護疲れ・介護鬱、要は介護をする側のフォローをするためにも、

本市としてはどのような取組をされているのかをお伺いをしたいと思います。

認知症の方が増えていくということで、今後、介護に向き合わなければならない家族や親族

も比例して増加するのはもう現実ですので、本市としては介護する側に対する取組をどのよう

なことをされているのか、お伺いをいたします。

武内高齢者支援課長。■議長（宮﨑 努）

認知症の方を介護する方に対する負担軽減の取組についてお■高齢者支援課長（武内俊治）

答えさせていただきます。

四万十市高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画策定に当たり、基礎資料の一つとして在

宅介護実態調査を実施しました。これは、在宅で生活している要支援・要介護者及び介護をし

ている方を対象に、家族介護の実態等を調査したものです。この中で、今後の在宅生活の継続

に向けて介護者が不安に感じる介護についての質問では、入浴・洗身に次いで、認知症状への

対応が２番目に高い割合となっておりました。

在宅介護においては、認知症状への対応は特にご家族の負担が大きく、いわゆる介護者の介

護疲れが問題となってきておりますが、その原因の一つとして認知症の問題が大きいことが、

この調査からもうかがえます。このことは、食事や排せつ・入浴などの介助を行うホームヘル

パーなどの介護従事者においても同様であると考えております。このような負担を軽減するた

めにも、認知症に関する正しい知識・理解を持ち、認知症の症状を早期に発見・予防し、適切
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な医療・介護へつなげることが重要と考えております。

本市の取組といたしましては、日常への取組で重なる部分になりますけれども、認知症市民

講座・認知症サポーター養成講座の開催、認知症のしおりの作成・配布などにより、認知症に

関する正しい知識の普及啓発、高齢者補聴器購入費の補助、認知症初期集中支援チームの設置

などによる認知症の予防と早期発見体制の構築などにより、適切な医療・介護へのつなぎなど

を実施しております。

また、四万十市認知症の人と家族の会が行っている認知症カフェの運営支援や認知症高齢者

等見守りシール交付事業の実施、常に介護を必要とする方を家庭で介護している方に対して、

経済的負担の軽減と精神的援助を図ることを目的とした在宅介護手当や家族介護用品の支給を

行うとともに、介護事業所を対象とした各種研修を開催するなど、介護をする家族や介護従事

者の方々の負担軽減に取り組んでいるところでございます。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

本当に先ほど課長からの答弁もございましたが、本市は認知症に対する当人・当事者、また

家族に対して本当に手厚くされているなというふうに感じております。こういう介護はもう

ずっと続いていきますので、これからもそういう方へのフォローを継続的にお願いしていって

いただければと思います。

次の質問になりますが、認知症ケア・ユマニチュードについてお伺いをいたします。

認知症の方が尊厳ある暮らしを守る上で、家族や介護職員、また多くの地域住民が認知症の

人々に対する適切な接し方を身につけていくということが大切ではないかと思っております。

そのための効果的な技法として、ユマニチュードというものが注目をされております。多分、

初めて聞かれる方もいらっしゃるかとは思います。介護をされている方は聞いたことがあるも

のなんですが、この技法というのが、見る・話す・触れる・立つの４つの柱を通じて、あなた

を大事に思っているというメッセージを相手に届けること、また表現することを目的とされて

おります。決して難しい技法ではございません。

介護の現場では、このユマニチュードを実施することで、口腔ケアを嫌がったり、声を荒げ

ていた高齢者が、抵抗せずに受け入れるようになったなど、行動や心理症状が改善されたとい

う事例もございます。

このユマニチュードを福岡市のほうで2016年に、家族の介護者や、また病院・介護施設の職

員を対象としたユマニチュードの実証実験を実施をされております。その結果、認知症の方の

暴言や徘回などが軽減をされ、また介護者の負担感も低下するという効果が確認をされたそう

です。そういう効果がもう出ておりますので、福岡市のほうでは、2018年度から町ぐるみで認

知症対策としてこの技法を導入し、またユマニチュードの市民公開講座を本格的に展開してい
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るそうです。対象というのが、家族介護者だけではなく、市の職員、または救急隊員、また小

中学校の児童生徒にまで広がっているそうです。講座を受けた市民からは、もっと早く知って

いればよかった、また今後介護する人たちにも私たちのことを伝えたいという声も寄せられて

おり、そしてまた、今年の４月から、福岡市の市役所の福祉局の中にユマニチュード推進部と

いうのも新たに立ち上げられたそうです。そして、継続的な取組が進められているという話を

聞きました。

そこで、本市のほうでも、当事者の家族や、また介護職員、多くの市民の方に、まずはユマ

ニチュードというものを知っていただくというための広報だったり取組だったり講習会という

のを開催ができないか、お伺いをいたします。

武内高齢者支援課長。■議長（宮﨑 努）

ユマニチュードに関する研修が開催できないかというご質問■高齢者支援課長（武内俊治）

についてお答えいたします。

ユマニチュードにつきましては、先月開催しました市民講座「認知症」における質疑応答の

中で、市民の方からユマニチュードについて講師に対して質問があり、認知症の方に対する大

切な関わり方の基本を３階建ての建物に例えると、ふだんの体調を整えることが１階、プライ

ドを大切にした関わりが２階、医療的管理が３階、このうち２階のプライドを大切にした関わ

りというのがユマニチュードですということで、講師からもご紹介があったところです。

しかしながら、ユマニチュードが日本に導入してからは日が浅いことから、まだまだ認知度

が高いとは言えず、私自身もユマニチュードに関する理解が十分であるとは考えておりません。

引き続き情報収集を行い、介護従事者に対しユマニチュードに関する情報提供を行っていきた

いと考えております。

また、ユマニチュードに関する入り口としては、ユマニチュード認定インストラクターによ

る講座があるようですので、当該講座が本市において実施可能かどうか、講師と調整をしてま

いりたいと考えております。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

ぜひ、ユマニチュードをなかなか聞いてすぐ分かる方、分からない方というのもいらっしゃ

るかと思いますので、本当に難しい技法ではありません。まずはこの言葉を知っていただく、

どういうものなのかを知っていただく、多くの方に知っていただく機会を多くつくっていただ

ければと思います。

本当に認知症の取組というのは、当事者も含め家族・地域、本当に全体で支えていかないと

いけない課題になってくるかと思いますので、これからもまた認知症の対策等、私のほうも質

問のほうを随時させていただきますので、またよろしくお願いいたします。
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これで認知症ケア・ユマニチュードの質問は終了させていただきます。

では次に、商店街の活性化対策についてお伺いをいたします。

まず、旧四国銀行跡地の駐車場についてお伺いをいたします。

今はここの駐車場は大変きれいに整備をされており、またここを利用する方々から、本当に

以前よりきれいになって使いやすくなったとのお声もいただいております。また、商店街の方

にとっても、お客様が活用しやすい駐車場があるということは、大変有意義なことではないか

と思っております。よく商店街における駐車場不足は、顧客離れにもつながるというふうに言

われております。この駐車場は、本当に商店街の活性化の手助けになるものではないかと感じ

ております。

そこで、まず初めに、この旧四国銀行跡地の駐車場整備に関わる経緯と管理体制はどのよう

になっているのか、改めてですがお伺いをいたします。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■観光商工課長（田村典義）

旧四国銀行跡地の駐車場は、四国銀行中村支店の移転に伴いまして、平成29年６月議会での

意見書及び平成30年２月の中村商工会議所と四万十市商店街振興組合連合会の連名での要望書

の提出を受け、中心市街地の活性化に利用するため、平成31年２月に本市が取得したものです。

取得後は、四万十市商店街振興組合連合会に貸し付けまして、商店街利用者の駐車場として

暫定的に活用してきましたが、令和４年度に、将来的な土地の利活用方法について、庁内及び

四万十市商店街振興組合連合会と協議を行い、中心市街地の活性化のためには、引き続き商店

街駐車場として活用することが必要不可欠であると確認しました。

その後、令和５年３月に四万十市商店街振興組合連合会・中村商工会議所・四万十にぎわい

商店株式会社より、商店街駐車場及びイベントスペースとして環境整備をすることの要望があ

り、これを受け、令和６年２月に舗装工事を行い、現在の状況となっております。

この駐車場の位置づけ及び管理としましては、令和５年９月に商店街駐車場の設置及び管理

に関する条例を制定し、商店街利用者に使用させる駐車場として位置づけております。また、

同年10月に四万十市商店街振興組合連合会と管理業務に関する覚書を締結しております。この

覚書に基づき、現在は四万十市商店街振興組合連合会が駐車場の監視や清掃、日常的な管理を

行っております。

以上でございます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

商店街の活性のためというのが大々的な目的になるかとは思います。今回なぜこのような質

問に至ったかと申しますと、商店街の全く関係のない車の駐車や、同じ車が長時間駐車してい

る。多分ですけど、朝駐車して、夕方にはなくなっている車が数日間続いているという、そう
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いうお声をちょっと商店街の方からお伺いをいたしました。

また、駐車場の整備に伴い、店前の路上駐車の減少にも期待をされていたそうなんですが、

そこの整備された駐車場が常に満車状態で、結果的に路上駐車もあまり減少していないなと感

じているという商店街の方のお話もお伺いをいたしました。

一概にどの車がルール違反をして、マナー違反をしているかというのを検証していくという

のは、すごく難しい作業ではあるかとは思いますが、商店街に関係のない車の駐車に対する取

組というものがどのようにされているのか。私もちょっと何日間か朝昼晩、見てきました。明

らかにちょっとこれは関係ないだろうなという車が駐車していたのも事実です。ずっと見てい

るわけではないんですが、なかなかそういう車に対する対応というのを本市としてはどのよう

に考えられているのか、お伺いをいたします。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■観光商工課長（田村典義）

市では、駐車場の舗装工事を行うに当たりまして、その整備の目的を関係団体へ周知すると

ともに、利用実態を把握するため、令和５年11月に駐車場利用者に対して利用目的の聞き取り

調査をしております。その調査において、利用目的が商店街利用でない方には駐車をご遠慮い

ただくよう説明するとともに、注意するビラを配布しております。

また、令和６年３月には、車両の出入口２か所に注意喚起の看板を設置し、駐車場の適正利

用を呼びかけております。

その後、利用状況の調査を行いましたが、毎日の駐車や長時間駐車しているなど、商店街で

の買物等の利用者ではないと思われる車両が確認されましたので、令和６年11月には、管理者

であります商店街振興組合連合会を通じまして、各商店街振興組合へ、万が一、従業員の方が

駐車場に車両を駐車することがないよう注意していただくよう依頼しております。

今後につきましても、管理者と協力して利用状況を確認しながら、駐車場本来の目的に資す

るよう、必要に応じてビラを配布するなどの対応を行いたいと考えております。

以上でございます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。ぜひ商店街やそのお店を使われるためのお■３番（澤良宜由美）

客様が活用しやすい駐車場の運営を、本市としても見ていただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。

では、次の質問に移ります。

はれのばの活用についてお伺いいたします。

このはれのばも、四万十市の商店街活性化の取組の一つを担っている施設ではないかと思い

ます。商店街に活気があふれ、そして人が集まり、若者が集まる場所が誕生したことは、大変

意義あることだと思っております。
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令和２年にスタートしたこのはれのばですが、改めてにはなりますが、このはれのばに至る

までの経緯、また管理体制についてお伺いをいたします。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■観光商工課長（田村典義）

はれのばの整備に至った経緯についてご説明いたします。

まず、はれのばの土地でございますが、平成22年に旧土預銀行の土地建物の所有者より、中

心市街地活性化のために市へと寄贈されたもので、建物については、耐震診断の結果、耐震補

強が困難であったため、平成26年度に解体しております。

土地の利活用につきましては、平成24年度以降、市並びに天神橋商店街においてそれぞれ活

用の方向性について検討を始めており、平成27年９月からは、市・天神橋商店街・中村商工会

議所・中村青年会議所等のメンバーで構成する意見交換会を立ち上げ、議論を重ねた結果、に

ぎわいの創出を目的とした拠点施設を整備することが望ましいとの結論に至りました。

これを受けまして、本市では、この土地に人を呼び込むことができ、地域への経済波及効果

が期待できるにぎわい拠点の民設民営に向け、事業者の募集・選定を行い、四万十にぎわい商

店株式会社が施設整備並びに運営を行うことになりました。

施設整備に当たっては、四万十にぎわい商店株式会社が事業主体となり、国・県・市の補助

金を受け、平成29年度に基本設計、平成30年度に実施設計、令和元年度に本体工事を実施し、

令和２年４月からにぎわい拠点施設はれのばがオープンしております。

このはれのばの管理については、設置者であります四万十にぎわい商店株式会社が行ってい

ますが、公園と公衆トイレは、人の集積を生み出し、地域経済の活性化に資するものであるた

め、公共部分として位置づけまして、管理に係る経費については、市から四万十にぎわい商店

株式会社に対して補助金を交付しております。

以上でございます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

これまで、はれのばでの様々なイベント等もされてきているかと思います。簡単で結構です

ので、大体どのようなイベントを何回開催されたかというのを教えてください。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■観光商工課長（田村典義）

はれのばでは、運営主体であります四万十にぎわい商店株式会社が主催するイベントのほか、

市や団体等が主催する持込みイベントが開催されております。

オープンした令和２年度以降のイベント開催状況ですが、令和２年度、３年度は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、四万十にぎわい商店株式会社が主催するイベントは実施でき

ませんでしたが、持込みイベントとして、ｅスポーツ大会や音楽イベントなど、２年間で計８
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回のイベントが実施されております。

令和４年度は、運営主体の主催イベントとして、はれのばマルシェが３回、持込みイベント

が４回で、合わせて７回、令和５年度は、運営主体の主催イベントとして３周年記念イベント

のほか、はれのばマルシェが６回、持込みイベントか６回で、合わせて13回、令和６年度は、

本日までで運営主体の主催イベントとして４周年記念イベントのほか、はれのばマルシェが６

回、持込みイベントが３回、合わせて10回開催されております。

はれのばオープン当時は、新型コロナウイルス感染症の影響でイベントが開催できていませ

んでしたが、近年は持込みイベントの相談も増えているとお聞きしております。はれのばでの

イベント認知度が向上していると感じています。

また、はれのばで開催されるイベントだけでなく、しまんと市民祭やよさこい四万十、一條

大祭など、市街地を舞台に開催されるイベントの際にも、はれのばでくつろぐ方が多数おられ

るなど、人が集まる中心市街地の拠点施設として一定の効果を発揮しているものと考えており

ます。

以上でございます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。様々なイベント等も開催をされていることを■３番（澤良宜由美）

承知いたしました。

商店街の活性化につながる場所であり、また地域の方はもちろん、若者・高齢者、または観

光客や移住の方にも大いに活用していただき、ひいては四万十市をＰＲしてもらえるような施

設に成長していただきたいという私の思いもあります。

今回、はれのばの施設について、にぎわいさんのほうがやられていますが、本市としてはど

のような役割と捉えられているのか、また今後に期待することはどのようなことを考えられて

いるのか、どう思われているのかをお伺いをいたします。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■観光商工課長（田村典義）

本市では、平成30年10月に、行政や商店街振興組合・商業関係団体等で構成する四万十市中

心商店街活性化協議会を立ち上げ、官民が連携し、中心商店街における拠点施設等がつくり出

す人の集積を、周辺商店街の活性化につなげるための様々な取組について協議検討を行ってお

ります。

協議会では、令和元年５月に、中心商店街活性化に向けた方針と具体的な施策を掲げた四万

十市中心商店街活性化計画を策定しており、この計画において、はれのばはイベントの実施等

による集客効果や商店街のにぎわい創出の役割を担っており、中心商店街活性化のための重要

な拠点として位置づけられています。

ご質問の本市の役割ですが、中心商店街の活性化に向け、拠点施設であるはれのばの集客効
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果を周辺店舗に波及させるため、関係団体と連携し、既存事業の支援も行いながら、商店街で

の回遊性を高める仕組みづくりを進めていく必要があると考えております。

また、周辺への波及効果を高めるには、行政並びに関係団体だけでなく、個店の魅力向上に

向けた自助努力も当然必要となりますので、先ほどご説明しました官民の商業関係団体で構成

される四万十市中心商店街活性化協議会において、個店もそうですが、商店街の魅力向上に資

する取組の協議検討が必要と考えております。

次に、はれのばの今後に期待することですが、オープン後、コロナ禍を経まして実施するイ

ベント等も増え、平常時に利用する方も考慮すると、中心商店街に大きな集客効果をもたらし

ていると考えていますので、これからも中心商店街活性化に向けた牽引役として、集客イベン

ト等に引き続き取り組んでいただけることを期待しております。

以上でございます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

本当に四万十市の歴史ある商店街をこれからも守っていく、そして活性化させていくために

も位置づけられるはれのばだと思います。官民連携して、また市民の方と共に活性化していく

ことが大切ではないかと思いますので、商店街の活性化に向けた取組は、また今後さらなる取

組をよろしくお願いいたします。

では、次の質問に移ります。

次に、防災・減災対策についてお伺いいたします。

今回は、避難所の環境改善ということで、国際基準であるスフィア基準に基づいてお伺いの

ほうをさせていただきます。

スフィア基準とは、1997年に、紛争や災害を想定して国際赤十字などが策定した災害支援の

国際基準になります。被災者の尊厳ある生活を守るための理念や考え方とともに、被災者が最

低限生活できるための具体的な指標を示されているものです。

早速ですが、まず１、スフィア基準に基づくトイレを20人に一基とする取組について、本市

の現状と取組についてお伺いをいたします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

スフィア基準は、議員が今おっしゃったとおり、支援を必要とする人々が高い水準の援助を

受けられるようにすることを目的としておりまして、内閣府においても、昨年12月にこのス

フィア基準や能登半島地震を踏まえた各取組方針やガイドラインの改定を行っておりまして、

トイレについては、発災後、初期段階では50人に一基、中期段階では20人に一基とし、女性用

と男性用の割合が３対１となるように、想定避難者数に応じて対応することとされております。

本市の状況でございますけども、避難所施設のトイレと備蓄の携帯トイレや簡易トイレ等を
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併用することで、スフィア基準を満たしている状況です。

国のガイドラインによるトイレの確保の考え方は、３日間は備蓄の携帯トイレや簡易トイレ

を使用しまして、その後、組立て式のトイレやマンホールトイレ、仮設トイレ、トイレカーな

どを順次配備することになっておりまして、本市の備蓄量としましては、想定避難者の約８日

間程度が対応可能な量は備蓄しているところです。加えまして、本年度より組立て式のトイレ

の購入を始めましたし、来年度はトイレカーの購入も予定しております。

また、避難生活は長期になることが予想されておりますので、自助の取組としまして、携帯

トイレの個人備蓄も呼びかけているところでございます。

また、男女比１対３につきましては、避難所ごとでの役割設定はできておりませんが、発災

時には各避難所において使用可能な個室を使用しまして、この割合で使用することになると考

えているところでございます。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。■３番（澤良宜由美）

では次に、またそのスフィア基準に基づく住居についてお伺いをいたします。

最低3.5㎡、大体畳２畳分ぐらいになるかとは思います。それを確保を目指すとする取組に

ついてですが、本市の現状と今後の取組についてお伺いをいたします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

住居空間につきましては、市内指定避難所において、一部テントの対応や指定避難所以外の

施設と協定を締結することなどで、避難想定者数に対する１人3.5㎡の居住空間を確保してい

るところではございます。しかしながら、国において能登半島地震を踏まえ、避難所の生活環

境改善の方針が打ち出されておりますので、今後も本市としましてもプライベート空間を確保

するため、ルームテントや簡易ベッドなどの整備を行い、避難所の生活環境の向上に努めてい

きたいと考えているところでございます。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。トイレと居住空間というのは、本当に最低限■３番（澤良宜由美）

の必要不可欠な取組になるかと思います。

次に、トイレと住居以外で、今回入浴施設、また温かい食事、よく言われるキッチンカーっ

て言われるものですね。温かい食事、また避難所での安全性に対する取組というのは、今後の

ことになってくるかとは思いますが、本市のほうではどのようにお考えになられているか、お

伺いのほうをいたします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）
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それでは、お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

入浴施設にまずつきまして、スフィア基準では50人に一つとされておりますが、さきの12月

議会で瀨議員にご答弁しましたとおり、その整備費用や維持管理費などが高額になることや、

平時利用などの運営も厳しくなることが予想されますので、現状ではいやしの里や星羅四万十、

キャンプ場のシャワー施設など市の施設に加えまして、ホテルや旅館など民間の力をお借りし

ましてお風呂の利用していきながら、復旧や救援を待つことになるということで考えておりま

す。

食事につきましては、管理栄養士等によるメニューの多様化や適温食の確保、栄養バランス

の確保などの配慮事項が示されておるところではございますけども、本市では、まず命をつな

ぐことを優先し、保存年限が長く、すぐに食べられるものを選択して備蓄をしているところで

ございます。

指定避難所によっては、施設によって調理室があったり、ガスコンロやかまどベンチなどが

配備されており、温かい食事を作る設備はありますけども、地震などの大規模な災害では、初

期段階では自主防災組織など地域の方々での炊き出しなどに委ねられているのが現状でござい

ます。そのほか、高知県のパンフレット「災害時の食の備え」を活用しまして、個人備蓄でカ

セットコンロなどを備蓄するように周知にも努めておるところでございます。

また、スフィア基準では、避難生活における子供や高齢者など要配慮者への配慮の必要性が

示されておりまして、国のガイドラインでも、保健師の巡回や相談、健康管理や衛生管理など

避難所生活の安全性を高める事項も位置づけられております。

地震防災課としましても、避難所環境の整備は大切な取組と考えておりますので、今後はス

フィア基準を取り入れた国のガイドラインや県の備蓄方針等を参考に、補助事業など有利な支

援制度を活用しながら、優先順位を整理した上で、避難所環境整備の向上に取り組んでいきた

いと考えているところでございます。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

本当に予算やその優先順位というのは、無視することはできないと思います。スフィア基準

を今回導入されるということですので、また順を追って対応のほうしていただければと思いま

す。

次に、トイレカー導入に伴う今後の活用、平時・有事についてですが、今回トイレカーの導

入に関しましては、川渕議員のほうからの質問もあり、ご答弁のほうもいただいておりますの

で、その経緯についてはもう分かりましたので、今回、平時・有事に対してトイレカーをどの

ように活用されていこうと考えられているのか、お伺いをいたします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）
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それでは、お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

先ほども川渕議員のご質問でご答弁しましたとおり、今回導入予定の車両というのは、目的

に応じて用途がチェンジできるというような多目的な車両となっているところでございます。

まず、平時での利用につきましてご説明しますと、この車両は国の交付金を活用しますので、

国への事前相談に併せまして、庁内の各課に利用できるか問合せを行っております。その中で

は、各種イベントでの臨時トイレ、救護所、物資輸送や屋外での外販活動、それから各種健診

での人員及び物資輸送、それから少人数利用の臨時スクールバスや行政視察、市外での職員研

修などの意見が出ておりまして、導入時には再度改めて各課に周知をしまして、この導入予定

の車両をフル活用したいと考えているところでございます。

また、有事では、トイレの不足する地域での活用のほかに、他自治体で災害があった場合の

応援車両について活用を考えているところでございます。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。■３番（澤良宜由美）

今回のトイレカー導入もそうですが、避難所生活に対する不安やストレスを少しでも解消し

ていただく取組をお願いしたいと思います。

今回、結構いろいろ被災地でよく言われていたことが、避難所だから我慢しないといけない

と、そういった考えというのが日本人はよくあると言われています。被災者が生活の質を求め

ると、それはぜいたくと思われる風潮があるというふうにも言われております。

平成28年度に、内閣府は避難所運営ガイドラインというのを出しました。その中でこういう

一節があるので、ちょっと抜粋して読まさせていただきます。

質の向上という言葉を使うと、ぜいたくではないかという趣旨の指摘を受けることがあると。

しかし、ここで言う質の向上とは、人がどれだけ人間らしい生活や自分らしい生活を送ること

ができるかという質を問うものであり、個人の収入や財産を基に算出される生活水準とは全く

異なる考えである。そういうのはぜいたくという批判には当たりませんっていう、これは内閣

府からのガイドラインにもありました。

本市でも、もし避難所生活になった場合、尊厳ある避難生活ができるよう、これからも取り

組んでいっていただければと思います。

では、すいません、最後の質問になります。

災害避難時における避難所の通信確保についてお伺いをいたします。

今回、能登半島地震でも、道路の中に埋まっていた光ケーブルなどの回線が、地面とか道路

の亀裂や陥没、または土砂崩れなどで断線、切れてしまったり、また電線も断線するなど、多

くの基地局が機能を失い、その結果、救済や復旧作業に甚大な影響が出たという報告があった

そうです。通信が使えなければ、全くライフライン、水道・電気・ガスなどのライフラインが、
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いつ、どういうふうに復旧するのかという情報が全く届かなかったという問題が発生したそう

です。本当に通信の確保の必要性というのを感じたとも言われております。

本市でもしこのような状況になる可能性がないとも言えませんので、災害時における本市の

通信確保に対する取組というのはどのようにされているのか、お伺いをいたします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

災害時の市の情報発信手段としましては、防災行政無線やＩＰ告知端末、それからインター

ネットを活用したＬＩＮＥやホームページ、ヤフー防災アプリでの発信、携帯電話に一斉に配

信する緊急速報メール、県の総合防災情報システムと連携した防災アプリやＬアラートによる

テレビ等の情報発信、市内ＦＭ放送局との協定などによる情報発信の多重化を図っておりまし

て、様々な手段を用いて情報発信をすることとはなっております。

ただし、大規模地震等が発生した場合は、議員がおっしゃられたように、電線の切断による

停電や、光ファイバーなどの故障により、有線による電話やインターネット網が使用できなく

なる可能性があり、その場合のための無線での情報通信設備がございますけども、携帯電話等

は、停電時でも携帯基地局がバッテリー駆動いたしますので、一定時間は通信が可能だという

ことは聞いております。

また、防災行政無線や消防無線でも連絡を取ることになりますけども、親局は自家発電、中

継局と子局は、場所によりますけども、自家発電とバッテリーなどを配備しておりますが、全

ての設備と通信ができる状態を保てるのは、大体２日程度ということになっているのが現状で

ございます。

そのほかには、衛星携帯電話を市役所の本庁、それから総合支所、四万十消防署に配備して

いるところでございます。

以上でございます。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。様々な取組のほうもされているということで■３番（澤良宜由美）

す。

今回の能登半島地震の話になるんですが、能登半島地震の避難所や孤立地域において、通信

手段として大変活躍したのがスターリンクといわれるものだそうです。私もちょっと初めて聞

いたんですが、このスターリンクというのは、米国のイーロン・マスク氏が率いるスペースＸ

が提供している通信衛星を用いたインターネットサービスだそうです。特徴としては、低軌道

を周回する小型衛星を活用した通信システムで、従来の通信手段に比べて迅速に設置ができる

点というのが特徴だそうです。光ケーブルや携帯電話の基地局が損傷しても通信が可能である

ため、特に被災地での医療活動において重要な役割を果たしたとも言われております。

能登半島地震の際に、このスターリンクを活用したＫＤＤＩという通信会社が、スターリン
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クの専用アンテナを350台を無償提供して、オンライン診療とかオンライン授業に役立ったそ

うです。様々な、ちょっとこれ調べたら、本当にいろんなことで今回役に立ったスターリンク

というふうにいろいろ出てきました。今回、兵庫県のほうでも、今回の能登地震の活躍による

このスターリンクに向けて、導入のほうも何か取り組んでいるという話も聞きました。

すぐさま取り組めというわけではないんですが、このような最新機器を使って通信を本当に

可能にして、被災地に対する援助というのもされているという報道もあります。本市における

このスターリンクに対する認識及びその見解についてお伺いをいたします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

スターリンクは、今議員がおっしゃったとおり、アメリカの民間企業スペースＸ社が開発し

たもので、従来の衛星電話よりは低軌道を飛びますので、従来の衛星携帯電話では音声通話し

かできないんですが、このスターリンクでは音声通話や動画とか、それから写真の送受信とか

ができるということが最大のメリットになっているということで認知をしております。

具体的には、上空に障害物のない場所にアンテナを設置することで、先ほど言いました音声

通話やインターネットの使用が可能になるため、地震の揺れによる設備の倒壊や通信機器の切

断などによる心配がありませんので、能登半島地震でも被災した設備の代わりに有用に利用さ

れたと聞いているところでございます。

地震防災課としましても、スターリンクは有用な通信手段としての一つの考え方を持ってお

りますけども、１台およそ40万円の初期投資と毎月の利用料が発生することや、現在、技術の

向上により他社でも同様のサービスの開発が進められているとの情報も入手しております。

先ほどご説明しました防災行政無線の設備が老朽化が進んでおりまして、移動系無線の更新

を考える時期となっておりますので、この設備についてもどのような更新ができるか、どのよ

うな通信手段を選択するのかを検討しているところで、その中でスターリンクといった新技術

も含めまして、総合的に配備の判断をしていきたいと考えているところでございます。

以上です。

澤良宜由美議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■３番（澤良宜由美）

今すぐスターリンクというわけではないですが、いろいろ様々な技術も開発され、いろいろ

な形で使われているということを知っていくというのも、本当に大切なことだとは思います。

すいません、ちょっと最後の質問はまた次回にさせていただきます。

これで私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

以上で澤良宜由美議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

お諮りいたします。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決しま■議長（宮﨑 努）

した。

どうもご苦労さまでございました。

午後４時25分 延会
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午前10時０分 開議

おはようございます。これより本日の会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

欠席の届けが参っております。上岡 正議員、家事都合のため午前中欠席、以上のとおり報

告いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

日程に従い、一般質問を行います。■議長（宮﨑 努）

寺尾真吾議員。

おはようございます。■５番（寺尾真吾）

それでは、議長の許しを得ましたので、市民クラブ寺尾真吾、一般質問を始めさせていただ

きたいと思います。

初めに、子育て交流施設の適地についてご質問させていただきます。

旧中医学研究所の有効活用方針として、子育て交流施設（屋内遊園地）の整備が昨年７月の

広報紙で示されてから８か月がたちます。何かしらの予算計上があるかなと見ていましたが、

ついには中平市長の在任中に議案として上がることはなかったということです。私は、子育て

世代より、雨の日でも遊べる場所が必要という多数の意見をもらっていますので、適時四万十

市にはお伝えをしてきています。ですので、施設整備には賛同をしています。しかし、一方で

は、私は子育て世代の方々にとって、アクセスのよい、気軽に行ける、そして市街地の活性に

つながるような中心市街地、または古津賀や具同のような市街地にて整備を望んでいます。こ

のことは、今までもお伝えをしてきました。本日は、立地変更を目的に質問をさせていただき

ます。

まずは、８か月の月日がたちましたが、動きがなかったため、何か課題点があるのではとい

うふうにも思っております。現状と課題点をお尋ねします。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、旧中医学研究所有効活用におけます現状と課題とに■企画広報課長（武田安仁）

ついてお答えさせていただきます。

令和６年５月２日の政策会議におきまして、旧中医学研究所につきましては、子育て交流施

設として、１階は屋内遊園地、２階につきましては多方面の利活用を検討していくという方針

を決定しまして、その後でございますけれども、先進地の視察、それから庁内ワーキンググ

ループなどを開催しまして、事業化へ向けて準備を進めてまいりました。

その中で見えてきた課題なんですけれども、１つは、駐車場の確保といったものがございま

して、今後事業を進めるためには、さらなる検討・調整が必要な状況でございます。

また、これは課題ではございませんが、高知大学を代表機関といたしまして、四万十市や高

知県・学術機関・企業が共同提案しましたしまんと海藻エコイノベーション共創拠点プロジェ

クトが令和６年度共創の場形成支援プログラムの地域共創分野（育成型）に選択されたことを
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受けまして、高知大学よりその研究活動の拠点としまして、旧中医学研究所を活用したいと、

そういった申出がございました。このプロジェクトにつきましては、四万十市の地域課題解決

に大きく貢献できると期待できるものであるため、市としましては、庁内プロジェクトチーム

でも検討を行いまして、施設の２階の一部を高知大学に一時的に貸し付けるということといた

しました。貸付け箇所につきましては、子供の遊び場とは範囲的には現在のところ競合しない

ものの、プロジェクトは今後本格型への移行を目指しているというふうにお聞きしておりまし

て、その結果いかんでは、高知大学が利用する施設の範囲も今後変わってくることも想定され

ておりますので、今後のそういった動向を注視しながら、子育て交流施設の利用範囲の調整を

図っていきたいと現在のところ考えているところでございます。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■５番（寺尾真吾）

駐車場が１つの課題、もう一つが高知大学のイノベーションに関するものですよね、地域共

創分野育成型で、また本格型に移行した場合にどのような活用方法になるのかというのを見定

めているということです。そうすると、今現状、もともと有効施設の活用方針としまして、１

階部分は子育て交流施設として活用する方針でしたが、場合によっては、それができないとい

うことも踏まえて今後検討されるということでよろしかったでしょうか。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

場合によっては、子育て交流施設（屋内遊園地）の活用方針を■企画広報課長（武田安仁）

変えるということも可能性としてはあるということでございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。ありがとうございます。■５番（寺尾真吾）

それでは次に、適地の再検討というところに移りたいと思います。

今のお話もありまして、かなり慎重に旧中医学研究所の有効活用については検討していくと

いうふうな形になっているというふうに理解をしました。

その中で、私は子育て施設について、もし万が一、旧中医学研究所を活用するという方針に

確定をして、その実施事業案が出たとしても、今のとこ賛同しかねるというところがあります。

それは、やはり子育て交流施設という整備が幾つもこの本市ではできるものではないというふ

うに考えているからであります。本市の財源状況からして、複数箇所に持つことは難しいと考

えています。そのため、もし万が一、一つしか造ることができないかもしれないこの子育て交

流施設の立地は大切です。そのために、私は立地の再検討を問うものです。私は、子育て施設

の立地は、子育て世代にとって、また孫を預かる祖父母世代にとって、アクセスのよい、気軽

に行ける場所が望ましいと考えています。また、より望ましい立地は、市街地の活性化など複

合的な効果が出るような場所です。そのためには、中心市街地である古津賀や具同が望ましい
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と考えています。本市は、この考え方に対して、どのような見解をお持ちしますか、お尋ねし

ます。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、見解とまた我々のほうがその判断に至った根拠等■子育て支援課長（中脇弘樹）

も説明させていただきます。

まず、議員がおっしゃられる人口の多い中心市街地に造るべきという考え方は、一定妥当な

ところがあろうかと考えるところでございます。その上で、我々がなぜ今回、下田の旧中医学

研究所を提案したかということになりますが、屋内の遊び場につきましては、かねてより整備

を求める声が多く届いておりましたが、新たに新築で建築するとなると、多くの経費が必要に

なってしまう上に、広い敷地面積が必要であり、土地の購入、もしくは借用に多額の費用が必

要となることから、遊休施設の利用以外の方法は考えられないということで、適地選定につい

て内部で検討を続けてまいったものでございます。

そういった状況の中で、遊休施設となった旧中医学研究所を活用した整備であれば、ある一

定、経費を抑えた形で整備が可能と考えたことから、利活用検討委員会に提案し、政策会議に

おいてもその案を採用していただいたことで現在の計画となっております。

先ほど企画広報課長より答弁したとおり、旧中医学研究所の利活用に関しては、高知大学と

取り組んでいるしまんと海藻エコイノベーション共創拠点の利用範囲が確定していないことか

ら、現時点では子育て交流施設の利用範囲を調整している状況です。したがって、計画自体が

中止になっているわけではありませんので、現在は様々な状況の推移に注視しながら、当初の

計画どおり、旧中医学研究所を活用した子育て交流施設の整備に向けて情報収集を続けている

ところです。そのため、現時点では、旧中医学研究所以外の場所での子育て交流施設の整備に

ついての検討は行っておりません。

以上です。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。私の考えに対して、一定の妥当性もあるのかな■５番（寺尾真吾）

というふうなお答えだったかなというふうに思います。

今の方針も理解しました。他方で、先ほどご答弁の中でもあったように、遊休施設の利活用

という点では、この中心市街地に関する適地についてのご活用の検討もしていただきたいと

思っておりまして、再度問わせていただきたいと思います。

次のところが、具体的な適地の提案です。それは、遊休施設の利活用にも関わってくること

だというふうに思います。私としては、具同にある四万十川学遊館、また今後恐らく老朽化し

て建て替えの可能性があるであろう右山の児童館並びに四万十市地域子育てセンターの建て替

えに併せての整備としての可能性をご提案したいと思います。

四万十川学遊館については、様々な利点が私はあると考えます。１、管理者が既にいること
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です。２、十分な駐車場スペースがあるということです。３、利用可能な部屋が複数あるとい

うことです。４、本市のコンセプトでもあります川と共に生きるまちとして、環境保全の大切

さを伝えることが、来られる児童たちに伝えることができるという場所でもあります。そして、

５、屋内だけでなく、野外散策もできるということです。６、学遊館にとって、利用者増を見

込むことができ、また課題となっている指定管理料の軽減や学遊館の必要性の向上に寄与でき

ると考えます。最後に、ファミリーサポート制度が今本市にはありますが、この制度を利用し

た連携が図りやすいと。それは、このアクセスのよさというものがあると考えています。

そして、もう一つ、右山の児童館並びに四万十市地域子育てセンターについては、先ほど話

したとおり、老朽化した両施設は、建て替えの可能性があると私は判断をしています。そのた

めに、子育て複合施設としての整備の可能性ができるのではないでしょうか。子育てにとって、

望ましい施設を追求する形もいいかもしれません。

このような形で、私は現状２か所についてのご提案もしていきたいと思いますが、この点も

踏まえて、今後の適地について慎重なご検討をお尋ねしたいと思っております。よろしくお願

いいたします。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

提案、ありがとうございました。いずれの案も、メリットは■子育て支援課長（中脇弘樹）

我々のほうでも理解ができるものであると考えます。少し中医学研究所での案にこだわったよ

うな答弁になってしまいますが、一度中医学研究所で我々がどのようなことをメリットとして

捉えているかを答弁させていただきたいと思います。

旧中医学研究所につきましては、西南大規模公園に隣接する立地であり、市内外の子供が多

く訪れるわんぱく広場、いわゆる下田公園がすぐ近くにあることから、急な雨や猛暑を避ける

ケースも含め、集客面でエリアとしての相乗効果が期待できるとともに、県外などからキャン

プ場を訪れた人などの訪問も期待でき、四万十市のＰＲにもつながり、観光面でのさらなる効

果を得るものと考えているところでございます。それらのメリットが多いことから、現状とし

ては下田地域に立地する旧中医学研究所を活用した整備ができるよう、調整を行っているとこ

ろでございます。

今議員からご提案いただきました四万十学遊館の活用もしくは既存の児童館、子育て支援セ

ンターとの複合施設としての整備でございますが、旧中医学研究所の利活用ができなくなった

場合の代替案としては、経費を削減した上で実施ができる案であると思うところでございます。

しかしながら、それぞれの施設が、現在公共施設として担っている現在の機能を失ってし

まってはいけませんので、慎重に検討する必要があろうかと考えるところでございます。

いずれにしても、当面は現在の整備方針である旧中医学研究所での利活用での整備を目指し

て、計画的に取り組んでいきたいと考えているところでございます。

以上です。
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寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。理解しました。市外の方々も含めて、観光等包■５番（寺尾真吾）

括的な利用を考えているということです。

他のほうで、私としては、この町に住んでいる市民のためを中心として、ぜひ整備をしてい

ただきたいというものになりますので、その点の違いがあると思います。今後、慎重にご検討

していただければと思いますので、これで終わりたいと思います。

続いて、旧下田中学校の有効活用についていきます。

私は、昨年の９月議会質問にて、旧下田中学校の有効活用方針が望ましいと考えていないこ

とを表明しました。今もその考えは変わっていません。私は、四万十市の発展に希望を抱いて

います。そのために、市の限りある財源を有効に使い、若者が活躍できる町へ、次世代へとつ

なぐ市政を目指しています。前回も指摘をしていますが、本有効活用方針は、費用が大き過ぎ

ると考えています。施設改修に５億円ほど必要だということでしたが、その上でプールについ

て確認をします。

本有効活用方針は、本定例会の市長施政方針要旨の説明にて、保育所の高台移転は断念し、

下田小学校の高台移転に変更した発表がありました。プールの整備はどのように考えています

でしょうか、お尋ねします。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、お答えします。■企画広報課長（武田安仁）

下田小学校の旧下田中学校校舎への高台移転に伴います小学校プールの取扱いについてでご

ざいますが、児童にとって望ましい教育環境を構築するために、高台移転に併せて整備を行う

という方針にしているところでございます。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。今のは明快なお答えではなかったというふうに■５番（寺尾真吾）

考えます。プールの整備をするかしないか、今時点でのご見解ありますでしょうか、再度問い

ます。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

プールの整備をするかしないかの現在の方針としては、プール■企画広報課長（武田安仁）

も高台移転に併せて整備するということに決定しております。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。今プールも整備するという方針で考えているということ■５番（寺尾真吾）

が分かりました。

プールの整備には、前回の９月答弁でもたしかあったと思いますが、約２億円はかかるとい

うふうなお話だったと思います。昨年の資材高騰、現状の高騰によって、５億円の改修費、
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プールの整備合わせて７億円、それに対して、また昨今では食肉センターの資材高騰であった

り、新聞にもありました、五台山の資材高騰によった展望台がなかなか造るのが難しいような

現状があるということを踏まえ、そうしますと、前回言いました７億円が、もしかしたら８億

円になるかもしれません。となりますと、一般財源としましては、約２億1,000万円以上、

プールのみの一財を使うとしても、6,000万円を超える可能性があります。この厳しい財政状

況を考えるなら、400名いる具同や185名いる中村南小学校と再編された中学校の老朽化した

プールなど、公共施設の維持管理、改修などに使うことが、多くの子供の安全と衛生環境の改

善にもつながると私は考えております。教育委員会としては、今プールの件、お話もありまし

たけども、同様のお考えを持っているということでよろしかったでしょうか、整備につきまし

て。お聞かせください。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、小学校のプールの必要性について私のほうからご答■学校教育課長（岡本寿明）

弁を申し上げます。

まず第１に、児童の安全確保、こういったことが重要課題でございます。同一敷地内にプー

ルを設置することで、児童の移動に伴う事故リスクや熱中症リスクを最小限に抑えることがで

きます。また、緊急時には、校舎から迅速な対応が可能となり、児童の安全を万全に期すこと

ができます。

次に、教育効果からの観点から申し上げますと、移動時間が不要となるため、水泳授業に充

てる時間を最大限に確保できます。これによりまして、学習指導要領に基づいた十分な水泳指

導が可能となり、児童の水泳技能向上に大きく寄与いたします。

それから、３点目に、施設管理面では、同じ敷地内にあることで、日常的な管理や水質維持

が容易になり、適切かつ効率的な運用が可能となります。

以上の理由から、小学校のプールを同一敷地内に設置することは、児童の安全確保、それか

ら教育効果の向上、そして学校施設の効率的な運用の観点から重要であると考えているところ

でございます。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。教育委員会の児童に対する考え、理解しました。■５番（寺尾真吾）

そうしますと、今後、この事業改修が上がっているときに、プール施設の整備も踏まえて、

私たちは慎重な審議をしなくてはならないというふうに考えております。

そのために、続いて、下田小学校の存続について確認をしていきたいと思います。

下田小学校の高台移転を認めるか、認めないかの審議として、学校の存続の可能性は一つの

重要な要因です。そして、この少子化の中、学校存続の可能性は、大変に不安定なものだと私

は認識をしています。実際に、下田保育所の高台移転については、利用者の大幅な減少により
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断念することとなりました。この保育所の利用数については、昨年９月の私が質問した際に、

令和11年度までは10名ないしは11名で推移する見込みのため、存続することを前提にしている

とのことでしたが、しかし９月議会が終わった１か月後の利用量調査において減少する見込み

が判明、そして年末においても大幅な減少であったことから断念という経緯です。私は、10月

に下田の区長たちを交え、下田住民数名と膝詰めで話をしました。冒頭に下田住民の心を苦し

める結果となったことには謝罪をし、しかしこの高台移転には賛同できないことを伝えました。

建設的なご意見、厳しいご意見もいただきながら、その中である方が、高台に移転をすること

で、保育所の利用者が増えることを期待しているという気持ちもお聞きさせていただき、その

ためにこのような現状になってしまったことは大変心苦しい気持ちです。しかし、現実を見据

えた変更に理解をしています。

なお、下田住民は、市長には下田地域に来て、このような結果となってしまったことについ

ては謝ってほしいことを伝えてほしいと言われておりますので、議場のこの場でも伝えておき

ます。謝罪も責任の取り方の一つです。

話を戻し、学校存続について尋ねます。

冒頭説明したとおり、少子化の中、学校存続は不安定だと考えます。保育所利用者の減少は、

小学校の児童者数減少に影響を及ぼすのは必然です。

一方で、市長は、下田小学校は、児童数の減少はあるものの、学校の存続は可能であると判

断できると言われました。私は、数的根拠を基に、判断はできないと考えています。１つは、

少子化等による児童数減少の加速化です。そして、私のもう一つの根拠は、学校再編計画にお

いて、望ましい学校規模が90名以上となっていることです。

そこで、教育委員会にお聞きします。

教育委員会では、下田小学校の存続について数的根拠を示せるかをお尋ねします。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■教育長（久保良高）

学校の再編につきましては、教育委員会が平成31年３月に策定した第２次の四万十市立小中

学校再編計画に沿って検討していきたいと考えております。

学校再編に向けての基本的な方針の中に、学校再編の判断は、学校再編検討委員会の答申が

示す望ましい学校規模の目安、これは今議員が言われました90名ながですけれど、それを基本

とするとあります。ただ、その文書には、ただし書があり、一気に地区から小中学校をなくす

ことは、地域への影響も大きいものがあると考えられる。小学校については、保護者・地域の

意見を参考にしながら、当面の間、存続させるなどの配慮を行うものとするともあります。

本市においては、ここ数年、中学校の再編が進み、現在中学校３校という状況になっており、

地域における学校の果たす役割も考慮に入れながら、可能な限り、小学校は地域に残したいと

考えております。
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現在、下田小学校に在籍する児童数は33名です。今後も少子化の影響を受け、児童数が減少

していくことが見込まれ、下田地区から校区外への通学者の割合を考慮に入れた試算によると、

令和12年度の推計の児童数は20名となります。このように、下田小学校の児童数は、望ましい

学校規模の児童数とは程遠い厳しい状況にあることは分かっておるがですけれど、先ほど述べ

た理由から、ここ数年のうちに下田小学校を再編するという考えは持っておりません。

以上です。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。私は、教育委員会に再編をするという方針を出■５番（寺尾真吾）

してほしいということではないんです。存続をするかというのを地域も考えながら、どの程度

の可能性があるのかというのを確認したいというものなんです。それは、なぜかというと、高

台移転を仮にしたとしても、数年で８億円かかるんですよ、プールも整備したとして。数年で

その地域の方々も含めて、再編をせざるを得ないとなってしまう場合、今回の保育所のように

なってしまった場合、その使ったお金というのは、どうなるのかということも踏まえて、私た

ちは考えなくてはならないと、そのように考えているからであります。

そして、続いて質問したいと思いますけども、文部科学省の学校の在り方から、存続の質問

をします。

これからの日本の教育は、知識だけではなく、よりコミュニケーションを大事にする学校教

育に私は変わっていくと考えます。第３期四万十市教育振興基本計画には、主体的・対話的で

深い学びとあります。これは、自尊感情や自己肯定感を高めることが必要であり、そのために

も、多くの友人たちと話し合える環境が望ましいと考えます。望ましい学校規模は、これに関

係すると考えています。

また、令和７年３月５日、文部科学省にて、令和の日本型学校教育を推進する学校の適正規

模・適正配置の在り方に関する調査研究協力者の会議というものが開かれたそうです。新聞報

道では、この会議について、学校統合手引改定へと題して報道しています。私は、この報道か

らも、小規模校の存続は、より厳しくなると考えています。教育委員会は、この点についてど

うお考えですか、お尋ねします。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えしたいと思います。■教育長（久保良高）

今、議員が言われたとおり、自分たち、これから一人で学ぶというよりは、友達と対話をし

ながら、また地域の方と対話をしながら、コミュニケーションを図りながら学ぶという姿勢は

すごい大事だと考えております。自分、中学校の再編のときにもお話をしたがですけれど、子

供たちの発達段階に応じて、自分たちも中学校の段階ではある一定大きな集団の中で自分がい

ろんな先生も選べる、部活動も選べるというか、選択をしながら学んでいくことも大事ですし、

またいろんな地域の子供が集まって、お互いの考え方を付き合わせて学ぶ姿勢がすごい大事だ
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と。ただ、その考え方というのは、もちろん小学校でも大事にせないかん部分ではあると思い

ます。ただ、20名の規模になったときに、そしたら子供たちがその中で対話ができないかとい

うと、そうでもないと考えております。実は、実際今考えておるのは、小規模校同士、ＩＣＴ

なんかを使って、他校との交流もできると考えておりますので、そういうツールも使いながら、

コミュニケーションも図りながら、お互い意見交換しながら学んでいくことも一つの方法だと

考えております。もちろん子供たちもすごい大事にしたいがですけれど、地域に例えば下田地

区に保育所がなくなって、既に中学校はなくなったわけですけれど、ここで小学校がなくなっ

たときに、地域の一つコミュニティーの核というか、それをなくすることをすごい今心配して

おりまして、保育所がない、中学校がない状況の中で、下田地区の今後の発展を考えたときに

は、小学校は必要じゃないかと考えております。

以上です。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。小学校を存続させたい地域のご意見も踏まえ、■５番（寺尾真吾）

存続することについては私も現状は理解を示します。

他方で、存続することを前提に高台移転をするということは、理解を示すことがなかなかで

きないという私の考え方です。

そこで、市長、お聞きをしたいと思います。

昨日、川渕議員の市長反問で、市長はこのように言われています。市長になって何年もたた

ないうちに中学校の体育館、３つの落成式がございました。その後、６、７年で全て休校とな

りました。特に、私としては、これから愛育園を考えるときに、新築にすることも大事なこと

かも分かりませんけども、それをやって同じような形になったらどうするのかという心配もあ

ります。何年もたたないうちに全て休校になったと、そのような昭和の時代であれば、まだそ

れは許されるかも分かりませんが、平成そして令和になったとき、このような無責任な行政運

営をするわけにはいかないと私は考えています、このようなご質問の中でのご発言がありまし

た。このご発言を私は考えたときに、下田小学校の存続ということに関して、市長は事前の表

明でも存続するということもありましたけど、高台移転をすることも踏まえてということに

なったときに、その存続性の確信というのは、市長はどのようにお持ちでしょうか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

お答えをしたいと思います。■市長（中平正宏）

まず、小学校の存続、そして統合なんかにつきましては、これは高知県の市町村でもかなり

違うと思います。全くいなくなるまで継続をする市町村もありますし、また同時に、ある一定

人数になると、統合というような形の選択をする市町村もございます。私といたしましては、

やはり小学校については、一定数、これが何人かは別として、やはり必要ではないかなという

思いがありますので、特に下田地区につきましては、小学校の２、３人になるとかというよう
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な形はまず当面考えられませんので、そういう形を考えたら、やはり一定、今整備途中でござ

いますけれども、元中学校のあれを活用した中で、そこの中で進めていくというのを一つの方

法ではないかなと思います。ただ、これ新しい首長の中で、小学校をこうするという方向が出

れば、それはそれでよいとは思いますけれども、自分のほうも旧西土佐村時代に、小学校の統

合を進めました。特に、本村小学校については、すったもんだした後で結局統合という形に

なったわけですけれども、やはり地元から保育所、そして先ほど教育長申されましたが、中学

校・小学校、全てなくなりますと、大変地域が寂しいというのが自分としては身をもって分か

りますので、やはりそこらあたりは、できる限り、小学校については、私個人としては残すべ

きではないかなと思います。ただ、新しい市長が、もう20人ぐらいの学校は要らん、統合する

という強力なリーダーシップの下にそれを進めるのであれば、それも一つの考え方であろうと

は思いますけれども、これは物すごい、特に学校の再編・統合ということについては、エネル

ギーというか、それが要りますので、かなり慎重にしなくてはいけないのではないかなと思い

ます。確かに、今回、議員のほうから保育所の話が出ました。私は、正直あの話を聞いたとき

に、こんな考えている議員さんもおるのやなということでうれしかったという思いもございま

す。それは、やはり先ほど申しましたように、昭和の時代であれば、一定もうなくなるのが分

かってもどんどん造るというような形もありましたけれども、今回も当初予算につきましては

約17億円ぐらいの基金から繰り入れてやっていかなくてはいけません。そして、四万十市には、

公立病院も２つありますし、数多くのこれから政策課題がございますので、そういう形を考え

たときに、より一層慎重な財政運営はしていかなくてはいけないのではないかなと思うところ

でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。市長の思いを聞かせていただきました。ぜひ次■５番（寺尾真吾）

の市長になる方に、今中平市長が述べられた思いをまずお伝えして、次の市長のご判断も交え、

私たち慎重な審議を議会としてしていきたいと考えております。ありがとうございます。

続きまして、それでは自衛官募集対象者名簿の提供除外申出についてご質問させていただき

ます。

この質問は、18歳のお子さんがいる保護者からご意見をもらったことに始まります。本市で

は、法律に基づき、自衛隊に18歳になる方の氏名・住所・性別・生年月日を提供し、自衛隊は

その情報を基に自衛官募集案内を配布しています。この募集案内をする事業に対して、個人情

報保護法の観点から、本市としては個人情報の提供を望まない方への配慮として、配付資料を

皆さん提供していると思います、配付資料であります自衛隊への自衛官等募集対象者名簿の提

供及び除外申出についてと題した案内文等を各対象世帯へ送付をしたということです。ただ、

この案内文の文章を皆さん読んでいただきますと分かるとおり、分かりづらさがあります。ま

た、そのようなことから、不安を抱き、市の本意とは別に除外申出を出されたケースが出てい
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るという旨を聞きました。私は、自衛隊について、国防や被災地支援など、公共性の高い重要

な仕事であり、その任に就かれている方々や自衛隊を支えているご家族に感謝をしています。

様々な災害が想定される中、本市から自衛隊が輩出されることは心強いとも考えます。そのた

め、今回の事務執行の仕方を変更してもらえないかという趣旨で質問をします。

まずは、市の本意が伝わっていない形で除外申出を出している方々もいるかもしれないとい

うことでしたので、今後のために対象者数と除外申出をした人数の確認をお尋ねします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

今回の対象者数は248人で、除外申出につきましては、回答期限を３月28日としております

ので、途中段階ではございますが、３月１日時点で33人の申請が出ておりまして、全体でいう

と約13％ということになっております。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。数字はこの程度で大丈夫です。■５番（寺尾真吾）

次に、他市との比較に移りたいと思います。

まずは、本市のように、対象世帯へ個別の封書案内をした県内他市があるか、その状況を尋

ねます。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

高知県に問い合わせましたところ、本市以外ではいの町が申出による提供除外を行っており

まして、対象者に個別通知をしております。いの町のほうでは、昨年度にはなりますが、対象

者100人に対しまして、７、80人の除外申出があったということを聞いておるところでござい

ます。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。私は、他市、町は除いた形で質問はしておりま■５番（寺尾真吾）

すけども、いの町のことは分かりました。つまりは、県内の他市については、同様の事例はな

いというふうに受け取りました。

続いて次に、他市町村の除外申出書の案内手法についてお尋ねします。

除外申出書の案内手法として、主なものはどういうもので、どういうところがやられている

のかというのを分かる範囲でお聞かせください。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

この通知を行う前に調べれる範囲、県外も含めて、隣の愛媛県■地震防災課長（遠近由幸）

とかで調べた結果ですけども、提供除外の対応をしている自治体を見てみますと、個別通知で
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送付している以外、ホームページによる案内をしているとこが数件あったということで認識を

しております。

以上です。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。ホームページ上でやられているところがあった■５番（寺尾真吾）

ということで理解しました。

今回のこれに至った経緯、私説明しますけども、恐らく令和４年６月議会、谷田議員の質問

に対する市の前向きな対応によって実施されたと考えています。この点については、谷田議員

の提案に対し、真摯に対応されたことを理解をしています。

他方で、議事録で確認しますと、議員の質問は、自衛隊の個人情報の提供を問題視している

ことに始まっていると考えています。そうであるのであれば、自衛隊に個人情報を提供するこ

となく、本市が自衛隊法97条第１項に基づき、法定受託事務として、各対象世帯へ自衛隊の募

集案内の送付を行えばよいのではないでしょうか。これでしたら、自衛隊に個人情報を提供す

ることなく、事務執行ができると考えますが、この手法が可能なのか、可能でないのか、簡潔

にお答えください。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

自衛官募集に係る法定受託事務は、自衛隊法施行令第114条から120条までに定められており

まして、市町村では主に広報活動を行っているということでございます。名簿の提供に係る部

分は、第120条に規定されておりまして、防衛大臣は、自衛官または自衛官候補生の募集に関

し、必要があると認められるときは、都道府県知事、または市町村に対し、必要な報告、また

は資料の提出を求めることができるとされておりまして、法定受託事務の中に、議員がおっ

しゃられました募集案内の送付の部分は含まれておりません。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。私のこの法令の読み解きの仕方が正しいかどう■５番（寺尾真吾）

か分かりませんけど、自衛隊法第97条第１項は、都道府県知事や市町村長が政令で定めるとこ

ろにより、自衛官の募集に関する事務の一部を行うことを定めています。そのために、私が言

いましたこの97条第１項に沿って、市から自衛隊のＰＲに関するものを送付することは可能だ

という認識を持っていますが、この点についてはどうでしょうか。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

先ほど答弁した内容になりますけども、現在の認識では、その■地震防災課長（遠近由幸）

部分が事務のほうには入っていないということで認識しているところでございます。

以上でございます。
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寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。その点、理解しました。ありがとうございます。■５番（寺尾真吾）

それでは次に、広報の手法の変更をできないかということでの質問をさせていただきます。

今年度行いました事務執行の手法は変更を願い出るもので、法的根拠に基づき行っている募

集案内に対しまして、本市の行為は配慮的行為だということはこの除外申出の案内文から見て

も分かります。その行為に対する封書案内の送付事務は、事務量が多く、現行他市の状況を鑑

みても必要性が高いものではないと私は判断します。そのために、例えば香美市や愛媛県の今

治市のように、ホームページにて自衛隊募集案内を行いつつ、除外申出のご案内をするように

変更することはどうでしょうか。この点につきましては、令和４年６月議会の谷田議員の質問

でもホームページ利用を促しています。見解をお尋ねします。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

今回の提供除外の個別通知につきましては、議員がおっしゃられましたように、過去に一般

質問があったように、本人の合意がなく情報提供することの是非が問われていたこと、また昨

年他の自治体で名簿提供に対する訴訟があったこと、加えて事務量としては当時は大きく時間

を割かれるものではないということを判断して行ったものであります。ホームページの掲載も

検討しましたが、私どもとしてはより丁寧に伝えるために個別通知を選択しております。丁寧

に伝えようとしたことで、通知文が難しい表現になったことや除外申請手続が煩雑になったと

いう点では反省をしているところでございます。

議員ご指摘の効率的な事務執行や通知文書を分かりやすいものにすることなどは、大切であ

るということで考えております。今回初めてということで、改善すべき点があると感じており

ますので、対象者の反応や他市の訴訟の経過を見ながら、よりよい手法に改善したいと考えて

いるとこであります。議員がおっしゃるように、省力化ということは、働き方改革の中でも重

要なことだと思っていますので、より前向きな方法で考えたいと考えているところでございま

す。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。前向きに考えていくということでしたので、こ■５番（寺尾真吾）

の質問、この程度に止めさせていただきたいと思います。ありがとうございます。

それでは続いて、４番、市民病院西棟を活用した小児科の開業についてです。

12月の議会でも、市長と私のやり取りの中でも、市民病院が大変厳しい経営状況だというの

はいただいたとおりで、また今回も約３億円の長期借入れを行うということで、経営が厳しい

ことは皆さんもご承知のとおりです。このままではいけないということは、皆さんも感じてい

るとおりの中で、今回、この市民病院の西棟に小児科が開業していただくということについて
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は大変喜ばしいと私は考えております。先日、濱川院長との意見交換もありましたが、そのと

きも期待をして連携を図っていきたいと意欲的な言葉をいただきました。

そこで、お尋ねします。

本市として、市民病院が小児科が開業することに関するメリット、また併せて連携というも

のをどのように考えているかということをお尋ねさせてください。

金子市民病院事務局長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■市民病院事務局長（金子雅紀）

まず、本市の小児医療体制の現状でございますけれども、本市の一般小児医療を長年支えて

こられましたさたけ小児科が、令和７年３月をもって閉院することとなったことから、子供の

急な体調の不良の受診などで子育て世代にとっては大変不安が増していることと思っておりま

す。また、市といたしましても、若者や子育て世代が安心して子供を産み育てる環境を維持す

ること、将来に向けて小児医療体制を確保することは、本市の課題であるとも考えておりまし

た。

そういった中で、小児科の開業を検討しておられます医師の方よりご相談があったことから、

開業費用、初期投資の軽減にもつながると考えられます市民病院の西棟１階の未利用スペース

を活用してはどうかといったお話をしたところ、医師の方もご賛同されまして、現在小児科の

開業に向けました取組を進めているところでございます。

そこで、ご質問のありました市民病院のメリットや連携についてでございます。

考えられる主なものといたしましては、まず小児科には保護者の方などたくさんの方々が来

院されることと思いますので、小児科の開業をきっかけといたしまして、市民病院の外来患者

の拡大などにもつなげられるよう、様々な取組を進めていきたいと考えているところでござい

ます。

また、小児科の診療におきまして、市民病院のレントゲン撮影や一部の検査など、連携のお

話もございます。そういったことで、一定市民病院の収益にもつながるものと考えておるとこ

ろでございます。

そして、市民病院西棟１階の未利用スペースの利活用が図られます。今回、小児科が設置さ

れますスペースにつきましては、賃貸借を行うこととして話を進めておりますので、賃貸借料

の収入も一定あるというところを見込んでいるところでございます。

このように、市民病院への波及効果もあると考えておりますので、まずは子供の健康を守る

こと、安心して子育てできる環境がつくられるよう、小児科の円滑な開業に向けまして対応し、

取組を進めてまいりたいと考えているところでございます。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。メリットとしまして、たくさんの方々が来院す■５番（寺尾真吾）
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るということで、市民病院の利用拡大につながるようにということです。ぜひそのようになる

ように、ご協力をしながら、実現していただきたいと思います。

この点について、市長、もしよろしければ、市民病院のためにもなる本当にいい話だと思い

ますので、ぜひこのメリットをしっかりと前に進めるように、何かしらご意見いただければと

思いますが。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

今ほど事務局長がご答弁申し上げましたように、今回小児科のドクター■市長（中平正宏）

が、市民病院西棟に小児科を開業していただけるということについては、私も大変うれしく

思っております。やはり、そこの中で、今後今の人口減少、少子高齢化がこれからますます進

んでまいりますけれども、さたけ小児科が３月末をもって閉院をいたしますので、これで四万

十市内には、こいけクリニックと市民病院、今年の暮れからですけれども、それが２つできま

すので、やはり市民の方々は、一定安心ができるのではないかなと思います。やはり、市とい

たしましても、これからいろんな形で連携を取りながら、市民病院、そしてこの開業するドク

ター、そこの中でやはり四万十市の特に小児医療を進めていく必要があろうと思いますので、

これは議員皆様も含めまして、しっかりとサポートをしていきたいと思います。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。小児科につきましては、恐らく幡多地域全域に■５番（寺尾真吾）

とってもこの小児科の利用というのは利用者になるかと思います。幡多地域の方々にとっても、

利用しやすい環境を整えつつ、ぜひ市民病院の利益にもなるように取り組んでいただけたらと

思います。

その上で、私、西棟と本棟がつながっていないことが気になっています。先ほどの話でも、

レントゲンの利用ということがありましたので、恐らく患者、またその保護者が、本棟にレン

トゲン等を利用するために行く、このときに西棟と本棟の間は、雨風にさらされることが懸念

されています。ドアからドアまで約３ｍ、短い距離ではあります。そして、ドアはドアノブの

ついた開き戸になっていて、お子さんを抱えている人にとっては、大変開けにくい状況にも

なっているかなと思います。この数ｍの間隔ですけども、やはり雨風にさらされないようにし

ていくことが望ましいと私は考えております。今回、改修されるということですので、市とし

ても何かここの点について改修をしていただければというふうに考えますが、この点いかがで

しょうか。

金子市民病院事務局長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■市民病院事務局長（金子雅紀）

議員がおっしゃられるように、小児科が開業される西棟１階と本館につきましては、つな

がっておらず、診察などに来られた子供を連れて、屋外を通ることになります。そして、今回

ご質問があった箇所については、小児科の診療に当たって、市民病院側でレントゲン撮影など
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を行うこととなれば、通路部分として使われるということで認識をしているところでございま

す。

また、小児科施設への改修・整備につきましては、開業される医師側で行うこととして進め

ている状況でもございますので、開業される医師の方とも施設の状況を共有いたしまして、必

要性などを考慮の上、今後患者の方々にとってよりよい施設となるよう、対応を検討してまい

りたいと考えているところでございます。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。よりよい施設となるようにお願いいたします。■５番（寺尾真吾）

それでは続いて、今、話は小児科開業についてどこで行うかということはお聞きをさせてい

ただいたと思います。そして、今、市民関心が高いものとして、あとこれいつ開業されるのか

ということと、また誰が行われるかということが大変注目が高いものとなっています。この２

点についてもお話できる範囲でお答えしていただければと思いますが、どうでしょうか。

竹本健康推進課長。■議長（宮﨑 努）

現在、開業される医師と協議を進めております。令和７年12月■健康推進課長（竹本美佳）

開業を予定して準備を進めているところでございます。

小児科診療所を開業される医師は、現在幡多けんみん病院小児科で勤務されている医師です。

医師は、令和６年４月から現在の幡多けんみん病院小児科で勤務されておりますが、過去にも

幡多けんみん病院小児科で勤務した経験があり、地域の医療状況を深く理解されており、地域

医療の課題にも積極的に関わってくださっています。

今回、当市にある２つの小児科診療所のうち、１か所のさたけ小児科が閉院するという話を

受け、四万十市だけでなく、幡多地域全体の小児医療体制を維持するためには、かかりつけ小

児科となる小児科診療所が地域に必要と考え、自ら開業を検討してくださいました。幡多けん

みん病院での勤務経験も長く、地域住民からの信頼も厚い医師です。こうした経歴やお人柄か

らも、開業により地域の小児医療を長く支えていただけると考えております。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。令和７年、今年12月開業を目標にやられている■５番（寺尾真吾）

ということで、またどのような医師の方かというのも分かりました。ありがとうございます。

ぜひこれが12月開業が、本市の理由によって妨げられることなくしっかりと開業できることに

向けて連携してやっていっていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

また、今の話については、教育民生常任委員会でもあったと思いますが、川村議員が、今子

育て世代が大変関心が高いものであるということから、広報等でもできる限り伝えてほしいと

いうこともありましたので、重ねてお願い申し上げます。

それでは続いて、５番目の介護・高齢者福祉について移ります。
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訪問介護とケアマネの勉強会は、少し前に公明党、また市民クラブで行いました。その中で

も様々な課題を理解をしていますけども、人材の高齢化と介護人材の確保というものは、本当

に介護解決が望まれています。これに対して、私は、地域おこし協力隊の制度活用を問うもの

です。前回も制度活用の質問をしておりますが、今回は主なミッションを介護・高齢者福祉に

関わる関係人口の創出として活躍の場を広く持ち、活動終了後は、介護・高齢者福祉に関わる

分野にて定住となる仕組みを考えてほしいというものが今回の質問の目的です。このような形

で、地域おこし協力隊制度の活用をご検討してはどうかと思いますが、このことについて見解

をお尋ねします。

武内高齢者支援課長。■議長（宮﨑 努）

令和６年３月市議会定例会で、寺尾議員からご提案のあった■高齢者支援課長（武内俊治）

介護人材不足への対応のため、地域おこし協力隊の制度活用を見いだしてはとのご質問に対し、

高齢者施策の様々な課題解決のため、地域おこし協力隊の活用が有効か否か、他自治体の取組

も調査研究の上、今後検討してまいりたいとご答弁させていただきました。

その後、県内他自治体の取組を中心に調査研究を行いましたが、介護等の分野において参考

となる事例は確認することができませんでした。介護人材の不足につきましては、全国的な課

題である中、資格が必要な分野であり、地域おこし協力隊の活用が、有効な手だてとなるか否

かにつきましては、引き続き調査研究を続けてまいりたいと考えております。

ここで、今回の介護・高齢者福祉に関わる関係人口創出をミッションとする地域おこし協力

隊の制度の活用とのご質問でございますが、介護人材の創出を目的とし、介護職の魅力の発信

や人材の発掘などに取り組むことは、大変重要であると考えます。ご提案いただきました地域

おこし協力隊の活用につきましては、引き続き情報収集に努めてまいりますが、まずは高校生

などを対象に、さきに取組を行っている民間団体と一緒になって、介護職の魅力の発信などに

努めてまいりたいと、取り組んでまいりたいと考えております。

以上です。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。新たな今事業もやっていることもありますし、■５番（寺尾真吾）

昨年度は大変高齢者支援課の皆様方には、訪問介護等、様々なことに関する事業経営を支える

ことも考えていただきまして誠にありがとうございます。その中、さらにこの地域おこしに関

しましては、再来年度にかけてぜひ検討促進していただきたいということで、この程度に止め

させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、６番、本庁舎ロビーについてお聞きします。

私、この四万十市の本庁舎は、今はまだかなり雑然とした場所になっているのではないかな

というふうに考えています。例えばのところで申し上げますが、リーフレットやチラシなど

70種類ほど広報物、ラック４つあります。そのラックも何か所かに分かれています。総合案内
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のテーブルには、所狭しとこのリーフレット等が並べられています。昨年改修したロビー正面

のディスプレー、生涯学習課による展示が行われている前で、その他各課が来庁者に伝えたい

パネル展示などを行っており、これによってどのようなことをしっかりと伝えていきたいかと

いうのがとても不明確になっているかなと考えています。

また、その横には、適時で必要とされるベルトパーティションやデジタルサイネージ、現状

不要と見られる木のオブジェなどあります。また、入れ歯回収箱やアンケート回収箱なども不

統一な形で設置をされています。待合室にあるヒノキの机は、ＰＲのためにもありますが、手

入れがされておらず、逆にイメージを損なうというふうに考えています。これは、やはり農林

水産課は、きちんと見ていただきたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。

そして、ロビーと言えば本市の顔という表現もあります。現状としての見解と私としてはぜ

ひここをレイアウトも含め改善を促したいと考えており、質問をしています。ご見解をお尋ね

します。

山﨑総務課長。■議長（宮﨑 努）

お答えをさせていただきます。■総務課長（山﨑寿幸）

本庁舎のロビーに関しまして、いろいろなご意見・ご提言をいただきましてありがとうござ

いました。大変多くのご意見をいただきましたので、それらを総括してご答弁を申し上げさせ

ていただきます。

本庁舎のロビーにつきましては、各課の窓口や図書館に来られる方が、最初に訪れる場所で

ありまして、いわゆる市役所の顔としての側面を持つ場所であるというふうに認識をしており

ます。主には、各課への案内動線の起点となる場所であり、市政に関する情報などに市民の皆

さんに触れていただく場所、そして待ち合わせや時間調整などで一時的に滞在していただく場

所、こういった機能が期待されている場所ではないかというふうに考えております。

このため、一つの機能に偏った配置や運用が行われますと、その他の機能に影響が出たり、

また全体的に雑然としたイメージを持たれることにつながることも見込まれますので、全体的

な方針を持った上で、各種機能、各課の思い、また市民をはじめ、利用者の皆様の利便性など、

そういうようなことなどのバランスを取った配置、運営を行うことが重要であるというふうに

考えております。

このため、今回いただきましたご意見・ご提言も参考とさせていただきながら、本庁舎ロ

ビーの在り方についていま一度考えていきたいというふうに考えております。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。利便性を含め、気持ちのいい空間にしていた■５番（寺尾真吾）

だきたいと思います。

これで私の一般質問を終わります。12年間、中平市長、大変お疲れさまでございました。尊

敬を表明して終わりたいと思います。ありがとうございます。
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以上で寺尾真吾議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

11時10分まで休憩といたします。

午前11時０分 休憩

午前11時10分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、川村一朗議員。

初めに、本日は東日本大震災からちょうど14年目を迎えます。犠牲にな■17番（川村一朗）

られた方々や現在も避難を余儀なくされている方々に対しまして。お悔やみとお見舞いを申し

上げます。

また、中平市長におかれましては、３期12年間の大任を果たされ、大変お疲れさまでした。

西土佐村時代からのつながりもあり、退任につきましては感慨深いものがあります。

それでは、お許しをいただきましたので、一般質問をさせていただきます。

市長の政治姿勢について。

初めに、ワサビ実証栽培について質問をいたします。

ワサビの実証栽培を始めて７年を迎えます。この７年間に本市に適するように品種変更を実

施しながらこれまで育成されておいでたと思います。実証栽培ということで、直接栽培に当た

られた方々のご苦労はいかばかりかと推察するものです。

今回の収穫されたワサビについて質問をいたします。

今回、定植が何本されて、収穫はどうだったのか、赤系統・青系統の区分だけで結構ですの

で、お答えください。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

お答えをさせていただきます。■農林水産課長（吉田貴浩）

ワサビの実証実験栽培につきましては、これまで２作行っているところですが、それぞれの、

１作目・２作目の生育状況と収穫状況についてお答えをさせていただきます。

まず、１作目につきましては、これまでの議会でもお答えをさせていただいていますとおり、

赤系・青系という言葉も出ましたが、赤系のほうが高級品種、青系が加工品に活用するといっ

たような品種になりますが、合わせて４品種を1,840本を定植しまして、おおむね順調に生育

をしたところでございます。

なお、収穫状況につきましては、サンプル提供等を何度も行っておりまして、その都度、収

量確認はしておりませんので、全体収量としては把握をしてないところでございます。

続きまして、２作目につきましては、１作目を踏まえまして、赤系を２種、青系２種の合計

５品種を植えまして、1,680本を定植をしております。こちらにつきましても、品種によって

ばらつきはあるものの、一定順調に生育はしていたところでございますが、ロット数とか販売
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価格、品質といった業者ニーズ等の問題もありまして、販路がなかなか見いだせなかったとい

うこともありますことから、収穫時期が遅れまして、栽培期間が長期にわたったことと併せ、

夏場の猛暑の影響による高温障害等も重なりまして、大半が空洞化といった生育不良が進みま

して、品質面から商品化できないものが大半となるような状況でございました。したがいまし

て、収穫状況につきましては、商品とならないものが大半となっておりまして、収穫はごく少

量になっているといったものが現状でございます。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

次に、この収穫したワサビの取扱いについて質問をいたします。■17番（川村一朗）

先ほど言われたように、大半が不良なものだと、特に昨年は猛暑も重なったこともあります

ので、それも十分分かります。実証栽培でこれまでは販売はできませんでしたけれども、今後、

販路開拓等に向けて有効な計画があるのか、質問をいたします。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

収穫したワサビの取扱いということでお答えをさせていただき■農林水産課長（吉田貴浩）

ます。

１作目・２作目というふうに実施をしてきたところですが、１作目は補助事業の都合上、苗

も補助対象に入っていたということで販売ができませんでしたので、基本的にワサビの品質評

価や利用意向等を調査するためのサンプル提供での活用となっておりました。

また、一部につきましては、ふるさと納税の寄附者に対しての返礼品としてアンケートの添

付をして配布してきたところでございます。

なお、２作目につきましては、補助事業対象外ということで、販売ができるような状況に

なっておりまして、そういったことから、引き続きこれまでの品質評価や利用意向等を調査す

るためのサンプル提供に加えまして、加工品での展開も視野に入れまして、商品開発や販路開

拓に向け、高知県地産外商公社の協力や民間業者等の協力も得ながら、本市産ワサビのＰＲ等

に活用して、一部ではありますが、飲食店や催事での販売を行ったところでございます。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

計画では、１本当たり600円ということで試算でしたけれども、現時点■17番（川村一朗）

での想定価格ですけれども、大体どのぐらいで売れるというふうに考えてますか、質問をいた

します。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

当該事業におきましては、１作目のときに、市場評価等も行っ■農林水産課長（吉田貴浩）

ておりまして、100ｇ換算で300円から400円、キロ当たりにすると3,000円、4,000円というこ

とになりますが、そういったような見込みを立てておりました。
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２作目に当たりまして、販売ができるということで、先ほど言いましたが、ごく少量にはな

りますが、少数の飲食店等に対しては、当初計画は100ｇ当たり700円といったような議会答弁

もさせていただいているところでありますが、100ｇ当たり、こういったごく少量の部分は

800円程度で売ったというような経過がございます。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

次に、現在のワサビの技術、施設の有効活用に向けて、今後の取組計画■17番（川村一朗）

があるのか、質問をいたしたいと思います。

そして、もう一点、2024年６月議会、私の質問に対しまして、いつまでも行政が実証栽培を

延々とするつもりはない。施設も含め、道筋をつけたいと答弁をされています。

まず、せっかく公費を費やした事業ですので、どなたかに引き継いでいただけることができ

ればと考えますが、そのためには一定の収益が必要です。さきに販路開拓についてお聞きした

のもそのためです。ワサビの栽培の維持管理を考慮して、ワサビをどの程度販売できれば経営

的に成り立つのか、その想定はしているのか、お聞きいたします。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

議員ご承知のとおり、当該事業におきましては、国の補助事業■農林水産課長（吉田貴浩）

を活用しているということですので、一定期間は事業の継続が必要となってこようかと思いま

す。その中で、今後の取組予定ということで、これまでも議会ではご答弁申し上げております

が、ワサビ栽培協議会自体としては、一旦栽培を休止しまして、ハウスプラントを民間に貸し

出すといったことも視野に入れながら、試験研究の継続をお願いすることも選択肢の一つとし

て、また最終的には、ワサビ栽培協議会の中で方向性を決定していくということになろうかと

思います。

また、どのように販売していくかということですが、これまでいろいろ都市部等での加工品

の展開だとか販路の展開、そういったようなノウハウは今後もし仮に他の事業者に委託するよ

うなことになるとすれば、そういった情報もお示ししながら、また販路のほうは探っていきた

いというふうに考えております。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

今ほどの質問の中で、どの程度販売すれば経営的に成り立つのか、その■17番（川村一朗）

想定はしているのかということでお聞きしましたので、次の質問と併せてお答えしていただけ

ればと思います。

栽培の継続が困難な場合は、後処理として施設処理の計画があるのかどうか、そのことも含

めて質問をさせていただきます。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）
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どの程度の量をというご質問でございますが、先ほどご答弁申■農林水産課長（吉田貴浩）

し上げたとおり、２作目につきましてはごく少量といったような収穫量になっております。当

初の試算といたしましても、大体あのハウス一つで800㎏弱くらいの想定だったかと思われま

す。そういったようなことを踏まえまして、今後の展開といたしましては、少なくともそれ以

上の収量は必要ではないかというふうに考えております。

また、ハウスの後利用ということでございますが、これは先ほど申し上げたとおり、また民

間業者に貸し出して、実際再度栽培研究を行っていただくというふうなことを現時点では栽培

協議会の中で方針として示しているところでございます。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。農業振興のためには、これからも試験栽培や実証栽培も■17番（川村一朗）

取り組むことは重要でありますけれども、今回のワサビの栽培が、本市の農家に普及しなかっ

た原因は何だったと考えられているのか、お伺いをいたします。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

このワサビ栽培の一般農家への普及についてでございますが、■農林水産課長（吉田貴浩）

これまでの議会でもご答弁申し上げていますとおり、水源地の確保や施設整備のコスト面など、

特に近年では農業資材の高騰もありまして、ハウスを活用したワサビ栽培には初期投資が高額

になるといったような要因がございます。

また、本市の温暖な気候条件や水温もあろうかと思いますが、品質的な問題、また継続的な

市場取引をする上で、ロット的にハウスプラントが複数必要といった要素もございますことか

ら、水源地の確保も含め、一般農家への普及は厳しいというふうに考えております。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

2017年２月の産業建設常任委員会において、課長から既に国に根ワサビ■17番（川村一朗）

の実証栽培の補助申請を出していると報告があったのが、私たちが知ったスタートでした。四

万十市に特別に指導してくれるとの市長の肝煎りで、決定ありきで議会での検討は後回しでし

た。私は、農家のための農産物の研究や栽培は必要と考えますが、ワサビは自然環境から、本

市では厳し過ぎると当初から反対をしてきました。多額の公金をつぎ込みますので、慎重な判

断が重要です。このワサビ栽培については、７年間を通して、農家から挑戦してみたいという

声が聞こえませんでした。市長の新たな農産物をとの思いが、空回りをしたのではないでしょ

うか。農家からの声ではなく、ワサビ実証栽培ありきの行政の姿勢が、今日の状況をつくって

いると考えますが、市長のこの７年間あまり、ワサビの実証栽培に取り組んできた思いで取り

組んだものですので、市長が退任後にワサビ栽培を行う考えはないか、お伺いをいたします。

中平市長。■議長（宮﨑 努）
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お答えをしたいと思います。■市長（中平正宏）

議員とは、私が村会議員になって以来、このような定例議会で相対するのは86回目ではない

かなと思います。そこの中でいろいろすったもんだもありました。また、感情的になったこと

もありました。お断りをしたいと思います。

また、そこの中で、今ほどのワサビでございますけれども、自分のワサビの考え方について

述べらせてもらいます。

まず、２作目を終えまして、本市の温暖な気候やまた水温の条件下でも、ワサビは一定成長

することが確認はできました。ただ、当初は黒尊でやろうと思っておりましたけれども、水源

の確保やいろいろな課題があり、そしてまた施設整備や品質の面、収穫サイクルなど様々な課

題があったのも現実でございます。

また、同時に、先ほどのお話でもありました出口戦略といたしましては、一定のどうしても

品質、そしてロット数が条件となってまいります。

そう考えたときに、どうしても今のハウスそのものではとてもやないけどなかなか難しいと

いうのが自分の思いでございます。

また、今後の方向性ということで言いますと、先ほどより課長のほうが答弁しておりますけ

れども、あのハウスについてどのような形でこれから進めるのかということでございますけれ

ども、やはり民間事業者を募集し委託、またハウスプラントの民間への貸出し等も選択肢の一

つとして、今月18日にワサビ栽培協議会がありますので、そこの中でしっかりと方針は決めて

いきたいと思います。

私が辞めた後、ワサビ栽培をやる気があるかということでございますのでお答えをいたした

いと思います。

辞めて１年間ぐらいはちょっとゆっくりしたいと思いがありますので、すぐやるつもりはあ

りませんけれども、ちょうど幸いすぐ近所にもう荒れ果てた田んぼがありますので、その奥に

は沢がございますので、私は作物については一定順応すればもつのではないかなと思っており

ますので、そこの中で、できたらちょっと検討してみたいとは考えております。特に、あのよ

うな高額なハウスでとても農家ができるものではありませんけれども、自分の試算であります

と、恐らくあのハウスは300万円ありゃあまたあれに応対するようなハウスがつくれるのでは

ないかなと思っておりますので、そこらあたりも踏まえまして、もし私が栽培をし、そこで成

功するようであれば、まず一番に川村議員にお届けをしたいと思いますので、よろしくお願い

をいたします。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

次に、西土佐診療所について質問をいたしたいと思います。■17番（川村一朗）

西土佐診療所は、ご承知のように、西土佐唯一の病院として、入院受入れもしていただいて

います。昨年12月議会でも質問させていただきましたが、医師２名体制が困難な場合は、体制



- 157 -

の見直し検討もあるという答弁でしたが、診療所自体の見直しについて質問をいたします。

稲田西土佐診療所事務局長。■議長（宮﨑 努）

現在の西土佐診療所は、議員がおっしゃるとおり、安■西土佐診療所事務局長（稲田 修）

定した診療体制が組めない状況から、今年の１月から大宮・口屋内・奥屋内、３つの出張診療

所全部を休診にしております。

西土佐診療所の維持に向けた見通しですが、西土佐診療所は、議員もおっしゃるとおり、西

土佐地域唯一の医療機関で、四万十市内の中心部や幡多けんみん病院までの交通事情も悪いこ

となどから、入院病床も含めて、西土佐地域に必要な医療機関であり、しばらくは現状を維持

していきたいと思っております。

ただし、西土佐診療所の赤字補填に毎年約１億円の繰り出しを行っている現状があり、西土

佐地域の人口も、今の西土佐診療所が完成した昭和60年と比較して約半数になっていることな

どもあり、今の時点でいつとは明言はできませんが、厳しい判断をしなければならない時期が

来るのではないかと危惧しております。

また、引き続き安定した診療体制を確保する必要がありますので、常勤医師の招聘には努め

てまいりたいと思っております。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

まず、県知事の県政運営の一つとして、賢く縮む・スマートシュリンク■17番（川村一朗）

や効率化が一つは挙げられています。この流れは、地域の医療に対してもコンパクトや廃止が

心配されております。その対象に診療所がなっていないのか、質問をいたします。

稲田西土佐診療所事務局長。■議長（宮﨑 努）

高知県が策定している高知県地域医療構想というもの■西土佐診療所事務局長（稲田 修）

がございまして、それでは高知県内を４つのブロックに分け、そのブロックごとで医療の連携

を図ることを目的としております。

少しかいつまんだ答弁、説明になりますが、これはブロックごとの医療需要に見合った医療

提供体制を確保するもので、不足する機能は整備し、過剰ぎみな機能は転換を模索して、可能

な限り、ブロックごとに設置する地域医療構想調整会議で合意形成を目指すとあり、合意でき

ない場合は、知事権限も発動することができますが、強制力はない、行政主導の病床再編、病

床削減計画ではないと明記しております。また、その中には、公立公的医療機関は、おおむね

再編集約化済みとありますので、議員が心配されるようなことはないと思っております。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

西土佐の住民が、愛媛県の病院に受診することも多く見受けられますが、■17番（川村一朗）

これは西土佐診療所の受診科目が限られていることに起因していることが主なものであり、診
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療所の重要性を否定するものではありません。私も長年西土佐の診療所にお世話になっており

ます。高齢者にとってはなおさら、また西土佐地域住民が地元で生きていく上でかけがえのな

い存在であり、どうしても残さなくてはならないと考えております。西土佐の診療所の存続に

ついて、市長のお考えをお伺いをいたします。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

今ほど事務局長のほうがご答弁したのとほとんど同じでございます。特■市長（中平正宏）

に、議員が最もご承知であろうと思いますけれども、たしか昭和60年当時に今の診療所が建っ

たのではないかなと思います。そこの中で、西土佐地域といたしましては、医療・福祉の連携

の中で、物すごい活発に保健活動なんかをされていたというようなお話もお聞きをいたしまし

た。ただ、当時の人口から踏まえまして、大幅に減っておりますし、また同時に、道につきま

しても、かなり整備が進んでおりますので、将来的にはやはり入院の病床はなくなり、そして

ドクター１人、看護師数人でやるような形になるときがあるかも分かりませんけれども、やは

り現状のままいつまでもそういう形でやっていくというのにつきましては、私個人としてはか

なり厳しいときが来るのではないかなという思いはしております。特に、隣の十和村につきま

しても、人口は西土佐とほとんど一緒、ちょっと多いぐらいですけれども、やはり有床の診療

所はありませんし、そこらあたりも含めまして、できるだけ地元で使っていただいて、年間に

約１億円基準外として出しておりますので、それがやはり半分、あるいは3,000万円ぐらいに

なるのであれば、今のままの継続という形もあろうと思いますけれども、毎年約１億円近いお

金を基準外として繰り出さないといけないという形になりますと、やはり四万十市全体の財政

計画から含めまして、大変厳しいときが来るのではないかなと思います。特に、あまり調子の

ええような話ばっかりするわけにはいきませんので、私の今の思いがそういう思いでございま

す。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

隣に特別養護老人ホームもあるし、できるだけ残す方向でやってもらい■17番（川村一朗）

たいということを一つはお願いして、次に移ります。

次に、四万十の森公園について質問をいたします。

西土佐地区中心地の四万十の森公園の遊歩道が、しまんとぴあ建設の木材搬出をするために

遊歩道が寸断され、痛ましい状況になっていることを昨年の６月議会で報告し、整備できない

かと質問をいたしました。それに対しまして、市長のほうから、全てを公園管理することは難

しいが、すばらしい場所でもあり、少しでも活用できるように探りたいとの答弁をいただきま

した。西土佐小学校・中学校からも、ふれあいホールからも近く、西土佐中心地が痛ましい状

況にあることは、住民にとっても寂しい限りであり、市長の答弁を聞き、期待をしている住民

もおります。今後の整備・復旧の見通しについて質問をいたします。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）
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お答えをさせていただきます。■農林水産課長（吉田貴浩）

まず、この質問の四万十の森公園につきましては、これまでも議会でご答弁申し上げている

とおりで、公園として条例で定めたものではなくって、平成８年度から13年度にかけて、森林

整備事業の一環で、砂防施設等と併せて県が整備し、完成後、旧西土佐村が管理を引き継いだ

ものでございます。

それで、ご質問の道路につきまして、林道、遊歩道それぞれあろうかと思いますが、木材搬

出の際に傷んだというような道路につきましては２つあろうかと思いますが、まず林道、これ

は山頂に通じるような林道となっております。これは、林道赤ヌ田山線という林道でございま

すが、これはこれまでの答弁でも申し上げたとおり、主に除草のみといった維持管理を行って

いるところでございます。また、現地調査の結果でも報告は受けておりますが、舗装にクラッ

クが生じている箇所や多少の段差が見られる箇所があるとの報告は受けているものの、現段階

では通行に著しく支障がある状況とは考えておりません。したがいまして、当面は状況を見な

がら、必要に応じて適宜必要な補修を行っていきたいというふうに考えております。

また、議員の言われる遊歩道というものは、区域内の管理道のことだとは思いますが、以前

この場所を旧西土佐村が管理を引き継いだ際には、この管理道を遊歩道と位置づけまして、周

辺に植栽を行う等、散策に適した場所としてご利用いただいておりましたが、現状といたしま

しては、その後、歩道等につきましては雑草が生い茂ったような状態となっております。

なお、またこの遊歩道も、現地調査の報告も受けておりますが、この歩道には大きな崩壊等

はないものの、階段等要所に間伐材の丸太を使用しているため、腐食により歩行に適さない状

態となっている箇所など、例えばこれを全面的に直すとなると、修繕に多額の経費を要するこ

とから、全体として全面的な復旧は困難であるというふうに考えております。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

全体の整備がされるということはベストですけれども、課長の答弁のよ■17番（川村一朗）

うに、多額な管理が必要になりますので、多額なお金が要らない範囲内で、少額な範囲内で整

備をする、全体でなしに散歩ができるというか、そういうことはできないのか、そういった方

向性はつくれないものなのか、質問をいたします。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

現状と今後の見通しにつきましては、所管課としてはそういう■農林水産課長（吉田貴浩）

先ほどのお答えをさせていただきましたが、これまで川村議員のほか、松浦議員からも整備に

ついては再三のご質問をいただいていることも踏まえまして、今後のニーズとここを見極めた

上で、広大な面積のうちにできるだけコストをかけずに除草等比較的軽易な作業で機能回復を

図れる箇所を中心に、一部でも復旧することができないか、これは予算面とそこらとの検討も

必要であろうかと思いますが、市長答弁もこれまでもよりよい方法を探っていきたいというよ
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うな答弁をさせていただいているところでございますので、一部でもといったところはまた今

後検討はさせていただきたいと思います。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

次に、学校教育、教員配置について質問をいたします。■17番（川村一朗）

学校の教員に関しましては、長時間労働、それに見合う残業手当もなく、次の日の授業準備

が勤務時間内ではできないために、家へ持ち帰って仕事もあるなど、学校はブラック企業との

声も聞かされます。また、昨年10月には、高知県で教員採用試験を受け、小学校教員で合格し

た人の280人中、204人、いわゆる７割の人が合格したにもかかわらず採用を辞退するという大

変な事態が起きました。教育委員会は、その後、追加の募集を行い、何とか補充したと報告さ

れています。学校の教職員の働き方改革だと言われ出して大分時間が過ぎましたが、教員の働

き方を改善することは、学校で学ぶ子供たちに直接影響することであり、子供たちにとって学

校で安心して学べることは、最も重要です。

本日は、子どもの権利条約制定から30年を迎えます。本日は、子供の学ぶ権利を保障する意

味からも、子供たちが安心して学習できるため、教員配置について質問をしたいと思います。

お配りしました、議員だけにしかよう配ってないんですけれども、資料１を見てください。

県内では、病気や産休、育児休暇等で教員が休んだ後に代わりの先生がなかなか来ないとい

う話を聞きます。それも、代わりの先生が１か月以上来なかったというところもあるようです。

2023年度には、小学校で６か月、半年以上にわたり先生が来なかった学校が３校もあると県教

育委員会が報告をしております。半年も必要な先生がいないということは異常であり、子供へ

の影響も他の職員への影響も大きいと思います。

そこでまず、本市の小学校・中学校において、病気や産休・育休などで教員が学校を休む際

に、代替えの教員がすぐに着任できているのか、１か月以上、代わりの教員が来なかったこと

があるのか、できれば21年・22年・23年度にはどうだったのか、質問をしたいと思います。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■教育長（久保良高）

2021年度から３年間で、本市の小中学校において、産・育休、病休等の代替教員が配置され

なかったということですけれど、その有無ですけれど、結論からいいますと、実際あります。

数は、それぞれほぼ約１か月ながですけれど、2021年度に小学校で１校、１名です。2022年度

に同じく小学校で１校で１名、2023年度にはありません。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

高知県教育委員会の資料では、小学校においては、2023年度に１か月以■17番（川村一朗）

上代わりの教員が来なかった学校が60校あったと報告されております。県内に181校ある小学



- 161 -

校のうち、３分の１に当たる学校で起きていることになります。しかも、2020年度は29校でし

たので、代わりの先生が来ない学校がおよそ２倍に増えている。これだけ子供や現場の先生方

に負担がいっていることになります。中学校よりも小学校の状況が深刻と言えます。本市では、

年１回ということでしたけれども、県内においてなぜ代わりに来てくれる臨時教員が少ないの

か、その原因・要因についてどのように考えているのか、質問をいたします。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■教育長（久保良高）

先に知っておいていただきたいがですけれど、教員の任命権というのは、高知県教育委員会

が持っておりますので、これから述べる内容は私の私見とお知りおきください。

まず、代替教員が不足する理由として幾つか考えられるわけですけれど、１つは、まず先ほ

ど議員も言われましたけれど、県内で教員を志望する人そのものが減少していると考えており

ます。それに加えて、教員の正規採用枠が拡大し、新規採用者が増えた結果、これまで臨時的

任用教員として働いていた人が、正規採用へ移行し、代替教員として確保できる人材が減少し

ていると考えております。

２つ目の要因として考えているのは、教員の定年退職年数が段階的に上がることで、ここ２、

３年は退職して臨時教員を希望する方も減っております。ほかにも理由があるかもしれません

が、様々な要因が重なり、このような状況になっているのではないかと考えております。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

ここで、資料２のほうを見ていただきたいと思います。■17番（川村一朗）

県教育委員会福祉課の回答を基に高知県教職員組合が作成した資料では、2024年度は833名

が臨時教員として登録されております。これだけいれば、学校の病休や産休に対応できそうで

すが、現実は本来１年間の仕事として正規の教員が就くべき定数内に半分以上の55.4％の臨時

教員が使われております。定数内は、臨時教員ではなく、正規の教員を配置すべきところです。

そうすれば、臨時教員が本来の臨時のときに来ていただくことができるのではないでしょうか。

四万十市において、定数内に臨時教員が配置されているのか、またその数について質問をい

たします。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■教育長（久保良高）

この定数内の臨時教員の配置というのは、いろいろな事情がありまして、例えば子供たちの

数によって、というのは、子供たち、特に小学校ながですけれど、子供たちの数によって学級

数が変動することがあるがですよね。それで、５月１日現在に例えば６学級になるのか、５学

級になるのか分からない場合には、どうしても臨時教員を配置しておいて、４月いっぱいに例

えば６学級ある予定の学校が５学級になる場合は、４月末に異動ということになるがです。そ
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うしたときに、正規の教員を配置しておいて、異動してどっかの学校にということはなかなか

できませんので、定数内に臨時を配置することもあります。ただ、現実、四万十市において、

定数内の臨時教員の配置は、小学校で２校、２名、中学校で１校、１名あります。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

そしたら、県内では55％の臨時教員が使われているということですけれ■17番（川村一朗）

ども、四万十市では３名ぐらいしか使われてないということと捉えておきます。

資料３を見ていただきたいと思います。

ぜひ定数内は正規の教員で配置すべきと考えます。これだけ代わりに来てくれる臨時の教員

がいない中で、教員免許を持ち、学校に籍がありながら、学校現場にいない教員が多数存在す

ることを知り驚いております。学校に籍を置きながら、学校に勤務せず、教育委員会事務所な

どで仕事をしている教員を充て指導主事と言うそうですけれども、この充て指導主事の総教職

員数に占める割合が、今高知県は全国で断トツの１位です。充て指導主事は、2023年度は

126名、2024年は４月では170名で、１年間で44名も増加をしております。学校現場に代わりの

先生がいないと苦しんでいるこのときにです。この充て指導主事の総数職員数に占める割合は、

文部科学省に各県が提出した資料を基に分析すると、全国平均が0.48％です。しかし、高知県

は2.55％で、４倍以上です。２位の秋田県でも1.38％、四国内では徳島が0.68％、香川が

0.55％、愛媛が0.56％です。高知県の2.55％は、突出しています。来年度は、充て指導主事を

５人減らして165人になるとのことですが、その割合は依然として全国１位です。高知県が充

て指導主事が突出して多いということについての認識はいかがでしょうか。また、本市への影

響についてお伺いをいたします。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■教育長（久保良高）

指導主事の数というのは、高知県教育委員会が決定するものですので、私が意見を言うとい

う、その理由については述べることはできません。

本市ですけれど、本市には指導主事１名配置していますが、主に教育に関する事務処理の業

務に追われているのが現状です。西部教育事務所には、小中学校の各教科の専門の指導主事が

配置されており、各学校からの要請に応じて、授業改善に向けた指導や助言を行っています。

市内の各学校は、その指導を受けることで、授業改善に取り組むこともできておりまして、本

市が比較的高い学力を維持できているのは、指導主事の恩恵かなとも考えております。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

教育委員会は、高知県には独自の課題が多いから、充て指導主事がたく■17番（川村一朗）

さん必要だと言っておりますが、本当に他県と比較して高知県の課題が突出しているのでしょ
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うか。課題が突出しているとしたら、その根本的な原因は何でしょうか。ちなみに、本県と比

較されがちな鳥取県では、充て指導主事の割合は0.8％、高知県の３分の１以下の人数で対応

をしています。高知県は、170人でしたので……。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前11時54分 小休

午前11時57分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

引き続き、川村一朗議員。

どこまで読んだかちょっと忘れましたが、実際に西部教育事務所、本市■17番（川村一朗）

に学校籍のままで充て指導主事は何名おられるのか、質問をいたしたいと思います。

また、おいでるとしたら、年齢は何歳代か併せてお伺いをしたいと思います。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁いたします。■教育長（久保良高）

西部教育事務所が出しているホームページから拾ったんですけれど、現在12名の指導主事が

勤務しております。

年齢については、公表されておりませんので、お答えできません。

本市に配属されている指導主事については、50代の男性です。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）

報告ありがとうございました。年代をあえてお聞きしたのは、充て指導■17番（川村一朗）

主事で学校現場に離れておる方が、学校現場では中堅どころで、力量のある方が多いとの話を

聞くからです。それに対して、郡部の学校現場には、採用から５年以内の教員が多く、中堅教

員が少ないという声もあります。この力量ある中堅教員たちを直接子供を伸ばす現場に帰すこ

とはできないのか、学校で人員不足ができたら、学校に籍のある充て指導主事を現場に替えて

という声があります。この声の認識をお伺いをしたいと思います。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

お答えしたいと思います。■教育長（久保良高）

先ほどから言っておりますけれど、教員の任命権者は高知県教育委員会にありますので、自

分たちが直接教員の異動に関わることはできません。ただし、管理主事、また事務所長等の教

育長とのヒアリングというのはありますので、常に要望として出しているのは、臨時教員では

なく、正員をしっかりと四万十市のほうには配置してほしいと、そういう要望は常に上げてお

ります。

以上です。

川村一朗議員。■議長（宮﨑 努）
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分かりました。他県では、充て指導主事の数を減らして、教員だけでは■17番（川村一朗）

なく、行政職による教育条件整備の仕事の比重が主となっている傾向があります。本来教育委

員会は、教育内容への介入ではなく、教員配置や教育条件整備が本務であります。四万十市は、

教員配置について権限などはないかもしれませんけれども、子供や教員を守るために、県教育

委員会に対して代替教員を配置されずに苦しんでいる子供や現場の職員の声を上げることは大

事ですので、四万十市として教員の代替未配置に対して、先ほども言ったけど、またさらにお

願いするようにして、私の質問を終わりたいと思います。

以上で川村一朗議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

この際、昼食のため、午後１時５分まで休憩いたします。

午後０時１分 休憩

午後１時５分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■副議長（上岡真一）

一般質問を続けます。

続いて、前田和哉議員。

議員番号４番、市民クラブ前田和哉です。■４番（前田和哉）

議長のお許しをいただき、一般質問をさせていただきます。

本日は、３月11日、東日本震災から14年でございます。昨年も私同じこの時間、３月11日の

この時間に一般質問をさせていただきました。今回の質問も震災対策など多くございます。よ

ろしくお願いをいたします。

それから、この３月を最後に、この中で何人かの課長さんが退職をされます。また、中平市

長におかれましては、最後の議会となります。皆さんにはこの四万十市のため、長い間ご尽力

いただくと同時に、大変お骨折りをいただきました。ありがとうございました。心より感謝申

し上げます。

それでは、質問に入ります。

中学校部活動の地域連携と地域移行についてお伺いをいたします。

昨日、公明党の山下議員が質問をしておりますので、重複する部分がございますので、その

辺をよろしくお願いをいたします。

教員の働き方改革が叫ばれている中、少子化の進展により、教員が顧問を務めるこれまでの

指導体制を継続することは一層厳しく、持続可能な部活動と教員の負担軽減の改革が必要であ

り、昨日岡本学校教育課長より、令和７年度より地域連携の一環として、拠点校部活動の取組

について説明がございました。したがって、私の１の質問は、こういう部分でございますので、

１の質問は省かせていただきます。

②のところへ行きます。

拠点校を含む地域連携支援事業についてお伺いをいたします。
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昨日の答弁で、本市では部活動指導員を各中学校に２名ずつ、全部で６名を雇用していると

ありましたが、その経費はどのように賄われていますか。

また、指導員の方には、クラブ顧問に代わり引率なども行っていただくとありましたが、大

会出場のための遠征費など、引率に伴う旅費なども支払われているのか、処遇についても教え

てください。

岡本学校教育課長。■副議長（上岡真一）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

部活動指導員の報酬等につきましては、県の補助事業がございまして、これ補助率３分の２

でございますけれども、この補助事業を使っているところでございます。

それから、部活動指導員の報酬につきましては、時給1,682円から1,700円の範囲内で支給を

することとしておりまして、部活動の指導時でございますとか大会の引率時は、勤務時間に応

じて報酬を支給をしているところでございます。

以上でございます。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

すみません、大会の場合は支払いをしていくと。■４番（前田和哉）

岡本学校教育課長。■副議長（上岡真一）

大会の引率時につきましては、勤務時間に応じて報酬を支払っ■学校教育課長（岡本寿明）

ているというとこでございます。

以上でございます。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。■４番（前田和哉）

次に、部活動の地域移行について教えてください。

こちらは、昨日もありましたが、本市ではソフトテニスの団体があり、内部に指導者がおり、

運営をされておると思います。団体には年間21万円の補助金が充てられ、指導には報酬も出て

おりますが、やはりこちらも遠征に係る費用もなく、練習会場のテニス場の借り上げ代も全額

負担ではないと聞いております。月々の家庭からの集金も2,000円と一般的な中学クラブと同

等で、今後も値上げは厳しく、指導者それぞれがかなり負担をしているということでございま

した。現状、こちら地域移行したクラブについての現状を教えてください。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

それでは、私からは、地域クラブに関する部分についての答弁■生涯学習課長（戸田裕介）

をさせていただきます。

まず、部活動の地域移行という形になりまして、その地域のクラブにその活動をお願いする

ような形になっておりまして、その部分につきましては、市のほうも今回の改革推進期間にお

きましては実証実験という形で補助をする形になっております。その補助につきましては、ま
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ず委託料としましては、先ほど議員がおっしゃられたとおり21万円、それとは別に、消耗品と

して現物支給が約16万円、それと指導者の資格取得のための費用としまして10万1,000円の補

助をしてその地域クラブの活動の支援をしている状況でございます。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。現物支給の16万円とさらに資格取得で10万円、初めの■４番（前田和哉）

21万円と合わせて見合った額が支払われているのか、その辺がございます。このクラブも昨日

の説明の中では、土日のみのクラブをしておるというような説明でございましたけれども、や

はり聞きますと、平日もやっております。それには、かなり１名の指導員のみではなくて、か

なり何人かが来ておるというところもありまして、なかなか見合った金額が支払われるような

ことにはなっていないように聞いております。実証実験の範疇でございますので、その辺はこ

れからだとは思いますけれども、その辺も含めて、今後どうしていったらいいのか、本市はど

うしていったらクラブの移行とかそういうことができるのか、その辺を聞いてみたいと思いま

す。

土佐清水市や南国市では、地域移行に伴うＮＰＯを立ち上げ、指導者の報酬や遠征費、施設

の借用費用なども支払われているようでございます。

一方、宿毛市では、３つのスポーツクラブが地域移行し、活動をしているようです。指導者

個人に対する報酬は、支払われておりませんが、移行することを進める場合、団体に10万円が

支払われ、先ほど触れましたけれども、スポーツ指導者資格講習の受講料の補助金が１団体当

たり年に５万円支払われているということでございます。

先ほどのご答弁の中で、それ以上に本市では支払われているようにも感じますけれども、土

佐清水と宿毛市では、相反するような感じの運営と聞いております。どちらがよいのかは分か

りませんが、私はやっぱりこの地域移行に関しては、ボランティアのような善意のみに頼るこ

となく、必要経費は支払いをする必要があると思っております。

一方で、これを家庭に求める、そういうことも反対に混乱というか、そうすることで子供た

ちのクラブ加盟が抑えられるというか、ちゅうちょするようなこともある可能性もあります。

本市は、それをどういうふうに進めていったらいいのか、お考えがありましたら教えてくださ

い。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

それでは、お答えいたします。■生涯学習課長（戸田裕介）

まず、本市の状況でございます。先ほど21万円の委託のお話をさせていただきましたが、令

和６年度におきましては、国の補助事業を活用した地域クラブＳ×Ｃｒｅｗ、ソフトテニスで

ございます、議員おっしゃられるテニスクラブでございますが、に対しまして、クラブ運営費

として令和６年６月から１月までの期間で、休日の部活に対しまして21万円の委託料を補助し
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たという経過でございます。これにつきましては、その内容、使途につきましては、一定クラ

ブ活動費に充てる分であったらどれに充ててもいいというふうなことで、実績としての報告は

いただいているところですけれども、その21万円と自身で例えば部費等で集めたお金の合計金

額が年間の活動費になろうかと思います。そういうふうな中で、１年間のクラブ活動をしてい

ただいているところでございますが、先ほど言いましたように、委託料の使途につきましては、

クラブの裁量によります。令和６年度の当該クラブの決算状況によりますと、大会出場に係る

旅費・交通費・参加費・テニスコートの使用料に支払われております。指導者の謝金を支払う

ことはできないという現状にはなっているところでございます。その要因としましては、選手

一人一人の競技力向上のために、各種大会への参加が不可欠ですが、大会出場に伴う経費が多

くかかっていること等が要因でございます。地域移行の推進、地域クラブの運営・維持等の観

点から、必要な経費については、国の実証事業の中で計画をしていく必要があると考えており

ますので、令和７年度においては、平日の移行に伴う指導料の手当を見込みまして、高知県に

事業計画を現在提出している状況です。ですので、６年度よりも７年度は当該クラブに係る補

助が増額される見込みでありますので、それによって７年度、さらに実証実験を本市はしてい

くという形になっております。

議員のお話にありました清水、また宿毛の運営の仕方でございますが、これはまた地元のス

ポーツ協会がその受皿となってやるという、うちとはまた違った方法で地域クラブの受皿を

様々検討している状況ですので、現在では比較はできないところでございますけれども、いず

れにしても、子供たちがクラブ活動が継続できるように、また地域移行化したことによって負

担が増えるとか、競技力を求めて子供たちがスポーツができない環境、いわゆる仲間とスポー

ツをしたいと、競技力を特に求めてないというようなそういう子供たちもおろうと思います、

ご家族もあろうと思いますので、そういう方々がクラブができないような状況にならないよう

には慎重に考えて対処していくようなことを現在実証実験の中で様々検討している状況でござ

います。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

来年度、７年度は少し平日も行って、それに対する報酬は支払われる。■４番（前田和哉）

やはり、このＳ×Ｃｒｅｗさんですか、こちらは大会等もかなり出て強くなりたいと、そうい

うような子供さんらが来ていると思います。そういうクラブでございますので、やはりボラン

ティアでやっていただく部分も今後も出てくるかも分かりませんけれども、その辺も含めてよ

りよい形をお願いしたいと思いますが、私はスポーツクラブの地域移行は、二面性がある、先

ほど戸田課長が答弁されたように、二面性があると思っております。プロを目指すような高度

な技術の習得を望む子供と他の趣味として多様な種目を経験し、喜びを感じる子供もいると思

います。したがって、前者のクラブに対しては、高い月謝を払っても親御さんが納得しながら
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やると。その反面、後者は現在の学校で部活動をしているような、月謝の金額、それぐらいを

払って楽しみながらやっていくと、そういうようなことであると思いますので、その辺の折り

合いをよろしくお願いをいたします。やはり、必要経費が支払われていない今のままでは、今

後本市の地域移行に対する名のりを上げるような団体が今後ない可能性もあると思いますので、

先ほどスポーツ協会が土佐清水・宿毛市との連携を図っておると聞いておりますので、その辺

も探りながら、今度スポーツを楽しむ機会確保、教員の働き方改革を推進をしていただいて、

より一層国・県とも連携をし、必要経費はいただきながら、うまいこと補助していただきなが

ら運営していただきたい、このように思います。よろしくお願いをいたします。

次に行きます。

次に、防災・減災対策、ヘリポートの整備についてお伺いをいたします。

昨年の能登半島地震で、中山間地域の孤立が問題となりました。昨年の３月、私の一般質問

で、ヘリポートの整備につきましては、各消防分団管轄ごとに一つの整備方針を地域の実情に

合わせ、たとえ２つ目となっても整備する必要があると訴えさせていただきました。具体的に

申しますと、最優先は、富山地区の大屋敷と考えまして、昨年の３月には大屋敷集会所南の田

んぼの中に５ｍ四方の鉄板を敷き、そこへ県のドクターヘリが着陸し、医者と看護師が救急現

場に向かい、処置を施した後、ヘリに収容する訓練を行いました。富山分団管轄には、ヘリ

ポートは大用に１基ございますが、幹線道路が一本の三ツ又や常六地区の孤立化を危惧をして

おります。この地区へのヘリポートの必要性を訴えて昨年はきたところでございます。その執

行部のお考え、分団ごとに一つの考え方は、今後は離着陸のできない空白地帯を優先するとい

う整備方針に見直すということでございました。方向転換にはもう少し時間を要するとありま

したが、その後、どうでしょうか。来年度、令和７年度に向けての状況を教えてください。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

整備方針につきましては、議員が今おっしゃったとおり、議会、それから区長会・消防団

等々にお話ししまして、また要望のあった地区にも丁寧に説明をしていきまして、空白地帯を

優先して整備する方針に切り替えております。その中で、来年度のヘリポートの整備予定とい

うことでございますが、以前から要望を受けておりました東富山地区、具体的には議員がおっ

しゃった大屋敷の地区集会所南側の水田で整備を予定しているところでございます。そのため、

新年度の当初予算には、不動鑑定業務など関連費用を計上しているところでございます。

以上でございます。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。大屋敷の前の水田の中に整備すると、そういうようなお■４番（前田和哉）

答えだったと思います。そのことで少し聞いていきます。

候補地ですが、候補地は地権者の承諾を得られておりますでしょうか。
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また、時期によっては周辺の稲の苗にも影響が出る、そういうようなところでございます。

そういう心配もあったと思いますが、周辺の皆さんの承諾も得られているのか、お伺いします。

また、進入路は、農耕用の道路で狭いことや路肩が軟弱なことも危惧されます。運用となる

と、救急車のみならず、少し大きい消防車も進入することもあると思いますが、その辺を併せ

てお伺いをいたします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

整備に当たりましては、地区の方々、それから消防署、ドクターヘリの運航者、市などで現

地確認、協議を重ねまして、平地である水田に整備することが固まりまして、昨年の10月末に

は、周辺住民や地権者の同意も得られているところでございます。

進入路につきましては、市の管理道で、県道からの進入路が狭いということがございますの

で、そこも併せて拡幅工事を行う予定としているところでございます。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。10月に説明会で納得をしておるというところが確認をさ■４番（前田和哉）

れました。やはり、これ全部地権者の方は、２人だと聞いておりますけれども、その２人の方

の田を買い上げて整備する、そういうように聞いております。その辺間違いなかったでしょう

か。

また、その進入路、進入路はかなり軟弱なところ、その辺も改善できるような工事をされる

のでしょうか、お伺いをします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

確認は取れているところでございます。■地震防災課長（遠近由幸）

進入路につきましては、昨年、江川のヘリポートを総務常任委員会で視察した際に、ある議

員の方から、簡単な平場の設計であれば、市の土木技術職員でできるんじゃないかというアド

バイスを受けまして、財政課の技術職員のほうと協議をいたしまして、現地も見ていただいて

おりまして、おおむねの設計もしてもらっているところですので、そこは部分部分で拡幅工事

を行いまして、救急車が入るだろうという確認は取っているところでございます。

以上でございます。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。その辺は万全で準備をしておるというところで納得をい■４番（前田和哉）

たしました。

最後に、ヘリポートについて完成時期についてお伺いをいたします。

来年度予算、予算書だけで見ますと、400万円程度でございます。これでは全然足らないと

いうか、整備には至らないと思っておりますが、恐らく設計費のみだと思いますが、いつ頃完
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成を見込んでいるのか、一刻も早くお願いをしたいところもありますので、その辺を教えてく

ださい。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

ヘリポートの整備の財源としましては、有利な緊急防災・減災事業債を充当していることと

しておりますけども、この起債が活用できるのが、現段階では令和７年度中ということになっ

ておりますので、６月議会にて整備工事費を計上する予定ですので、議員各位の賛同をいただ

きまして、令和７年度の完成を目指して、市では９か所目となるヘリポートを整備したいと考

えております。

先ほど言いましたように、市の職員で設計を行いましたので、期間が短縮されまして、１年

で整備できる見込みではないかということで現在考えているところでございます。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

その辺、心配しておりましたけども、ありがとうございます。７年度中■４番（前田和哉）

に完成を見込むということで、大変うれしく思います。緊急防災・減災事業債は、期限付で７

年度までとはなっております。これ恐らく延長されるとは思いますけれども、その辺も踏まえ

て、やはり６月補正等でご審議いただいて、予算をつけ、完成を見込んでいただきたいと思い

ます。よろしくお願いをいたします。

今後、土砂崩れなどによる孤立で、大屋敷付近の片魚・常六・三ツ又、どこで土砂崩れ等が

起こるかも分かりません。地震災害のみならず、いろいろな水害による土砂崩れで孤立される

こともあると思いますが、このヘリポートができることで、地区の皆さんの安心につながると

思います。ありがとうございました。

次に行こうと思います。

次は、建物の耐震補強についてお伺いをいたします。

これも同じく、昨年３月議会で、昭和56年以前の旧耐震基準で建てられた住宅について、能

登半島地震の影響で希望数の増加が見込まれますので、件数の増加と補助額の増額をお願いを

しておりました。来年度に向けてどれだけ増えるのか、その辺件数と補助額の増額、増えるよ

うでありましたらその辺も含めてご説明をお願いします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

令和７年度の耐震改修の補助金としましては、15万円増額の125万円に引き上げる予定で、

今議会に提出させていただいております。件数としましては90件で、令和６年度と変更はあり

ませんが、市全体の限られた予算の中での執行となりますので、単純な件数の増加は厳しいと

いうことで考えております。12月補正を含めた住宅耐震工事の今年度予算で見ますと、本市の



- 171 -

補助上限は、県下でも低い水準にございますけども、県内11市の予算規模で見ますと、５番目

の規模で、予定件数で見ますと４番目、幡多６市町村では予算規模、予算件数とも２番目とい

うことですので、決して低い水準ではなく、昨年も実績が111件と件数が伸びておりますので、

着実に耐震化が進んでいるものと考えているとこでございます。

現時点でさらなる増額ということは考えておりませんが、来年度も戸別訪問を行い、耐震改

修が必要な住宅の掘り起こしをする予定としておりまして、今後も耐震診断・設計・改修の件

数が増え、市の負担を伴うことが予想されますので、国や県内の状況等を注視しながら、補助

金の増額が必要かどうかは精査していきたいと考えているところでございます。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

15万円増額で125万円ということで、黒潮町並みに上げていただきまし■４番（前田和哉）

た。ありがとうございます。

単純に低いほうと、県下的に低い補助額ということでございますが、個人の方の負担、それ

から国・県の補助額、そういうものに照らし合わせますと、効率のいい最高額が115万円にな

ると思います。国の補助が57万円、それの残る分に対して２分の１、２分の１というような形

で県と市が賄うという形で115万円のとこを125万円にして、効率がよくなったというような形

でございます。高知市のほうも120万円程度でございますので、本市の規模から考えますと、

妥当なところかなと思うところでございます。

今後も件数に関しましては、もう少し増やしていただきたいところもございますけれども、

業者に対しても限りがあるというようなところもありました。その辺がやはり影響しているの

かなと、件数の増加は。その辺、すみませんけど、ちょっとお答えください。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

業者の繁忙の関係を申し上げますと、実績で先ほど申しました■地震防災課長（遠近由幸）

ように、111件やった実績もございますので、現在の業者の状況からいきますと、やはり100件

前後ぐらいはできるものとは思います。ただ、先ほども言いましたように、限られた予算の中

での耐震化事業の推進ということがございますので、補助上限を上げますと、当然それだけ件

数は減ってくるという考え方になってこようかと思います。そのため、前々から申し上げてお

りますけども、やはり自己資産ですので、一定の自分の負担というのも、受益者負担ですね、

も考えていただきたいという考えの下、近隣市町村や物価上昇、そんなことを勘案しながら、

上限額については決定し、その中で件数を決めていきたいということで考えております。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

一定納得をいたしました。やはり、黒潮町並みに125万円に上げていた■４番（前田和哉）

だいたことは、私評価するとこでございます。業者の皆さんが、やはり以前の質問の中で、黒
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潮町へ工事に行って、その補助額が125万円であるにもかかわらず、四万十市は最低そのとき

は92万5,000円でございましたので、非常に格差を言われておりました。業者のほうもやりに

くいというようなことも聞いておりましたので、その辺が解消されたというところで、あとは

黒潮町、その近辺を含めて、件数の増加を今後考えていただければと思います。よろしくお願

いをいたします。

次に行きます。

次は、やはり耐震工事でありますけれども、同じく昭和56年以前に建てられた、これは地区

の集会所でございます。集会所を耐震補強できないかというようなご相談を受けております。

もちろんその地域には、指定避難所もございますが、地区から遠いので、孤立したときはどう

しようとか、指定避難所の避難者は多く、その中のコミュニティー、そういうようなことも心

配されているようなお声も聞いております。能登半島地震でも、小さな集落で集まって、長い

ことビニールハウスで生活していた皆さんもおいでます。そのような場合、近くの集会所で生

活したいとの要望がございますが、これまでの本市の防災関係の補助金要綱には、こういうと

ころはございませんでした。高知県の補助金にはあったようでございますが、こちらもニーズ

が少なく、活用されず、昨年、令和６年５月末で工事を全て終了するものに対して支給したと

いうようなことで、一旦終了したと聞いております。しかしながら、能登半島地震を受けて、

再びニーズが高まって、県としては来年度に継続するとのことでございました。国が40％、県

が30％、市が30％賄っていただいて、地区の皆さんの負担はなく、耐震診断・改修設計・改修

工事が実施できると聞きましたが、本市はそのような補助を今後お考えにならないかというよ

うな質問です。本市の状況を教えてください。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

県の地域集会所耐震化促進事業の令和７年度の事業化につきましては、当初予算で予算化さ

れる予定となっているということをお伺いしております。地域の財産である集会所の耐震化の

必要性はあると考えておりますが、現時点では、個人の住宅耐震化に注力をしているところで

すので、事業実施ができるかどうか、地域のニーズや緊急性なども判断の上、耐震化事業の予

算内で優先順位を考慮しながら、本市の事業化が可能かどうかということは判断していきたい

と考えておるところです。ですので、今すぐに事業化するという予定は考えておりません。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

今すぐは考えてないというところでございますけれども、やはり県のほ■４番（前田和哉）

うに聞きますと、補助要綱とかそういうところで、本市のほうで補助金に関してつくれば対応

できると、年度の途中でも対応できるというようなお答えもいただいておりますので、一旦お

考えいただきたいと、このように思います。よろしくお願いします。この件は継続審議という
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ことで、よろしくお願いします。

次に、感震ブレーカーを含む家具の固定、窓ガラスの飛散防止フィルムの補助についてお聞

きをいたします。

これも昨年９月で質問しておりますが、予算は９月補正で20件とあまりにも少なかった、こ

ういうことでございます。それぞれの地区からは、区長さんが取りまとめて、多数の希望を提

出された、補助をしてくださいというような手続のことも、全部ご高齢の地区でございました

ので、区長さんが取りまとめて提出されたと聞いております。その20件ではあまりにも少ない

というところでございましたが、その後、かなり本年度中にも増やすという方針、それから来

年度にはさらに増やしていただける、そういうニーズが多いということも聞いておりますが、

状況を教えてください。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

感震ブレーカーの補助につきましては、今回10月に事業拡大し■地震防災課長（遠近由幸）

まして、上限も３万2,000円ということで補助を上げまして、多くの申込みが来ておりまして、

今年度は見込みで50数件の見込みを立てておるところでございます。来年度につきましても、

現在の状況を見まして150件の予算を取りにいこうということで、現在準備をしているとこで

ございます。

以上でございます。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

来年度150件、ありがとうございます。かなり３倍に増やしていただけ■４番（前田和哉）

るというところで納得いたしました。この事業ですが、３つの感震ブレーカー、家具固定、飛

散フィルム、この合計で１家庭３万2,000円の補助額でございますが、昨年までこの事業が感

震ブレーカーのほうが入っておりませんでした。そういうところを昨年少し訴えさせていただ

きまして、今回感震ブレーカーを入れていただいたということでございます。地震火災には、

これやはり感震ブレーカー、ほかの議員さんもかなりこの辺お願いしたところもあると思いま

す。能登半島の地震火災では、かなりこれがあれば効果があったんじゃないかというようなこ

とも報道でも書かれておりましたので、ぜひこの辺を含めて整備をお願いいたします。

少し余談になりますけれども、感震ブレーカーのことで少しお話ししたいと思います。

感震ブレーカーの種類ですけれども、おもりが落ちてブレーカーのスイッチを直接切るもの、

そういうものがこれまで主流でございましたけれども、自宅コンセントにアースがあるもの、

それに対して、直接それに差し込んでアースを取るだけで、震度５強の揺れを感知し、主幹ブ

レーカーを一括遮断するものがございます。名前はコマーシャルになると思いますので申しま

せんけれども、このブレーカー、私も昨年購入しました。自前です、購入しました。8,500円

ぐらいでございます。これが取付けには非常にいいなと思っております。今まで受電盤、そう

いうところにつけて、ブレーカーを直接落とすのではなくて、ただのコンセントにつけると。
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そこにアースがあればつけると、そういうようなものもございます。３万2,000円の範疇で、

ぜひこういうこの手の感震ブレーカーも購入というか、参考にして、そういう地震火災に備え

ていってもらいたいと、そのように思います。

地震火災は、住宅の密集地では、自宅のみの設置では、一軒のみが通電時の発火を抑えても、

隣近所から延焼してまいりますので、地域でまとまって設置いただければ、初めて効果が出る

と思っております。ぜひ地区でまとまって購入いただければと思います。この補助事業を続け

ることで、いずれは地震火災による通電火災を本市では防げる、このように思います。ぜひよ

ろしくお願いをいたします。

次に行きます。

次は、相互応援についてでございます。

南海トラフ大地震の受援体制並びに相互応援についてお尋ねをいたします。

さきの２月４日、高知新聞などで報道されておりました。国は、南海トラフ巨大地震の大き

な被害が想定される高知県など10県に対し、応援職員を即時派遣する自治体をあらかじめ割り

当て、この４月より運用するとのことでございます。応急対策職員派遣制度の一環で、南海ト

ラフ地震で特に被害が大きいとされる本県など５県には、複数の自治体が割り当てられている

ようでございます。応急対策職員派遣制度とは、昨年６月議会で私が質問した仕組みで、応援

職員が被災地の首長に助言を行ったり、被災状況やニーズ把握、また関係機関、総務省との連

携なども行うということでございます。これまでの被災地の応援の組合せは、被災後に決めら

れていたものでございますが、今回事前に割り当てることでどのような効果があるのか、その

趣旨や目的など分かりましたら教えてください。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

まず、応急対策職員派遣制度とは、大規模災害が発生した際に、被災自治体の業務を支援す

るため、他の自治体や国の機関から職員を派遣する制度のことでございます。

本制度の南海トラフ地震におけるアクションプランの中で、南海トラフ地震発生時において、

主として応援を受ける重点受援県の10県の中に高知県が入っておりまして、重点受援県につい

ては、応援自治体をあらかじめ決めておく、これを即時応援県といいますけども、ということ

で、迅速な派遣につながることが趣旨・目的となっているようでございます。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。ただいま課長のほうからご答弁ありましたけれども、ア■４番（前田和哉）

クションプランで決められておるように思います。高知県には２つの県が派遣されるとのこと

でございます。それを具体的に示したいと思います。

画像をお願いいたします。タブレットにもありますので、ご参照ください。
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やはり、小さく写っておりますけれども、下から３番目、高知県が重点受援県でございまし

て、そこへ即時応援として島根県、それと秋田県、こちらが来られる、そういうようなことに

なっております。これが国の方針でございます。

この方針でございますけれども、この２県、高知県に対してこの２県が選ばれた理由、かな

り遠方もございますけれども、この２県が選ばれた理由は、国が示されたものでございますけ

れども、アクションプラン等に記載もされておりますが、その辺分かる範囲でお答えをくださ

い。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

重点受援県と即時応援県の組合せにつきましては、応急対策職員派遣制度のアクションプラ

ンで２月に公表されたばかりの制度であるため、県のほうにお伺いしましたが、現在では情報

量が少なく、中四国ブロックの中で高知県と島根県がペアとなりまして、県同士の距離の関係

で秋田県が選ばれているようだということしか現在のところ把握はできておりません。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。あくまで想像になってしまいますので、答弁としては少■４番（前田和哉）

ししにくいというようなところもあると思います。

次の画像を出していただけますか。

これが日本中で示された重点受援県10県、それから被害確認後、私のほうでも見にくいです

けれども、応援都府県19府県と13指定都市、それからブルーの部分が即時応援道県となってお

ります。こういうような形で、受援なり応援をするというようなことでございます。これがや

はりブルーの部分に対して、即時、ピンクの重点受援県に対して、ブルーの分が応援に来ると、

そういうような形でございますので、地図を少し覚えておいてください。

応援をしていただく相手が、平時の取組としては、この場合、高知県の場合は、島根県と秋

田県でございますけれども、高知県内の市区町村と定期的な意見交換、研修、訓練、勉強会の

実施、ほかにも受援県内を現地視察し、市区町村役場や指定避難所、公共施設、進出経路、交

通手段等を検討するとございました。まず、応援県にこちらのことを知っていただきまして、

震災時の実情に合わせて応援体制を検討してもらう、このようなことが重要と考えられます。

反対に、受援を受ける側として検討しておくべきこともあると思いますが、本市としてはど

のような準備をしておけばよいのか、考えられる範囲でお答えをください。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

県のアクションプランをいただきまして内容を確認しましたが、現在のところ、アクション

プランの中では、重点県における取組内容の記載はございましたが、受援市町村の取り組むべ
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き具体的な内容は、示されていないところではございました。重点受援県の平時の取組としま

しては、管内市町村が締結している個別の災害時相互応援協定等の把握及び発災時における応

援元の市町村の対応方針の確認とございますので、本市にも関係してくるものとは推測してお

りますけども、これが受援県で高知県の取組となりますので、各市町村の取組の内容は、今後

示されていくものと思われますし、そういった話合いの中で、どういったことをやっていくか

ということも順次決められていくのではないかなということで、現在のところは考えておりま

す。

以上でございます。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

そこに書かれている、アクションプランに書かれていることは、受援担■４番（前田和哉）

当を決めておくこととか、あとボランティアとか、受ける側、受援側のこちらの公共施設・ホ

テル・民宿、そちらの把握をしてリスト化とか、そういうようなことがかなりあります。ＮＰ

Ｏ法人・ボランティア・物流事業者等とも連絡共有をして、そういうような体制で構えなさい

というようなことが書かれておりましたので、ここでははっきりしたところはございませんけ

れども、そういうことであったと思います。

次に行きますが、先ほどのこの地図、もう一遍見てください。

本市には、これまでに友好都市であります大阪府枚方市、それから北海道の別海町、沖縄県

名護市と広域的大規模災害時における相互応援協定を結んで、応急対策及び復旧対策に必要な

職員の派遣並びに資機材や食料・飲料水・生活物資等を要請することができる体制を取ってま

いりました。しかしながら、南海トラフ大地震の場合は、枚方市・名護市は被害後確認応援都

道府県、黄色、オレンジの部分に地図上で当たります。これは南海トラフではここにも被害が

起こる、それが起こって対応しなくてもいい場合には、後に応援に来ていただけるようなこと

でございます、このオレンジの部分は。北海道に関しては、即時応援県ではありますが、別海

町はかなり北のほうで、即時応援とはなかなかなりにくいというように私は思います。必要物

資をいただけるように要請することはできると思いますけれども、職員派遣につきましては、

かなり難しいのではないかと考えます。この友好都市であります相互応援協定、これの今後の

在り方というか見解、どうしていけるのかありましたらお願いします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

どの協定についても同じことだとは思いますけども、災害の規模などによりまして、協定を

締結している両者が罹災する場合や道路・空港などに被害がございまして、移動できなくなる

場合も考えられまして、応援がままならない場合はあると思います。そのため、様々な状況を

想定しまして、複数の協定を締結していることや被害想定に応じまして応援先を変えていくこ

とも有効であると思います。
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議員が申されました友好都市での広域大規模災害時における友好都市間の相互応援協定につ

きましても、確かに南海トラフの場合は、そういった場合が想定もされますけども、そのほか

にも風水害による甚大な災害等もございますので、そういったことで協定の内容によりまして、

協定が生かされ、そして応援先を要請していくということが想定されております。

以上でございます。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

やはり、協定はいろんなほかの部分とも結んでおく必要があるんじゃな■４番（前田和哉）

いかと思っています。先ほどの友好都市の相互応援協定、ご答弁でもありましたように、台風

や線状降水帯などの水害では対応可能と思いますけれども、南海トラフ地震の即時応援の形に

は、友好都市の職員派遣は現実的ではないのかなと私思っております。その場合でも、相互応

援がある場合は、申し出ればそこが来てくれるような体制は取れるようにはアクションプラン

には書かれておりますけれども、なかなか今の地図で確認したところ、難しいなと思っており

ます。ですので、島根県・秋田県とこれまではそういうような関係を持っていなかったと、高

知県自体が、と思いますが、私は島根県・秋田県の本市と同規模の自治体とそういうような相

互応援、例えば島根県であれば大田市などと事前に相互応援協定を結んでおくべきではないか

と思っております。２月16日の高知新聞に、秋田県の弘前大学副理事長さんが、支援について

書かれておりました。秋田県は、1983年の日本海中部地震で83人の死者を出しており、その経

験を高知県のために生かせるかは分からないが、支援の心構えをしておきたいとのことでござ

いました。今後、高知・島根・秋田３県の合同訓練や研修が行われ、平時よりお付き合いをし

ていく中、反対に協定の相手側が災害に遭えば応援に向かう、このような体制を取っておく、

そのようなお考えはございませんでしょうか、お伺いします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

先ほどのご答弁でも触れましたけども、まだ県のほうとの協議が行えていない状態ですが、

応急対策職員派遣制度アクションプランを見る限りでは、実効性を確保するための取組例とし

まして、重点受援県と即時応援県との平時からの定期的な意見交換、研修、訓練、勉強会等の

実施があります。県によりますと、平成７年に中四国地方９県で災害発生時の広域支援に関す

る協定を締結しておりまして、高知県は島根県と山口県がカウンターパート県になっておりま

す。先ほど申しましたような取組や防災担当課との人事交流を行っているという事例もあるよ

うでございます。また、発災時は、アクションプランのスキームでは、まず先遣隊が重点受援

県の災害対策本部に入りまして、被害状況を把握し、応援派遣の調整を行うようなスキームと

なっておりまして、この時点では前もって派遣市町村が決められているものではないようです。

しかし、議員がおっしゃるとおり、市町村間で相互応援協定を締結しているほうが、スムーズ

であるということも考えられますので、まだ応援対策職員派遣制度アクションプランが動き出
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したばかりなので、今後重点受援県と即時対応県での協議なども進んでいくと思います。そう

いった中で、相互応援協定を結んだほうがよいのか、さらにどの市町村と結ぶべきなのかとい

うことなどは県と協議しながら進めたいと考えているところでございます。

以上です。

前田和哉議員。■副議長（上岡真一）

ご答弁いただきました。その中で、県が９県と相互応援協定を結んでい■４番（前田和哉）

る中、先ほどのアクションプランでいいます島根県と秋田県、その中で本市の同規模程度の市

町村と結んでおくということは、非常に重要なことと思います。相互応援協定は、今回のアク

ションプランによる応援を先行できる可能性もありますので、その辺をふだんから親密にその

市町村としておくというのは大切なことかとも思いますので、その辺ご検討ください。よろし

くお願いします。

少し時間もありますけれども、以上で私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとう

ございました。

以上で前田和哉議員の質問を終わります。■副議長（上岡真一）

14時15分まで休憩いたします。

午後２時４分 休憩

午後２時15分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■副議長（上岡真一）

一般質問を続けます。

続いて、谷田道子議員。

日本共産党の谷田道子です。■13番（谷田道子）

通告に従い質問をさせていただきます。

まず、民生委員・児童委員について質問をいたします。

100年の歴史を持つ民生委員・児童委員は、社会福祉増進のために、地域住民の立場から生

活や福祉全般に関する相談や援助活動などを行っています。以降は、略して民生委員というこ

とで質問させていただきます。

民生委員は、厚生労働大臣から委嘱をされた地域の身近な相談相手であり、大災害では安否

確認や避難後の生活支援で重要な役割を果たしています。

そんな民生委員ですが、近年、欠員が増えてきています。厚生労働省のまとめでは、2022年

12月の一斉改正で、定員数約24万人に対して、欠員は１万5,000人に上り、欠員数は３年前よ

りも約３割増えているとのことでございます。

県内も定数2,489人に対して欠員が188人で、22人増え、民生委員の不足が深刻化しています。

私たちの周りでも、民生委員は見守りが必要な高齢者や必要に応じて行政、福祉サービスに橋

渡しをするほかにも、配食サービスや災害時の要支援者の把握など、役割は幅広いものがあり
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ます。今年12月に民生委員・児童委員の一斉改正が行われます。

そこで、お聞きをします。

本市における民生委員の定員と欠員数について、今年１月時点でお聞かせください。

渡辺福祉事務所長。■副議長（上岡真一）

ご答弁させていただきます。■福祉事務所長（渡辺和博）

四万十市の民生委員・児童委員の定数は136名、中村地区の民生委員・児童委員協議会が

112名、西土佐地区民生委員・児童委員協議会24名で、令和７年１月１日時点の欠員数は11名

で、いずれも中村地区民生委員・児童委員協議会となっております。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

ありがとうございました。■13番（谷田道子）

次に、少子高齢化が進む中で、見守りが必要な独り暮らしの高齢者も本市では増えています。

近所付き合いが薄れる中で、つなぎ役である民生委員の果たしてる役割は大きいものがありま

すが、本市にとってもこの成り手の確保対策が急がれてると思います。

そこで、民生委員の活動に対するアンケートを担当課としても独自に取られてきています。

活動されている民生委員が、どんなことに負担を持っているのか、アンケートから見えてくる

ものもあると思います。そういう点も踏まえて、民生委員の充足率が低い要因、欠員の要因は

どのようなものがあるか、お聞きをします。

渡辺福祉事務所長。■副議長（上岡真一）

そしたら、民生委員が欠員しているという状況に基づきまして、■福祉事務所長（渡辺和博）

民生委員の活動に対しての負担感が背景にあるのではないかと、そういうことで就任をため

らっているのではないかというふうに捉えまして、昨年５月に不在地区のある中村地区の民生

委員・児童委員協議会に対してアンケートを実施をしました。回答率は８割で、おおむね４割

程度の方が民生委員活動に負担を感じているということと、負担を感じている活動の特徴的な

ものとして、会議等への出席、食事の世話、寄附のお願い、毎月の訪問や借金の取立てといっ

たものまでございました。本来業務ではないあるいは優先順位の低い活動等について、納得で

きないままに活動されていることも負担感を増していると推察しております。

また、この民生委員の活動のコントローラといいますか、総まとめを社会福祉協議会がして

おりますので、社会福祉協議会に聞き取りをしたところ、基本的に民生委員は、担当する地域

の中で支援が必要な方がいればそれを把握し、相談に乗り、行政機関につなぐという基本的な

役割があるんですが、これらの活動の実態も個々によってまちまちであるということも分かり

ましたので、それぞれの民生委員の負担の捉え方についても様々じゃないかということも感じ

ております。

あと10年以上も民生委員が不在となっている地区もございますので、今後も新たに選任する
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ことが難しい地区もあるのではないかというふうに考えております。

これらを踏まえまして、うちとしてどういうふうに捉えているかといいますと、活動に対す

る負担感ということが背景にあるのではないかということと、この負担感については、取り除

くことが可能なものも多くあるということ、また人口減少や定年延長といった社会構造の変化

により、地区を合併するしか民生委員の不在地区の解消が望めない地区もあるということなど

が考えられます。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

ありがとうございました。食事の世話だったり、借金の取立てっていう■13番（谷田道子）

のは、びっくりしました。私が周りの方に聞いた中で多かったのは、民生委員の制度、民生委

員になったらどんなことをするのかということがよく詳しい内容が分からないということとか、

大変だというイメージがいっぱいあるとか、民生委員のやりがいとか充実感が分からないとか

ということの意見もございました。

そういう中で、民生委員の担い手をどうやって増やしていくのかということについては、行

政としても、そして今委託をしている社会福祉協議会としても、成り手不足に対する対策をこ

れから講じていかなければならないと思います。今行政として考えられている対策について具

体的にお聞きをします。

渡辺福祉事務所長。■副議長（上岡真一）

令和７年度には、谷田議員もおっしゃったように、民生委員の■福祉事務所長（渡辺和博）

一斉改選が行われます。令和７年12月１日には、次期民生委員が決定された際には、不在地区

が出ないということを当面の目標として取組を行っておりますが、これらの取組をしていく中

で、現在の不在地区の解消につながるものがあれば、これについても取組をしたいと考えてお

ります。現在、昨年のアンケートから始まりまして、福祉事務所では、社会福祉協議会と一緒

に取組をしていることといたしまして、民生委員として不必要と思われる活動の整理、活動の

効率化のほか、住民や関係機関にも民生委員の本来の役割を改めて知っていただき、行き過ぎ

たサービスの要望の抑制、将来的にわたって選任が難しい地区については、隣接する地区との

統合による不在地区の解消、さらには担当する世帯が多いところもございますので、地区を分

割することによって民生委員１人当たりの担当世帯数を減らし、負担の軽減等を実現をしたい

と考えております。

これらについては、昨年の７月より民生委員の代表者２名と社協事務局、民生委員・児童委

員役員会とも共有し、一定の理解を得て進めてきたところでございます。昨年の10月には、民

生委員推薦会において、次期候補者の推薦は区長会にお願いするということで決定をされまし

たので、年明けには区長会の会長・副会長会で共有し、区長会理事会でこれまでの取組を報告

した後、地区の見直しの対象となっている地区については、直接区長に相談の上、了解をいた
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だき、取組を得ており、区長会総会においてその結果を報告をさせていただきました。また、

今回、区長会総会において、民生委員・児童委員の活動というＡ３両面開きの民生委員の活動

に係る資料を作成をしまして、民生委員の活動について説明し、候補者推薦のお願いを区長の

皆様にお願いをしたところです。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

詳しく説明いただきました。全国的にも民生委員の成り手不足っていう■13番（谷田道子）

ので、成り手の確保をどうするかという取組がされている事例がありました。担当課にも、事

前に資料をお渡ししたんですけど、この民生委員・児童委員成り手確保取組集というのが山口

県の民生委員・児童委員協議会で取組の小冊子としてありました。その中では、やはり具体的

に見直していく仕組みづくりだったり、それから候補者の発掘だったり、周知の方法であった

り、退任時のとき、次の候補者をお願いするとか、そういった工夫、それと大事なところは、

関係機関や地域との連携をどう進めていくのか、日頃の活動の工夫とかというポイントが６項

目に分かれてまとめられている小冊子がありました。そういうところも、全国的の事例も参考

にしながら、取組を進めていっていただきたいというふうには思いますが、全国民生委員・児

童委員連合会によると、2022年３月の調査で、64％が名称は知っているが、役割や活動内容ま

では知っていたのは僅か5.4％だったということがありました。まず、担い手を確保するため

に、民生委員自体の活動の内容をぜひ知ってもらう努力が必要ではないかというふうに思いま

す。

それで、民生委員の役割や具体的な活動内容の周知について、今まではどんなふうにされて

いたのかということで、今取組の状況も話をしていましたけど、チラシということで具体的に

作ったりとかというのがあれば教えてください。

渡辺福祉事務所長。■副議長（上岡真一）

ご答弁させていただきます。■福祉事務所長（渡辺和博）

通常の、平時といいますか、通常のときですが、四万十市では、民生委員・児童委員・主任

児童委員の役割についてということで、四万十市の公式ホームページで紹介をしております。

また、民生委員・児童委員の活動強化週間、これ５月にございますが、本庁駐車場の大橋通側

に懸垂幕を設置をしております。また、民生委員・児童委員の事務局である四万十市社協でも、

ホームページで各種部会の役割やどういった活動をしているのかなど、タイムリーな話題の提

供のほか、各戸配布している社協だよりでは、民生委員の活動強化月間である５月には、毎年

記事を掲載しているほか、活動報告なども掲載をしております。

今回、欠員という背景があって、それに併せてどういったことをしてるかということで併せ

てご答弁させていただきたいと思いますが、ほかの社会福祉協議会が作ったようなパンフとい

うものも一定私どもも参考にさせていただきながら、不在地区の解消というものにどれだけ効
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果があるのかということも考えていきたいと思います。

ただ、四万十市の不在地区の解消については、やりがいのあるすばらしい仕事であることは

間違いないとは思うんですが、民生委員になることの不安や戸惑いといったものを取り除くと

いうことも重要であると考えております。今回、社会福祉協議会が、従来民生委員の仕事とい

うことでパンフを作成しておりましたが、これを福祉事務所で改めて作り直し、先ほども申し

ましたように、区長会総会において説明をさせていただきました。資料の構成といたしまして

は、負担感により民生委員を受けることをためらっているのではないかということを想定をし

まして資料を作成をしたところです。例といたしまして、民生委員が、全ての世帯を知ること、

全ての世帯に責任を負うかのような認識の方もいらっしゃったようですが、資料を示しながら、

ここまでの役割はないんですよといったようなこと、見守りの方法といたしましては、直接出

向いていって話を聞く方法のほかに、支援が必要な方の情報が入りやすいような仕組みづくり

をすることも見守りになるということも説明をさせていただいております。

すみません、長くなって。また、関係機関につなぐという大きな役割がありますが、どうし

ても自己解決しようとするあまり、過分なサービスとなったりしているのではとも考えており

まして、困ったことがあれば関係機関につなぐためのフローチャート的なものも資料に加えて、

関係機関につないでほしいことと、これにより解決策を民生委員と一緒に導く過程で、関係機

関としても事例を積み上げ、スキルアップできるということも伝えさせていただいておるとこ

ろです。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

所長、すみません、もう少し簡潔でお願いできたら、お願いします。■13番（谷田道子）

それで、周知の方法ですが、全国的な周知のチラシというので、今スライドに入れています。

例えば、スライドで秋田市の福祉の総務課、地域福祉推進室という、これは行政だと思います

が、作成した民生委員・児童委員募集チラシです。こういう形で募集していますということで、

チラシを発行しています。

それから、次には、神奈川県福祉協議会、これ社協ですね、民生委員をやってみませんかと

いうことで、これ１枚目だけなんですけど、違うか、全部入ってますかね、作っています。

スライド３ですけど、福岡市の民生委員・児童委員協議会で、あなたも民生委員・児童委員

になってみませんかという紹介チラシを作っています。

やはり、様々に民生委員のことについて誰もが分かるような形で作っていくっていうのは大

事じゃないかと思います。

それで、成り手不足の要因の一つに、次の質問ですが、活動費があると思います。民生委員

は、社会福祉に関し、住民の立場に立って住民の相談に乗って、必要な援助を行うということ

で、社会福祉の増進に努めるボランティア、非常勤特別職、地方公務員です。都道府県知事の
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推薦に基づき、厚生労働大臣が委嘱をします。基本的には、無報酬だと思います。燃料費・電

話代など支給されているかと思いますが、当市の活動費の現状についてお聞かせください。

渡辺福祉事務所長。■副議長（上岡真一）

活動費について説明をさせていただきます。■福祉事務所長（渡辺和博）

基本的には、四万十市は中村地区民生委員・児童委員協議会、西土佐地区民生委員・児童委

員協議会から補助金交付申請を受け、これを決定をしております。これらの一連の手続につき

ましては、四万十市社会福祉協議会が担っておりまして、それらの補助金の中から、民生委員

に対する年間の活動費等が支払われております。

分かっているものについてご答弁させていただきますが、中村地区の民協につきましては、

年間の活動費が１人当たり４万200円、会長に対する手当が７万2,000円、副会長に関する手当

が４万2,000円、地区会長手当、これは中村地区で何地区かに分かれてますので、その地区の

会長に対する手当が３万6,000円、部会長手当、これは民生部会というところと児童部会とい

うところがありますので、これが２万1,000円のほか、監事に対する9,000円、会議への執務手

当等がございます。

西土佐地区の民協についても精算書を見たところ、活動の手当であるとか、会長の手当なん

かも記載されておりますので、金額は今は手元にありませんので分かりませんが、研修会の参

加報償費なんかと合わせて、活動に対する費用というものは出されておるという状況でござい

ます。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

県との関係もあるし、それぞれの地区の協議会で委託をしているってい■13番（谷田道子）

うことですので、その中で話し合われる活動費だというふうに思いますが、行政が一定補助金

を出すっていうことですので、その辺の活動費のバランスっていうことも併せて検討していた

だきたいというふうに思います。

活動費については、個別になりますので、これでいいですので。

次に、民生委員の選出方法です。

区長会に選出をお願いしているということもありますし、秘密保持というところもあります

ので、一律に手を挙げて、はい、民生委員にどうぞということにはならないということはよく

分かりますけど、自薦・他薦・公募も含めて、今後民生委員の成り手を確保していくためにも、

広く募集していくということが大事じゃないかなというふうに思います。秋田市では、地域を

見守る縁の下の力持ちとして民生委員を募集していますというような形でチラシを作って募集

をかけています。募集方法についても、周知をしながら、そして自薦・他薦も含めて応募でき

るような形を今後検討できないかということについて見解をお聞きします。

渡辺福祉事務所長。■副議長（上岡真一）
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ご答弁させていただきます。■福祉事務所長（渡辺和博）

民生委員の活動に熱意があり、民生委員になりたいという方もいらっしゃるとは思いますが、

地区の方を知って、相談をしやすいといった要件も備えていることが必要ということになりま

す。本人以外の客観的な評価により、その資質が備わっているかどうかを判断していただくた

めの役割が、今回区長のほうにあるというふうに考えております。地区内で立候補をすること

については、特に問題はないと思いますが、区長による人物評価が具備をされているというこ

とが要件になろうかと思います。

あと公募についてですが、市で仮に公募をしたとしても、地区の代表である民生委員に適任

かどうかは、最終的には区長による人物評価が、先ほども申しましたように、備わっていると

いうことが要件となるため、結果としては、地区に本人の評価を返すこととなるため、仮に公

募にしても、なかなか効率化にならないのではないかというふうに考えております。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。私は、やはり広く民生委員の活動を知ってもらっていく■13番（谷田道子）

ということと同時に、地域の担い手である民生委員を探していくというよりは、みんなで育て

ていく、みんなで守っていくっていうことで、そういう考え方がとても大事だというふうに思

います。ですので、四万十市としても、行政が中心となって、県、それから社協ということで

連携をして、民生委員の成り手不足の解決のために全力を挙げていただきたいということをお

願いして、次の質問に移ります。

次に、生涯学習についてお願いをします。

本市の生涯学習の推進についてです。

生涯学習は、市民一人一人が自己の人格を磨いて、豊かな人生を送るために、自分に適した

手段や方法で、生涯にわたって学び、その成果を適切に生かすことだと言われています。生涯

学習の範囲は、学校や社会において意図的・組織的に行われる学習だけでなく、家庭における

日々の活動や地域における活動なども含まれます。生涯学習をどう位置づけるかについては、

私もこれまで何度となく質問をさせていただきました。それぞれの多様な学びを地域活動に生

かしていく、そして目的を持った人たちが集まって、知識や技能の向上を目指して活動してい

きながら、学習の輪が広がって、人や町が元気になり、生涯学習を通じたまちづくりの推進、

それによって地域課題の解決にもつながっていく、そんなイメージで質問をしたいと思います。

中央公民館が廃止されましたが、総合文化センターしまんとぴあで新たな市民の文化活動が

展開をされています。

そこで、本市における生涯学習の推進をどう展開されようとしているのか、お伺いをいたし

ます。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）
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ご答弁します。■生涯学習課長（戸田裕介）

議員おっしゃられますとおり、総合文化センターしまんとぴあの開館に伴いまして、新たな

生涯学習活動の拠点が生まれたところでございます。

市の考える今後の生涯学習の振興・推進については、特に振興業務として、全世帯を対象と

した生涯学習を始めるきっかけづくりを重要な取組事項として取り組んでまいりたいと考えて

おります。当然に、既に生涯学習活動を行っております団体やこのきっかけづくりから新たに

活動を始められました団体や個人に対する支援も行いたいというふうに考えております。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

本市の生涯学習の推進というところで、私も本市の上位の政策、まちづ■13番（谷田道子）

くりの目標である四万十市総合計画策定というところを見ますと、やはり生涯学習の推進のと

ころで、第３期四万十市基本計画が具体的な取組として書かれていました。その内容について

は、地域文化の振興だったり、生涯学習の振興、スポーツの振興の３つがここの四万十市の教

育振興計画の中で語られていました。具体的に、本市の取組内容はどのようなものがあるか、

お伺いをいたします。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

教育振興基本計画では、各種基本目標とか施策の体系とかを展■生涯学習課長（戸田裕介）

開しているところでございます。生涯学習の主な取組内容でございますが、全世帯を対象とし

た生涯学習を始めるきっかけづくりとしましては、郷土文化の活用として、郷土博物館での常

設展や企画展の開催による地域を知るための資料公開や子供たちの発達段階に応じた読書の機

会の充実について、家庭・保育所・学校及び市立図書館等での取組を継続して行います。

また、令和６年度からの新たな取組としましては、市域全体を対象とした市史の編さんを今

後９年かけて実施することで、市民が市の歴史や文化を豊かに語り、市内の歴史・文化が継承

されるよう努めます。さらに、市史については、概要版、子供向け版を作成しまして、全世代

の地域を知るきっかけづくりを行うように考えております。

また、誰もが参加しやすい生涯学習振興の主な取組としましては、新施設しまんとぴあを最

大限活用し、音楽・演芸・映画など本物の文化・芸術に触れる鑑賞の事業や教養を高める市民

大学・体験講座等を実施するほか、美術展・芸術祭を実施し、文化・芸術に触れる機会の創出

は継続してまいります。

その他、人権教育、スポーツの振興、また明日の四万十市を担う子供たちが、成長の過程で

まちづくりに関わる機会を創出し、地域や社会との関わりを生みながら、自分たちの思いを実

現させていく経験を支援する目的とした青少年健全育成活動についても継続が必要な事業や新

たな取組などの実施により充実させるなど、取組を進めてまいります。

以上です。
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小休にします。■副議長（上岡真一）

午後２時46分 小休

午後２時46分 正会

正会にします。■副議長（上岡真一）

谷田道子議員の質問途中でありますが、東日本大震災により犠牲となられた全ての方々に対

し、哀悼の意を表すべく、黙祷をささげたいと思います。

皆様、ご起立お願いします。

それでは、黙祷。

〔黙 祷〕

ご協力ありがとうございました。■副議長（上岡真一）

引き続き、一般質問を行います。

谷田道子議員。

生涯学習の推進といったことで、課長が答弁をいただきました。やはり、■13番（谷田道子）

生涯学習を推進するというところの大きな柱は、集まって話し合って、そしてその中で地域の

課題解決につなげていくっていうところが大きな一つの柱になるのではないかというふうに思

います。市民の健康だとか生きがいづくりを通して、課題の解決になっていく、そういう政策

を展開している自治体、しっかりと生涯学習、社会教育を施策に位置づけて、生涯学習推進計

画を立てている他市の事例を紹介させていただきます。

スライドをご覧ください。

これ丸亀市の第４次丸亀市生涯学習計画です。１ページには、基本理念に、多様な学びでつ

ながるひと・まち・未来を上げて、個人・地域・学校・団体などをつなげることで、新たな学

習の輪を広げ、「ひと」がつながり、「まち」がつながり、そして「未来」へつながる持続可

能なまちづくりを実現しますとうたわれています。そして、基本目標として、２ページ・３

ページにあります。見ていただいたら分かると思うんですけど、多様な学びのための環境づく

りだったり、そして様々な取組の中で、目標値まで設定されています、４ページに。

生涯学習、社会教育を施策に位置づけて、生涯学習の推進計画を立てていくということは、

他市の事例も参考にしながら、本市でもこの生涯学習を進めていっていただきたいというふう

に思います。その推進する上でも、社会教育主事の役割は大きいものがあると思います。本市

における社会教育主事の必要性についてお聞きをします。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

ご答弁申し上げます。■生涯学習課長（戸田裕介）

先ほど説明させてもらいましたように、市のほうも推進かなりしております。現状では、配

置された職員で、最大限に生涯学習、地域文化の振興のための施策を企画し、市民に展開して

いるところでございます。現状にさらに社会教育主事の配置があれば、市が企画する施策につ



- 187 -

いて、これまでにない視点でアドバイスや意見をもらうことができ、質の高い生涯学習を展開

できる可能性はあるものと考えております。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

分かりました。■13番（谷田道子）

それで、社会教育主事の配置ですよね、本当に質の高いものが展開できるという答弁でもあ

りましたが、その配置基準はどのようになっていますか。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

ご答弁申し上げます。■生涯学習課長（戸田裕介）

配置の基準でございますが、社会教育主事につきましては、社会教育法第９条の２で、都道

府県及び市町村の教育委員会の事務局に社会教育主事を置くと規定されております。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

社会教育主事を置かなければならないという理解でいいですか。■13番（谷田道子）

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

そのとおりでございます。■生涯学習課長（戸田裕介）

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

本市では、社会教育主事が配置されていませんが、地域活動への影響に■13番（谷田道子）

ついてお伺いをいたします。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

ご答弁いたします。■生涯学習課長（戸田裕介）

先ほども申し上げましたとおり、現状で最大限に施策展開をできているとは考えております

が、社会教育主事の配置がないことで、現状では気づかない新たな視点が与えられていない可

能性があるということは言えるかもしれません。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

全国的事例では、地域協力隊の力を借りて展開をされている事例があり■13番（谷田道子）

ました。配置された場合、地域活動への効果、生涯学習の可能性、どういった可能性が開かれ

ていくのか、お伺いをいたします。

戸田生涯学習課長。■副議長（上岡真一）

協力隊等の活用による新たな考え方があるかどうかという質問■生涯学習課長（戸田裕介）

に対してお答えいたします。

社会教育法で必置の条件は、既に規定されているところでございますが、現状、設置はでき

てない状況でございます。この件につきまして、県のほうに聞き取りをいたしました。現在、
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県のほうで社会教育主事の配置があるかないかという部分については、任命がある分について

は１件だそうでございます。あと職員で資格を持つ者がいるということについては、34市町村

中の18市町村ということを聞いております。全市町村が、足並みがそろった状態ではないとこ

ろでございます。このように、また特に県から教員等で派遣された実績もないということでご

ざいます。今後、議員おっしゃられますとおり、社会教育主事を配置もしできるのであれば、

そのような人材を活用して、新たに生涯学習の展開を図っていくということについては、非常

に前向きな施策が展開ができるんではないかというふうに考えます。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

高知県の室戸市では、社会教育、地域協力隊の力を借りて実際に行われ■13番（谷田道子）

ています。室戸市の協力隊の募集要項では、ダイナミックな自然環境と温かい地域社会が広が

る高知県室戸市で、地域の未来をつくる仕事をしませんか。室戸市では、地域課題の解決と地

域経済の発展を共に担っていただける地域おこし協力隊を募集していますということで募集が

かかっていました。

それから、岡山県です。久米南町という中央部のところですけど、そこでは地域おこし協力

隊が、生涯学習コーディネーターを募集していました。

そういった形で、地域おこし協力隊のそういったミッションとして、生涯学習を位置づけて、

展開していくということは、非常に有効な手だてだと思うし、しまんとぴあを拠点にしながら、

人が集まって、集っていきながら、そして地域の課題解決にもつなげていける、そういう生涯

学習コーディネーターというような形で進んでいければ、また新たなつながりができますし、

広がりが出てくるんじゃないかというふうに考えます。

それで、本市でも、今年ですかね、四万十市総合計画が策定されることになると思います、

新市長の下で。生涯学習の推進を施策の中に落とし込んで、そして推進計画も立てて、落とし

込んでいっていただきたいというふうに考えていますが、どなたに答弁を求めたらいいでしょ

うか。

中平市長。■副議長（上岡真一）

今ほど谷田議員のご質問聞いておりまして、特に室戸市なんかについて■市長（中平正宏）

は、すごい前向きな形で、地域おこし協力隊ですかね、それも公募しているようでございます

し、また新しい市長の下で、総合計画をつくってまいりますので、今ほど言われたような形の

まま、しっかりと引き継いだ中で進めていきたいと考えております。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

ありがとうございました。ぜひ進めていっていただきたいというふうに■13番（谷田道子）

思いますし、新市長の下で、６月議会か９月議会でまた質問させていただきたいと思います。

最後の項目になります。
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能登半島地震を教訓に、対策の見直しをについてです。最後じゃないですね、すみません。

昨年１月に発生した能登半島地震では、沿岸部の活断層が長さ150㎞にわたって連鎖的に動

き、大きな被害が生じました。土砂崩れや地盤の隆起、地割れ等で各地の道路が寸断され、孤

立した地域が発生し、支援や復旧が遅れたことが今後の大きな課題となってまいりました。い

まだに不便な生活が続いています。

この教訓を踏まえて、全国でこれまでの避難計画や防災計画の見直し、強化が行われていま

す。本市でも、対策の見直しが行われているのではないかと思います。他の自治体では、様々

に取組がありました。道路が寸断された場合、空路で支援ができないかとか、ドローンを使っ

て様々な場面で活用できないかとか、様々な取組もあるようです。本市でも、能登半島を教訓

にした避難計画や防災対策等の改善点の洗い出しも行っていると思いますが、現在全体の取組

状況についてお伺いをいたします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

能登半島地震を教訓にしました本年度の対策としましては、地震・火災対策や揺れに対する

対策を強化するため、家具転倒防止対策事業に感震ブレーカーや飛散防止フィルムを対象メ

ニューに加えまして、補助金の上限を増額し、10月から事業の拡充をしておるところでござい

ます。

それから、能登半島地震後、耐震診断の問合せ等が増えてきましたので、補正によりまして

それの増額、耐震化事業の予算の増額をしているところでございます。

そのほか、１月には、職員の災害対応能力の向上等を目的に、初動期対応訓練を４年ぶりに

実施しました。久しぶりの訓練であったこと、現在の地震防災課の職員は初めて行う訓練で

あったことなどから、多くの課題が浮き彫りになりましたけれども、今後訓練内容や初動マ

ニュアルなどの検証を行いながら、発災時の初動対応の習熟を図りたいと考えているところで

ございます。

また、能登半島地震を受けての対応ではございませんが、昨年８月に南海トラフ臨時情報の

発表を受けまして、初めて職員の配備体制をしきましたが、状況に合わないことも多くあり、

国の方針も先日一定示されたことから、まずは来年度当初に職員初動マニュアルの見直しを行

い、その後、南海トラフ臨時情報に係る防災対応指針のほうを見直しを行う予定としておりま

す。

その他、各種計画は、国や県の防災基本計画が修正されておりますので、今月開催する予定

となっております本市の防災会議において、地域防災計画を改定する予定となっているとこで

ございます。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）
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取組の状況は分かりました。■13番（谷田道子）

それで、私が心配するのは、備蓄のことなんです。国は、今後自治体に対して、備蓄の状況

を１年に１度公表するように義務づける方針だというふうにお聞きをしていますが、四万十市

の食料備蓄の現状、どんなふうになっているのか、お聞きをします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

食料備蓄の整備の状況についてお答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

まず、食料備蓄の考え方ですけども、県の備蓄方針に基づきまして整備を行っているところ

でございます。

備蓄方針では、外部からの支援開始が４日目以降となることを踏まえまして、最低３日分の

食料を備蓄すること、可能であれば１週間の食料を備蓄することとしています。この間の食料

備蓄は、個人備蓄とされておりますけども、被災状況により、やむを得ず物資が不足するもの

に対しまして、市の公的備蓄は１日分、流通備蓄は２日分で対応することとされております。

このことを踏まえまして、四万十市では、県の備蓄方針から余裕を持たせまして、避難想定

者数の２日分の食料を備蓄しているところでございます。

市の備蓄品で賞味期限の迫った食料は、毎年地区の訓練等で使用していただき、新規購入を

しながら、ローリングストックを行っております。

今後の取組としましても、これまでどおり、自らの身の安全は自ら守るという防災の基本に

のっとり、個人備蓄の推進を基本に、周知啓発を行うとともに、公的備蓄におきましても、偏

りが出ないよう、食料の種類などを考慮しながら、継続して整備を行ってまいりたいと思いま

す。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

高知市では、国の南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関す■13番（谷田道子）

る計画、高知県備蓄方針を踏まえて、南海トラフ発生後、外部からの救援物資が届くまでの間

に必要とされる食料、その他物資について、高知市備蓄計画を策定しています。その備蓄体制

をホームページで公開しています。高知市の指定避難所277か所の公的配備の備蓄の配備状況

ですね、それを一覧表にしてホームページで掲載しているわけですけど、私がそれを見てみる

と、避難場所・面積・可能人数、それから感染症があった場合の人数、アルファ米・ゼリー・

飲料水・ミルク・哺乳瓶・紙おむつ、これは子供用・大人用、生理用品・毛布・簡易トイレ・

トイレットペーパーというのが一覧表でずっと出てきています。そういった形で、市民の方も

備蓄状況が分かるような、そういう対応はできないでしょうか、そのことについてお伺いをし

ます。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）
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すみません、聞き取りのときに、高知市の状況のことをよく聞き取ってなかったので、前

もって調べることはできておりませんが、今までも公的の備蓄のほうのどれぐらいあるかとい

うことを出してくれないかというようなご意見が数件あったことはあります。その中で、地震

防災課としましても、事細かいことを全部公に示していくかというところについては、少し

迷っているところがございます。現在、当然地震防災課の中では、備蓄状況一覧のほうはござ

いますし、更新も必要ですけど、避難所の台帳なんかもございます。いま一度、高知市の状況

や近隣では公表しているところはないと自分では認知しているんですけども、そういうとこも

含めまして、精査をさせていただければと思います。

また、来年は、事前復興まちづくり計画などもありますし、現在数々の計画のほうの見直し

や横展開した場合の整合性なんかについても検証するような時期になってきております。地震

防災課の職員も少ない人数でやっておりますので、優先順位を考えながら、どういうふうな備

蓄の公表ができるかということは考えていかさせていただけたらと思っています。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

ありがとうございます。■13番（谷田道子）

高知市のは言ってなかったでしょうか。ぜひそういう事例も参考にしながら、市民の中には、

どういう物がどういうふうにあるのかということを住民懇談会の中でも疑問として上げられて

いますので、ホームページなどで公表していただけたら、公表できる範囲で、逐一じゃなくて

も、全体がこの避難所に行けばこういう物があるということでお知らせしていただきたいと思

います。

そしたら、次、最後の質問に移ります。

住環境の改善についてです。

近年、地球温暖化に伴って、気候状況が大きく変化しています。異常気象によって、以前で

は想像できなかったような風水災害、全国各地で毎年のように発生しています。

そこで、各自治体で取組が行われている内容なんですけど、土佐市では、あなたの家、大丈

夫ですかということで、こういうふうに書かれていました。令和元年９月の房総半島の台風で

は、瓦屋根の被害が多く住宅で発生して、修理を業者に依頼してもすぐには対応できず、長期

間屋根にブルーシートがかけられたままになり、中には雨漏りをしてしまうケースがあったよ

うです。そうした中で、令和４年１月以降、建築時に対して、瓦屋根について強風対策を講じ

ることが国のほうで決まりました。建築基準法で改正されました。建築基準法の改正内容につ

いて、どういう内容になっているのか、お聞きをいたします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えいたします。■地震防災課長（遠近由幸）

屋根瓦の強風対策につきましては、建築基準法の告示基準の改正によりまして、令和４年１
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月より、建築物を新築等する場合には、屋根瓦全てにおいて緊結、緊結とは固定することなん

ですが、緊結が義務化されました。これは、令和元年の房総半島台風で住宅の瓦など多くの屋

根材が飛ばされたことなどの被害を受けたことにより、対策が強化されたものでございます。

改正内容としましては、軒・けらばの端部から２枚までの瓦、棟は１枚置きの瓦において緊

結していたものを、軒・けらば・むね・平部の全ての瓦において、ねじや複数のくぎ等により

緊結することになっております。これらの強化をすることにより、強風により屋根瓦の脱落等

を最小限に抑えることができるものです。簡単に言えば、一部瓦を止めていたものを、全ての

瓦を固定しなさいというふうな改正であると思います。

以上です。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

この改正に伴って、県のほうでも住宅耐震化促進事業の中のところに瓦■13番（谷田道子）

屋根診断費補助事業と瓦屋根改修費補助事業を追加して予算化しています。その予算化に基づ

いて、芸西村やそれから仁淀町・越知町・佐川町・土佐市でも市の独自の補助が展開されてい

るようです。本市でも、こういったことの必要性についてどのように担当課としてはお考えか、

お聞きをします。

遠近地震防災課長。■副議長（上岡真一）

お答えします。■地震防災課長（遠近由幸）

瓦屋根の補助事業は別としましても、瓦屋根の強風対策は、防災面からも必要性はあると考

えているところでございます。

以上でございます。

谷田道子議員。■副議長（上岡真一）

県の補助メニューと合わせて市独自でも、市は土佐市だけしかやられて■13番（谷田道子）

ないようですけど、市独自でもメニューを入れていただけるようにお願いをいたしまして、私

の全ての質問を終わります。ありがとうございました。

以上で谷田道子議員の質問を終わります。■副議長（上岡真一）

15時25分まで休憩いたします。

午後３時12分 休憩

午後３時25分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、川村真生議員。

市民クラブの川村真生でございます。■２番（川村真生）

議長よりお許しをいただきましたので、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。

それでは、最初に、保育行政についてご質問をしていきます。
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まずは、保育業務のＩＣＴ化についてであります。

令和５年６月定例会におきまして、保育所の日常業務の負担軽減策として、ＩＣＴの活用に

ついて一般質問させていただきました。担当課からは、国のＩＣＴ化に関する補助金の活用を

検討しつつ、朝の登所時の出欠管理、保育士の書類作成や保護者からの欠席連絡など、保育所

と保護者の双方の負担が軽減できるよう、保育所における業務を総合的に支援するシステムの

導入の可能性につきまして検討していきたいとのご答弁をいただいておりましたので、現状の

確認と今後の方針についてお聞きをしていきたいと思います。

まずは、今導入しております保護者への連絡ツールである安心メールでございますが、利用

者である私個人の意見としまして、必要な情報をスマホでいつでも閲覧できるようになったこ

とに加えまして、紙による配布が少なくなったことにより、家庭でのごみの削減等にもつな

がったものと考えておりますが、一番大きな理由は、保育所からいただく資料の中には、正直

捨てにくいような資料もあったりするので、それをスマホで閲覧できるようになったのは、個

人的に助かっております。この安心メールにつきまして、発信者側であります保育士の様々な

日常業務の一つとしまして、業務負担の軽減につながっているものであるのか、まずはお伺い

をしたいと思います。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、発信者側の業務負担軽減について答弁させていた■子育て支援課長（中脇弘樹）

だきます。

安心メールより保育所からのお知らせを電子的に保護者にお送りすることになりましたので、

保育士の印刷の手間や配布準備等について軽減できておるところにつきましては言うまでもご

ざいません。

また、以前は緊急のお知らせがあった場合は、電話による連絡網で各担任が保護者に連絡し

ておりましたが、こちらも安心メールにて保育所から一括で連絡するようになったため、保育

士・保護者双方の負担軽減になっていると考えております。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。それは私も実感をしておるところであります。ありがと■２番（川村真生）

うございます。

それでは次に、安心メールの保護者利用率についてお聞きをしていきたいと思います。

実際に保護者の中には、このアプリの存在を知らない方も実際おりまして、私と話していて

初めて知った保護者の方もおりました。せっかくのこういった連絡ツールでありますので、

100％までとは言いませんけれども、より多くの保護者の方に活用していただければと考えて

おります。各保育所ごとのＱＲコードがありまして、それを保護者が使用しているスマホで読

み取ることでこのアプリを使用できるようになりますので、利用率の把握は多分できているも
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のと考えておりますけれども、この安心メールの保護者利用率につきまして、本市で把握して

いるのかどうかをお伺いいたします。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

安心メールにつきましては、児童の保護者のうち、少なくと■子育て支援課長（中脇弘樹）

も１名は登録をしていただくようにお願いをしているところでございます。しかしながら、複

数の児童に１名の保護者が登録していたり、１名の児童に複数の保護者が登録したりしている

ケースがありますため、正確な利用率の算出はちょっと難しいところがございます。ただ、現

場の感覚的に、新入園児が一定落ち着く５月ぐらいまでには、９割以上の家庭が登録されてい

る状況にあるというふうに考えているところでございます。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。よく理解できました。把握はなかなか難しいですが、■２番（川村真生）

徐々に慣れていかれるということのように感じました。ありがとうございます。

それでは、今後の取組についてお聞きをしていきたいと思います。

前回の一般質問から１年９か月たちましたが、その間に2024年度から保育士の配置基準が見

直され、保育士１人が担当する４、５歳児の人数は30人から25人になり、３歳児の人数も20人

から15人となりまして、保育の質を担保する意味でも喜ばしい見直しでありますが、一方で、

人材不足などの実情を考慮しまして、経過措置として当面の間は従来の基準での運営を認めて

いるものと記憶をしております。

それに加えまして、次の質問にもつながってくるのですが、今後はグローバル化の影響です

とか、保護者ニーズの多様化もありまして、今後さらに保育士の業務負担が増えていくのでは

と懸念もしております。

先ほど安心メールを利用することによって、保育所の業務負担につながっているとお聞きし

ておりますけれども、さらにこのＩＣＴを活用しまして、保育士の業務効率化や負担軽減を進

めていくことで、保育の質の向上、そして一番には保護者がさらに安心して保育所に預けられ

るよう、担当課には頑張っていただきたいと考えております。本市の今後の考え方や意気込み

もお伺いしたいと思いますので、ぜひとも前向きなご答弁をいただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、保育支援システムを利用した保育所の業務のＩＣ■子育て支援課長（中脇弘樹）

Ｔ化でございますが、こちらもう既に全国的にも広がっておりまして、市内の民間保育所では

既に導入をしているところもございます。

本市においては、今年度保育支援システムを提供している複数の業者から聞き取りや保育士

を交えたシステムの説明会を開催しまして、公立保育所においても令和７年度に試験導入を既

に予定をしているところでございます。現在の安心メールは、一方的にお知らせを送るだけで
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ございますが、導入する保育支援システムの機能によっては、お知らせ以外に保護者からの欠

席の連絡や写真販売のオンライン注文の機能を備えたものがあり、これらの機能を持った保育

支援システムが、業務改善効果が高いであろうということで導入を考えているところでござい

ます。

保育支援システムには、そのほかにも様々な機能がございますので、保育の指導計画やお知

らせの簡略化、出欠票や連絡帳の電子化、こういったところについても、お知らせ連絡機能以

外の機能についても、保育現場における業務軽減の観点から導入の検討を進めてまいりたいと

考えているところでございます。

導入に際しては、保育士からの意見集約を行い、必要な機能を精査した上で、必要経費を令

和８年度以降に予算計上させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたし

ます。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。前回の一般質問でも確認させていただいて、令和７年度■２番（川村真生）

から試験導入ということで前にすごく進んでいるのかなと思っております。順調に進んでいる

ようで、大変うれしく思っております。

教職員の働き方改革とかっていうところは、よく耳にするんですけれども、保育士の働き方

改革というところがあまりスポットライトが当たってないように私の中で感じておりました。

本市の公立保育所の職員も、まあ満足がいくレベルで正直配置ができてない状況下だと思いま

すので、このＩＣＴ化によりまして、この四万十市で保育士をしてみたいという方が一人でも

増えることを期待しまして、次の質問のほうに移らせていただきたいと思います。

次に、保育所における外国人の子供の対応についてご質問をいたします。

現在、私のほうで把握している中で、市内のとある保育所に外国人の子供が入所しているこ

とを承知をしておりますので、その状況や今後の想定という話もあるかと思いますが、仮に過

去でも実際にこういった事例があるよということがありましたら、それを踏まえましてご答弁

をいただければ幸いでございます。

当然、日本人の子供でありましても、発達には当然差がございます。上手に日本語を話せな

い子供もおりますので、そういったことに対しまして似たような対応にはなってくるかもしれ

ませんけれども、確認をしてみないと分からないということでありますので、単刀直入に、日

本語が話せない外国人の子供に対しまして、現状保育士がどのような対応をしているのか、そ

のあたりお伺いをいたします。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

外国籍乳幼児の受入れにつきましては、日本語を話せるか否■子育て支援課長（中脇弘樹）

かにかかわらず行っているところでございます。担当する保育士については、コミュニケー

ションの手段として、これは日本語ができない乳幼児も同じですが、絵や身ぶりで伝えたり、
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伝わりづらい場合には、園内のパソコンやスマートフォンにてインターネットやアプリを活用

し、英語など該当児童が分かる言語で対応しているところでございます。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。そのようなことだとは想定はしておりましたが、それを■２番（川村真生）

踏まえて次の質問に移りたいと思います。

言語の件も当然そうなんですけれども、まだ幼い子供たちが、保育所に多く通っております

けれども、外国人と触れ合うことが、非常に少ないのかなと感じておりまして、多少の戸惑い

を感じている子供もいるのではないかなと思います、最初の段階かもしれませんけれども。実

際、私の親戚に外国人と結婚した親戚が何名かおりまして、当然その子供ですので、ハーフの

子なんですけれども、帰省したときに一緒に水族館とか行ったりとかバーベキューしたことが

ありました。その中で、最初やはりハーフなんでちょっと日本人のエッセンスあるんですけれ

ども、やはり顔が違うというとこで、最初戸惑いをちょっと感じたのを記憶しております。そ

の子はハーフなんで、日本語も多少しゃべれるんですけど、まずはちょっと見た目でというと

ころでそういった戸惑いがあったのかもしれません。このように、それでも時間がたてば仲よ

くは正直なっていきました。一緒におもちゃで遊んだりとか、テレビ見たりしてるのも記憶に

新しいところです。なので、子供には大人にない柔軟な感性というものが多分備わっているの

かなと思っておりますので、私が心配するようなことでもないのかもしれませんけれども、

やっぱり円滑に子供同士がコミュニケーションを取るようにするには、保育士のフォローとい

うものも必要であるのではないかと考えておりますので、子供同士のコミュニケーションに対

しまして、保育士の現状の対応についてお伺いをいたします。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

子供同士のコミュニケーションにつきましては、これは川村■子育て支援課長（中脇弘樹）

議員もおっしゃるとおり、日本人同士であっても同様なのですが、関わりたい気持ちの強い子

供が、お互いに身ぶり手ぶりで関わることでコミュニケーションが始まるものでございます。

そこで、保育士としては、子供同士のコミュニケーションに介入するというよりは、多様性

について子供たちに正しく理解できるような保育に努めて、入り口の段階でそういったところ

を理解できるような保育に努めているような状況でございます。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

保育士の対応ということには分かりました。聞いた話ですと、私が把握■２番（川村真生）

している子は、日本語当初しゃべれなかったんですけど、おはようございますと言って来るよ

うになったとも聞いております。多分子供たちのそういった自由な関わり合いでうまくいって

いるのだと思います。それは、子供の力だと思います。対応については分かりました。
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それでは次に、保護者とのコミュニケーションに対してのご質問に移らせていただきます。

日本で働く、そして住むという時点で、外国人の保護者が日本語を話せないということはな

いとは考えてはおります。その中にあっても、日本語があまり上手じゃない方というのもい

らっしゃるかもしれません。そのような場合においても、保育士は保育所内での子供の様子で

あったり、保育所であったことなどを口頭や連絡帳を通じて生活の在り方を保護者に伝える作

業が発生するかと思います。口頭で伝える場合には、現代においては翻訳ツール等も活用でき

るかと思いますが、この外国人の保護者とのコミュニケーションに対しまして、保育士の対応

の現状といいますか、考え方といいますか、そういったところについてお伺いしたいと思いま

す。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

保育所としては、入所前に保護者に来訪していただき、配慮■子育て支援課長（中脇弘樹）

が必要な事項について確認を取らさせていただいているところです。この際、保護者によって

は、話すのが大丈夫でも、文字でのやり取りが難しい場合、こういった場合がございますが、

インターネットやアプリを活用してのやり取りを行っているところでございます。

また、必要に応じて、市の国際交流員にも通訳等でご協力をいただいているところでござい

ます。

今質問の中に、連絡帳等々の日々のコミュニケーションのお話がありました。すみません、

最初の段階でのことにつきましては答弁を用意しておりましたが、日々のコミュニケーション

のことについては、また改めて確認をさせていただきたいと思います。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。すみません、通告の段階でうまくお伝えできてなかった■２番（川村真生）

ら、すみません、こちらも大変失礼をいたしました。

入所前の段階で配慮があるということは確認できましたので、また連絡帳等の段階は、また

今後の確認事項とさせていただきたいと思っております。すみません、ありがとうございます。

それでは、次の質問のほうにまた移らせていただきますけれども、以前国内の法律案件に関

わる質問事項で、外国人材の育成、就労の関わる一般質問をいたしました。その中で、賃金面

における日本の国際競争力が低下をということもありまして、実際に外国人材が日本に来ても

らえる環境下にあるのかというお話もさせていただきましたが、その一方で、日本というすば

らしい文化やブランド力というものはまだあると私は思っておりますので、今後外国人の方が、

日本の、それも地方で暮らしていきたいという方がいても不思議ではないのかなと思っており

ます。そういった方を受け入れていくには、入所前に配慮がされていくということもありまし

たけれども、やはり宗教的なところも受け入れたりだとか、そういった体制も一定必要になっ

てくる可能性があると感じておりまして、それが文化であったりですとか、食事、給食の配慮

であったりするのではないかと今の時点で考えております。日本に住むにおいては、やはり受
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け入れるにしても、日本のルールがあって、一定毅然とした態度も取らなければならない場合

もあるでしょうけれども、食事面で言えば、宗教上の壁によりまして、給食で対応できない場

合はお弁当を入所前の判断でお願いするだとか、そういった判断にもなってくるかもしれませ

んけれども、このような宗教、特に文化や食事の壁に対しまして、現時点での対応についてど

うお考えか、そのあたりお伺いをいたしたいと思います。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

先ほどの答弁でも申し上げました入所時に保護者との聞き取■子育て支援課長（中脇弘樹）

り、お話合いをするというお話をさせていただきましたが、その聞き取りの中で、当然文化的

な配慮やアレルギーや宗教的な部分で食べられない物などの確認等も取るようにさせていただ

いております。

なお、こういった家庭において配慮が必要な事項というのは、外国人だけの話ではございま

せん。保育所は、必要に応じて、各家庭に配慮事項を聞き取っておりますので、その流れと同

様に、外国籍の方の抱える配慮事項等を切り取らせていただいているものでございます。

こういった情報を基に、給食等であれば、事情も考えて、安易に家庭の弁当対応というよう

なことはせず、可能な限り、給食で対応できるよう、現場職員だけでなく、子育て支援課に配

置した栄養士も入って対策をしているところでございます。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。日本人でも同等で、なるべく日本人扱いではないですけ■２番（川村真生）

れども、それに近いような対応をされているということでございました。

それでは、それを踏まえて最後に確認をしていきたいと思います。

今後、外国人の子供が増えることを想定した場合、仮の話になりますが、どのような対応策

を考えているかについてお聞きをしたいと思います。

先ほどから現段階での対応ですとか、そういったところをご答弁をいただきました。今後の

想定という仮の話の質問になるので、まだ具体的な話だとかが現時点では検討できていないの

かもしれませんけれども、やはり外国人の子供が増えた場合において、特別な対応が必要と判

断された場合に、特別に保育士を配置をする必要があるですとか、そういったことによりまし

て、保育士の不足等が懸念される可能性もあるのではないかと考えているところではあります

が、細かいことではなくても結構ですので、全体的な方針といいますか、今後の本市の考え方

といいますか、現時点での考えにつきましてそのあたりについてお伺いをしたいと思います。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、現在の対応と将来の展望といいますか、考え方に■子育て支援課長（中脇弘樹）

ついてお答えさせていただきます。

保育所が外国籍乳幼児を対象に、日本語の学習といったような特別な対応を取ることは難し
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いというふうに考えております。日本語の授業というか、保育ですので、日本語を教えるとい

うことはなかなか難しいんですが、目で見て分かる説明資料やＩＣＴを活用したコミュニケー

ションなど、必要な保育を受けられる対応を今後様々な周辺環境の整備もしながら考えていき

たいというふうには考えております。

また、家庭環境についても、可能な限り理解することが必要であり、保育所に家庭支援保育

士を配置し、家庭への支援を行いながら、保育所に通えるような対応を既に行っておりますが、

こちらも外国人向けに対しても同じような対応を行いたいというふうに考えております。

なお、外国人の家庭ゆえの特別な対応が必要な場合というのも考えられますが、日本人家庭

であっても、支援が必要な家庭はございます。重ねてこのため家庭に対する支援については、

国籍等で判断するのではなく、支援が必要な内容について、可能な範囲で対策を現在もしてい

るところです。この２月より実際に外国籍児童の受入れを開始したことにより、少しずつノウ

ハウが蓄積されてきているところでございます。このノウハウを記録して、ナレッジとさせて

いただきまして、外国籍乳幼児が増えるような状況になった場合も、このナレッジを活用する

ことができれば対応策になり得ると考えているところでございます。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。あくまでも仮の話でありますので、現時点でのお考えと■２番（川村真生）

いうことについては分かりました。仮とは言いながらでも、このようにやはり想定をしておい

たほうが、実際に対応するのは現場で働く保育士でありますので、その人たちが困らないよう

に、仮定の話であってもある程度想定はしていただければいいかなと思いますので、一つの備

えとしまして、今後も検討のほうよろしくお願いをいたします。

それでは、次の質問に移りまして、遊休施設の利活用についてご質問をしていきます。

旧中医学研究所の利活用ということについてのご質問になります。

この話に関しましては、整備方針が決まる前から、個人的には担当課と屋内遊園地の具体的

な整備等につきましては窓口等でもいろんな話をさせていただきました。そういった中でも、

本日の午前中、一発目に寺尾議員のほうからも、この屋内遊園地の適地についてのご質問があ

りました。私が言いたかった質問を結構さきに言っていただいて、今頭の中でもくるくる回り

ながらやっているんですけれども、私のほうからは、少し角度を変えた質問をしていきたいと

思っておりますので、よければ私と寺尾議員からの意見を踏まえて、よりよい方向に向かって

いただけるようにお願いをしたいと思います。

私も通告の段階で、この現状についてというところと、高知大学の兼ね合いというところ、

また別の候補地の想定というところを質問項目予定でしたが、先ほど言いましたように、おお

むね確認をしていただけたものと理解をしておりますが、午前中の答弁を見てお聞きをする中

で、いろいろと考えてはいたんですが、やはり現状としては、駐車場の確保、高知大学、これ
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は課題ではないですけれども、そういったところが諸課題と認識があるということでありまし

た。また、高知大学の件が本格型になれば、２階の一部以外にも広がる可能性があるというご

答弁もございました。ですので、私が質問しようと思いました現状についてというところに関

しては了解をいたしましたが、高知大学が入るということに関して、答弁を聞いておりますと、

高知大学の動き次第というか、本格型に移行するか否か、これは全然我々は分からないという

段階ではあるんですが、高知大学の動きが確定するまでは、施設の整備が行われないんじゃな

いかなというふうに私のほうは捉えました。私のほうとしましても、高知大学との兼ね合いと

いう点において、やはり高知大学にとっても使い勝手が悪い旧中医学研究所になってはいけな

いですし、また施設整備をするにしましても、やはり施設が不十分なような整備になっては、

予算もかかる中ですので、私は困ると思っておりました。ですので、整備の今後の方針といい

ますか、高知大学の動きが完全に決まった後になるのか、そのあたりは現時点でのお考えとし

てあるのか、そのあたりお伺いできますか。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

有効活用を検討する立場からお答えいたします。■企画広報課長（武田安仁）

大学の方針が決まってから具体の検討を行うのかというご趣旨であったかと思いますけれど

も、今ほどの議員のご質問の中にもありましたように、今の構想がよりよいものになるように、

最終的には判断する必要があると思います。そういう中で、先ほど寺尾議員からのご質問でお

答えしたとおりなんですけれども、今の課題としては駐車場というものがありまして、もう一

つ、しまんと海藻エコイノベーション共創拠点のプロジェクトの動向というものがあります。

それが、次のフェーズに移行できるかどうか、判断できるまでの間も、子育て交流施設の方針

というものは、１階で整備するという方針はまだありますので、必要な情報収集は引き続いて

行うことと、あと駐車場の今の課題についても検討は引き続いて行っていきます。その高知大

学の動きというものが一定見えてまいりましたら、その時点で高知大学のほうの利用計画と子

育て支援課のほうの利用計画を突き合わせまして、それぞれのよい方向性をその時点で適切に

判断したいと、今のところ考えているところでございます。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。高知大学が決まる前にも当然検討していくというお話で■２番（川村真生）

した。その件については分かりました。ありがとうございました。

私のほうから、別候補地の想定というお話の一般質問、通告の段階でやらせていただきまし

た。そうした中で、今回寺尾議員のほうから、トンボ公園のところと児童館というところでご

提案があって、午前中の答弁の中から、このいずれの案も理解ができるという形で子育て支援

課長から答弁もあったかのように思います。また、場合によっては、旧中医学研究所から屋内

公園の場所、可能性もあるということにも言及があったかと思います。私は、そういった柔軟
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な考えは全然あっていいと私は思っております。ですので、それを踏まえまして、私は実際、

確かに私が耳にする中にでも、市内中心部の整備が望ましいんじゃないかという声も聞いてお

ります。ですが、こちらは小学校低学年ぐらいまでになるかと思いますけれども、皆様ご承知

のとおり、市内中心部の商業施設内に子育て支援団体であるカドルファミリーが運営するとこ

とこがあります。そういった関係もございますので、そこの施設整備の立地場所や施設整備の

概要等の詳細につきましては、私はこの子育て支援団体とも連携した上で、最終的な整備の方

針を決定するべきではないかと考えております。旧中医学のメリットもあるかとは思います。

それは子育て支援課長からの答弁もありましたけれども、西南大規模公園の下田地区のところ

には、下田公園、これかなり人気がある施設ですし、実際にありましたけれども、暑くなった

らそこ遊具使えなくなるんですけれども、滑り台等がすごく高熱になって、そういったクーリ

ングシェルターだとか、雨が急に降ってきたときに使えるという案で、一定下田につくるとい

うのも一つの案だとは思います。そういった意味も踏まえまして、子育て支援団体とやっても

らいたいということでありますけれども、子育て支援団体は、自分たちで行う様々なイベント

を通じまして、多くの子供たちと関わっております。どのようなイベントが子供に喜ばれた、

このイベントについては今回ちょっとあまり喜ばれなかった等の子供が喜ぶノウハウの蓄積が

ありますし、やはりイベントを通じて保護者からの意見や子供側の視点を持っております。な

ので、施設整備の面において、このような団体と連携することによっていただける意見は、大

変貴重で重要なものであるのではないかと考えております。また、施設整備するに当たっても、

放課後児童クラブに入れなかった子供の受皿として屋内遊園地を利用してもらったり、ふだん

は放課後児童クラブを必要としないが、夏休みのような長期期間中に放課後児童クラブの利用

が必要な保護者のニーズにも対応できるのではとのご意見も頂戴しておりますので、現行の

サービスのプラスアルファの政策展開も期待できるものと感じております。確かに、この遊休

施設の利活用については、様々今でも双方で検討をしていくということで、検討委員会のメン

バーで決定をされて、今のとこ旧中医学研究所での整備を行うという方針は確かに決まってあ

るんですけれども、別の候補地でも検討の余地があるというお話だったかと思いますので、こ

れはやはり今の状況に応じた柔軟な対応が必要であるかと考えております。成人式でも、新成

人の代表の方が、変化に柔軟に対応するとおっしゃっておりました。私それに強い共感を覚え

ております。今がそれの分岐点なのかなと私感じております。ですので、施設整備に関しまし

て、これ私も正直気持ちが入っている案件で、すみません、長くなったんですけれども、この

ように子育て支援団体と連携した上で、最終的な整備の方針等を決めていただけないかという

ことになりますが、本市としてのお考えをお伺いします。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

子育て支援団体との連携という点で答弁をさせていただきた■子育て支援課長（中脇弘樹）

いと思います。
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子供施策に関する事業につきましては、子供に関わる事業の代表者や学識経験者、子育て当

事者の代表者によって組織された専門性の高い子ども・子育て会議に諮り、方針を決定すると

ともに、事業の実施内容の評価・検証を現在行っていただいているところでございます。

この子育て交流施設の整備に関しましても、その都度、子ども・子育て会議に報告を行い、

協議していただくように図ることで、専門的な意見を取り入れた事業推進となるよう努めてま

いります。

また、今議員からご提案いただきました子育て支援団体の皆様と連携した取組につきまして

も、これらの団体は既に市内で子育て支援に関わっていただいている、取り組んでいただいて

いる団体でございますので、施設の方向性を決定する際には、ぜひとも意見交換の場を持ち、

ご意見をいただけるように取り組みたいと思っておりますし、子育て当事者である保護者の皆

様や利用してもらうことになる子供たちからも意見を聞き、施設の設備や運営方法に子供の意

見、こういった専門家の意見が反映できるように取り組んでまいりたいと考えるところでござ

います。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。前向きなご答弁をいただけたのではないかなと■２番（川村真生）

思っております。様々な子供の施策をやっている中で、大変多分お忙しいとは思いますけれど

も、ぜひとも子育て支援団体等の意見、あとは保護者からの意見聴取等も含めまして、この屋

内遊園地、旧中医学になるのか、別の候補地になるのかはまだ現段階では分かりませんけれど

も、やるならばすばらしい施設になるように、様々検討を重ねた上で整備方針を進めていただ

きたいと思いますので、ぜひともよろしくお願いいたします。

それでは、次の質問に移らせていただきます。

教育行政についてご質問をいたします。

令和５年６月定例会に引き続きまして、校区外の学校への入学状況についてお伺いをしてい

きます。

今回の質問は、小学校が対象でありまして、中学校は対象外であることをあらかじめ申し上

げておきます。また、この校区外の入学に関しましては、前回の一般質問でご答弁をいただい

たとおり、教育上の特例措置はなく、教育委員会で認めております12の項目の中において、申

請理由が適切と認められているものについて許可されているものということを私自身が理解を

した上でご質問をしていきたいと思います。

それでは、初めに、今年度の中村小学校・中村南小学校・具同小学校・東山小学校への校区

外入学生の人数を教えてください。また、よろしければ、その合計の人数も併せてお願いいた

します。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）



- 203 -

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

令和６年度に新小学校１年生になられました児童のうち、指定学校の変更を認めた児童は合

計で36名でございます。その内訳を申しますと、中村小学校に入学された児童が25名、中村南

小学校が２名、具同小学校が１名、東山小学校が３名、そのほかの学校が５名となっておりま

す。

以上でございます。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

具体的な数字をありがとうございます。中村小学校が圧倒的ということ■２番（川村真生）

が分かりました。

それでは、引き続きお聞きをしていきますが、現時点での数字で構いません。来年度小学校

へ入学する校区外入学生、これ全体の数字で構いませんので、人数見込みにつきまして教えて

ください。よろしくお願いします。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

令和７年度に新小学校１年生になられる児童のうち、現時点で指定学校の変更を認めている

児童は、合計で現在のところ29名となっております。

以上でございます。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

具体的な数字をありがとうございます。■２番（川村真生）

私が把握している中では、令和３年度が18名で、令和４年度が22名、令和５年度が35名だっ

たと記憶して、年々増えているという状況という認識でおりましたが、令和６年度が36名、令

和７年度見込みが29名ということです。見込みということでありますので、もしかしたら変

わってくるかもしれませんけれども、年々増加傾向なのかなという現状が分かりました。

それでは、次に質問させていただきます。

校区外入学を希望する保護者の意見についてお伺いをいたします。

通告では、保護者の意見という表現をいたしましたけれども、実際には教育委員会で認めら

れている12の項目の中で、保護者が希望するというか、申請理由に当たる話になるかと思いま

すので、その12の中でどの項目を理由として校区外入学を希望する保護者が多いのか、できれ

ば上位トップ３あたりを教えていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。お願いしま

す。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

令和７年度に指定学校を変更して入学される児童29名の変更理由で申しますと、変更理由と

して最も多かったのは、きょうだいが既に指定学校の変更をしており、一緒の学校に入学する
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場合で、全体で14名、約50％を占めておるところでございます。

２番目に多い項目につきましては、保護者が共働き等で留守になる家庭、こういった家庭で、

放課後の児童の安全確保が困難なため、祖父母宅等の住所に基づく通学区域の小学校に就学す

る場合で、全体で７名、約25％でございます。

それから、３番目に多いのが、入学児童が少ない学校におきまして、男女比の極端な偏りを

理由に近隣の別の学校に指定学校の変更を希望した児童、特別な事情に値する場合、これが合

計で４名、全体の約13％となっておるところでございます。

以上でございます。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。主な理由は分かりました。今までこういったことを聞い■２番（川村真生）

たことなかったので、私も調査研究はしていきたいと思いますけれども。

それでは、この質問項目の最後になりますけれども、校区外による小学校再編についてお聞

きをしていきたいと思います。

先ほどからのご答弁で、具体的な数字や校区外入学の申請理由については確認をさせていた

だきました。近年の校区外の増加については、保育所とかに預けている段階から、気になって

いる保護者が結構私の周りにおりまして、それでどういった状況かということで確認をしてい

きたいと考えておりますけれども、こういった本当の理由というのは、正直分からない中では

ありますが、人口が当然減っている中で、校区外が増えている、令和７年度見込みが29名とい

うことでしたけれども、校区外申請した場合、スクールバスとかそういったものは乗れない等

のデメリットがあるかと思いますが、何か本質的なものがあるのかなとちょっと考えたりもす

るんですけど、それは今この場で協議できないかとは思っております。なかなか正直難しい問

題であるかと思うんですけど、校区外への入学を希望する保護者が、年々増えてきている状況

において、本市での小学校の再編に与える影響につきまして、現時点でいかにお考えであるの

か、本市のご見解をお伺いしたいと思います。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

お答えいたします。■学校教育課長（岡本寿明）

まず、指定学校の変更を認めた児童の推移でございますけれども、先ほど川村議員から質問

がございましたように、令和３年度が18名、それから令和４年度が22名、令和５年度が38名、

それから令和６年度が先ほど答弁いたしましたように36名、令和７年度が現時点で29名という

推移となっておりまして、ここ数年、増加傾向にございます。

第２次再編計画の中では、一気に地区内から小中学校をなくすことは、地域への影響も大き

いものと考えられることから、小学校の再編の実施時期につきましては、中学校の再編後、必

要性が認められた場合に具体的な検討を加えることとしており、その考えに変わりはございま

せん。ただし、指定学校の変更を認める児童が増加するということで、小規模校の入学児童が



- 205 -

減少すること、こういったことは大いに考えられることですので、教育に望ましい学校規模を

確保するためにも、各校の児童数の状況については引き続き重視していく必要があると考えて

いるところでございます。

以上でございます。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。大変正直難しい問題だとは思います。中学校の再編は行■２番（川村真生）

われた後、もし議論があるとすれば、小学校の再編であるかと思いますので、しっかりと先を

見据えて動いていく必要があるのではないかと考えております。午前中の寺尾議員からの答弁

ででも、学校再編、一気に子供が少なくなるのはよくないとか寂しい、小規模、教育長のほう

からもＩＣＴで他校との交流が可能ということで、一定小規模校でも他校との交流というもの

ができるものだと私も考えております。

そうした中で、最後中平市長からもご答弁あったとおり、旧西土佐村の時代で、小学校の再

編等に踏み切ったという経緯があるという中で、そのあたりもありますので、中平市長のご見

解をいただきたいと思っておるんですけれども、小規模校とかそういった問題で、私も否定す

るわけではないんですけれども、やはり教育環境上なのか、そういった理由は分からないんで

すけれども、校区外が増えているということは事実であると思いますので、市長の任期もあと

もう少しになったかと思いますけれども、小学校の再編の引継ぎ等、リーダーシップを発揮し

てやっていく必要があるというご答弁もありましたので、新しい市長に引継ぎ等も含めて、こ

ういった問題提起もして、あと市長の考え方も伝えていただければと思うんですが、そのあた

り市長、いかがでしょうか。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

特に、小規模校といいますと、自分の子供なんかが須崎小学校というと■市長（中平正宏）

ころで、今はありませんけれども、長女は同級生が２人でした。次女は同級生が７人で、男の

子が６人、うちの子が女の子で１人でした。３番目が、同級生が４人で、男性２人、女性２人、

４番目が同級生２人で、うちの子は女性で、相手は男性、一番下の男の子は、同級生が２人で、

もう一人は女性で、今高校の先生になっておりますけれども、そういう形の中で、自分として

は、やはりある一定の人数の中で、正直学ばせたかったというのが正直なところでもございま

す。ただ、どうしても当時、統合という形になりますと、やはり地元でどうしても反対の方、

慎重な方いられますので、やはりそういう形の中で、父兄のかなりは一定の人数の中で学ばせ

たいという思いがあったのではないかなと思いますけれども、どうしてもそういう形の中で、

小規模校の中で卒業いたしました。ただ、自分が思いますに、やはり６年間、同級生２人であ

りますと、勉強にしても、走っても、ほとんど変わりませんので、やはり一定人数の中で勝っ

たり負けたりして、また考え方についても100人いれば100人の考え方があると、10人いれば

10人の考え方がありますんで、そういう形の中で、自分の思いとしては、一人の親としては、
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一定人数の中で学ばせてやりたかったというのはありますけれども、結果的に、小学校の再編

というのは、物すごい午前中も申しましたが、エネルギーが要るのではないかなと思います。

ですので、市町村によったら、全く手はようつけず、そこの中で一人になるまで放っておくと

いう市町村も正直ございます。やはり、ただその場合、自分といたしましては、あまりそこま

で放っておくということについては、これは教育の放棄ではないかなという思いがありますの

で、やはり一定人数のときには、行政としてしっかりした判断をし、そこの中でやはり住民、

そして父兄に理解を求めていくことも必要ではないかなと思います。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

中平市長、ありがとうございました。本質的なとこもあったかもありま■２番（川村真生）

せんが、大変難しいご答弁をいただいたかと思います。ありがとうございます。市長も残り任

期短いかと思いますが、最後までよろしくお願いしたいと思います。

それでは、次の質問に移らせていただきたいと思います。

それでは、最後に、成人式についてご質問をしていきます。

ちょうど私１年前にも同様の質問をいたしましたが、改めて今後の本市での成人式の在り方

についてお考えをお聞きしていきたいと思います。

ちょうど１年前の私の一般質問では、もっと自由に開かれた成人式にすることで、新成人が

楽しめるようにしてはどうかとの質問に対しまして、担当課から非常に前向きなご答弁をいた

だいた記憶がございました。今年の成人式では、それが色濃く反映されておりましたのは、参

加された執行部や議員各位はご案内のとおりであるかと思いますが、今年の成人式は、実行委

員会とやる気のある新成人の努力のあったおかげで非常に盛り上がりを見せた成人式、中村地

区になりますけれども、感じております。

こういったように、各方面の努力が実って、盛大な成人式を演出することができたわけであ

りますけれども、今年度の中村地区の成人式におきまして、このようなサプライズ演出に至っ

た経緯についてまずはお伺いをしていきたいと思います。お願いします。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、ご答弁させていただきます。■生涯学習課長（戸田裕介）

中村地域の成人式については、実行委員会となる成人を公募し、実行委員会形式で実施をし

ております。実行委員会では、企画の検討段階から、委員となった成人自らが意見を出し合っ

て協議をし、実施内容や予算の配分などについて成人の意向を反映しながら、成人式の内容を

組み立てております。今回のサプライズ演出については、記憶に残るイベントをしたいという

成人委員の強い思いがありまして、彼らの発案と行動で実施に至ったものでございます。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。新成人にとっても、本当に思い出に残る成人式■２番（川村真生）
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になったかと思います。本当にやる気のある新成人のおかげで、今年の成人式に関しては、非

常によかったかと思いまして、こういったのを毎年やっていくというのは、正直難しいとは思

うんですけれども、そういったやる気のある新成人を見いだして、実行委員会と共に今後も進

めていただけるように、今後も努力を続けていっていただきたいと思います。

では、次の質問に移ります。

昨年の一般質問の中でも、西土佐地区の成人式は小規模ながらも地域に応じた式典が行われ

て、その規模で実施するというメリットを希望している方も多くいらっしゃるという現状があ

るというご答弁をいただいておりました。私は、西土佐地区の成人式には参加しておりません

でしたので、大変恐縮な思いではあるんですけれども、西土佐地区でも何らかの形で新成人が

楽しめるような努力があったものと考えておりますが、この今回のような中村地区のようなサ

プライズ演出等はなかったのではないかと推測をしております。今回、中村地区で成人式のサ

プライズ演出があったわけですけれども、これは私の考えでもあるんですが、テレビでもメ

ディアでも報道されておりましたので、西土佐でも四万十市民の一員でありますので、そう

いったサプライズ演出にあの場にいなかったら、ちょっと羨ましいなとか、そういった気持ち

が私は多分あったと思います。そういった確認の意味も込めまして、このサプライズ演出に西

土佐地区の新成人を招いていたかどうかについてお伺いをしたいと思います。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■生涯学習課長（戸田裕介）

中村地域と西土佐地域でございますけれども、その運営につきましては、実行委員会であっ

たり、その他運営組織ということで別々でございます。それぞれが独立した行事となっておる

ことから、西土佐地域の新成人をサプライズ演出には招いてないという状況でございます。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

分かりました。多分恐らくそのような形になったのではないかなと推測■２番（川村真生）

しておりましたので、理解をいたしました。

それでは、最後の質問をさせていただきます。

１年前と全く同じ質問内容でありますので、１年間での検討結果についご答弁をいただきた

いと思っております。

成人式が２か所で実施されていることについては、担当課としても検討すべき課題であると

認識をしている一方で、両地域の新成人や地域の方々の思いを確認しつつ、四万十市としてよ

りよい新成人のお祝いができるように検討をしていきたいというご答弁があったかと記憶をし

ておりますし、これはそのままのことなんでありますけれども、これ合併後間もなく20周年、

令和７年４月10日には市制20周年記念の式典が行われます。もう20年たちました。そろそろ成

人式の２か所での開催というところは、ぼちぼち決着つけていってもいいのかなと思っては考
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えておりますので、今後、１年間の検討結果で、中村地区と西土佐地区の成人式の合同開催に

関する本市のご見解をお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

ご答弁申し上げます。■生涯学習課長（戸田裕介）

昨年度も同様の質問ありまして、ありがとうございました。中村地域と西土佐地域の合同開

催についてでございます。

市村合併以後の検討すべき長年の課題としては認識をしているところでございます。それぞ

れの成人式では、地域に応じた式典が現在まで行われております。特に、西土佐地域では、青

年団の取組として、独自に実施してきた経緯があり、これまでに地域の方々と協議をする中で

も、単独開催の継続を望む声があることが分かっております。

議員ご指摘のとおり、20周年の節目、それとしまんとぴあの完成、開館を機として、新施設

での合同開催について今後も新成人、地域の方々と協議を継続してまいりたいと思います。

また、本年度、保護者からのお話でございましたけれども、西土佐地域の新成人でございま

すが、中村高校に通っていた子が、午前中に西土佐地域の成人式、午後に中村地域の成人式に

出席したというお話もございますし、そのお友達数名もそういうような行動を取ったというこ

とも聞いておりますので、そのようなことをいろいろ把握しながら、検討していきたいという

ふうに考えております。

以上です。

川村真生議員。■議長（宮﨑 努）

なかなか壁があってなかなか突破できないというのが正直本音なのかな■２番（川村真生）

と思います。なかなかここでは本質的な議論はできないかと思いますので、また窓口でもいろ

いろとお伺いしていきたいと思います。

今年は、退職される執行部の方もおられまして、また中平市長も３期12年、本当にお疲れさ

までございました。また、何らかの形でいろいろとアドバイスをしていただければと思います。

これにて私の一般質問を終わらせていただきます。執行部の皆様、本議会もご答弁ありがと

うございました。

以上で川村真生議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

お諮りいたします。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決しま■議長（宮﨑 努）

した。

どうもご苦労さまでございました。

午後４時16分 延会
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午前10時０分 開議

おはようございます。これより本日の会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

渡辺福祉事務所長より、昨日の谷田道子議員の一般質問中の答弁に関し、訂正の申出があり

ますので、お聞き取り願います。

渡辺福祉事務所長。

昨日、谷田議員から民生委員の活動についてどう周知をしてい■福祉事務所長（渡辺和博）

るかという質問があった際に、民生委員・児童委員の活動強化週間である「７月」に本庁駐車

場に懸垂幕を設置をしてと答弁をしましたが、「５月」の誤りでしたので、おわびを申し上げ

ますとともに訂正をお願いいたします。

以上で発言訂正の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

議長において、発言訂正の説明のとおり訂正することにいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

それでは、日程に従い、一般質問を行います。■議長（宮﨑 努）

上岡 正議員。

おはようございます。44回目の一般質問をさせていただきます。■15番（上岡 正）

今日は、朝、車をかけて出よったら、今日は褒める日だそうです、世界的にも。そういうこ

とを肝に銘じて、一般質問をさせていただきます。

私が市長と出会ったのは、20年前に西土佐村と中村市が合併して、そのときに市長さんは副

市長として来られました。私は、職員でございました。そういう20年前からのお知り合いで、

知ったわけでございますが、いろいろとその間、20年もたつといろんなことが起きました。そ

れは、私が退職して議員になって、市長と議員の立場でも11年間、44回目の質問をさせてもら

うことになりました。そして、個人的には、私の娘が結婚するときに、岡山までご夫婦で行っ

てもらって、仲人さんをしてもらったと。公私ともに大変お世話になりました。まだまだ任期

はありますが、残すところあと64日でございます。どうか最後まで頑張っていただきたいと、

そういうふうにお伝えして、早速一般質問に入りたいと思います。

まず初めに、大学誘致の失敗についてお聞きします。

まず、この問題が起きて、私が一番知ったのは、初めに知ったのは、ここにも議事録があり

ます。平成30年11月28日の議事録です。大学と市のほうが初めて正式に協議をしたと。その以

前は、協議があったと、下話はあったと思うんですが、その中で、市のほうは、市長さんと今

の副市長、当時は企画財政課長でございました。今の総務課長の山﨑課長が補佐でございまし

た。その３人が出て、大学側はトップ４人、理事長・学長・部長さん２人、４人が応接室に来

て協議をしたわけです。その中の協議録を簡単に言います。大学のほうの要求は、有岡で造る

から５億円のお金を出してくれ。そして、大学のほうがそれぞれ造成するという内容でござい

ます。内容の内訳も書いておりますが、そういうことで５億円の要求がありました。皆さんも
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紹介のように、５億円が10億円になり、下田に変わり、そして要求はさらに大きくなり、国の

事業をあてがってやってくれと。そういうことでスタートを切りました。私は、度重なる要求

が大きくなったということも、何だか大学の言うことを執行部は聞いたんだなという感想を

持っています。

そこで、本題に入ります。

まず、大学に支払った補助金３億1,870万9,919円について、12月議会では、督促も出したが

一円も入っていないと。また、その後の委員会でも、補助金の返還はなされていない。今日現

在どうなっているのか、そのことを答弁を求めます。

次に、この補助金、補助金交付要綱に反して２回にわたって支払われております。１回目は、

令和４年４月21日に7,292万5,919円を払い、そして２回目は令和４年８月25日に２億4,578万

4,000円を払ったと。この日に払った理由が分からんのです。特に、一昨日も川渕議員が言っ

ておりました。８月24日には、市長室で大学の学長から、認可が下りなかった、８月末には下

りると言いよった。なぜかというと、申請書に追加といいましょうか、直してくれということ

があったということをお聞きしながら払っとると。そのこと、私には、どうしても次の日に

払った理由が分からない。そのことの理由について、分かるように説明をお願いします。

次に、私の12月市議会定例会の質問で、京都看護大学に対して補助金以外の工事費等含め損

害賠償をしていくと課長の答弁がありました。そして、市長からは、当然私の任期中に訴訟と

いう形になると思うと答弁がありました。今日現在どのようになっているのか、お聞きいたし

ます。

次に、旧下田中学校の活用についてお聞きします。

令和５年８月10日付の高知新聞の記事によりますと、旧下田中学校の校舎有効活用委員会が、

８日に初会合が開かれました。会長には高知大学の岡村准教授がなり、市のほうは、本年度中

に検討委員会で意見集約をお願いし、24年度に活用整備計画の作成や予算措置をし、25年に運

用開始のスケジュール案を示したと。検討委員会の結論は、年度内の６年３月に、保育園・小

学校を旧下田中学校に高台移転することに決定したことを市のほうに報告されたわけです。そ

れを受けて、令和６年５月に政策会議を開き、有効活用委員会の決定を了解したわけです。そ

のことも委員会に市は報告した。

しかし、令和７年２月、この間のことです。保育園を高台に上げないことを委員会で報告を

受けて、私は耳を疑いました。そして、地元の区長さん、宮﨑啓介さんが、高知新聞の２月

24日になし崩しの市政として投稿記事が出ておりました。私も同感です。

保育条件を上げて、町の中の保育園と同じようにして、０歳児から預かる。６時半まで預か

る。そういうことにすれば、30人も子供がおると。私は、十分、検討委員会が決めて、市も政

策会議を開いて、向こうにも了解を得たと。そのことをまた政策会議を開いて覆したと。本当

にこれこそ委員会の会長さんを含め委員の皆さんにも失礼じゃないかと。まして、そのときの
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子供の数は、８か月で変わるわけではありません。初めから分かっちょうことです、そのこと

は。どうしても理解がならない。私は、子供の命は、どの命も大切ですが、特に弱い者の立場、

障害者だとか１歳・２歳・３歳、地震が来たとき、津波が来たときに自分でよう逃げん。そう

いう中で、高台移転をずっとお願いしてきた。そういうことからしても、どうしても納得でき

ない。ご答弁を願います。

次に、大学設置について、令和４年６月定例会の答弁では、事業費全体は、国の補助金をい

ただいて５億4,000万円、そして市が10億円、また大学は、備品等を大学負担で行い、約２億

円の支出と答弁がありました。

そこで、お聞きします。

２月28日の高知新聞によりますと、当市の備品が盗まれた事件を捜査しておりました中村署

は、窃盗容疑で容疑者を逮捕したと発表がありました。逮捕容疑は、昨年の８月から10月にか

けて同研究所に侵入し、液晶プロジェクター、時価100万円相当など、ＡＶ機器25点、放送機

器21点、時計２点を盗んだ疑いと報道がありました。盗難に遭ったものは、まず備品かどうか、

お聞きします。そして、盗難に遭った備品は、旧下田中学校の工事か、それとも旧中医学研究

所の工事か、併せてお伺いします。

次に、学生確保については、執行部は、大丈夫という答弁を何度も繰り返しました。結果は、

将来にわたり学生確保が困難ということで文科省の認可が得られなかった。どこに問題があっ

たのか、改めてお聞きします。

また、補助金、そして出来高払い金、また賠償金の財源及びそれぞれの金額、そして関連事

業の工事金額、そして総事業費についても答弁を求めます。

次に、しまんとぴあの諸課題についてお聞きします。

12月定例会で、川渕議員の質問の答弁で私はびっくりしました。大ホールが805席と中ホー

ルが180席の同時使用ができないと。同時使用ができない理由は、駐車場不足とのことであり

ました。80億円以上の莫大な費用をかけ造ったものが、利用が満足にできない。当初から、駐

車場不足は、定例会でも議員の間からも、市民の間からもありました。

そこで、私は提案いたします。八反原に雨水排水機場の遊水地があります。面積は2,500㎡

であり、鉄骨構造で２階建てにすれば約200台ほどの駐車ができます。そのことによって同時

使用ができると思っております。早急に造るべきと思っておりますが、執行部の答弁を求めま

す。

また、令和６年３月定例会で、文化複合施設の一部を高知県農業協同組合に貸した賃借料に

ついて、附帯決議をつけて予算を可決しております。令和６年の賃借料は286万1,000円であり

ます。令和７年度は幾らになったか、併せて答弁を求めます。

次に、人口減少についてお伺いします。

当市において、10年先、20年先、30年先の人口を考えたとき、私は、子供・孫の生活が不安
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でたまりません。その思いは、多くの市民が持っているんじゃないかと思っております。石破

総理は、楽しい日本を目指すと言っておりますが、地方また当市にとっては、楽しいどころで

はありません。そこで、人口減少を止める特効薬はありませんが、私は、ありとあらゆる政策

を総動員するしかないと思っております。市長のご所見をお伺いします。

次に、新食肉センターの今後のスケジュールと今後の課題についてお聞きします。

多くの課題があると思いますが、建設費は幾らになるのか。また、大幅に建設費が上がった

場合、関係自治体から同意は取れるのか。そして、昨年７月に、県・関係市町村そして関係事

業者が総事業費62億9,600万円で同意し、整備・運営を担う公社を設立しているが、影響につ

いてもお答えください。

また、62億9,600万円に含まない事業があるのかもお聞きします。あるとすれば、事業費は

幾らか、答弁を求めます。

次に、市長は、大学誘致断念後の定例会の答弁で、責任は仕事で挽回すると答弁いたしまし

た。私は、断念後２年半がたちましたが、しかしながら旧下田中学校の跡地利用、また大学補

助金返還についても解決しておりません。そして、新食肉センターについても建設に至ってい

ない。そこで、再度お聞きします。仕事で責任は取れたのでしょうか、お聞きいたします。

最後に、私は、市長の３期12年間の実績についてでございますが、土曜の保育の延長、保育

園・小学校・中学校の完全給食、18歳までの医療費の無料等々、私は高く評価をしております。

また、人となりについても、非常にさっぱりといいましょうか、人間性のよさは高く評価して

いるところでございますが、市長自身、あまり自分のことを、褒める日でございますが、自分

自身のことでございますが、私は、本当に市長も今定例会でも水道の問題、いろいろな問題を

取り上げておられました。私も、政策提言をした中で、中村市が合併したときの、２町９村で

合併したんですが、公共の水道が入っていなかった地域は、蕨岡村だけです、９村でいいます

と。そこで、取り上げていただいたと、完成したということも含めて、防災についても、断水

のない強い水道をつくるべきやと。そのことは、私はちょうど退職の年に、東日本、昨日で

14年になりましたが、高知県の公務員では、警察・消防以上に当市の職員、私含めてもう一名

ですが、そのときに水の問題が非常に災害には復旧には大事だということを思って、市長にも

具同水源の問題、中村水源の下田までの幹線管路の布設替えをお願いし、幹線についてはほぼ

できました。本当にありがたく思っております。そして、いいところ、やったことはいっぱい

あるんですが、道路行政もあるんですが、市長自身、私は影の部分というふうに通告を出して

おりますが、どうも失敗したなということがあれば、答弁を求めるわけではありませんが、あ

ればご感想をお聞きしたい。

以上で１回目の質問を終わります。

小休にいたします。■議長（宮﨑 努）

午前10時22分 小休
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午前10時24分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

中平市長。

それでは、上岡議員のご質問にお答えをいたしたいと思います。■市長（中平正宏）

先ほどのお話の中でありましたんで、私も合併した当時の話をちょっとさせていただきたい

と思います。思えば、平成17年４月10日、旧中村市、旧西土佐村が合併をし、四万十市が誕生

いたしました。私は、職務執行者として、それから旧庁舎におらせていただきました。そして、

その後にも、当初は助役で２年間、そして副市長の２年間、４年間務めさせていただきました、

古い庁舎でありましたけれども。その当時に食堂がありました。その食堂で毎日昼飯を、私、

そして当時の野中総務課長であったと思います。あと、浜田収入役、３人で食事をし、そして

上岡議員も一緒に大体４人で食事をし、それからその下のジュリの喫茶店にコーヒーを飲みに

行ったのがもうついこの間のように思えるところでもございます。ただ、ジュリのほうは、今

はおばあちゃんのほうが入院して退院したようでございますけれども、喫茶店としては休んで

いるようでございます。そのように大変懐かしい思いをしているところでもございます。

それでは、ご質問にお答えをしたいと思います。

大学誘致についてですが、平成30年11月に正式な協議をしたわけでございますけれども、こ

れは、もともとは黒潮福祉専門学校がなかなか学生確保がもうままならないという形の中で、

そして京都の育英館のほうが後を引き継いで、平成25年４月に専門学校が開学になったと思い

ます。私が初登庁いたしましたのが25年５月でありますので、26年４月に京都市立看護短期大

学が京都看護大学に変わるという、その開学式に自分が呼ばれまして、京都へ行っておりまし

た。当時、看板のほうには、京都市の門川市長の挨拶の後に、実は四万十市長で私の名前が出

ておりましたので、全く聞いておりませんでしたので、びっくりして、即興で挨拶をした。そ

れが、法人側との初めての関わりではなかったかなと思います。それから、大学の話等々につ

きましても、雑談も踏まえましていろんな形でしておりまして、そして平成30年に初めて正式

な話がありました。そこの中では、当時有岡で進めるという話の中で、先ほど議員が申されま

したように、市のほうからはどうにか５億円をつくってくれないか、構えてくれないかという

話が最初の始まりであったと思います。それから、当時の中学校の統合問題も含めまして、そ

こで理事長のほうが旧下田中学校を見に行った経過があったと思います。それから、方向が下

田中学校の跡地活用という話になりました。ただ、当時まだそれは正式に決まっておりません

でしたし、当然そこの中で理解もいただけておりませんでしたので、その後は、議員がご承知

のように、いろいろ問題があった。それは現実のところでございます。そういう形の中で始

まったわけでございますけれども。

ただ、自分といたしましては、当時下田のほうに大学をつくり、そして有岡のほうは介護の
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専門学校にするというお話であったと思います。介護の専門学校のほうは、残念ながら高知県

の認可が、それが若干遅くなりましたので、来年４月に開学を、１年間かけて生徒募集をし、

するようでございますので、その点については若干ほっとはしているわけですけれども、約１

年間遅くなって開学をするという形であったと思います。

また、そこの中で、特に下田地区の皆様には、大変ご心配をおかけをいたしましたことにつ

きましてはおわびを申し上げたいと思います。

ただ、中学校の再編問題につきましては、いろいろ説明会にも行った中でもいろいろな意見

が出ました。そこの中で、自分としては、下田中学校卒業にしてやりたいという思いがありま

したので、下田小学校に校舎を下ろし、そこの中でやる。ただ、それには経費がかかりますの

で、一部議員さんからはいろいろ疑問の声もありましたけれども、お願いをし、そこの中で卒

業したという経過がございます。

ただ、残念ながら、ご存じのように認可のほうが長期的・安定的に学生確保が認められると

いう具体的説明が不足している、そういう形のあれで大学側が取り下げたということでござい

ますので、大変自分としては残念でございますけれども、そういうことでございます。

そして、しまんとぴあの諸課題でございますけれども、これにつきまして、今ほど議員のほ

うから駐車場の問題がありました。確かに堤防の内側といいますと、どこについても駐車場が

不足しているということについては、これは大変残念ではありますけれども、敷地そのものが

少ないという形の中でしまんとぴあができたわけでございますけれども。大ホールとりぐる

ホールが同時に使えなかったということにつきましては、私も、すみませんが、当初知りませ

んでしたので、このことについては自分としても愕然とした思いがございます。ただ、そこの

中で、それではいけませんので、どうしても今後活用していかないといけないという思いの中

で、今ほど議員のほうからも、また昨日、初日でしたか、鳥谷恵生議員のほうからもいろんな、

あったと思います。このことにつきましては、上下水道課長より、八反原の跡地についてはご

答弁をさせたいと思いますので、それでよろしいですか。それでやりたいと思います。

そして、人口減少問題につきましては、特にこれは議員も申されましたように。もう日本全

体の地方の一番の政策課題、待ったなしの課題であろうと思います。いつも申しますように、

高知県の人口が、島根県よりも出生数が少ないと。合併当時、四万十市で300人を超す出生、

幡多地域で650人ぐらいの出生がありましたけれども、令和５年度にはそれが約半分の300人に

なったと。それで、四万十市のほうで160人、そしてそのほかで150人切っておりますので、大

幅に減っております。

また、令和６年度は150人を切るのではないかなという思いがありますので、国のほうも県

のほうも、人口減少の交付金をつくっていただいて、それを活用しながら進めていくつもりで

ございますし、また前首相の岸田総理のほうは、異次元の少子化対策をするということで、子

育て支援か少子化対策か覚えておりませんが、そういう触れ込みでかなり気合が入っておりま
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したけれども、残念ながら、私は次元の違う少子化対策とは思っておりませんでした。これは、

自分が５人の子供を育てましたので、特に子育ての厳しさというのは身をもって分かっており

ますので、もっともっと行政が一緒になってやらない限り、少子化対策というのはもう進まな

いのではないかなという思いは、議員とも全く一緒でございます。

そして、新食肉センターについては、先ほど議員も申されましたように、62億円後半で話が

できておりましたので、私としては大変ほっとしたところではございました。ただ、その後、

手を挙げていただいたところと話をする中で、事業費の高騰であるとか、あるいは当初は載っ

てなかったフェンスであるとか、そういう形があるんで、到底その額じゃできないという形の

中で、大変残念ではございますけれども、なかなか契約は前に進まなかったというのが現状で

ございます。

ただ、そこの中でも、高知県のほうがしっかりとした積算をしないといけないという形の中

で、今積算をしていただいているようでございますので、まだ報告は受けておりませんけれど

も、それがはっきりした後に、高知県と協議をし、そこの中で関係市町村の理解を求めていか

ないといけないと考えております。特に、当時は消費税抜きの60億円以内という形で始めてお

りましたので、それで関係市町村、奈半利町・四万十町も含めまして了解をいただいておりま

した。これは、１つには、自分が12年間市長をやらせていただきましたので、近隣の首長、そ

して多くの方々とも簡単に電話一本でお話ができる、そういう関係を構築しておりましたので、

市長が言うがじゃったらどうもならんねというような思いもあったかも分かりませんけれども。

これがさらに大きく増えるということになりますと、もう一度しっかりとした説明をする必要

があろうと思いますので、今議会が終わったら、高知県と協議をした中で、それから私自らが

関係市町村に行き、そしておわびをし、そして今後のことにつきまして協議をしていきたいと

思います。細かいことにつきましては、担当課よりお話をいたしますので、お願いをいたしま

す。

仕事の責任でありますけれども、自分としては、完全に責任が取れたとは思っておりません。

特に下田の跡地活用についてでありますけれども、当初議員が申されましたように、保育園そ

して小学校を高台に上げるという計画があって、それをもし今やってたら、責任は取れたと言

えるわけでありますけれども、自分が若き村長の当時もしくは市長の１期目であれば強引に進

めてたのではないかなと思います。ただ、その後、子供の数であるとか、そういう形がいろい

ろ議員さんのほうからもお話がありましたので、それらを相対的に考えんといけないなという

思いがありましたので、今回は自分のほうから、プールを設置をする小学校については高台移

転をすべきであるという形を、自分の次の市長さんのほうに自分の申し送りとして送るつもり

ではおります。

また、先ほどあった食肉センターにつきましても、自分の任期中にできたら話をし、そこの

中でしっかりとした方向性は決めていきたいと考えておりますけれども、全て責任が取れたと
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は正直思っておりません。

そして、３期12年のことでございますけれども、これは、また最後に上岡真一議員のほうか

ら特に印象に残ったことやうれしかったこと、感激したこと、喜ばしかったこと、悲しかった

こと、残念だったこと、悔いが残ったこと、なし得なかったと思われること、次期市長に期待

すること等々の質問がございますので、自分のほうからは、一般的な12年間の思いについて述

べさせていただきたいと思います。

ただ、12年間いろんな形をやりましたけれども、それは全て議員の皆様のいろいろなご支援

をいただき、そして職員がやったことでございますので、自分としたら、方向性を示し、そし

てそれを職員の方々がいずれ形とするということでありますので、自分が何をやった、これを

やったと言うつもりは全くございませんが、12年間の思いを述べさせていただきたいと思いま

す。

市民の皆様の負託を受け、市政のかじ取りを任せていただいて以来、まず市のキャッチフ

レーズであります「人が輝き 夢が生まれる 悠久と躍動のまち 四万十市」の実現に向け、

懸命に市政運営に取り組んでまいりました。平成25年に四万十市長に就任し、真っ先に進めた

のが市政運営を行う上での羅針盤となる総合計画の策定であります。また、本市の特色や地域

性をきめ細かに反映させた産業振興計画の策定、さらに先ほどもありました人口減少・少子高

齢化・地域経済の縮小といった課題に対応するために、まち・ひと・しごと創生総合戦略を策

定をいたしました。ただ、これが幸いなことは、高知県のほうが産業振興計画をしっかりとつ

くっておりましたし、国のほうも総合戦略という形でございましたので、しっかりと連携を取

りながら進めることができたということについては、自分としても大変運がよかったなという

思いはしておるところでございます。

そして、自然と共生して安心で快適なまちづくりでございますけれども、南海トラフ地震対

策におきましては、まず沿岸部の津波避難タワーや津波避難道などの津波避難施設を最優先に

し、重点的に整備を行いつつ、中山間地の孤立対策としてヘリポート建設の整備や住宅の耐震

化、命を守る対策として進めてまいりました。

また、災害発生後の応急期を視野に入れた地域の皆様と共に考える避難所運営マニュアルの

策定、避難所運営資機材の整備など、守った命をつなぐ対策についても併せて進めることがで

きたのではないかなと思っております。

そしてまた、生活インフラの整備につきましては、四国横断自動車道につきましては、平成

26年からこれまでの約11年間、沿線15市町村で組織する四国横断自動車道高知県建設促進期成

会の会長として、要望活動を強力に推進することができました。また同時に、これは行政だけ

でするわけではなく、特に道路整備を進める女性の会であるとか、商工会議所の皆様にも大変

一緒になって進めていただいた、そういう形もありまして、平成31年には全て事業化になった

のではないかなと思います。



- 219 -

また、国道441号線につきましても、全て事業化になって進んでおりますし、１月には口屋

内バイパスが貫通をいたしましたので、もう間もなく方向性が出てくるのではないかなと思い

ます。ただ、まだあと２本トンネルを抜かなくてはいけませんので、これは止まることなく進

めていく必要があろうと思います。

そして、そのほかにも県道そして市道等々につきまして、かなり進んだのではないかなと思

うところでございますと同時に、旧中村市の一番の課題でありましたのが、どうしても３本の

一級河川がまちなかを流れ、そこの中で内水対策というものが一つの課題でございました。特

に中筋川が一番の課題でございましたので、これは平成26年の床上・床下浸水を受け、相ノ沢

川総合内水対策協議会をつくり、国・県・市の役割の中で進めていき、そこの中でできたこと

が大変うれしく思うところでございます。入田につきましても、基盤整備はしても、なかなか

水の心配があり、ハウスが建てれないというような話もございましたが、80何年ぶりに入田樋

門が完成をいたしましたので、大変自分としてはうれしく思うところでございます。

これに１つ大きかったのは、旧中村市時代に澤田市長が招聘をした国からの今井さんという

方が、平成26年当時河川部長として四国の整備局におりましたので、議員も物すごい懇意にし

ているとは思いますけれども、そこの中で、あの災害が起こってすぐに四国で最も大きいポン

プ車を中村河川事務所に配置をしていただきました。ただ、それは応急の処置でございますの

で、どうしても抜本的にやらないといけないという形で、国そして県・市で相ノ沢川内水対策

協議会ができたのではないかなと思います。ですので、そういう形がなければ、なかなかそこ

まで進むものではなかったのではないかなと思いますけれども、１つは、これは旧中村市時代

からの大きな一つの遺産と言うとおかしいかも分かりませんけど、それではないかなと思いま

す。

また、自分になりまして道路局から４名の方が来ていただき、そこの中でいろいろな形の道

路整備を進めてまいりました。その４名の方については、まだ40代あるいは50代の前半でござ

いますので、これから本省に帰っていくであろうと思いますので、本当に四万十市のため、そ

して幡多地域のため、高知県のために力になっていただけるのではないかなと思います。自分

は、そのときにはもうおりませんけれども、それは議員さんなんかが、全員お酒も飲めますし、

ざっくばらんに話ができる方でございますので、いろいろ活用をしていただきたいと思います。

先ほど申しました新食肉センターにつきましては、具体的な検討を開始してから大変時間が

かかりました。当初のままやっておれば、恐らく私は50億円半ばぐらいで全て完成していたの

ではないかなとは思います。ただ、どうしても市単独でやる事業ではありませんでしたので、

県との調整とか、あるいは１県２屠場の話なんかがありまして、大変時間がかかりました。そ

のために現在の状況になっていることにつきましては、大変自分のリーダーシップもそうなが

ですけれども、なかなか難しかった。ただ、このことについては、自分がいる間にしっかりと

後の方向先は決めていきたいと思いますし、それがなければ、特に近隣の市町村に負担をもら
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わなくてはいけませんので、新しい市長さんにそれを全部やれと言うても、恐らく全く知らな

い中で金を出せと言うても、なかなか、はい、そうですかという形にはならないと思いますの

で、しっかりと自分のほうで道筋はつけていきたいと思います。

そして、しまんとぴあにつきましても、先ほどお話をしましたように、しまんとぴあにつき

ましては、１期目のときからの公約でございました。文化センターの建て替えというのは、公

約でございました。当時、昭和47年ぐらいに旧文化センターが建ったとお聞きをいたしており

ます、自分が高校の１年のときやなかったかなと思いますが。当時は、恐らく高知県でも一番

の文化センターではなかったかと思います。ただ、なかなかそれから悪く、紅白にもしょっ

ちゅう出る大御所の歌手が来たときに、なかなか文化センターの批判をしたというような話も

聞いておりますので、その面から考えますと、新しい文化センター、しまんとぴあができて、

自分としたらよかったかなという思いはしておりますが、ただそこの中でも先ほどからありま

したように、駐車場の問題であるとか、あるいは貸借料の問題であるとか、まだまだ課題があ

りますので、それを一つ一つしっかりしていかないと、かなりの高額な金を使って造ったしま

んとぴあが十二分に活用されないということになるといけませんので、そこらはしっかりと進

めていく必要があろうと思います。

そして、私として、１つには、特に今から先の世代を担うためには少子化対策をやらないと

いけないという思いがありました。ハード面では、給食センターの設置であるとか、あるいは

医療費の無償化等々につきましても、かなりやったとは思いますけれども、やはり一番のあれ

は、子供たちの学力向上も含めたその成長ではなかったかなと思います。特に、就任時には、

なかなか四万十市の学力が厳しかったわけでございますけれども、それから当時の教育長、そ

して教育委員、そして職員、そして多くの市民の皆様の応援のおかげをもちまして、現在では、

特に小学校については、もう全国上位ぐらいまで上がっておりますし、中学校の学力につきま

しても、高知県よりは上がり、全国平均よりも上がっておりますので、そのためには力を入れ

て取り組んだことがよかったのではないかなと思います。ただ、一番は、当時の教育長、今の

久保教育長、そして教育委員、そして多くの皆様で、その予算もつけました。それにつきまし

ても、議会のほうから全面的に応援をしていただきましたので、そのおかげであろうと改めて

思うところでございます。

そして、人口減少を止めるためには、どうしても移住・定住の促進を進めていかなくてはな

りませんけれども、平成26年に設立されたＮＰＯ法人四万十市の移住を支援する会と連携をし、

現在進めておりますけれども、まだまだやることがあるのではないかなとは思います。

そういう形の中で、いろんな形をやらせていただきましたけれども、これは全て自分が方向

性を示し、そこの中で職員がやったことで、進めてきたことでありますので、自分そのものが

これをやった、これをやったと言うつもりは、僕は全くございません。そのためには、議員の

皆様、そして職員、それがみんな一緒になって頑張ってきたおかげであろうと思います。過去
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においても、これから先においても、四万十市の中心地、中村というのは、幡多の中心でござ

いますので、それをしっかりと守り、そして維持し、そして育てていくことがこの地域の発展

につながるのではないかなと考えるところでございます。

また、上岡議員のほうで個別の質問があるようでございますので、自分のほうの思いはまた

後ほど述べさせていただきたいと思います。

また、今から職員のほうが、いろいろ言葉が足りなかったこと、答弁をいたしますので、よ

ろしくお願いいたします。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時48分 小休

午前10時49分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

武田企画広報課長。

それでは、私のほうからは、市長の政治姿勢についての大学誘■企画広報課長（武田安仁）

致失敗の諸課題についての中で何点かございましたので、お答えさせていただきます。

先ほどの市長からの答弁と重複する部分、それからご質問の順序と前後するところもござい

ますので、その点ご了承いただきたいと思います。

大きく７点あったかと思います。まず、１点目、学校法人にお支払いしている補助金の現在

の損害賠償等に向けた取組がどのようになっているかでございますけれども、損害賠償を行う

額について、訴訟の準備等をしまして、現在弁護士と協議を行っている段階でありますので、

ご理解いただきたいと思います。

また、市長の任期中に提訴を行う方針ということも、顧問弁護士とは共有いたしまして、そ

こに向けて準備を進めているというところでございます。

続いて、２番目ですけれども、補助金の概算払い、これを２回目に支払った理由ということ

であったかと思います。

これにつきましては、理由ですけれども、学校法人から補正に係る報告というものは受けま

した。文科省の許認可につきましては、学校法人が責任を持って行うものとして、役割分担と

して整理しておりまして、学校法人からも、その補正については簡易なものというふうな説明

を受けておりました。そういうことで、学校法人が補正申請を行えば当然認可は得られるもの

という認識であったため、様々な手続を進めたというところでございます。

その手続でございますけれども、８月25日に支払った補助金のことだと思いますが、法人よ

り８月４日に補助金の概算請求書というものが提出されまして、補助金の交付申請時に提出さ

れておりました事業計画書、それに基づき概算払いを行ったというものでございます。

続きまして、３つ目は、１回目の訴訟に関するご質問であったかと思いますので、先ほどお

答えしたとおりでございます。
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次に、有効活用のほうで、昨年の政策会議では合築ということであったが、今年の１月の政

策会議で覆されたというようなご質問がありました。そういった保育所の状況等は当時から分

かっていたのではないかということであったかと思いますけれども、これまで検討会で協議し

てきた内容、それから１回目の昨年５月の政策会議の場で協議した内容での保育所の児童数の

推移でございますけれども、これはコーホート方式によりまして算出したもので、その推計で

は10人を切る見込みがなかったというのが１つございます。そういった中で、昨年の５月に政

策会議でその事業を進めるという方針を決定しまして、具体の事業化に向けた検討、先進地視

察も含めまして、着手したわけでございます。その中で、10月であったかと思いますけれども、

保育所の実際の適正な規模等を判断するために、利用量の調査という形で行いました。その調

査の結果、児童数の数が10人以下になるということが見えてまいりまして、また正式な入所申

請、利用量調査を見ましても、令和７年度の利用者が６人程度になるということが見えてまい

りましたので、そうなってきましたら、今後の保育所の在り方についても地元との協議に入ら

なければならない可能性というものも見えてまいりましたので、そういった事業を進める事業

計画の詳細を詰めていく中で、そういうことが見えてきたというところでございまして、今年

の１月に再度政策会議を行いまして、小学校のみ上げるということに決定したということでご

ざいます。

次に、備品関係、盗難に遭った備品、これは中医学で活用するものであるのかどうかという

ことであったかと思いますけれども、その中でプロジェクターについては、中医学の工事に伴

う資材でございましたけれども、その他につきましては、下田中学校の改修工事で活用する予

定のものでありました。

次に、定員確保の問題、どこに問題があったかということでございますが、これにつきまし

ては、昨日のご質問にもありましたが、役割分担というものは、学生の確保は法人のほうで行

うということで進めてまいりました。そういうような中で、学校法人としてもニーズ調査等を

行いまして、十分学生確保はできるという認識を持って申請されておりました。そういう中で、

文科省が求める、結果的には認可要件を満たしていなかったわけでございます。法人が考える

学生確保に関する考え方と文科省の認識というものに違いがあったかなというふうなところを

要因として考えております。

次に、費用、関連費用も含めて幾らかかっているかということでございます。

大学誘致にかかった費用としましては、令和６年６月議会において、人件費等も含めまして

約８億1,100万円というふうにお答えをしております。この費用は、学校法人への補助金や改

修工事等の大学の設置及び整備に直接かかった費用、そういったものに加えまして、人件費そ

れからプールの取壊し費用、それから下田中学校の下田小学校校舎への移転した費用、旧下田

中学校校舎の内外装改修工事、それから事業者へ支払った損害賠償金などを含めてお答えして

おったわけでございます。
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また、その他としまして、関連経費としまして、防災コミュニティーセンターの設計費用、

そういったものもそういったものに含めるとしましたら、８億1,500万円ということになりま

す。

次に、人口減少問題についてでございます。これにつきましても、なかなか難しい課題であ

ると、総動員で取り組まなきゃならないのではないかというご質問であったかと思いますけれ

ども、現状も踏まえまして、現在の取組状況をお答えいたします。

本市におきましては、人口減少対策に重点を置いた施策を効果的に実施する戦略としまして、

ご承知のとおり、四万十市まち・ひと・しごと創生総合戦略というものを平成27年度に策定し

まして、子育てや健康福祉の支援などによる支援増減の減少抑制、それから市内経済状況の回

復や移住対策などによる社会増減の改善、そういったものを官民一体となって推進しておりま

す。そういうようなところで、市が目標とします2060年の人口目標２万500人でございますが、

その確保に向け、現在のところ、おおむね計画どおりに推移しております。

しかしながら、本議会の開会日に市長からもありましたように、人口減少それから少子高齢

化、これは予測を上回る速度で進行しておりまして、国立社会保障・人口問題研究所が令和５

年12月に公表した推計、それによりますと、本市の2050年の将来推計人口が２万436人となっ

ておりまして、今の人口ビジョンでは、2060年の人口ビジョン２万500人ですので、10年前倒

しで下回る数値が示されております。そういうようなことから、市としましても、最重要課題

として人口減少対策の各種施策をこれまで以上にギアをさらに上げまして、官民一体となって

全市的に取り組んでいかなければならないと強く感じているところでございます。

以上でございます。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうからは、保育所関係で２点ありました。■子育て支援課長（中脇弘樹）

まず、１点は児童数のことについて、児童数の当初の見込み方についてと、それと新たに見込

み直すに至った経過についての質問、それから下田保育所の保育条件をよくすれば子供たちが

戻ってくるのではないかというこの２点についてでございますが、児童数の見込みにつきまし

ては、先ほど企画広報課長のほうから説明がありましたので、２点目のことについて答弁をさ

せていただきたいと思います。

下田保育所の高台移転方針を令和６年５月に打ち出して以降は、高台移転の取組自体が新た

な園の特色にもなり得ると我々のほうでも考え、地域の保護者や住民の方々にも説明を行い、

利用の拡大をお願いするなどして、移転に備えてきたところではございます。新施設の整備規

模を図るための利用量調査を10月に起こった結果、しかしながら下田保育所の利用を希望する

方が当初の想定よりも少なく、近年に休園に至る可能性が生じてまいりましたのは、企画広報

課長から説明があったとおりでございます。

また、この調査により、我々のほうで、新たに下田地域の保護者の皆様の保育所利用意向も
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明らかになってまいりました。保育所は、校区制でなく、家庭の事情に応じて通所先を選べる

ため、これらの意向は保育所選択に直結しており、正確な意向把握は非常に重要と考えている

ところでございます。

まず、下田保育所に通所するかどうかの判断にこのたび打ち出した高台移転という取組が与

える影響が少ないということが分かってまいりました。ただ、この調査は、アンケートの形で

行っておりますが、母数が少ないので、具体的な件数については差し控えさせていただきたい

と思います。

さらに、下田小学校区にいながら、下田保育所以外の保育所を選んだ方、こちらの方から下

田保育所以外を選んだ理由を聞き取っておりますが、下田保育所の保育時間が短いことを挙げ

た方は、これもごく少数でありまして、その他の方は、保育所と自宅の位置関係や同級生の少

なさを挙げていたところでございます。

先日、川渕議員からご質問のあった愛育園においても、６時半までの開所時間の確保や土曜

午後保育の実施等、サービス内容の充実を継続しても利用者数の減少に歯止めがかからない状

況を踏まえますと、保育所の利用を拡大させるためには、サービス拡充だけでは難しい側面が

あり、地域の方が主にどこで働いているか、保育所が利用しやすい社会経済活動の経路上にあ

るかといった立地上の要素も重要であろうかと考えるところでございます。一度小規模化した

保育所では、その効果も考えますと、サービスを拡充することは極めて困難を改めて考えると

ころでございます。

今申し上げた理由から、下田保育所においては、長期的な存続は難しく、整備完了までに利

用者がいなくなることもあり得るという判断に至ったものでございますので、これをもってな

かなか保育条件をよくしても、子供が戻ってくるのではないかというところについては、困難

な面があると判断したものでございます。

以上でございます。

池田上下水道課長。■議長（宮﨑 努）

私のほうからは、市長の政治姿勢についての中の(2)、しまん■上下水道課長（池田哲也）

とぴあの諸課題についての駐車場不足についてご答弁させていただきます。

上岡議員よりご提案のありました八反原排水ポンプ場の遊水地に駐車場を早急に造るべきで

はないかにつきましては、施設管理者として水害から市民を守るためにも、排水ポンプ場の機

能が確保された上で、法的に駐車場整備に係る手続が整えば、建設することは可能と考えてい

るところでございます。

この手続について、具体的にご説明をさせていただきますと、当該施設については、法に基

づき、高知県と協議し、中村公共下水道事業計画を策定するとともに、都市計画事業認可を受

けて整備したものでございます。このため、事業認可を受けた八反原排水ポンプ場の遊水地を

目的外使用する場合は、国土交通省への申請と駐車場整備により施設の形状や能力などが変更
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になった際は、改めて県と事業計画の変更協議を行い、事業認可を受け直すなど、一定の手続

が必要となってまいります。このことを踏まえまして、施設の目的外使用について、高知県公

園上下水道課に確認したところ、他の事例を参考に遊水地の機能を確保し、目的外使用をして

いるケースがあることから、可能ではないかとの回答をいただいておりますので、所管課より

具体的な駐車場整備の内容が提示された際には、排水ポンプ場への影響などを確認した上で、

前向きに取り組んでいきたいと考えております。

以上でございます。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私からは、先ほどご質問のあった内容で、しまんと■生涯学習課長（戸田裕介）

ぴあの駐車場の件、それと賃貸借料の件、２点について答弁させていただきたいと思います。

先日、鳥谷議員から駐車場不足のご質問をいただき、答弁したところでございます。しまん

とぴあの駐車場不足の対応としましては、施設利用の際に制限がないよう、駐車場の確保は重

要な課題と捉えているところでございます。

また、先ほど上下水道課長より答弁がありましたが、水害から市民を守るための排水ポンプ

場の機能が確保された上で、法的に駐車場整備に係る手続が整えば可能というご答弁がござい

ました。

議員に提案いただきました八反原ポンプ場の横にある遊水地の活用は、候補地になると十分

に考えているところでございます。しまんとぴあの施設機能を最大限活用できるよう、また利

用者の利便性の向上や財政的な課題などを勘案した上で、具体的な対策に向けて、上下水道課

と連携し、検討を進めてまいりたいというふうに考えているところでございます。

続いて、ＪＡ高知県の貸付部分の賃貸借料についてでございます。

見直しについて、ＪＡ高知県と協議をしておりまして、令和７年度につきましては569万

3,285円で予算計上させてもらっているという状況でございます。

以上です。

宮﨑農林水産課副参事。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうより、新食肉センター整備に係ります、■農林水産課副参事（宮﨑勝也）

先ほどご質問のありました今後のスケジュール、それから課題、それから市町村間の合意、そ

れから62億9,600万円以外にあと事業費の見込みはあるのかといったご質問につきましてご答

弁申し上げます。

まず、今後のスケジュールについてでございますけれども、昨年11月に実施いたしました事

業者選定プロポーザルの不調を受けまして実施いたしました要因分析の調査結果、それから現

在進めております基本設計を基にしました実勢価格の調査の結果を踏まえまして、今月末まで

には、概算事業費を改めて算出する予定としており、予算の増額が必要となりましたら、高知

県、先ほど市長からもご答弁ございましたけれども、高知県と協議をさせていただき、さらに
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関係市町村さんへの説明・協議を行って、そこで合意が得られましたら、６月補正のほうで関

係予算を計上したいというふうに考えております。

それから、現在の課題につきましては、できるだけ早期に事業者選定を行うことと認識して

おりまして、施設整備の意義につきましては、先ほど上岡議員からも７月の合意というお話が

ございましたけれども、関係団体それから関係自治体の皆様に、昨年７月11日に開催しました

検討会のほうで合意がなされております。整備費における各自治体の負担についても、昨年

10月に費用負担に関する協定を締結してございます。したがいまして、先ほど市長からの答弁

にもございましたように、丁寧な説明の下、合意形成を図っていきたいというように考えてお

ります。

それから、幾らになるのかといったご質問であったかと思いますけれども、繰り返しになり

ますけれども、現在、基本設計を基にした実勢価格の調査を行っている段階でありまして、大

変申し訳ございませんが、現時点でお示しできるものはございません。

しかしながら、整備費の負担をお願いする関係自治体に対しましても、早期にお示しする必

要もございます。それから、何より市民の皆様からの関心が高いことも承知しておりますので、

したがいまして概算事業費が確定しましたら、議会の皆様に対しましても速やかに説明させて

いただきますので、いましばらくお待ちくださいますよう、よろしくお願いいたします。

それから、62億9,600万円以外の事業費についてのご質問がございました。現時点で必要な

ものとしましては、工事費以外の部分になってまいりますけれども、用地の取得費約500万円

を見込んでおります。この用地、土地についてでございますけれども、この土地は、食肉セン

ターに隣接する民地でございますけれども、現在、と畜場と排水処理施設、それから汚泥置場

等をつなぐ作業通路としまして、不動産賃貸取得契約による年間30万円の賃借料を支払って、

重機それから車両等で利用させていただいております。今後、新食肉センターの建て替え整備

を進めるに当たっては、稼働しながらの工事となりますことから、当該土地も含め、少しでも

敷地を広げた形での整備を計画しておりまして、この土地につきましても、現施設における車

両、重機等の通行等の利用に加えまして、新施設では、電気設備等施設の底地としての利用も

必要不可欠なものとなっており、購入を予定しております。

なお、これにつきましては、詳細につきましては、予算決算委員会のほうでまたご説明させ

ていただきますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

私のほうからは以上でございます。

上岡 正議員。■議長（宮﨑 努）

それぞれ答弁をいただきました。ありがとうございました。■15番（上岡 正）

２回目の質問をします。

私も、順不同になるかもしれません。１回目で了解したのは質問しません。了解してないの

を質問するわけでございますが、まず保育園の高台移転について、全然了解しておりません。
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言い訳だとしか聞こえなかった。なぜというたら、昨日の小学校の校区外の答弁もありました

が、中村小学校に多く行くんです、中村小学校に多く行く。なぜ行くか。１つには、建物もい

いと、できたばっかり、新品やということもあるんやろうと思うんです、僕は。いろんな条件

があるけど、保育園の条件を上げても行かんということはないんです。０歳児から預かったら、

行き出したら行くんです、慣れとるから、慣れるから。結果があって、結果に基づいて答弁を

せんようにしてもらいたい。私は、下田地区の皆さんは、中学校も統合して、大学のおかげで

１年も早く下へ下ろされて。市長。傍聴に来られる方も、下田地区の人が多いんです。そうい

うことを考えたら、当然上げるべき。私は、先ほどの答弁、条件を上げても残る人は少ないと

いう、勤めの関係等、確かにそれはあるでしょう。しかし、条件を上げれば、十分10人は私は

残ると思っている。以前は、川登保育園になったときに、５名を切っても陳情があったら残し

た部分もある。なぜというたら、いっときでもいつ地震が来るか、津波が来るか分からんと、

子供の命を最優先に考えたときには上げるべきでしょう、市長。市長、どうですか。そのこと

について、大学の失敗も多少なりとも利用できるわけですから、早く決まるわけですから、市

長にご答弁を求めます。

次に、補助金を出した２億4,000円何ぼ出した８月25日、その答弁は納得しません。軽微な

補正があった、直しがあったという報告を受けたと、こうなっておりますが、軽微ながじゃな

いでしょう。議会答弁でも、是正項目があったというふうに市長は答弁してます。是正という

のは、軽微じゃありませんよ。そのことが、今定例会でも軽微なと言う。また、委員会でも、

当時の副参事の中田さんは、軽微な変更やと。我々は、軽微な変更やけん、委員会のみんなも、

委員も、多くの委員はそれでいけるんだと思ったと思います。是正項目があったなら、どんな

項目かと随分とそのときに協議したと思うんです。私も総務委員でございまして、軽微な、今

回も軽微な、だから概算払いで補助金を出しても、出したと。軽微じゃないんです。そのこと

について、軽微であったのか、是正項目であったのか。委員会・定例会では、市長のほうは、

是正項目があったというふうに答えております。議事録も持ってきておりますので、そのこと

がどうしても納得がいかない。

そして、その補助金というのは、１回目の質問でも言いましたけんど、要綱では認可がない

と出されん。しかし、市長の判断で、規則で概算払いをした。したことは、やけんど念にも念

を置いてせないかんかったと。前の日、２日前に文科省から、他の申請をした人は出てないん

です。他の学校、その年は41校の申請が文科省に、大学の。ただ、うちだけが、１校だけが駄

目だった。そういう中だから、かなりここの判断というのは厳しいんです。要綱にもきちっと

認可がないと出されんとうたわれておる。そのことについて、是正項目があったのかなかった

のかをご答弁願います。

それから、移住対策について、移住というか人口減少について、移住対策が重要だというふ

うにご答弁を市長はされました。私は、移住対策は、１つのパイを全国の自治体が取り合いす
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るわけです。移住対策には、私は重きを置いておりません。私は、赤ちゃんが生まれる、生ま

れることが一番大事やと思っております。この１月・２月の広報を見ても、自然減が、亡くな

る方が六十数名と、生まれる方が十数名と、自然減だけでも毎月50人ずつおきよるんですよ。

１つの東京におる人、大阪におる人が移住しても、それよりも宝の子供を産み育てる、産んで

いただける環境をつくるということが大事だと思います。

私は、市長のほうが、石破さんの異次元もどうか、私も同感です。しかし、市長のね、小出

しの国の政策以外にどれだけやったんですか。私は、澤田五十六市長がなった25年、30年、そ

のときから手がけないかん問題やったと思っております。私は、30歳のときに、28歳のときに

子供ができたんですが、そのときは私はあまり少子化を思わなかった、自分が30代のときは。

40になって下の子ができて、これは将来大変になると。そのことは、いち早くいろんな学者の

先生が警鐘を鳴らしおったと。特に限界集落、この言葉をつくったのは高知大学の先生です。

また、集落がなくなるというのは、愛媛大学の先生です。四国から声が、早くから上がりまし

た。それが40年前です。そのときに私は一職員でありましたが、あまり思わなかった。思い出

したのは30年前。しかし、市長に言うように、うちは国の政策以外に単独でどういうことをさ

れたのか、12年間で。そのことをお聞きします。

次に、食肉センターについて、私は10回ほど質問しました。後輩議員の鳥谷議員が当選して

こられてからは、鳥谷議員が１回目から取り上げておりますので少し遠慮をしておりましたが、

私はやっぱり今回質問せにゃならんと。というのは、高知新聞にもずっとこの間記事がありま

した。記事の中でも１つだけ覚えておるんです。51億円になった基本設計、何ぼになった75億

円で止まった。一時考える。いろいろあった。53億円のときもありました。これも高知新聞に

出ているから、そこだけ覚えてたんですけど。市長、事務方の答弁では納得しておるんです、

納得しておる。ただ、市長にお聞きしたいのは、市長も食肉にはいよいよ詳しいということで

は、市長自らが答弁して、数字もしてくれるとあります。私が53億円でやれるんですかという

質問の中で、市長は、答弁で50億円を切るようにできるだけ頑張りますという答弁もいただき

ました。今62億円、約63億円でも、プロポーザル方式で１社しかないから、来たのが。そのこ

とによって手首を握られたと私は思います。

そこで、私自身、土木屋でございますので、４月１日からの入札になると、肌感覚10％近く

上がると。労務費が４月１日を境に７％上がる。資材費も上がる。そういう中で、恐らく70億

円に近くなるんじゃないだろうかと、そういう思いを持っております。市長は、75億円のとき

に、基本設計したときに、実施設計に至らなかった。もし、70億円を超えるような形になった

らどうするのか。今は、上がってもほかの市町村に頼みに行くと、こうなっていますが、１回

目の答弁では。そのことについて、市長にお聞きします。

私は、ここの食肉については、もう一つ心配しようことがあるんです。特にと畜する方法は、

お湯をかけてやるんですが、湯剥ぎ工法に変わったときに、水が大事なんです、水が。あの地
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域、ちょうど大字は不破なんです。不破の人がようけ土地も持っちょって、出来島っていうん

ですけんど、中筋川が上流に流れ込んでおった関係もあって、水質が悪いもんですから、上水

のほうは逃げたんです。ちょうど近くにあるんです、上水の水源が今は。その中で、私の経験

では、あの箇所は、水の層はいっぱいあるけど、同じ層やということで心配しております。そ

のことも申し添えておきます。

それから、しまんとぴあのご答弁いただきました。昨年より、農協に貸した分、おおむね倍

になっていますね。おおむねですけんど280万。どうして金額がこんなになったか、根拠を示

してください。役所が貸すことですから、根拠がないといかんと思うんです。根拠を示しても

らいたい。

それから、大学について。取られた大きな画面は、100万円の、それは下の大学が造った工

事に入っちょったと、こういう答弁。それから、残り、残りかどうか分かりませんけんど、備

品が旧中学校の工事、中にも入っちょったと。理事の説明の中では、２億円、備品は大学が買

うようになっちょったがやないですか、再度お聞きします。

残り４分になりましたので、４分残して、２回目の質問を終わります。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

今ほどの質問の中で、裁判の話がなかったわけですけれども……。■市長（中平正宏）

（「ないない、裁判は分かったけん、言うたで」と呼ぶ者あり）

分かりました。

それではまず、市独自でどのような子育て政策をやったか。順不同になりますけど、それか

らお答えさせていただきたいと思います。

これにつきましては、国の制度として、例えば保育所の給食の実施とか無償化、そして中学

校の給食センターも私の１期目のときに建てさせていただきました。本来であれば、無償化し

たいわけですけれども、なかなか財政的にそういう形ができておりませんので、心残りではあ

りますけれども。そして、医療費の助成につきましても、中学校卒業まではやらせていただき

ました。ただ、そこの中で、各自治体でやることについては限界がありますので、いつも言っ

ておりますように、子育て政策については、国がしっかりと責任を持ってやらない限り、この

少子化は止まらないという思いは一緒でございます。

また同時に、特にハード整備でございますけれども、これは四万十市が誕生してからでござ

いますが、中村小学校・中村中学校、もう全て新しい校舎になりましたし、そのほか現在の具

同保育所のほうもほぼ出来上がってまいりましたし、かなり多くの子育て政策に対するハード

整備は進んだのではないかなと思います。ただ、まだまだやるべきことは多々あろうとは思い

ますけれども、なかなかそれら全てできていなかったということでございますので、一部だけ

ご紹介させていただきました。

そして、保育所と小学校の高台というお話もございました。確かに、あの当時に保育所とあ
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れを受けて全てやっていたら、私の責任は果たせたということが言えたと思いますけれども、

ただ先ほどからご答弁で申しておりますように、どうしてもいろいろ調べていく中で、物すご

い厳しいという話が出てまいりましたので、これは１回立ち止まって見直すべきであろうとい

う形の中で今のような状況になったということでございます。

そして、その前に、実は川登保育所で最初統合の話があったときに、それは１月の終わりに

入所者数が、それが10人を切ったんで、それから市の担当課が４月に閉めると、３月いっぱい

で閉めるという話をして、それで川登の方々が大変憤りを持ち、自分のほうへ来ていただきま

した。そこで、川登の父兄の方々、そしてその方々と話をする中で、３人ぐらいでやるわけ

にはいかんので、最低５人以上どうしても構えてもらえませんかと、それを言ったら、向こう

が物すごい一生懸命頑張って、外へ行っている人とかいろいろ入れて増やしていただきました。

ただ、それでも２年やったと思いますけれども、２年間やっていただいて、もう向こうが閉め

させてくれという形の中で、そこの中で閉園式をやって、そういう形の中で終わったような経

過がございます。

それから、私のほうは、保育所については、10人を一定切ったら、そこの地元に説明に行き、

そこの中で保護者・地域の人の理解を求めながらやらないといけないということを徹底いたし

ておりましたので、中筋保育所については、もう子育て支援課のほうから話に、特にご存じの

ように、中筋地区にはすごい区長さんもいらっしゃいますので、なかなか厳しい意見も出るの

ではないかと思いましたけれども、もう十分理解をしていただいて、今月に閉園式をやり、自

分のほうも行き、そこの中でまた餅投げもするという話も聞いているところでございます。

そして、大学の関係でもう一つ、軽微なという形がございましたが、実は自分も話を聞いた

ときに、それぐらい深刻な話では全くなかったという記憶をしております。もし、そこの中で、

深刻な話であれば当然そこの中で立ち止まって考えるわけでありますけれども、簡単なような

話でございましたので、先ほど答弁したような、議事録には是正と書いておりますけれども、

自分としては全くそういう認識がなかったというのが現状でございます。ただ、結果的にそう

いう形になったので、あのときにもう少し詳しく聞くべきではなかったかなという反省はして

おりますが、あのときに法人側と話したときには、出したら全然問題ないというような話を当

時の文科省のＯＢの方からもお話を伺っておりましたし、そういう形の中でなったということ

でございますので、深刻な是正の内容ではなかったというような記憶をしているところでござ

います。

そのほかに、食肉センターの関係もございました。これにつきましては、かなり上がると思

います。これは、１つは、先般、高知空港の高知龍馬空港の拡張の新聞記事等々も出ておりま

したけれども、約19億円何ぼなのが約倍以上に上がるというような話も、その一つには人件費

がかなり上がる、物価高騰で上がる。いわゆる先ほど議員も申されましたように、４月以降は

また人件費が上がるのではないかなと思います。先送りをすればするほど総事業費はかかって
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くるのではないかなと思います。

ですので、私としてもできるだけ速やかにしたいわけでございますけれども、いまだに新し

い金額というか、それが出ておりませんので、まだ検討協議をするときは取れておりません。

今月の20日過ぎであろうと思いますけれども、高知県のほうへ行き、部長と時間を取って話を

するようにしておりますので、そのときには恐らく一定の数字が出てくるであろうと思います

し、またもう一つは国の新しい交付金ができましたので、その交付金も今申請をしております。

これまで全くそういう交付金はありませんでしたけれども、今回はその交付金を使っても、そ

の後に起債を充てて構わんというような形でございますので、できるだけその交付金も活用を

しながら、総事業費を、上がるにしても市の持ち出しそのものは少しでも少なくしてやってい

くというような形で、また議員の皆様にも自分の任期中に一定方向が出たらしっかりと説明は

したいと思いますので、よろしくお願いをいたします。

そして、裁判の話は、質問にはなかったわけですけれども、自分の任期中にこれはやりたい

というのは前から言っておりました。ただ、かなりこれは厳しい裁判になろうと思いますので、

そこらあたりもうちの顧問弁護士が慎重にいろんな資料を提出せよというような形で今までか

かったのではないかなと思いますので、できるだけ自分の任期中にやるようになろうと思いま

すが、そのときにはまた臨時議会を開いて、恐らく費用なんかを出さないといけないのではな

いかなとは思いますので、そういう形になろうと思いますので、よろしくお願いいたします。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

２回目の質問の中で、大学が整備する備品とはどういったもの■企画広報課長（武田安仁）

があったのかということでございますけれども……。

（「２億円」と呼ぶ者あり）

２億円という備品、それがどういったものかでございます。学校法人のほうで、京都看護大

学を整備したときにかかった備品等購入費の実績を参考に、おおよその金額を口頭でお伺いし

た額が２億円でございます。その金額の内訳というものは把握しておりませんが、購入予定で

あった備品というものはお聞きしておりまして、実習棟で使用する電子機器・模型・ベッド・

医療機器等の実習用備品、それから机や椅子・書棚・ロッカー・応接セット等ということでお

伺いしておりました。

以上でございます。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

私のほうからは、ＪＡ賃貸借料につきまして、積算の根拠を説■生涯学習課長（戸田裕介）

明させていただきたいと思います。

今回、計算させていただきました内容でございますが、貸付部分の建築価格につきまして、

１億5,340万円、税抜きとして設定をいたしました。それに対しまして、年度ごとの価格に対

しまして、財務規則に定める率７％を乗じた額としまして、それに消費税を加算した額でござ
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います。

また、ＪＡ高知県は、公共的団体ということでありますことから、財産の交換、譲与、無償

貸付等に関する条例第４条第１号を適用いたしまして、時価よりも低い価格で貸し付けること

としまして、県や高知市の額を参考に５割減額をしたというところでございます。

以上でございます。

上岡 正議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございました。■15番（上岡 正）

最後に言われました件、おおむね分かりました。５割減額しても580何万円になっているん

ですね。昨年280万6,000円ですか、忘れましたけんど、280万円。５割減、半額にしても、

580万円。あまりにも前回議会からもおかしいと、市長、いうことであったわけです。私は、

５割減額は了解です。了解ですが、市民からもおかしいという声がたくさんあったんです。私

は、そういうことで昨年は本予算にも反対したんです、このことがあったもんですから、反対

討論したんです。議長も賛成討論したけんど、上岡議員が言いようことは理屈が通っちょうと

言うてくれました。ほんやけんど、全部を否決するわけにはいかんからということで、附帯条

件をつけてやったけん、これもおかしな執行だったと私は言わざるを得ん。

そこで、１つだけ聞こうかと思いましたが、時間が２分46秒になりましたので、今日は褒め

る日でございますので、最後に私は、高知県の政治家の中で尊敬しておる政治家は２人なんで

す。２人なんですがというて、２人を言うと、２代目の中村市の市長でありました長谷川賀彦

さんと、市長のお父さんであります幹運さんが、私は一番高知県の政治家の中では、私が知り

得ている中では尊敬する政治家でございました。というのも、私は、28歳のときにお父さんの

幹運さんと酒を岡山で酌み交わしていますが、それはなぜかというと、農政局の産振事業とい

うのでヒアリングに行ってました。村長自らが行かれるんです。しかし、事業も物すごいしと

んです、その産振事業というのは。いろんな農道もつけれるし、山道もつけれるし、用水路も

つけれるし、いろいろな事業です。うちが３億円のときに、西土佐村の村長は、お父さんは６

億円やってました。うちの３億円も当時のお金からいうと太いんですけど、国庫の事業は、ほ

とんど道はそれで直しよったと思います。そのときにいろいろな事件が起きまして、その内容

は言いませんが、お父さんが高知県の平社員の職員にまで頭を下げて、部下の、そのことを見

ました。私自身は、酒をついでもらって、中村の若い衆か、頑張れよ言うてからの付き合いで

す。そういうことで、中平家とは２代にわたって、45年過ぎの知り合いです。どうか、市長、

まだ任期はあります。任期中、大変な仕事も残っております。任期が終わったら１年間ぐらい

ゆっくり休むという、体に十分気をつけて、任期中は一生懸命仕事をしてもらうことをお願い

して、私の一般質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

すみません、先ほどのご答弁の中で、医療費の助成も高校まで今やって■市長（中平正宏）
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おりますので、それが若干抜け落ちていたかなと。ただ、これは自分がやったということでは

なく、職員がみんな頑張って、その結果こうなったわけでございますので、これからもそうい

う形の中で。

また、おやじの話もしていただきまして、本当にありがとうございました。当時、いろいろ

話は聞いておりますけれども、なかなかここの中で言うような内容ではないようでございます

ので、議員が言うたように、自分のおやじが頭を下げて言ったというのは私のほうでも聞いて

おりますので、最後におやじのほうの昔話もしていただきまして、本当にありがとうございま

した。

以上で上岡 正議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

小休にいたします。

午前11時43分 小休

午前11時44分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

機器切替えのため、11時50分まで休憩にいたします。

午前11時44分 休憩

午前11時50分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、瀨正明議員。

お許しをいただきましたので、一般質問をいたします。社民党の瀨正■６番（瀨正明）

明です。よろしくお願いをいたします。

まず、消防力の強化について質問をいたします。

高齢化が進む中で、救急搬送は増加傾向にあり、人口減少が進んでも、火災の発生件数は横

ばいと考えています。また、近い将来必ず起こると言われている南海トラフ巨大地震、今後も

年々発生確率は上昇していくと考えています。日常の救急搬送、火災の対応、近い将来必ず起

こると言われる大災害に備えて、消防力の強化が必要不可欠であると考えています。

消防力の強化のためには、資機材の高度化、必要な消防職員の確保、適切な訓練が必要と言

われています。資機材については、性能向上に努められていると判断していますが、消防職員

の増員は行われていないと考えています。ご承知のように、消防は、市町村が区域内の消防の

責任を果たすと聞いています。つまり、四万十市の消防は、四万十市が責任を持ち、市民の生

命・身体・財産を守らなければならない、そういうことであると考えています。

現在の幡多中央消防組合の職員数は、80人と聞いています。以前から80人という数字は聞い

ておりましたが、四万十市に80人の消防職員がいると私は思い込んでおりました。人数の割り

振りまでは聞いておりませんけれども、大まかな試算ですが、80人の職員が週休２日で働き、
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年次有給休暇を考慮すると１日に働ける人数は52ないし３人であろうと思います。これを３交

代もしくは２交代に割り振りますと、17人の計算になります。若干１名違っている場合もあろ

うかと思いますが。四万十消防署では、火災発生時には、消防車２台、職員９名で対応すると

聞いておりますので、消防車２台が出動しますと、救急対応の職員がいなくなり、早急な人員

確保が必要になる。つまり、休みの職員、待機の職員に出勤していただく必要が出る。そうい

うふうに考えています。

また、単純に割り振りますと、西土佐分署では、３名から４名、出動できる人数は、救急車

もしくは消防車のどちらか１台を動かせる職員しかいないのではないか、そういう計算にもな

ります。少ない職員で最善の対応を行っていることに敬意を表しますが、救急搬送を行ってい

るときに火災の通報があれば、対応が遅れることが懸念されます。このように現状の人員不足

は明らかであると考えています。

火災出動について、以前お話を伺ったとき、火災通報から２分で消防車２台が出動、火災現

場が近距離であれば５分で放水が可能となるよう訓練を行っているとおっしゃっていたと記憶

しています。火災現場での延焼拡大危険を防ぐためには、時間との闘いがあると考えています。

そこで、質問です。

日常の救急搬送、火災の対応のため、消防職員の職員数は必要数を確保できているとお考え

なのか。そして、近い将来必ず起こると言われている大規模災害への備えとして、消防職員の

増員は考えていないのか、お考えをお聞かせください。

続いて、消防庁の消防力の整備指針について質問をいたします。

一部読み上げます。以下の指針は、市町村が目標とすべき消防力の整備水準を示すものであ

り、市町村においては、その保有する消防力の水準を総点検した上で、この指針に定める施設

及び人員を目標として、地域の実情に即した適切な消防体制を整備することが求められるもの

であるとあります。

市町村にとっての消防力の強化の目標が示されたものであり、重要な整備指針であると考え

ています。

そこで、３点について質問をいたします。

１点目は、四万十市として、この指針をどのようにお考えなのか。

２点目は、整備指針に沿って四万十市の保有する消防力の水準を総点検したのか。

３点目は、整備指針に定められた施設及び人員を目標として取り組まれたのか、お答えくだ

さい。

続いて、消防の広域化について質問をいたします。

昨年11月、高知県消防広域化基本構想を高知県が発表いたしました。過去に発表された高知

県消防広域化推進計画よりトーンダウンした内容から、討議資料のようなものであると考えて

います。内容は多岐にわたりますが、予想される人口減少により、将来起こる税収不足のため、
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消防予算の確保が困難になることが理由の一つとされています。業務の効率化のみで対応を考

えるのであれば、広域化することでの消防力の強化は期待できません。

また、四万十市と消防署との連携が弱まり、地域の状況に即した消防サービスの提供が困難

になることも懸念されます。県内１つの消防本部を目指す前に、近隣市町村との連携の強化と

消防力の強化が必要と考えています。

そこで、質問です。

消防の広域化についての現在のお考え、市と消防署との連携、併せて近隣市町村との連携強

化、四万十市の消防力強化についてお考えをお聞かせください。

続いて、まちバスについて質問をいたします。

まちバスは、所管課の努力により、エリア拡大と停留所の増設により、市民だけでなく、観

光客の方々からも高評価を得ていると考えています。しかし、高齢により足腰が衰え、停留所

まで歩くことが負担になって利用しづらくなったとおっしゃる方が増加していると考えていま

す。まちバスの運行路線を増やし、停留所を増やすことは簡単でないことは承知しております

が、高齢の方や障害者の方への配慮とひきこもりを予防し、積極的に外出することへの支援は

重要と考えています。他事例でございますが、希望者の玄関まで迎えに行くことを目指してい

る市町村もございます。四万十市も先進地に学び、早急な要望実現のため努力する必要がある

と考えております。このことについて、お考えをお聞かせください。

分かりやすい答弁をお願いして、１回目の質問にいたします。

瀨正明議員の質問途中ではございますが、この際、昼食のため午後１■議長（宮﨑 努）

時まで休憩いたします。

午前11時59分 休憩

午後１時０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

瀨正明議員の１回目の質問に対する答弁を求めます。

安岡地震防災課長補佐。

それでは、私から消防力の強化についてご答弁いたします。■地震防災課長補佐（安岡栄治）

まず、消防職員の数は足りているか。また、増やす考えはないかとのことでございますが、

幡多中央消防組合にお聞きしますと、年間業務の中では、繁忙期や出動が重なった場合など、

人員がいればというふうに考えることはあるとのことでございますが、常時そういった状況で

はなく、非番職員の招集や消防団員の協力などを得ながら消防活動に当たっているとのことで

ございました。

地震防災課としましても、消防力の強化は望ましいことではありますが、人口減少や財政負

担を考えると、簡単に増員すべしとの判断は大変難しいと考えております。

次に、消防庁が示す消防力の整備指針について、市はどう考えているかというご質問でござ
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いますが、この指針は、大規模災害や緊急消防援助隊等を踏まえた目標とすべき基準を示すも

のとされておりますが、同時に地域の実情に即した適切な消防体制を整備することが求められ

ているというふうにされております。消防車両や職員数を判断するためのこれは一つの指標で

あるというふうに我々は考えております。

また、この指針に基づく水準の点検や点検に基づく取組はあるかとのご質問でございますけ

れども、消防力の整備指針に基づく職員数につきましては、管轄する区域の人口、それから面

積、所有する消防車両の台数などを基に算出されるものでございます。おおむね３年に１回程

度算出しているということでございますが、直近の令和４年度の幡多中央消防組合の職員数の

指針は139人となっておりまして、これに対して現職員数は80人です。指針に対する比率

57.6％となります。

しかしながら、全国的に見ましても、職員数においては、指針の100％を満たす組織はほと

んどありませんで、高知県内の平均が63％、幡多地域の平均が54％となっておりますので、近

隣の組織と比べると、幡多中央消防組合の水準は低い水準ではないというふうに考えておりま

す。

また、平成30年度には、この指針に基づきます水準を参考に、消防設備や活動状況などを総

合的に判断をいたしまして、消防の定数を５人増員したという経過もございますので、指標に

基づく対応も行っているということでございました。

いずれにしましても、地震防災課としましては、人員不足により業務に支障を来す状況と

なったときには、消防組合と協議をしながら、可能な限り対応していきたいというふうに考え

ております。

次に、消防の広域化に対する市の考え方ですが、人口減少する中であっても必要な消防力を

維持して確保していくということを目的としたものでございますので、一定必要な検討である

というふうに考えております。県から示すべき組織の形などは示されておりますが、全国的に

は他の方法による広域的な運用をしている事例もございます。いずれにしましても、具体的な

協議はこれからですので、来年度から行われる消防広域化基本計画在り方検討会におきまして

議論していく中で、本市としましても慎重に判断をしていきたいというふうに考えております。

また、有事への対応に際して、消防本部同士の連携は大事なことであるというふうに考えて

おります。現状でも、例えば西土佐地域で出動が重なった場合には、お隣の四万十清流西分署

に協力を求めるなど、日々の業務や活動の中でも連携はされているというふうにお聞きをして

おります。

また、先ほどの消防広域化の検討の中でも、こういった連携強化に向けた協議ができるので

はないかというふうに考えているところでございます。

以上でございます。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）
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それでは、私のほうからは、まちバスの利便性向上に関するご■企画広報課長（武田安仁）

質問に対してお答えいたします。

本市のまちバスの利便性向上を図る対策としましては、住民や地区等からご要望があった場

合には、その内容や経費負担等のバランスを考慮しながら、随時見直し等について検討してい

る状況でございます。これまでの本市におけるまちバスの利便性向上に向けた取組としまして

は、まずは運行エリアの拡大、それから停留所の追加、運行車両の増大等といったものがござ

います。具体には、令和２年10月より運行エリアを拡大しまして、停留所についても随時追加

しているという状況でございます。

議員のほうからも、できるだけ庭先まで、玄関先までというようなご提案・ご要望がござい

ました。こういったことにつきましては、まちバスを考えた場合に、まずは観光客にも分かり

やすい運行体制ということも配慮する必要があろうかと思いますし、周辺の環境、それから運

行体制、経費の問題などから、全ての要望にお応えすることが困難な、そういうような事情も

ございますが、今後も引き続きまして住民ニーズ、それから経費の負担、それから運転手等の

運行体制などのバランスを図りながら、持続的な公共交通ということを基本に、まちバスの利

便性向上にも取り組んでまいりたいと考えているところでございます。

以上でございます。

瀨正明議員。■議長（宮﨑 努）

それでは、２回目の質問をさせていただきます。■６番（瀨正明）

先に、まちバスについては、精いっぱいの努力を続けられていると認識をいたしましたので、

了といたしたいと思います。

消防力について質問をいたしました。地震防災課として、なかなか取り組みづらい部分もあ

ろうと考えてはおるわけですけれども、ご承知のように、火災というのは災害であるという認

識をいたしております。山火事の怖さっていうのは、山に上がったことのある者なら誰もが恐

怖を覚える、そういうものがあります。もう二十数年前になりましたが、勝間川で落雷が原因

であろうという火事があって、昼過ぎだったと思いますが、山に上がれということで山に上

がって、ポンプで水を上に上げて山火事用のポンプをつないで上で消火して、何とか尾根の部

分で止まりましたので、その日のうちに火は小さくなったと。あれが燃え広がっていたらどう

なっていたのか。そういった目で考えると、火災っていうのは、対応が遅れれば大きな災害に

なる。大きな災害になったら、市民は避難するしかない。そういう面にもつながってくると思

います。

先ほど補佐のほうから答弁をいただいて、少し気になったのが、今のところ大丈夫、そうい

う話、言い方は少し違いますね、必要が生じれば協議をして充実を図る、そういうお話であっ

たであろうと考えていますが、想定されることっていうのはたくさんあると思うがです。例え

ば、中村地域でも、人家火災、密集地で火災が起これば、消防車２台、中に逃げ遅れた方や傷
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病者がいる、そういう連絡があれば救急車も２台、当然大きくなれば指揮車も向かう。署の通

信員２人を入れますと、20人での対応になる。そんなことを考えますと、大規模になったとき

の対応人数、ふだんは当然待機の人や休日の人を呼び出して対応しているのであろうと考えて

おりますが、最大人員は限界があるということをもう一度考えておくべきだろうと、そういう

ふうに考えております。

また、西土佐は、本署よりも人数が少ない、そういうふうに聞いていますので、ふだんは消

防車１台で対応できるところが多いとは思うがです。ただ、これから人口は減っても、高齢化

が進めば、まず救急搬送の数は増えていく、そういうふうに考えています。そう考えると、救

急車２台が動かせる状態っていうのがこれから必要になってくるのではないかな、そういうふ

うに考えます。

また、症状によっては、遠くまでの搬送が必要になってくる。往復で１時間を超える場所ま

で搬送をしなければならない。そんな状態の中で火災が起こったとしたら、今までそういうこ

とがなかったから、これからも大丈夫だろうではなくて、こういうことが起こった場合に大変

なことになるかもしれない。やはり防災はそういう考え方も必要だと考えています。決して何

十人も一遍に増やせという話をここでしているわけではございませんし、具体的に幡多中央消

防組合の中に触れますと、議長が止めるぞと言っておられたようにも聞こえましたので、中身

には触れませんけれども、そういう災害対応、何かあったときの最大人員、年に１人でも増や

せないか。市長の言葉を借りますと、やれない理由を探すのではなくて、できる理由を探す。

どうすればその予算が工面できるのか。そういうふうなことも含めて考えて、これから市民の

命に関わることであろうと考えております。先々のことを考えて、よりよい方向に進んでいた

だきたい、そういうことを考えておりますので、再度のご答弁をいただければと思います。

安岡地震防災課長補佐。■議長（宮﨑 努）

ご答弁いたします。■地震防災課長補佐（安岡栄治）

日々の火災出動や救急搬送につきましては、当然これから数が増えてくるという状況になれ

ば人員が必要ということもあり得ると思います。ただ、このための人員増につきましては、ま

ずは現場である消防組合のほうからこちらのほうにお話をいただいた上で、増員について協議

をしていくということになろうかと思います。

それから、もう一つ、大規模災害に対する備えとしては、議員おっしゃるとおり、もちろん

人を十分に構えてそれに備えるということがベストだとは思いますが、先ほど来から申し上げ

ますとおり、財政状況等を考えると、これは不可能に近い状況でございます。一人でもという

お考えについては、我々も否定するものではございませんので、今後そういった協議が始まり

ましたら、それに対応できるようにしていきたいというふうに考えております。

以上でございます。

瀨正明議員。■議長（宮﨑 努）
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なかなかこれ以上の答弁は難しいとは考えておりますけれども、１点だ■６番（瀨正明）

け、今の答弁の中であった、今のところ消防組合からの要望もないと、何とかなっているとい

うことで、消防組合のほうから増員の要望等があれば、また四万十市としても検討するという

答弁があったと思います。その点だけ確認をさせていただいて、私の３回目の質問にさせてい

ただきます。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

今ほど、できない理由を考えるがやなしに、どうやったらできるかを考■市長（中平正宏）

える職員になってくれと、それは私が市長になったときから言っていた言葉でもございます。

ただ、そこの中で消防につきましては、数年前までは退職者が例えば１名いれば、その次の

年に１名採用をし、それから消防学校へ行かせておりました。２年前か３年前か、ちょっと記

憶にないわけですけれども、その以降は、例えば退職者が３名いるのであれば、前の年に３名

入れて、そこの中で消防学校に行かし、４月からはもうフルにそこの消防の職員として働ける

という形の体制を今取っておりますので、以前のように不足するというような状況ではないよ

うに承知をしております。以前であれば、１回消防学校に行ったら、約半年以上消防学校のほ

うに行かないといけませんので、１年目はあまり戦力としてはなかなか数えるわけにはいきま

せんでしたけれども、今はダブるような形で採用をしておりますので、もう退職者が出た場合

には次の１年目からフルに四万十市の消防職員として働ける、そういう体制を取っております

ので、そこは一定ご理解を賜りたいと思います。

また、どうしてもこれから救急搬送であるとか、あるいはそういう形がどんどん増えるよう

であれば、今ほど議員が申されましたように、増員というのも検討しないといけない時期が来

るかも分かりませんけれども、今現状は今のままでやっていけるのではないかなと思っており

ます。

安岡地震防災課長補佐。■議長（宮﨑 努）

お答えします。■地震防災課長補佐（安岡栄治）

先ほど来から申し上げましているとおり、消防の組織の組合のほうからそういった希望、お

話がありましたら、当然、地震防災課だけで判断できるものではありませんので、市として、

関係機関と協議をした上で対応していきたいというふうに考えております。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午後１時17分 小休

午後１時17分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

以上で瀨正明議員の質問を終わります。

13時25分まで休憩といたします。

午後１時18分 休憩
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午後１時25分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、西尾祐佐議員。

四万十立志の会、西尾祐佐です。■12番（西尾祐佐）

議長のお許しをいただきましたので、通告に従いまして一括で質問させていただきますが、

まずは、市長、12年間の重責、お疲れさまでした。私の議員生活11年間は、中平市政しか経験

できていないですが、市政について多くのことを学ばせていただきました。任期最後まで見届

けたいと思います。本日の質問中にご答弁いただけるものがあるかは分かりませんが、中平市

長への最後の質問となります。どうぞよろしくお願いいたします。

それではまずは、四万十市の環境基本計画についてです。

環境基本計画は、100ページを超えるボリュームのあるものですが、四万十市環境基本条例

の基本理念を目的として、第１節の目標とする環境像に近づいていくためのものであると思っ

ております。

そこでまず、お伺いいたしますが、担当課として環境基本計画の位置づけや認識、意識して

いることはどんなものでしょうか。また、川とともに生きるまちをコンセプトの柱として、恵

み豊かな環境を保全・創造するための様々な各種事業や活動をされておりますが、その中で課

題と感じているものがありましたらお答えください。これについてご答弁をよろしくお願いい

たします。

次に、西土佐分校の生徒が増えることでの住居の確保について質問いたします。

現在、西土佐分校の生徒は、１年生が４人、２年生が７人、３年生が７人の計18人です。そ

して、寮の収容可能人数は、青葉寮が10名、若者住宅も10名の計20名です。この寮に入ってい

る人が現在青葉寮の８名ですが、４月からの来年度の入寮希望者によってはあふれる可能性が

出てくるのではないかと思っております。というのも、入試を受けた人数が14人で、西土佐以

外の方も結構多いと聞いております。西土佐分校の存続推進協議会や昨年度から始まった地域

みらい留学制度の導入など、入学者増に向けての活動がよい成果につながってきているのか。

来年度は生徒増になりそうな状況であると思います。このまま少しでも増えていき、学校の存

続につながればと期待するところであります。

そこで、生徒数が増えると同時に課題となるのが住居の確保であると思っていますが、まず

はそれについてのお考えをお伺いしたいと思います。生徒数の状況確認と住宅確保についての

現在のお考えを教えてください。

次に、農業振興の圃場整備について質問いたします。

この圃場整備については、平成30年３月議会で質問しております。前回の質問では、ちょう

ど現在圃場整備を進める際の事業、農地中間管理機構関連農地整備事業が北川モデルとして始
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まったときで、この事業の内容や地域の事務局を担う方への負担を軽減できないかという内容

の質問でした。

まずは、現状の確認をしたいと思います。

以前の市長答弁では、耕作放棄地を出さない最低条件が圃場整備であると発言されておりま

したが、変わりはないでしょうか。

また、質問以降で、入田・三里・利岡の３地区で圃場整備がありましたが、この３地区の整

備が終わった後、市内でまだ圃場整備ができていない面積は全体の何％残っているのか、分か

れば教えてください。

次に、企業誘致についてですが、企業誘致を推進する立場より質問いたします。

以前にも２回質問していて、１回目が約10年前の平成27年６月議会、２回目が令和元年９月

議会です。１回目の質問後、あまり力が入った様子がなく、２回目、４年たっての活動を確認

しても、やはりあまり活発な活動が見られませんでした。当時、今後も力強い推進はないのか

なと期待が薄くなっていたところですが、人口減少やＩＣＴ化の推進、地域間連携や移住対策

の推進など、世間の状況等も変化してきており、再度もっと力強く推進していただきたく質問

することにいたしました。まずは、今までの取組と現状の考えをお伺いいたします。

次に、教育行政について質問していきます。

初めは、学校教育においての部活動の位置づけをどのように考えているか、お伺いいたしま

す。

学習指導要領の中の一文には、生徒の自主的・自発的な参加により行われる部活動について

は、スポーツや文化・科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感・連帯感の涵養等、学校教

育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環として教育課程との関連が

図られるよう留意することと書いてあり、学校教育の一環として位置づけていると思われます。

そういったことで、これまで学校部活動は全ての子供たちに分け隔てなく与えられた権利で

あると思います。昨日の前田議員の質問のやり取りでもありましたが、部活動の地域移行に際

して、今後保護者等の費用負担が増える懸念があります。今後は、部活動が習い事となる部も

出てくる可能性があります。

そこで、１回目の質問ですが、本市教育委員会の考えとして、部活動を子供たちの権利とし

て保障していくつもりなのか。それとも、保護者や生徒がお金を出して買うサービスとするの

でしょうか。少し極端な表現かもしれませんが、答弁をよろしくお願いいたします。

次に、中学校の大会出場補助金についてです。

四万十市立中学校の文化及び体育大会出場補助事業について質問いたします。

子供が中学校になり、中学校のＰＴＡ会計の決算書を目にするようになりました。そこで

知ったのが、中村中学校では各種部活動の大会関連の費用に年間350万円以上かかり、ＰＴＡ

会費から年間110万円繰り入れております。これは、年間のＰＴＡ事業支出の約40％です。近
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年の物価高騰により、バス借り上げ料では約３割増し、他の費用についても増えております。

コロナ禍のときに少したまっていたＰＴＡ予算もなくなってきておる現状でございます。来年

度は、ＰＴＡ会費を上げるか、各部活の保護者負担を増やすかに迫られてきているのが現状で

す。

要綱には、補助対象となる各種文化及び体育大会や補助基準、補助額などが明記されていま

して、補助額は実費の２分の１となっております。ほか、中村西中学校や西土佐中学校では持

ち出しの仕方が違いますが、このような状況を知っているのでしょうか。

また、幡多の他市町村は、どこも全額補助していて、宿毛市ではバスの手配等も市教委が

やっております。こういった状況も確認はできているのか。まずは、現状の認識をお伺いいた

します。

次に、部活動地域移行の現在の取組状況と今後についてお伺いいたします。

現在の取組状況については、山下議員と前田議員の質問のやり取りでおおむね分かりました。

私からは、１つ目に質問している内容に関連しますが、考えをお伺いいたしていきます。

部活動が地域に移行すると、保護者等の負担が増えないか心配するところです。そうなると、

今でも金銭的理由で部活動への参加を諦めている家庭がある状態が、さらにそうなると今でも

ハードルが高くなっていくと思います。子供たちが文化やスポーツのサークルやクラブに入れ

ない状況が増えることが予想されます。教育活動の一環であれば、金銭的な問題で参加できな

い家庭をなくし、子供たちが文化・スポーツなどに触れ、楽しみ、仲間との関係を構築、時間

の共有によるよい思い出づくり、活動を通した心身の成長など、これらをひとしく与えられる

機会となることを望みます。

そこで、お伺いいたします。

部活動の地域移行を進めるに当たり、学校教育の一環という考えを前提に、子供たちが部活

動へ格差なく参加を選択できるよう進めているのか、お考えをお伺いいたします。

最後は、教職員の負担軽減についてお伺いいたします。

おととしの12月議会、昨年の３月議会と、続けて教職員の働き方改革の質問をさせてもらい

ました。そして、昨年、令和６年３月議会で令和６年の方針を伺ったときの答弁では、児童生

徒の実態を踏まえ、各校の指導体制に適した計画を策定すること、標準授業時数を大幅に上回

らないように設定すること、授業時数は削減するけれど、授業の質を落として学力を低下させ

ることはできませんので、少ない時間でも授業の質を向上させ、学力は現在の状況を少なくと

も維持すること、また学習指導要領の趣旨を実現するための時間割の工夫を行うということを

校長会のほうで確認したところでしたとの発言がありました。

そこで、確認ですが、まだ終わってはおりませんが、令和６年度の標準授業時数を超える時

数の状況はどんな感じになったのでしょうか、ご答弁をよろしくお願いします。

あわせて、他にも１日45分の休憩を取れているのかや持ち帰り残業が多いのではないかなど
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の質問もいたしました。これらを含め、この１年で教職員の負担軽減につながる取組や活動が

ほかにもありましたら、一緒に併せてご答弁をよろしくお願いいたします。

以上で１回目の質問を終わります。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

圃場整備の件についてお答えいたします。■市長（中平正宏）

以前より私が、耕作放棄地を出さない最低条件が基盤整備であるということを申しておりま

すが、そのことには今も全く変わりはありません。と申しますのは、自分の経験から申します

と、実は自分の家も今田んぼが全部で１町３反あるわけですけれども、圃場整備する前は約

47枚田んぼがありました。それをしたことによりまして、現在は７枚になっております。家の

前だけは、私が今耕作しておりますけれども、ほかのところにつきましては、松浦議員がナス

ビを作っていただいている。また、もう一人の方にやって、これはもし圃場整備をしてなけれ

ば、恐らくそこらはもう荒れていたのではないかなと思います。また、圃場整備をすることに

よって、財産価値が上がりますので、売買ができると思います。これは、圃場整備をしていな

いような田んぼにつきましては、はっきり言いまして、もう価値は極めて低くなりますので、

売買もなかなか対象外になる。もし売れても、物すごい安い金額になろうと思いますけれども。

圃場整備をしたしっかりとした田んぼであれば、それが財産価値となりますし、また作ってい

ただける方もいらっしゃいますので、圃場整備は絶対するべきであろうと思っております。

また、同時に合併してこっちに来て以来、特に宿毛市なんかへ行くときに江ノ村地区をよく

見るわけでありますけれど、何でここができていないのかなという残念でたまらない思いを通

るたびに思っているところもございます。特にあこらにつきましては、例えばやることによっ

て面積が大幅に減るということはまず少ないであろうと思いますし、また同時に費用について

も、私たちのような西土佐の、あるいは中村地区のほうでも、山でやるような、費用がかなり

かかるというような形じゃありませんので、圃場整備は積極的に進めて、そして耕作放棄地を

少しでも少なくし、そこの中で農業の収益性を上げていく、そういう農業をやるためにも、も

う絶対必要であろうと思います。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

私のほうからは、教育行政に関して、教職員の負担軽減についてご答■教育長（久保良高）

弁させていただこうと思います。

２学期末に時数の報告も上がってますので、それはまた後ほど。先に取組を紹介させていた

だこうと思います。

教育委員会と校長会の代表で、教育課程の編成と授業時数の取扱いに関する指針を作成し、

年間の標準授業時数を大幅に超えない範囲で学校の実態に応じた教育課程を編成するようにと

いうことを年度の初めに校長会のほうには伝えておりました。各学校の取組の一例を紹介した

いと思いますけれど、１週間の中で今まで５日間、ほぼ毎日掃除をしていたのを、掃除をする
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日を削減したり、また校時表の見直しにより、児童の下校時間を早めたりとか、また学校に

よっては週２回５校時までとする日を設定し、放課後の時間を教材研究の時間として生み出す、

そういう学校もありました。

また、教員が学期末、通知表等の作成とかいろんな事務処理がある関係で、その多忙を解消

するために、終業式前１週間ぐらいは５校時で終わって、15時30分までには子供たちを放課さ

せ、その後教員が事務処理ができる時間を確保したり、通知表についても、今までは全ての学

校で所見欄というのがありましたけれど、所見欄は廃止して、その代わりに参観日の面談等で

子供の様子を細かく保護者のほうに伝えると、そういう取組に変えた学校もあります。

また、参観日や各学期の終業式等の午後は、子供は放課とし、教員がゆとりを持って事務作

業ができるように工夫している学校もあります。

このように各学校が標準授業時数を確保しながら、子供も教職員もゆとりを持って学校生活、

勤務ができるように各学校それぞれ努力しております。

ただ、大変申し訳ないというか、残念ながですけれど、45分間のお昼の休憩時間を十分確保

できているかというと、給食指導とか、その他の丸をつけたりとかそういう作業の関係で、

45分確保できている状況ではありませんし、職員が仕事を持ち帰って家庭で仕事をするという

状況も、正確には把握してないがですけれど、厳しいような感じがします。

その次に、今年度の授業時数ながですけれど、２学期末までの報告書が提出されていますの

で、２学期末までに実施した授業時数に３学期実施予定の時数をプラスしたものを今年度の時

数として計算しました。全ての学校を調査したがではなくて、周辺部の比較的規模の大きな小

学校・中学校、６校あるわけですけど、そこの学校の時数、それで標準授業時数が1,015時間

である小学校５・６年生と中学生を対象にした時数を集計してみました。それと、もう一つ、

実は、昨年度８月28日だったと思いますけれど、文科省のほうから緊急提言として標準授業時

数を70時間以上上回らないような提言が出てきました。ですから、昨年度は何とか時数を削減

しておりますので、比較として令和４年度の時数を今年度末の推計、それを比較したいと思い

ます。

まず、小学校ですけれど、令和４年度が1,071時間でした。令和６年度が1,028時間ですから、

令和４年度と比べると43時間授業時数が減っています。中学校については、令和４年度が91時

間オーバーしてましたけれど、今年度については、標準授業時数に対して23時間のオーバーで

すので、68時間、令和４年度よりは授業時数が減っている、そういう状況です。

あと、部活動については、課長のほうから報告があると思います。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうからは、四万十市環境基本計画に関します■環境生活課長（山本 聡）

ご質問で、目標とする環境像に近づくための課題や取組、今後の活動につきましてお答えをさ

せていただきます。
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私にとりまして、最後の一般質問答弁になると思っております。市役所人生の全てをかけて、

全身全霊、魂を込めましてご答弁させていただきますので、どうぞよろしくお願いをいたしま

す。

現在の第２次四万十市環境基本計画につきましては、平成30年３月に１次の計画を改定した

ものでございまして、令和９年度を目標年度とします10年間の計画でございます。そして、令

和５年度に中間見直しを行いまして、現在の形となっているものでございます。

目標とする環境像につきましては、川とともに生きるまちといたしまして、私たちが四万十

川と共に育んできた自然、それから歴史的な生活文化、こういったものを将来の世代へ引き継

いでいかなければならない。そういう思いを込めまして、表現をしているものでございます。

この環境像を実現していくために、４つの基本目標を掲げておりますけれども、それぞれの

キーワードといたしましては、順番に１つ目が水辺環境の保全、２つ目が循環型社会の構築、

３つ目が地球温暖化防止、そして４つ目が協働によるまちの創造でございますけれども、そこ

に向けました個別目標、さらにそれぞれの環境施策の柱を立てております。この３層の体系を

基本といたしまして、市民・事業者それから市の３者が一体となりまして取組を進めていくと、

そういったものでございます。

この基本計画に関しまして、担当課としてその位置づけや認識はというご質問だったと思い

ます。ありきたりなお答えにはなりますけれども、本市におきましては、上位計画であります

四万十市総合計画を策定をしておりまして、その基本構想の実現のために各分野での施策を展

開していると、そういったところでございます。四万十市環境基本計画につきましては、四万

十市環境基本条例の下、総合計画を環境面から推進する分野別計画といたしまして、本市にお

けます環境に関する施策に関しまして、総合的かつ計画的に推進するといった位置づけがござ

います。

また、国や高知県の環境基本計画、本市の環境に関します個別計画の四万十川景観計画、四

万十市役所地球温暖化防止実行計画、それから四万十市地球温暖化対策実行計画（区域施策

編）、四万十市一般廃棄物処理基本計画、そういったものなどとの整合・連携を図るものと認

識をしているところでございます。

それから、担当課として意識していることがあるかと、課題と感じていることはあるかとい

うご質問もいただきました。私が常々意識をしておりますことは、いかに計画の意義や目的、

そういったものを市民の皆さんに、また事業者の方々にかみ砕いて啓発していくかということ

でございます。現時点におきましては、まだまだ私自身納得できるようなレベルでの啓発がで

きているとは言えませんけれども、各種の授業を実施していく中で、課題は何か、そういった

ことを考えたときに、これまでの取組を振り返ってみました。まず、平成30年度から令和４年

度、現計画の前半５か年ですけれども、この期間につきましては、環境生活課にとりまして激

動の数年間であったのではないかというふうに思っております。と申しますのは、当課が所管
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します業務におきまして、市としてもとても大きな出来事があった、数件あったように記憶を

しておりますけれども、それらへの対応に係る影響、そういったものがあったかもしれません

けれども、この期間、この計画の目標に近づけるような取組、それが十分できたかといえば、

私は疑問に思っているところでございます。ともすれば、計画が絵に描いた餅に、そういった

状態であったかもしれません。私は、そういったことで、あくまでも個人的、個人的ではござ

いますが、この期間を失われた５年間と呼んでおりまして、こうした計画前期の反省、このよ

うな課題を踏まえまして、私が担当しております計画後期につきましては、とにかく自分の色

を出していこうと、そうする中で啓発を強化していこうと、そう考えていたところでございま

す。

朝比奈総合支所長兼地域企画課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうからは、西土佐分校につい■総合支所長兼地域企画課長（朝比奈雅人）

て、生徒が増えることでの住居の確保についての質問にお答えさせていただきます。

西尾議員が今ご紹介いただきましたので、重複する部分がありますけれども、ご答弁をさせ

ていただきます。

現在の西土佐分校の生徒数でございますが、18名でございます。そのうち県教育委員会が所

管している西土佐分校の学生寮であります青葉寮で生活している生徒数は、１年生が２名、２

年生が３名、３年生が３名、合計８名となっておりまして、男女別で申し上げますと、男子７

名、女子１名となっております。

また、来年度の入学者数がまだ確定をしておりませんけれども、３月４日付で高知県教育委

員会が発表した県内公立高校Ａ日程受験状況では、先ほど議員もおっしゃいましたけれども、

14名が受験をしております。

西土佐分校は、学生誘致の取組としまして、地域みらい留学事業を実施しており、青葉寮の

定員である10名を超える生徒数になる可能性があったため、今年度、市と西土佐分校が協議を

しまして、今年の４月に入学する新入生に優先的に青葉寮に入っていただくと。また、在校生

を市が管理している津野川若者住宅へ入ってもらうことを現在計画をしております。

なお、津野川若者住宅でございますが、西土佐分校に入学し、自宅から通学することが困難

な生徒及び就労等により西土佐地域で居住を希望する方に対しまして、安全で快適な住宅環境

を提供する目的で設置をされた住宅でございます。

今後も分校の生徒数がコンスタントに確保できるようになれば、青葉寮及び津野川若者住宅

に生徒が入り切らなくなる可能性がございます。実際、令和８年度も令和７年度と同様の生徒

数が確保できるとなると、青葉寮・若者住宅では対応できなくなります。まずは、１つ目の取

組としまして、まずは近隣の家庭に下宿をさせてもらう取組を進めていきたいと考えておりま

す。このことは、西土佐分校・高知県教育委員会、また市の教育委員会・市及び地域の方々で

組織をします西土佐分校推進存続協議会の部会を中心に協議を重ねていきたいと思っておりま
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す。

以上でございます。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうからは、圃場整備につきまして、先ほど市■農林水産課長（吉田貴浩）

長がご答弁申し上げた以外のことについてお答えをさせていただきます。

ご質問の中でありました市内の圃場整備の割合についてでございますが、現在把握できてい

る直近の数値といたしまして、67％となっております。よりまして、未整備、整備できていな

い割合といったところは33％ということになっております。

以上でございます。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうから、企業誘致のご質問に対し答弁申し上■観光商工課長（田村典義）

げます。

まず、現状の取組についてご説明いたします。

誘致に至るまでの大まかな流れですが、高知県が地方進出を計画する企業からの相談やマッ

チングイベント等を通じて企業の情報を把握し、求める条件に合う候補地を選定します。その

後、該当する市町村と県で受入れ環境や支援内容等の調整を行い、企業が最終的な進出先を決

定していくこととなります。これまで本市では、平成25年度にコールセンター業務等を行う企

業を１社、令和元年度にインターネット広告の運営等を行う企業を１社、計２社の誘致を行っ

ておりますが、どちらも県との連携により受入れに至ったものとなっております。

これまでの本市の取組状況ですが、企業を受入れするに当たり大きく２つあり、１つ目が企

業を受入れするための環境整備となります。誘致企業の一社が旧校舎であった田野川小学校に

入る際、事務所機能を確保する必要があったことから、校舎の改修を行っております。

２つ目としましては、誘致企業が定着し、安定的な雇用を生み出すため、県に準じて補助制

度を設け、事業開始から最長５年間は財政支援を行うこととしております。支援の内容としま

しては、市内在住者を雇用した場合の人件費、また償却資産の取得や賃借に要する経費、民間

物件を使用する場合の建物賃借料などを対象としております。そのほか、誘致企業の人材確保

に対する支援として、社員募集の際には広報等での周知活動などにも協力し、市内での雇用創

出に努めているところです。

続いて、現状の考えですが、先ほどご説明したとおり、企業とのマッチングについては、誘

致に関するノウハウや人員体制的な面から、これまでどおり県を窓口として進めていくのが現

実的であると考えているところです。県のほうでは、農業・水産業・商工業など、これまで各

分野が個別に実施していた誘致活動の連携を強化するとともに、令和７年度からは市町村への

伴走支援によるフォローアップにも取り組まれるとお聞きしております。本市としましても、

県の伴走支援によるお力添えもいただきながら、企業の受入れ体制を充実させるため、受入れ
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環境や雇用に対する支援など既存の補助制度の見直しも含めて検討するとともに、ターゲット

とする業種や本市のアピールポイントなども改めて整理した上で、市の方針を定めて誘致活動

を展開していきたいと考えております。

以上でございます。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

私からは、教育行政についてご答弁を申し上げます。■学校教育課長（岡本寿明）

まず、１番目の質問で、部活動の位置づけというご質問がございました。中学校における部

活動につきましては、異なる年齢との交流の中で、生徒の体力や精神力の向上はもちろんのこ

と、人間関係を構築する中で、協調性やコミュニケーション能力の育成、活動を通して達成感

や自己肯定感を得られるなど、教育的要素が高く、教育課程以外の活動にはなりますが、学校

教育の中でも大切な活動であると認識をしております。

現在、本市において取り組んでおります部活動改革につきましては、将来にわたって生徒が

継続的にスポーツ・文化・芸術活動に親しむ機会を確保することも目的の一つでありますので、

生徒たちが選択できる権利を確保し、生徒に豊かで幅広い活動機会を保障してまいりたいと考

えておりますので、最初に言われました部活動につきましては、子供たちの権利であると考え

ておるところでございます。

続きまして、２番目の質問で、中学校の大会出場補助金についての現状認識という質問がご

ざいました。中学校の文化及び体育大会の補助金につきましては、各ＰＴＡ団体等に対して補

助をしておりますが、各中学校のＰＴＡの会費でありますとか運用の仕方の詳細につきまして

は、承知はしておりません。

また、幡多地域の市町村の状況でございますけれども、当課において調査をいたしましたと

ころ、各市町村で補助金での支出とそうでない場合がございますが、土佐清水市・大月町・三

原村は全額、宿毛市と黒潮町は定額での補助と認識をしているところでございます。

なお、宿毛市におきましては、県総合体育大会に参加するためのバスの手配を市の教育委員

会で行っていることはお伺いをいたしております。

以上でございます。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

私からは、教育行政、部活動地域移行の現在の取組状況と今後■生涯学習課長（戸田裕介）

についてという部分で答弁をさせていただきます。

令和４年12月にガイドライン、国の学校部活動及び地域クラブ活動の在り方に関する総合的

なガイドラインでございますが、に基づきまして、改革推進期間に当たる令和５年度から令和

７年度における本市の中学校部活動に係る地域連携、地域移行に取り組み、検証を行っている

ところでございます。今後でございますけれども、国がガイドラインの見直しを行っておりま

して、令和８年度に策定されると聞いております。中間の取りまとめがございまして、次期改
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革実行期間となる令和８年度から13年度に実証事業の成果と課題の整理・分析を行い、全ての

競技が休日の地域展開、これは移行の新たな言葉になりますけれども、地域展開になるように

期待をされております。本市においても、新たなガイドラインに基づきまして、スポーツ協

会・スポーツ少年団協議会・各種競技団体・スポーツ推進員等と適切に役割分担をしながら、

検討委員会を通じ、幅広い関係者で連携・協働し、本市の子供たちが身近な地域で希望するス

ポーツ・文化活動が続けられる体制づくりを目指していきたいというふうに考えております。

以上でございます。

西尾祐佐議員。■議長（宮﨑 努）

ご答弁ありがとうございました。■12番（西尾祐佐）

１つずつ、２回目の質問に移っていきたいと思います。

まずは、環境基本計画ですが、全身全霊をかけて答弁いただいた、ありがとうございます。

また、続けて質問していきたいと思いますが、意識していることというのが、計画の意義や目

的をかみ砕いて啓発していくというような内容でした。私は、以前より、本市の特徴は水・

食・環境がキーワードであると思っていて、そのもとは四万十川であると思っております。目

標とする環境像のページの最後に書いている人と川・自然が共生できるまちを目指し、これを

次の世代に継承していきますという言葉が好きですが、ぜひ市民みんなで意識し、誇りを持っ

て近づけられる取組にできればと考えております。

この環境基本計画は、他の総合計画や産業振興計画、もしくはまた都市計画マスタープラン

など、そういったものとは若干性質が異なっていると思っております。他のものは、目的や目

標を定め、的確な課題の抽出をし、計画を着実に進めていくイメージですが、環境基本計画は、

市民みんなが意識したり、みんなで一緒に行動や活動することで目的達成、目標に近づいてい

くものだと思います。

そこで、山本課長が日頃より積極的に活動されている様子は、本当にすばらしいことだと

思っております。簡潔に言うと、私は、大きく２点、行動することとその活動を知ってもらう

こと、こういったことになると思っております。大げさに言うと、パフォーマンスをして知っ

てもらうくらいでもよいのかなと思っております。既存の取組を含め、多くの試み、チャレン

ジをしている行動や活動をいかに知ってもらい、より多くの市民に参画してもらうか、ここが

重要な近づくポイントではないかなと私個人は思っております。計画は、新規事業を検討する

際や何かのときに確認をし、また立ち返るものとして大変重要なもの、必要なものですが、日

頃の取組姿勢、これを意識してやっていくことが大事だと考えております。

２回目の質問としては、目標とする環境像に近づくために、先ほど意識してやっていること、

実際に山本課長がやられている、そういったことをどうやって後輩の方に渡していくのか。そ

ういったことの意識をお伺いしたいなと思うんですが、こういったものは環境像に近づく重要

なポイントではないかなと私個人は思いますので、ご答弁をよろしくお願いいたします。
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続きまして、西土佐分校の住居の確保についてですが、ご答弁でありました下宿を探してい

る取組を進めているということでしたが、本当にそれも一つの案ではなると思いますが、限ら

れた数であるんじゃないかなというような思いもありまして、提案ですが、津野川小学校、隣

にあると思うんですが、これの利活用についてはどのようにお考えか、お伺いしたいと思いま

す。

青葉寮に近いというところでないと、食事の関係も困ると思いますし、そういった面でも津

野川小学校はいいんじゃないかなと思っております。

また、別案として、空き家を有効利用するというのはどうでしょう。空き家を改修し、生徒

数が多いときには活用し、少なくても使わないときにはゲストハウスとして使用する。そして、

今後始まる特定地域づくり事業協同組合が管理運営をするというようなものでございます。課

題はたくさんあるかもしれませんが、選択肢を増やす材料に検討してみてはどうでしょう。こ

れらの提案を踏まえ、再度お考えをご答弁よろしくお願いいたします。

続きまして、圃場整備なんですが、３つの地域整備が終わりますと、67％、残りが33％とい

うことになって、ご答弁いただきました。市長からも、これはしっかりと進めていくべきもの

だという力強いご答弁もいただきました。私も、地域の農業を守っていくためにも、耕作放棄

地が増えないためにも、圃場整備は意欲のある地域があればどんどん進めてほしいし、進めて

いくべきものと考えております。現在、蕨岡と楠島のほうで圃場整備を進めようかというよう

な動きがあると聞いております。しかし、進めるに当たって幾つか課題もあると聞いておりま

す。２回目は、その課題の認識、これについてお伺いしたいと思います。

続きまして、企業誘致に移ります。

企業誘致、ご答弁いただきましたが、県を窓口ということで、もっと本市自身で攻めて活動

できないのかなというようなもどかしい思いもずっとありながらの質問をしております。です

ので、若干メリット等もお伝えしながら、市独自でしっかりと動いていただけたらなと思って

おります。

企業誘致を進めることでのメリットは、たくさんあると思っております。純粋に人が増えて、

活気をもたらしてくれる。新たな雇用や仕事が生まれる。新たな技術や情報などが入ってくる

ことで、地元の産業や企業と連携が進み、より経済が活性化する可能性がある。他地域や他産

業の方々との関係人口や交流の増加につながるかもしれないなど、新たな風が吹き込まれ、

様々な可能性があるものと思っております。

しかし、どうやって推進していくかの具体的な取組が現状では見えていないのではないかと

も感じている部分もございます。最近よく議会でも発言させてもらっておりますが、何か事業

を進めるときや計画をつくっていく最初の重要なポイントは、的確な課題の抽出、やることの

優先順位を明確にすることだと思っております。進めるに当たっていろいろ考えていると思い

ますので、ぜひ現状意識している課題、また確認すること、やるべきこと、そういったものを
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明確にできているのか。そして、それはどのような優先順位で進めるのか。さらに、具体的な

考えやイメージを現状お持ちでしたら、お伺いしたいと思います。２回目の質問といたします。

最後は、学校教育行政についてですが、ご答弁ありがとうございました。しっかりと部活動

するのは子供たちの権利と保障していくべきものではないかなというようなことでご答弁いた

だきまして、ちょっと安心しているところでございます。権利として子供たちがスポーツや文

化の活動に取り組む機会を保障していく、そういったことをしっかりと意識しながらやってい

ただけると、大変安心して、心強い後押しになっていると思います。保護者の費用負担や自治

体の財政負担を懸念して、部活動の削減という守りに入りがちになるかもしれませんが、権利

として考えた場合、もしかしたらこれはチャンスの一つになるかもしれません。

例えば、アスリートのセカンドキャリアを模索している団体等と協定を結んだり、地域おこ

し協力隊として来てもらったりしながら、自然豊かな四万十市で様々な専門家からスポーツや

芸術を学べるらしい、この地域はそういう地域らしいということが広がれば、ピンチをチャン

スに変え、部活動で選ばれるまちづくりができるかもしれません。このようなアイデアを出し

合い、関わる多くの人がハッピーになり、地域が元気になれば幸いです。子供たちの権利を保

障しつつ、健やかに育つ環境を整えられれば、本当に幸いなことだと感じております。引き続

き、一緒に考えていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

次に、大会出場の補助金についてでございます。

現状の市の中学校の認識や幡多６市町村、他の市町村の現状も確認していることは確認でき

ました。先ほど権利の件でご答弁いただいたように、学校教育の一環として考えていくならば、

家庭の負担を減らして、その先には子供たちがスポーツや文化等に親しむ機会を保障するため、

市の補助割合を増やすことを検討すべきではないかなと考えております。個人的な意見ですが、

部活動、私も中学校のときずっとやっておりましたが、大変よかったと思っております。厳し

さも楽しさもあり、何より仲間と同じ時間を過ごしたことが大変本当によい経験や思い出に

なっております。こういったものに財政面のことで思いますと、大西議員もありましたが、こ

ういったものにもふるさと納税が使えるのではないかと思いますので、財政負担が増える懸念

に対して、何か財政的なことも一緒に考えながら、どうやったら子供たちにひとしくスポー

ツ・文化に親しむ機会を提供できるのかというのは、考えていっていただきたいなと思います。

また、もう一点、スクールバス、こういったものをこういった大会に使用できないのかなと

いうのもお伺いしたいと思います。西土佐地域では、以前はこういった大会にスクールバスを

使っていたり、今では研修バスっていうのを使っているのかな。そういったものもお伺いして

おりますので、流用できるというか、使えるものは使って、使うことができるんであれば、そ

ういった使用の検討もしていただきたいなと思いますので、併せてご答弁お願いいたします。

続きまして、３つ目の部活動の地域移行の現状と取組状況についてということでご答弁いた

だきました。本当に令和８年から本格的にというような話もございますので、具体的なことを
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お伺いしたいなと思います。先ほども大会出場の補助金事業、お伺いしておりますが、こう

いったもの、地域移行した場合、サークルやクラブに対しても、今までと同じように２分の１

の補助っていうものが適用されるのか、そこについてお伺いしたいですし、中村中学校の例を

出させてもらいましたけど、ＰＴＡ会費から地域移行したサークル・クラブに出すというのが

なかなか難しいんではないかなと考えております。そういった場合、保護者の負担はぐんと増

えると感じております。増えた場合に、金銭的な理由でクラブ・サークルに入れない子供たち、

そういった家庭が増えるんではないかなとすごく懸念するところがありますので、そういった

金銭的な負担っていうものをどのようにお考えなのか。部活動を地域移行していった先のもう

少しそういった金銭的な負担に対しての具体的な考え等がございましたら、お伺いしたいと思

います。

また、最後、負担軽減についてでございますが、いろいろと取組等ありがとうございました。

授業時数についても、大分減ってきているっていうようなことで、数字的に見ても分かると思

います。本当に先生方は、１週間に１時間でも減ったら随分楽になったっていう感じ方なんで

すけど、感じているっていう声も本当に聞いておりますので、ぜひそういったものを続けて

いってほしいと思います。これは、本当に最終的に子供に返ってくる、先生たちの負担が減る

ことによって、子供たちが成長しやすい環境になっていくっていう、健やかに成長する機会を

どんどんつくっていっているっていうふうにつながっているというふうに私は思っております

ので、ぜひ継続して、先生たちの働きやすい環境づくりというものをやっていってほしいと思

います。

終業式１週間前であったり、そういったもの、３時半下校にはしていくみたいな話もござい

ましたが、高知市のほうでも、４月の新学期の始まりの１週間は半日授業にしたり、お昼１時

間して帰っていったりっていうそういった取組もしているというふうにお伺いしておりますが、

四万十市のほうではそういった新学期の１週間、ちょっと短めに授業をするということでの下

校、そういったものの取組というのはどうなのか。そこの現状について、この１点をお伺いし

たいと思います。

以上で２回目の質問を終わります。

久保教育長。■議長（宮﨑 努）

それでは、教員の働き方改革っていうか、教職員の負担軽減について■教育長（久保良高）

のご質問については、また自分のほうからお答えさせていただこうと思います。

自分自身も、議員が言われたように、市として例えば新学期のスタートは１週間は短縮にし

ようとか、そういうことも考えたりしました。ただ、中学校・小学校での状況は違いますし、

うちはほとんど、半分以上ですけれど、複式の学校であったりとか、もう学校の規模とか学校

の状況によっても違いますので、校長会とも話す中で、もちろん新学期っていうか４月当初１

週間は短縮にして午後は校内研究をやったり、それもよしと。ただ、そういう分、どうしても
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時数は確保せないけませんので、少し夏休みを短縮するとかという形になりますので、もう結

論としては、市として一律各学校足並みをそろえてこうしますじゃなしに、今年度、来年度に

ついては、学校の校長にお任せしますので、ぜひ働き方改革を進めてくださいと、そういう形

でいこうと考えております。

以上です。

山本環境生活課長。■議長（宮﨑 努）

お褒めのお言葉もいただきました。本当にありがとうございま■環境生活課長（山本 聡）

す。

目標とする環境像に近づくために意識していることは何か。その意識を未来につなげようと

いうご質問でございました。私は、現在仕事をする上でモットーにしていることがございます。

１つには、先ほども申しましたけれども、自分の色を出すと。そして、現状維持は後退である

ということでございます。前任者と同じことをしない。常に新しいこと、楽しいこと、刺激を

求めまして、自分の置かれた場所で自分のオリジナルを考えると、そういったことでございま

す。

２つ目は、管理職は広告塔であるということでございます。何事も体を張って目立つことが

必要ではないかと。そうやって市民の皆さんに訴えかけることが大切ではないかと常々思って

おります。

最後、３つ目が、住民の皆さん、それから関係者の方々に期待感を抱いていただくというこ

とでございます。皆さんに期待をされますと、こちらもますます頑張ろうと、そういう好循環

が生まれるように感じているところでございます。

この３つのモットーがぶれることなく、いかに遂行できるか。これこそがまさに目標とする

環境像に近づけるための意識と、そういったことを意識していることでございます。もちろん

当然のことながら、この意識、覚悟につきましては、後任の課長、若い職員につなげていこう

と思っております。

本市の環境につきましては、私たちの諸先輩方、先人の皆さんが長い長い年月の中で適正な

山の管理をしていていただいたと、そういったおかげがあってこそ守られてきたものでござい

ます。そのことに感謝をしながら、さらに二酸化炭素の排出量を削減してきまして、2050年の

カーボンニュートラル、そちらを目指しているところでございます。どうか今後ともご協力の

ほどよろしくお願いいたします。

朝比奈総合支所長兼地域企画課長。■議長（宮﨑 努）

私のほうから、西尾議員の２回目の質問にご答■総合支所長兼地域企画課長（朝比奈雅人）

弁をいたします。

まず、津野川小学校の利活用ということがございました。当然、１回目の質問の答弁をさせ

ていただいたように、下宿と併せてこれも考える必要があるというふうには思っております。
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来年度から、事例を申し上げますと、来年度から土佐清水市の清水高校が新たに地域みらい留

学に取り組むということをお聞きをしております。ここで、旧幡陽小学校を学生寮と地域コ

ミュニティー施設を併設した施設に改修予定とお聞きをしました。これは、国・県の補助を受

けて改修をして、本格的に地域みらい留学に取り組むということをお聞きをしております。こ

の事例、先行事例もございますので、また参考にさせていただきながら、津野川小学校の件に

ついても取り組みたいと思います。

もう一つ、空き家の有効利用でございます。これは、12月議会で松浦議員からご提案のあり

ました中間管理住宅の事業だと認識をしました。この中間管理住宅の事業を活用した分校生の

住居として利用していくと、また管理運営を特定地域づくり事業組合が担えないのかなど、ご

提案をいただきました。少し懸念をしているのが、こういった空き家に分校生を住居させる場

合に、食事や防犯の関係、また保護者の下を離れて西土佐へわざわざ来ていただいて住んでい

ただくということなので、保護者の方々のご心配は尽きないものがあろうかというふうには考

えます。また、そういったものが制度上可能かどうかも含めまして、議員のご提案のありまし

た、今後様々な選択肢を増やす材料の一つとして検討していきたいと考えます。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、２回目のご質問に対してお答えをさせていただきま■農林水産課長（吉田貴浩）

す。

圃場整備を進めるに当たっての課題の認識はというご質問であったかと思いますが、まず圃

場整備を実施するに当たりましては、事業の実施主体となる県をはじめ、市や関係機関と一緒

になって取り組んでいくこととなりますが、当然地区が担う役割もありまして、それに伴い多

くの課題があると考えております。

まず、具体的に申し上げますと、まず大きなものは、事業実施の合意形成ということがある

と思います。地権者や耕作者に対し、メリット・デメリットを含め理解を得る必要があります。

また、これに伴い、未相続地などの土地の複雑な権利関係の調査、換地に伴う利害関係者など

との調整があるほか、少子高齢化に伴う後継者不足も影響いたしますが、これらの実務を行う

地区内の人材不足といったものが挙げられると思います。

また、１回目の質問で議員からご紹介もありまして、今後活用を検討している農地中間管理

機構関連農地整備事業では、土地改良区の設置は求められていないことにはなっております。

ただ、それに代わる地区の窓口を担う体制は当然必要となってくることに加えまして、またこ

の事業は、受益者負担も求められていないことにはなっておりますが、事業を進めるに当たっ

ての地区の費用負担といったところはあるというふうに認識をしているところでございます。

以上でございます。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、２回目の質問にお答えします。■観光商工課長（田村典義）
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企業の誘致における現状の課題ですが、本市では、産業振興計画などの各種計画に情報通信

関連産業の誘致促進を掲げ、誘致活動の推進に取り組むこととしておりますが、誘致を実行す

るために必要となる本市の受入れ体制の構築や企業へのアプローチ方法などの取組方針が明確

に具体化できていない点が大きな課題と考えております。

次に、課題解決についてですが、優先順位というわけではありませんが、一つ一つしっかり

と方針を示すことが必要と考えております。課題を解決するため、他の競合する他市町村との

優位性を整理し、企業への支援内容も含めまして、進出先として選ばれるための本市の強みを

整備するなど、誘致に向けた企業の受入れ方針を明確化したいと考えております。

今後の具体的な取組としましては、本市の受入れ方針を高知県とも共有し、連携しながら

ホームページ等で発信するとともに、県を通じた企業への情報提供など、本市をアピールする

機会をこれまで以上に創出し、ご検討いただける企業への訪問なども積極的に行っていきたい

と考えております。

また、本市としての取組としましては、本市とゆかりがある団体等が都市圏にございますの

で、その団体を通じたＰＲなど、本市独自のアプローチも展開していければと考えております。

以上でございます。

岡本学校教育課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、教育行政について２回目の質問にご答弁させていた■学校教育課長（岡本寿明）

だきます。

まず、中学校の大会出場補助金につきまして、補助割合を増やすことはできないかというご

質問がございました。先ほど１回目の答弁で、幡多地域の補助金の状況をご答弁させていただ

きましたけれども、県内の各市の状況をご答弁させてもらいましたら、県下11市の状況でござ

いますけれども、全額補助が現在３市となっております。それから、定額補助が５市、それか

ら２分の１補助が本市を含めまして３市となっている状況でございます。

県内の他市におきましては、約半数の５市が１人当たりの定額で補助を行っているという状

況でございますけれども、バスの借り上げ単価でございますとか、燃料代・宿泊代の高騰もあ

る中で、本市の補助額が定額補助を行っている他市に比べ低いという認識は持っておりません。

保護者の皆様には、経済的な負担を強いていることは十分承知をしておりますけれども、補助

率の引上げには財源も必要となってまいります。先ほど議員のほうからふるさと納税というご

提案もございましたけれども、現在のところ、補助率の引上げについては考えておりません。

また、部活動の補助金につきましては、地域移行でありますとか拠点校部活動など、こう

いった部活動の仕組みも多様化してきております。拠点校部活動でしたら、１市だけではなく

て複数の市町村と拠点校を組むこともありますので、そういったときに、この補助金、なかな

か事務が煩雑とならないよう、手続の簡素化でありますとか効率化、こういったこと、それか

ら補助方法なども含めまして、今後検討させていただきたいと考えておるところでございます。
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続きまして、スクールバスにつきましては、現在本市におきましては、県総体への参加に係

る交通費は補助の対象にしており、県総体につながる郡の大会に参加するためのバスの手配は

市の教育委員会で行っておりまして、スクールバスですとか民間のバスを借り上げて運用して

おるところでございます。県の大会につきまして、現在休日も他の部活動もしておりますので、

他の部活動にも支障を来すことが考えられますので、現状の補助でご理解をお願いをしたいと

考えております。

続きまして、地域移行した団体に対する補助金のご質問でございましたけれども、地域移行

した、体育大会とか文化大会の出場補助金につきましては、本市のほうで補助金交付要綱とい

うのをつくっております。その中で、補助金につきましては、ＰＴＡ団体及び高知県中学校体

育連盟に登録され、認められた地域スポーツ団体等に対して補助することとしておりまして、

現在地域移行した団体、１団体ございますけれども、その団体にはこの要綱に基づいて今年度

から補助をしているという状況でございます。

以上でございます。

戸田生涯学習課長。■議長（宮﨑 努）

私からは、先ほど移行団体への補助金の件は答弁がありました■生涯学習課長（戸田裕介）

ので、それ以外で保護者の負担の増にならないようにという部分についてのご答弁をさせてい

ただきたいと思います。

先ほどご紹介しましたガイドラインでございますけれども、地域クラブの団体等に対してで

ございますけれども、可能な限り低廉な会費設定をすることであったりとか、都道府県及び市

町村は送迎面への配慮や経済困窮家庭への地域クラブ参加の支援であったりとかというような

部分についても記載をされているところでございます。

ほかにも、現実問題として備品の関係であったりとか、練習場所などの費用について発生す

る場合がございます。本市としましても、現在の改革推進期間、次期改革実行期間にしっかり

と検証いたしまして、対応等について考えていきたいというふうに考えております。

以上でございます。

西尾祐佐議員。■議長（宮﨑 努）

ご答弁ありがとうございました。■12番（西尾祐佐）

３回目の質問をしたいと思いますが、まずは環境基本計画についてです。

課長から、意識してやっていることっていうことで、３点ほど、自分の色を出す、広告塔に

なる、住民の方また関係者の皆さんに期待感を持ってもらうということを意識してやっても

らっているということでございます。私は、先ほど申しましたように、環境基本計画、環境像、

近づけるためには、実際に行動、先ほど来申しております２点、実際にしっかりと行動してい

くこと、それを市民の方皆さんに知ってもらい、一緒に参加してもらう、参画してもらう、そ

ういうことが近づくすごく重要なポイントだということでお話しさせていただきました。本当



- 257 -

にこういった活動、こういった意識してやっていっていただけることはすばらしいことだと

思っております。

また、本当にこれを継続して後輩の皆さんにぜひ引き継いでいってもらいたいと思いますの

で、山本イズムをしっかりお伝えいただければと思いますので、これは了としたいと思います。

さらに何かご答弁がありましたら、ご答弁いただきたいと思いますが、これは了といたしたい

と思います。

続きまして、西土佐分校の生徒が増えることでの住居の確保、これについてですが、提案い

ただいたものに対してのご答弁、また懸念事項等も含めご回答いただきました。納得いたしま

して、本当に津野川小学校の利活用については、幡陽小学校のお話もございましたが、生徒が

増えるであろうっていうことを見越した場合、先々に対応を打っていったほうがいいとは思い

ます。ただ、生徒の数というものはなかなか不安定なものだと思いますので、そこら辺の見極

めも大変難しいものだと思っております。

３回目の質問といたしましては、今後の西土佐分校存続推進協議会の取組、どういうふうに

していくのか。また、地域みらい留学の継続はどのように考えているのか。また、県との関係

や役割分担など、どのようにお考えがあるのか、これらをお伺いしたいと思います。取組が強

化されて、魅力が増したとき、うれしい悲鳴ですが、本当に住居確保はさらに大きな課題にな

るんじゃないかなというような懸念もしております。そういったものも含めまして、朝比奈支

所長、最後の答弁になるかもしれません。支所長としての西土佐愛も含めてご答弁いただけれ

ば幸いです。

３つ目の農業の圃場整備についてでございます。

課題といたしましては、地区の費用負担、地区内の人材不足、様々なことを進めていく、調

整していくための地区内の人材不足等々を挙げられておりました。３回目の質問は、前回と同

じような内容にはなりますが、圃場整備を強く進めていくためには、地区の負担、こういった

ものをどういうふうに軽減するのかなっていうところと、確かに人材不足、調整役の人をどう

やってつくっていき、どうやって進めていくかっていう、そこの人とお金、ここの部分は本当

に難しいと思っております。前回の質問でもしましたが、こういった地区内の費用の負担、こ

ういったものを軽減できないのかな。前回も申しましたが、市のほうで臨時職員を雇って事務

局を少しでも担うであったり、地区で事務局をする方に費用負担をちょっとでも軽減できるよ

うな補助金ができないかな。そういったものができないかなということで質問しましたが、確

認なんですが、そこら辺は法的にできないのか。市の諸事情、そういったものでできないのか。

それをご答弁いただけたらと思います。市の諸事情が障壁となっているようであれば、解決で

きるような可能性はあるんではないかなと私は思うんですが、そこら辺、検討したことがある

のかないのか、検討しておれば、そこら辺も含めてご答弁いただきたいと思います。本当に市

内に圃場整備された農地が少しでも増えて、農業を少しでもしやすい環境を後世に残していけ
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ればと願うものでございます。よろしくお願いいたします。

４つ目の企業誘致についてでございますが、執行部のほうが考える課題であったり、取り組

む内容、理解いたしました。今後進めていくに当たりまして、本市の強みをしっかりと整備し、

それに向けて進めていくというようなご発言であったと思います。本当にやることを明確にす

るっていうことをまずやっていただけたらと思います。そうすることで、自分たちも協力でき

ることが明確になっていき、協力しやすくなりますし、一緒に力強く進めていきたいと思って

おります。

多くの方々が協力しやすく、また意識し、関われる取組として進めていただけると本当にあ

りがたいですし、本当に自分たちも力を入れて協力しやすくなっていきます。ご答弁いただけ

るものがありましたが、こちらも意気込みも一緒に、来年度、７年度、進めていく思いをお伺

いしたいと思います。了といたします。

教育行政については、おおむねご答弁いただきました。大会出場補助金についても、現状で

は増額は考えていないということでございましたが、ただ一番最初に確認させていただきまし

たとおり、部活動を子供たちの権利として保障していくっていう前提の下、物事であったり、

部活動地域移行も含めて、部活動については考えていただきたいなと思います。金銭的な理由

とかそういったものでスポーツや文化、そういったものに関われないというような子供さんが

いないような形をしっかりと考えていただいた取組にしていただきたいと思っております。

また、負担軽減の中で、新年度、新学期が始まったときの取組については、各学校にお任せ

しているということで確認できましたので、ぜひ各学校の校長先生には、こういったものの中

で少しでも、本当に新学期は先生方は忙しいと思いますので、こういったものを取り入れてい

ただけたらなと思いますので、継続した教職員の皆さんの負担軽減、こういったものは意識し

ながら進めていっていただけたらなと思います。

以上で私の３回目の質問を終わります。

吉田農林水産課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、３回目のご質問にお答えをしたいと思います。■農林水産課長（吉田貴浩）

事務局、地区の負担軽減を図れないかといったようなことだとは思いますが、課題の解決策

として、先ほど議員のほうからもありましたが、市で圃場整備担当の臨時職員を雇うことや当

該事業を進めるに当たっての地区の費用負担に対して補助金を交付するといったことは、法的

には制約はございませんが、平成30年の議会答弁でも申し上げておりますが、現時点でも非常

に難しいというふうに考えております。理由といたしましては、財政的な理由あるいは人員体

制上のマンパワー不足、その他また他事業との公平性、バランスといったものが主なものにな

ろうかと思います。

ただ、圃場整備の推進に当たっては、先ほど市長の答弁にもありましたように、本市の農

業・農地を守っていく上でも、積極的に進めていきたい考えは持っておりますので、限られた
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予算、人員配置の中ではございますが、可能な範囲で地区が主体性を持って進めていけるよう

支援していきたいというふうに考えております。

それには、地区の実情を把握して、特に実施主体となる県や農地中間管理機構と連携し、協

議しながら基盤整備をするために、中心となる地区の調整を図るとともに、県下先行事例と

いったものもあろうかと思いますので、その辺の情報も収集しながら、地区が円滑に事業実施

できるように支援に努めていきたいと考えております。

参考までに、平成30年度のときと異なっているというようなところにつきましては、圃場整

備を推進するための支援策の一つとしまして、令和３年度に高知県が県の単独事業として高知

県圃場整備推進事業費補助金という制度を創設しております。これは、現状把握や計画づくり、

合意形成の促進に資するものを市が実施する場合に、県がその費用の２分の１を補助すると

いった内容のものでございます。本市といたしましても、今後も国・県の情報にもアンテナを

張りながら、こういった制度を活用することで少しでも地区の負担軽減につなげていけたらと

いうふうに考えております。

以上でございます。

朝比奈総合支所長兼地域企画課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、３回目の質問にご答弁させていただ■総合支所長兼地域企画課長（朝比奈雅人）

きます。

議員から、西土佐愛も含めた答弁をということなので、少し長くなりますが、すみません、

よろしくお願いします。

まずは、今後の西土佐分校存続推進協議会の取組、地域みらい留学の継続、県との関係性や

役割分担ということでございます。

それで、その前に少し今年度末策定予定の県立高等学校振興再編計画というものがございま

して、その状況を説明させていただきます。

ここの中で、分校でございますが、最低規模の目安として１学年１学級10人以上、努力目標

としましては、入学者11人以上を確保するというふうになっております。そのこともございま

すので、引き続き西土佐分校存続推進協議会及び同部会を中心として、地域みらい留学等につ

いて取組を進めていきたいというふうに考えております。

また、県教委との役割分担ということでございますが、役割分担というよりは、この部会に

も推進協議会にも県教委が入っていただいておりますので、一緒に足並みをそろえて連携をし

ていくというスタンスで取り組んでいきたいというふうに思っております。

また、同部会での目標人数を年間20人の生徒確保というふうに上げて取組をしております。

これが実現しますと、60人の西土佐分校の生徒数となるということで、そうなれば、住むとこ

ろの取組というのが本当に大事になってくるので、繰り返しになりますが、下宿の取組と併せ

て、津野川小学校の改修も視野に入れて来年度以降取り組んでいきたいというふうに思ってお
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ります。

そこで、これからは私の分校愛も含めたことなんですけれども、今現在の分校生の生徒数が

18人でございます。ここで、18人の子供たちを13人の教職員と西土佐地域の方々が大切に見

守っております。ここまで高校と地域の距離が近い学校はほかにはないというふうに私自身考

えております。その18人の生徒ですが、なかなか様々な事情で中学校時代に学校に行きにく

かった生徒も多数いたとお聞きをしております。その背景には、西土佐中学校と西土佐分校の

連携が非常にうまくいっておりまして、西土佐中学校で教鞭を執った先生の方々が幡多管内の

他の中学校に赴任をし、そこでそういった様々な事情を抱えた子供たちに西土佐分校を推薦し

ていただくと、そういうことでそういう事情が背景にもあるようでございます。そういった子

たちが西土佐分校に入学をして、３年間で本当に劇的に変わります。一人一人が主人公となっ

ており、カヌーだったりボランティアサークルラ・ポール、また様々な地域活動に積極的に関

わっていただいて、３年間で本当に楽しくなって、なかなか中学校時代しんどかった生徒たち

が国公立大や有名私大、また一般企業、公務員等々の進路に進んでいるという状況がございま

す。このように西土佐地域の最高学府である西土佐分校としての取組だけでなく、今申したよ

うに、中学校時代になかなか学校に行きにくい、様々な事情を抱えた生徒の受皿となってもお

ります。このことは、この関わり、分校との関わりにつきましては、大切な大事な支所長ミッ

ションとしまして、次の支所長にしっかりと引継ぎをしていきたいと思っております。

以上でございます。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

企業誘致につきまして、力強いご声援をいただいたと思います。■観光商工課長（田村典義）

ありがとうございます。

この企業誘致につきましては、全国各地で取組が行われており、本市のような地理的遠隔地

では、ハードルが高い面も事実でございます。ただ、人口減少対策として地域雇用を創出する

重要な取組となりますので、一歩ずつ着実に進めてまいりたいと考えております。

以上です。

以上で西尾祐佐議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

15時10分まで休憩といたします。

午後２時49分 休憩

午後３時10分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

一般質問を続けます。

続いて、上岡真一議員。

議員番号８番、市民クラブの上岡真一です。■８番（上岡真一）

議長の許可をいただきましたので、令和６年度最後の質問者となりますが、大項目の１の市
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長の12年間の政治姿勢については、最後の質問とさせていただき、大項目２、３、４、１の順

で質問したいと思います。

それでは、災害関連死について質問をします。

災害関連死とは、建物の倒壊など災害の被害によって直接亡くなるのではなく、避難所で病

気の発症や持病の悪化などで間接的に亡くなることをいいますが、特に地震の場合、地震によ

る建物の倒壊などで直接志望するのではなく、災害関連死で亡くなる方が多くなっています。

復興庁は、災害関連死の定義を次のように定めています。当該災害による傷病の悪化または避

難生活等における身体的負担による疾病により死亡し、災害弔慰金の支給等に関する法律に基

づき、災害が原因で死亡したものと認められた者があくまでも災害関連死の定義であり、災害

関連死かどうかの判断は、災害が発生した地域の自治体が災害弔慰金の支給に関する法律に基

づいて独自に行っています。また、災害関連死と認定されるには、亡くなった方の遺族が災害

弔慰金の支給に申し込む必要があるため、申請されない場合も考慮すれば、データ上の人数よ

りも災害関連死で亡くなった方は多いとされています。

災害関連死は、1995年に発生した阪神・淡路大震災を機に生まれました。真冬に発生した阪

神・淡路大震災では、避難所でインフルエンザなどの感染症が流行し、過労死や病死などの災

害関連死によって921人の方が亡くなられました。2004年の新潟県中越地震では、車中泊し、

体を動かさないことで血栓が生じるエコノミー症候群で亡くなった人も出ました。東日本大震

災や東京電力福島第一発電事故では、避難先を何度も転々とした人が多く、最も多い3,802人

が認定されています。能登半島地震の災害関連死は、１月６日現在276人で、直接死の228人を

上回っています。石川県では、これ以上に200人超が関連死の申請をしており、さらに増える

可能性があります。

被災地は高齢者が多く、避難生活の長期化や電気・水道などの途絶、福祉施設・医療機関の

機能低下などが関連死の要因と指摘されています。

また、台風や水害でも関連死は出ています。千葉県の房総半島を中心に暴風災害が大きかっ

た2019年９月の台風15号では、停電も発生し、エアコンが使えず、熱中症などで12人が関連死

と認定されました。そして、2018年の西日本豪雨では84人、2019年10月の台風19号では31人が

認定されています。

災害関連死を防ぐために、できるだけ避難所を過ごしやすくするよう、避難所・避難生活学

会の専門家たちがＴＫＢを提言しています。避難所・避難生活学会とは、一般社団法人避難

所・避難生活学会のことです。ＴＫＢとは、人間が生活する上で欠かせないトイレ・キッチ

ン・ベッドの頭文字を取った合い言葉で、避難生活を改善するために避難所の快適で十分な数

のトイレ、温かい食事、簡易ベッドの導入を避難所に求めています。

日本と同じく頻繁に地震が発生することで知られているイタリアでは、法律で災害発生から

48時間以内に仮設トイレやテント・ベッド・キッチンなどを準備するように義務づけられてい
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ます。避難所・避難生活学会は、このイタリアの迅速な対応を目指して、ＴＫＢを提言してい

ます。石破首相は、体育館での雑魚寝のような劣悪な避難所の環境を改善しようと、内閣府は

昨年度自治体向けの指針を改定しました。石破首相の防災強化の一環で、１人当たりの面積な

どを定めた国際基準スフィア基準を反映するよう目指しています。このことは、今年の１月７

日の高知新聞にも掲載されていて、本市における指定避難所での国際基準、スフィア基準は、

澤良宜由美議員の質問に地震防災課からの避難所での住居空間の１人当たり最低3.5㎡の確保

や避難所でのトイレと備蓄の簡易トイレや携帯トイレ等を併用することでスフィア基準を満た

しているとの答弁でしたが、本市において、災害関連死を出さないよう、指定避難所に人間が

生活する上で欠かせないトイレ・キッチン・ベッドのＴＫＢの導入の検討をお願いしたい。

次は、指定避難所の備蓄品についてお聞きします。

私は、万が一の事態に備えて、防犯グッズを用意していますが、一般的に水道・ガス・電気

などのライフラインの復旧や支援物資の到着までに３日程度かかると言われていますが、多分

３日分では無理だと思いますので、余裕を持って１週間分の防災グッズを確保しています。

また、避難所生活では、食生活が偏ってしまい、栄養失調に陥るおそれがあるため、事前に

栄養バランスの取れた非常食を用意していくと、避難生活が長期に及ぶ場合も安心です。

さらに、避難所では、温かい食事が提供されない場合も十分に考えられるため、あらかじめ

発熱材入りの非常食などを確保していくとよいと思います。

また、避難生活中は、特に水分補給をきちんと行う必要があります。体の水分が少なくなる

と、血液が固まりやすくなることでエコノミー症候群が発生する可能性が高くなります。また、

脱水状態が起きると、脳梗塞や心筋梗塞の引き金になってしまうおそれがあるので、必ず定期

的に水分補給を行うためには、１人当たり３日分９を最低限とし、余裕を持って１週間分

21の水を準備しなければならないが、本市において、災害関連死を防止するために、避難所

の備蓄品ですが、谷田道子議員の質問で9,000人掛ける３食掛ける２日の５万4,000食と答弁が

ありましたが、最低でも２日分じゃなくて３日分の備蓄は必要じゃないかと思いますが、答弁

を求めます。

次は、避難タワーの環境についてお聞きします。

避難タワーの今写真を出していただきましたが、本市の四万十市津波避難タワー設置条例に

おいて、第１条、南海地震等により発生する津波から市民の生命と身体の安全を守るための避

難施設として津波避難タワーを設置するとあり、第２条、津波避難タワーの名称及び位置は次

のとおりとする。四万十市下田水戸地区津波避難タワー、四万十市初崎地区津波避難タワー、

四万十市山路地区津波避難タワー、四万十市下田水戸地区東津波避難タワーの４基の設置があ

ります。先月、改めて４基の防災津波避難タワーを見に行ってきました。丈夫で立派な防災避

難タワーでしたが、この４基の環境はどうかお聞きします。このことは、八束山路地区の住民

の方や下田水戸地区の住民の方から、立派な避難タワーを設置していただき心強く思っていま
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すが、大雨や大風の場合にしのげる場所がない。一生懸命上っても雨風が吹き込んで何ともな

らんと思う。何なら議員さん、この避難タワーで大雨や大風の場合、まして真冬の場合もある

と思うが、頑張られるかえ。私は頑張れないなどと言われ、私は答弁できませんでした。四万

十市津波避難タワー設置条例の第１条に、市民の生命と身体の安全を守るための避難施設です

が、市民の生命と身体の安全を守るために、本市において災害関連死を防止するために防災避

難タワーの外壁を囲うことの検討をお願いします。

次に、人口減少対策について質問します。

昨年の11月12日に、総務常任委員会で岡山県勝田郡奈義町に視察に行きました。奈義町の最

大の課題は、人口減少を第一の課題として住居の支援や子育て支援を積極的に行っている自治

体でした。昭和30年２月に３村合併により奈義町が誕生したときの人口は8,925人、令和元年

には7,879人となり、令和４年10月現在では、5,747人の27％減となり、対策として定住促進の

ために住居施策・就労の場の確保の施策・子育て支援施策を掲げ、目標として今後奈義町は

6,000人の人口を維持するという説明でした。

そして、奈義町長の町への思いという原文がありますので読みたいと思いますが、この原文

を読むことについては、１月31日金曜日の16時頃に奈義町役場に電話して了承を得ていますの

で、町長の熱い思いを読ませていただきます。奈義町長の町への思いです。私たちが暮らして

いる今の奈義町は、これまで先人などたくさんの人たちが町の明るい将来を思い、力を合わせ

て脈々と築いてきたものです。これから10年後の未来を少しだけ想像してみてください。皆さ

んの家族、住んでいる地域、奈義町はどうなっていて、どんな暮らしをしているのでしょうか。

今奈義町の抱える最大の課題は、人口減少です。人口減少は、町の基礎を揺るがす深刻な課題

です。この大きな課題を克服し、未来へ奈義町をつなげるため、チャレンジしなければなりま

せん。若者が思い切り挑戦し、それを応援できる町、魅力あふれる子育て・教育できる町、年

を取っても病気になっても安心して暮らせる町、人が人を呼ぶ町、私たちはそのように明るい

未来のある町を次世代に引き継がなければなりません。美しい環境を守り、優しさと思いやり

で将来にわたり、誰もが暮らしやすい町を次世代に引き継ぐ。そのためには、町民皆さんと心

をつなぎ、町民参加のまちづくりが必要です。今を生きる私たちは、未来の創造者です。この

奈義町で暮らす全ての人、そしてこれから生まれてくる子供たちが10年後も20年後もその先も

幸せな笑顔で暮らしていけるように、奈義町の明るい未来を一緒につくっていきましょうとい

うメッセージでした。

そして、定住化に向けた住宅施策として、若者の定住を促進するため、景観豊かな土地に利

便性の高い土地に分譲地を整備していました。６つの分譲団地の87分譲区画が平成３年から開

始して、平成23年には100％の分譲率、そして分譲地不足の対応策として、定住促進住宅60戸

や若者向け賃貸住宅を平成23年から27年で21戸が満室状態でした。本市も、人口減少の対策と

して、空き家を賃貸し、定住していただく場合に、リフォームをして住み心地がよい空き家を
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賃貸すべきだと思うが、答弁を求めます。

次に、企業誘致について質問します。

これも、奈義町を視察した企業誘致ですが、今写真を貼っていますが、東山工業団地という

ところですが、若者の定住化と地域の活性化を図るため、東山工業団地造成を起工し、平成４

年度に完成したようですが、16の会社が操業し、この東山工業団地内就業者数約800人余りの

企業就労者数と年間工業出荷額は約250億円余りに至り、地域工業振興の拠点として位置づけ

ているのがこの東山工業団地で、開発総面積は52.8 という広大な工業団地と自然豊かな恵ha

まれた住環境から、若者層の地域内定住以降もあり、雇用機会の確保と定住促進のための住環

境整備を行政推進の大きな柱と位置づけているとのことでした。本市も、人口減少の対策とし

て、若者が定住できるよう、四万十市独自のこのような工業団地の造成を行うべきと思うが、

答弁を求めます。

次に、具同保育所の安全についてです。

はめ殺し窓について質問します。

はめ殺し窓は、主に眺望を目的として設置されます。はめ殺し窓は、開閉できず、隙間がで

きにくいため、ガラスやサッシの素材が、同じ開閉できる窓と比べ、気密性や断熱性、防音性

が高くなるのが特徴です。また、ガラスの途中にサッシ枠が入らないので、眺望がよいといっ

たメリットもあります。はめ殺し窓の注意点は、窓を開け換気ができないこと。そのため、吹

き抜けに熱が籠もってしまう。また、ここが開ければ気持ちよく風を通せたのにと不満を持ち

リフォームを検討されることも少なくありません。また、はめ殺し窓は、室内からガラスの外

側を掃除できないのもデメリットで、なかなか自分で掃除するのも難しいと思います。業者に

清掃を頼むのも費用がかさむ。汚れがたまっているので何とかならないだろうかとリフォーム

を検討される方もいるようです。

４月14日に、具同保育所の見学に行ったときの感想ですが、はめ殺し窓の窓は高くて、そし

て１ｍ80ほどの大きなガラスが何か所もありました。私の第一印象ですが、安心・安全ではな

いといけない保育所のはめ殺し窓は、安心感がなく、少し恐ろしく感じました。南海トラフ地

震が起きた場合に、あの大きなはめ殺しのガラスは大丈夫なのか、お聞きします。

最後に、市長の12年間の政治姿勢について質問します。

政治家中平正宏市長は、平成10年４月20日、西土佐村村議会議員からスタートし、平成14年

４月25日、西土佐村村議会議長、平成15年４月30日、西土佐村村長、平成17年４月、旧中村市

と旧西土佐村合併後の四万十市市長職務執行者、平成17年７月１日、四万十市助役、平成21年

４月１日、四万十市副市長、平成25年５月15日、四万十市長となり、３期12年間の間に数多く

の公約を掲げ、成果を上げています。

子育て関係として、１期目は、若者の出会いの場を青年団・青年会議所・ＪＡ青少年部と連
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携し、開催し、出会いのきっかけづくりとして継続した取組が行われ、カップル成立数におい

ても一定数の結果を出しています。

そして、子供の医療費無償化を国・県に強く働きかけ、医療費無償化の対象年齢を中学３年

生までに拡大することができました。

また、生まれた国・故郷に誇りの持てる道徳教育の充実を図り、指定校で先進的研究に取り

組み、その成果と課題について、市内各校で共有し、道徳教育の充実につなげています。

また、学力やスポーツ能力の向上として、学力は、小学生は全国上位に位置するとともに、

中学生は年々向上し、一部教科を除き、全国平均を上回っています。運動能力は、小中学校の

男女とも初めて全国平均を上回り、成果を上げられました。

そして、中学校給食の実施です。４給食センターの稼働により、全小中学校への給食が実施

されました。

また、幡多の中心にふさわしい総合文化センターの建設に向け、財源・場所・規模等の検討

をする委員会を立ち上げ、新たな枠組みによる検討を行うことにより、合築するとした場合の

調査研究をスタートしました。

そして、学童保育の充実として、平成29年度には、具同小学校校区学童施設の設計費の計上

を計画等、１期目の子育て関係に取り組み、成果を上げています。

そして、２期目の子育て関係では、学力・運動能力の向上と道徳教育の推進として、学力向

上において、小学校では全国平均を上回り、全国上位の高い学力を維持しています。中学校に

おいても、ここ数年は全国平均に近づき、令和元年度は全国平均を上回る結果となりました。

また、運動能力の向上では、平成27年度、初めて小学校５年生の男女、中学２年生の男女が

全国平均を上回りました。令和元年度は、小学５年生の男子がやや全国平均を下回っているも

のの、中学２年生の男子は全国平均並みで、小学５年生と中学２年生女子は全国平均を上回っ

ています。

また、道徳教育の推進では、特別の教科、道徳の時間を要として、全ての教育活動を通じて

実践し、その結果、全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙の結果において、自尊感情や規

範意識に関わる項目では小学生・中学生ともに全国に比べて高い数値を示しており、特に中学

生が高い結果となっています。

また、出会いの場の創出では、出会いのきっかけ応援事業として、平成29年度から令和元年

度にかけて７回実施し、平成30年度より登録制の出会いサポート事業を開始しました。

また、子育て対策、子育て支援として、令和元年７月よりファミリーサポートセンター事業

の開始や東山小学校区・具同小学校区・中村南小学校区の放課後児童クラブ専門施設を建設し、

受入れ人数の拡大と適切な保育規模の確保や平成30年６月より保育所での完全給食を開始しま

した。

また、津波浸水区域にある八束保育所の移転改築や急傾斜地危険区域にある川﨑保育所の移



- 266 -

転改築、私立保育所であるめぐみ乳児保育園の増改築、その他の少子化対策、子育て支援とし

て、平成29年４月に子育て世代包括支援センターを設置し、平成30年２月に専門相談室を整備

するなど、妊娠期からの継続した相談支援体制を構築するとともに、産前産後の支援体制を強

化しました。

また、新生児聴覚検査を平成29年度から開始し、弱視スクリーニング検査も平成31年度から

実施するなどの子育て関係で成果を出しています。

３期目の子育て関係では、学力・運動能力のさらなる向上、道徳教育の推進では、学力の向

上として全国調査において、小学生は全国平均を上回り、全国上位の高い学力を維持しており、

中学生も国語・数学は全国平均を上回っているが、令和元年度以来、４年ぶりに実施された英

語では、県平均を超えているものの、全国平均を下回りました。そして、運動能力の向上にお

いては、令和４年度は小学５年生男女及び中学２年生男女ともに高知県・全国平均を上回って

います。

また、道徳教育の推進では、特別の教科、道徳の時間を要として、全ての教育活動を通じて

実践し、その結果、全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙の結果において、自尊感情や規

範意識に関わる項目では、小学生・中学生ともに全国とほぼ同等の数値が示されました。

そして、中村西中学校の大規模改修、体育館の改築など、施設老朽化に伴う校舎・体育館の

改修を行っています。また、保育の充実や具同保育所の新築として、公立保育所における土曜

午後保育の充実を行い、第２次環境基本計画に基づき、令和６年度中の供用開始を目指し、新

具同保育所の整備を進め、完成に至っています。

奨学金制度の充実として、西土佐地域のみで実施していた奨学金制度を令和４年度より中村

地区にも充実しています。

そして、大学誘致ですが、令和２年度に大学誘致推進室を設置し、幡多地域への若者の定着

や人口減少の抑制とともに、学生や教員などによる社会貢献活動や消費活動による経済効果並

びに医療の充実、看護の質の向上を目的として、積極的に大学誘致を推進していましたが、学

校法人が文科省へ提出した学則変更許可申請が不許可となる見込みとの連絡があり、学校法人

が文科省へ提出していた申請等を全て取り下げ、その後、市と法人で協議を行ったが、再申請

しても許可になる確実性がないこと、また財政面の問題でもあり、市としては誘致を断念など、

今も協議が継続中であります。

その他、公約外でありますが、高校生年代まで医療費助成拡大など、子育て関係で成果を現

しています。その他として述べますが、先ほど述べた子育て環境のように、１期目から順次述

べませんので、ご了承ください。

まず、生活インフラ整備促進として、四国横断自動車道の早期延伸、佐賀～四万十市高規格

道路の早期完成や大方～四万十間の早期着手、宿毛和田から宿毛新港の早期事業化、そして国

道441号口屋内バイパス整備促進と中半バイパスの早期着手、国道439号杓子バイパスの早期着
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手、そして県道・市道・林道の整備促進、内水対策の促進では、相ノ沢川総合内水対策事業の

推進、入田地区総合内水対策事業の推進、下田・八束無堤防地区の解消と整備促進、そして津

波避難路、避難誘導灯などの整備・点検、住宅耐震化の促進など、生活インフラ整備促進にも

着手しました。

そして、健康づくりの推進や産業振興計画の推進、拠点都市機能充実や令和時代を担う人材

の育成、そして新型コロナウイルス感染症防止の徹底と経済活動の再生でも多大な尽力を発揮

し、市内中小企業者等への経済支援では、令和３年度は、中小企業振興資金、営業時間短縮要

請対応雇用継続応援金、あんしん会食推進の店応援金、まちなかにぎわい創出事業等を行い、

令和４年度では、安心会食推進の店応援金を令和３年度から継続実施し、中小企業者物価高騰

対策支援金、まちなかにぎわい創出事業等を行いました。

中平正宏市長が掲げた公約は、90％以上実現したと思っています。

ここで、５つ質問を行いたいと思います。

任期中、特に印象に残っていること、２、任期中うれしかったこと、感激したこと、喜ばし

かったこと、３、任期中悲しかったことや残念だったこと、悔いが残ったこと、４、任期中な

し得なかったと思われること、５、次期市長に期待すること、望みたいことを答えていただき、

１回目の質問を終わりたいと思います。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

お答えをいたします。■市長（中平正宏）

今ほど、いろいろ述べていただきまして、自分のほうも、子育て支援についてはかなりやっ

たつもりではありましたけども、全然自分のほうじゃ記憶にないようなことまでありましたん

で、ありがとうございます。ここまでやれたのも、１つには、私はどんどん外へ行って外交す

るというつもりで市長になりましたので、しっかりと庁舎をまとめていただいた中山副市長そ

して田村副市長、今の田能副市長、３代の副市長がしっかりと庁内をまとめていただいた、そ

のおかげであろうと思います。と同時に、首長というのは、方向性は出しても、実際それをや

るのは職員でありますので、職員の皆さんが思い切ってやれた、その成果ではないかなと思い

ます。

特に、教育のことが重点的に議員のほうからお話がありましたので、教育について若干当時

の経過からお話をしたいと思います。

当時、私が市長になった当時、教育長を誰にお願いをするかという形の中で大変悩みました。

それで、いろいろ先輩あるいは県のほうにも相談をし、そこの中で藤倉さんというのがいるん

で、この人が最もよいことはないかというお話をいただきまして、実は自分が井沢の藤倉先生

のところへ当時行った記憶がございます。行きましたら、荷物をしていましたので、何しよる

がですかという話をしたら、１週間先にドイツに行くというお話でした。それで、自分のほう

が、ドイツ行きはもうやめてもらえませんかということで、それは何だということで、実は教
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育長をやってもらいたいという形の中で、それから２、３日あって返事をいただいて、教育長

をやっていただけることになったと思います。特に当時学力等々につきましても、特に中学校

が大変厳しい状況であるのが分かっておりましたので、まず学力を上げないといけないという

思いがあり、そこの中で藤倉教育長、そしてその後、徳弘教育長、そして現在の久保教育長と

３代続いておりますし、またそこの中で数字としてもう明確に学力は上がりましたし、そして

またスポーツ能力についても、物すごい向上したのではないかなと思います。特に市の中心で

ある中村中学が、物すごい学力そしてスポーツ能力も上がってまいりましたので、私としては

大変それはうれしく思っているところでもございます。と同時に、これは、教育についても予

算をつけないといけませんので、当時は教育予算が来たときに、私のほうからこれは藤倉予算

かと言うたら、そうですということについては、もう全部つけてくれと。もう任せてやっても

らうという形の中で、特に議会の応援もいただいて、予算をつけ、そこの中でしっかりと結果

を出していただいたということが実情でございまして、大変自分としたら人に恵まれていたの

ではないかなと思います。

そして、任期中特に印象に残っているということといいますと、まず１つは、令和元年の暮

れに発生をした新型コロナであろうと思います。令和元年の暮れに中国武漢で発生をし、１月

には日本のほうにも発生が確認をされ、忘れもしません、令和２年３月30日であったと思いま

すが、実は当時来ていた副市長の送別会、金納副市長の送別会をしたときに電話がかかってき

まして、保健所のほうから。実は、幡多のほうでコロナ陽性者が出たと。これは四万十市では

ありませんけれども、そういう形の中で、それからコロナに振り回されたような記憶がござい

ます。そして、ご存じのように、令和３年４月に私は選挙が終わり、３期目登庁いたしました

けれども、それから１か月もたたないうちに、５月11日にあるお店に行って、私は濃厚接触者、

そして当時の議会議長は陽性という形の中で、大変市民の皆様また議会、そして職員の皆様に

はご心配をおかけしたところでもございます。確かに、当時はもう犯人捜しみたいな感じです

ごかったわけですけれども、でも実際自分はあれを経験したことによりまして、もともと気持

ちは強いほうであったと思いますけれども、さらに打たれ強くなったのではないかなと思って

おりますので、逆に今ではもう感謝するぐらいの気持ちでもおります。

また、そのほかに印象に残ったことといいますと、市長になった年の暮れに市民病院の職員

と夜飲んでたときに、ある職員から、市長、あした大変なことが分かりますよという話をいた

だきましたので、当時3,000万円ぐらいの基準外繰り出しであったと思います。それが１億円

ぐらいになるのかなと、それやったらしゃあないわというぐらいの思いでおりました。次の日

に、局長のほうから、４億7,000万円資金ショートします。足りませんという話をいただきま

して、こっちはもうびっくりして、すぐ自分の与党議員を呼んで、５億円を貸し付けるという

形の中で、その対策をしたのが物すごい印象に残っているところでもございます。この５億円

につきましては、給料カットであるとか、あるいはいろんな形で返済をいたしましたけれども、
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特に四万十市ができた当時、市民病院が大変な状況で、平成17年度にたしか５億円貸し付けた

と思います。そのときには、給料カット等々で全て返済をしたわけでございますけど、これが

言うたら２回目の市民病院の危機ではなかったかなと思います。

そして、１つ病院でうれしかったことといいますと、実はご存じのように市民病院は徳島大

学の系列でございました。私は、副市長のとき、そして市長になってからも年に２回ぐらい徳

島大学に行って、医師の招致のお願いはようしたわけですけれども、なかなか高知市内まで送

るのについても大変で、ましてや西のほうまで送ることができないというような話をいただき

ました。そして、現在の濱川院長に院長が替わりまして、そして今現在は幡多けんみん病院そ

して高知大学とか、物すごいよい関係になっております。だから、大学が変わることでこれぐ

らい変わるかなというのが正直自分の思うところでございました。

ただ、まだまだ市民病院の経営そのものは厳しいわけでございますので、ぜひこれをどうし

ても継続するためには、今の濱川院長の体制をしっかりとつなぎ、幡多けんみん病院、そして

高知大学の関係をより強固にし、そして連携法人が４月にはできますので、それらをしながら、

市民そして近辺の皆様の命を守る活動をするべきではないかなと考えるところでもございます。

特に任期中にうれしかったこと、感激したこと、喜ばしかったことということでありますけ

れども、うれしかったことといたしましては、441号線の事業化がなったことが最もうれし

かったことでございます。当時、西土佐村は市町村合併で２回住民投票を行いました。１回目

が1,600と800で賛成で、２回目は113票差で賛成が出たと思います。当時、合併に反対であっ

た年配の人なんかについても、441号が合併支援道路として直るのであれば、自分は合併には

反対やけど、もう賛成にするという、何人かからそういうお話をいただきまして、その結果が

賛成になったのではないかなと思います。ただ、もう全てなくなりましたけれども、まだまだ

道は遠いですけれども、事業化になりましたので、何年か先には必ず開通になろうと思います

し、特に村長当時言われたのが、特に旅行会社のＪＴＢとか、あと近畿ツーリストの方々から

言われたわけですけれども、早うあの道を直せと。あの道を直したら、松山空港から何ぼでも

観光客は送っちゃるという話をいただきましたけれども、もうそれから既に22年たちました。

特に合併支援道路と位置づけて、まだこれぐらいから進んでいないということについて若干不

満がないと言ったらうそにはなりますけれども、徐々に進んで、事業化するという形を濵田知

事が表明していただいたときが特にうれしかったことではないかなとは思います。

そして、感激したこととか喜ばしかったこと、これはいろいろな事業ができるたびに市民の

皆様に喜んでいただけますので、それにつきましては全てうれしかったのではないかなと思い

ます。

任期中悲しかったことというのは、ほとんど記憶にはありません。

残念だったことということにつきましては、どうしても１つには大学誘致、これが残念でご

ざいました。特に下田地区の皆さんには、私の１期目の選挙のときから物すごい応援をしてい
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ただきましたので、私としたら恩返しの気持ちもありましたし、もともと下田地区というのは、

江戸時代あるいは昭和の初め、明治時代の初めにつきましては、中村と同等ぐらい栄えていた

港町であったとお聞きをいたしております。そこの中で、大学誘致ができるのであれば、もう

一回下田が元気になる、活性化するという思いがあって進めておりましたけれども、残念なが

ら文科省のほうから認可が難しいという形で取り下げたことでございます。

そして、悔いが残ったことといたしましては、中学校の統合問題と一緒になりましたので、

そこの中で、二分したような形でいろいろございました。これが、１つはもう少し自分のほう

からまとめることができなかったのかなという思いは今でも残っております。

そして、そのためには、これから先人口はどんどん減っていくと思います。そこの中で、地

方創生、先ほども企業誘致の話もございました。あるいは、大学の話が今後出てくるかも分か

りません。そのときには、四万十全体で迎え入れると、そういう体制をつくらないと、なかな

か企業については来ていただけないのではないかなと思いますので、それは次期市長に期待を

するところでもございます。

任期中なし得なかったと思われるということにつきましては、これは、まだまだ道半ばであ

ると自分で思っておりますのは、特に農業振興のぶしゅかんあるいは栗等々の振興につきまし

ても、まだまだ道半ばであろうと思います。そして、ワサビにつきましても、一定できる方向

は確立はされていましたけれども、まだまだなりわいとするには時間がかかるという形もござ

いますし、そして一番は、職員の意識改革。かなり私は変わったとは思いますけれども、まだ

これから令和の時代を乗り切っていくには、まだまだ意識改革をする、そういう必要があるの

ではないかなと思います。これから先に、デジタル化そしてグリーン化、グローバル化に沿っ

た方向で進めていかなくてはなりませんし、そこの中でしっかりとした幡多の中心は、以前も

話しましたように、これまでもこれからもこの四万十の中心中村であることはもう明確に分

かっておりますので、ここがしっかりすることであろうと思います。

そして、自分として１つ誇りに、これは自慢をしたいわけですけれども、これは幡多の首長、

３市２町１村ありますけれども、自分が市長になってこういう形をやろうやという形であった

ら全て賛同をしていただきましたので、特に行政として今ぐらい幡多が強固に結びついている

ときはないのではないかなと思います。これが食肉センターの建て替えであるとか、あるいは

宿毛の陸上競技の改修等々にもつながっているのではないかなと思います。同時に、議会、議

長会のほうも、うちの宮﨑議長を中心に、幡多の議長会が３市２町１村、しっかりと連携を

取っておりますので、これがやはり全国的に珍しい、物すごい強いセールスポイントにもなる

のではないかなと思います。

次期市長に期待することでございますけれども、先ほども話しましたように、四万十市の未

来を見据えたリーダーシップをして、子育て支援であるとか、あるいは移住・定住の促進や地

域活性化などを含めて、人口減少対策、同時にＤＸ・ＧＸを活用した持続可能なまちづくりを



- 271 -

進めていただきたいと思います。

また同時に、それを担うのは市の職員でございますので、職員が思い切ってきやすい体制を

首長としてはつくるべきであろうと思いますし、まだまだ私のほうもそこらはまだ不十分で

あったと思いますので、それは反省するところでもございます。これからデジタル化そしてグ

リーン化・グローバル化に沿っていかなくてはなりませんが、デジタル化につきましては、今

すばらしい人材が民間のほうから四万十市のほうに来ていただいておりますので、この方があ

と一年間おりますので、その間にしっかりとしたデジタルの核をつくり、そこの中で誇れるよ

うな形で進めていただきたいと思います。よく、以前２番目では駄目なんですかという国会議

員がおりましたけれども、これから令和の時代については、まず先にやっていく、それが大切

ではないかなと思います。

グリーン化につきましては、うちはカーボンニュートラルも宣言しておりますし、先ほど環

境生活課長がご答弁いたしましたように、大変熱い思いで次期の課長に引き継ぐということで

ありますので、そこらあたりにつきましては、グリーン化についてはしっかりと進めていただ

けるのではないかなと期待をするところでございます。

グローバル化につきましては、１つには、以前より申しておりますように、もう日本人で全

てこれを賄うということに対してはなかなか難しいものがあろうと思います。少子化対策を本

格的にこれから進めてまいりますけれども、私は、少子化対策は形になって、ものになって、

30年かかると思います。子供ができて、その子供たちが親御さんになって、その子ができる。

その30年の間は、この地域をどういう形で維持し、そして継続をしていくか。それを考えたと

きには、一定外国の方々の力を借りながら、一緒になって進めていく、そういう必要があるの

ではないかなと思いますので、そこらあたりも踏まえまして、次期市長には期待をするところ

でございます。

同時に、１年目で全て幡多の中心でまとめようということについては、当然これはできるも

のではありませんので、じっくりと腰を据えて、そこの中で幡多をまとめるような市長になっ

ていただきたいと思います。

また同時に、インフラ整備につきましても、自分のほうが横断道の会長であるとか、あるい

は道路・河川のほうは四国の役員でもあり、全国の役員でもありました。そういう形の中で、

物すごい人脈とかそれはできておりますので、それらあたりにつきましては、しっかりと次の

市長に引き継いだ中で、国と、そして県と市が一体となっていろいろな後れているインフラ整

備を進めていく、そういう体制をしっかりとつくっていただくことを心より期待をいたします。

特に首長となりますと、体力、そして気持ちが折れたら、これはできません。実は、私も、

村長の２年間、副市長の４年間、そして今回の12年間で初めて体調不良で先々週の金曜日に１

日休みをもらいました。そして、市民病院で診ていただいたわけでありますけれども、市民病

院の看護師さん・受付さんの対応がすばらしかったというのが自分の思いでございますので、
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特に次期市長におきましては、これは宴席の機会も多くなろうとは思いますけれども、十二分

に体調管理をした中で、市政の推進に努めていただきますように心より期待をするところでも

ございます。

遠近地震防災課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうから、災害関連死についてお答えしたいと■地震防災課長（遠近由幸）

思います。

まず、１番目の避難所のＴＫＢについてでございます。

先日の澤良宜議員の質問でご答弁しましたように、避難所の環境でスフィア基準を満たして

いるもの、それからこれから整備を進めるものもある中で、議員のご指摘のとおり、簡易ベッ

ドについては、避難所避難者想定数の備蓄はできていないところでございます。これまでは、

折り畳みベッド、それから防災畳、毛布などを備蓄しておりまして、避難所避難者想定数分は

確保しているところではございます。しかし、これまでご答弁してきましたとおり、避難所の

生活環境を向上させていくため、今回新しく創設された国の交付金を活用しまして、簡易ベッ

ドを一定数購入する予定としておりますが、それを購入しましても、避難所避難者想定数の３

割程度の備蓄となる予定となっております。

また、Ｋのキッチンのところでございますけども、温かい食事につきましては、発災直後に

提供することは難しいとは考えておりますけども、応急期を過ぎて、落ち着いたあたりで、支

援によるところが大きいと思いますけれども、炊き出しなどをする予定となっておりますので、

改めてそのスキームの再確認等を行いたいと考えております。

厳しい財政状況の中で、一気に整備することは難しいですけども、今後も引き続き有利な補

助制度を活用しながら計画的な導入に努めてまいります。

続きまして、２番目の避難所の備蓄品についてでございます。

こちらも、先日の谷田議員へのご答弁と重複しますけども、市では、県の備蓄方針に基づき

備蓄を行っておりまして、備蓄方針では、外部からの支援の開始が４日目以降となることを踏

まえまして、最低３日分、可能であれば１週間分の食料を個人備蓄で補い、災害状況によりや

むを得ず物資が不足する方に対しまして、市の公的備蓄１日分、それから流通備蓄２日分で対

応していくこととしております。

このことを踏まえまして、市では、県の備蓄方針から余裕を持たせ、避難者想定数の２日分

の食料を備蓄しております。なお、飲料水に関しましては、耐震性貯水槽を含めますと、避難

者想定数の10日分を超える備蓄をしていることにはなっております。市で３日分の備蓄等との

ことではございますけども、市としましては、これまでどおり自らの安全は自ら守るという防

災の基本にのっとり、個人備蓄の推進を基本に、周知啓発を行うとともに、公的備蓄について

も、課題が出ないよう、食料の種類などを考慮しながら継続して整備を行ってまいりたいと考

えております。
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続きまして、津波避難タワーの環境についてでございます。

本市の津波避難タワーは、下田の水戸地区が平成20年度、初崎の避難タワーが平成21年度の

建設となっておりまして、近隣の市町村に先駆けて建設をしておるところでございます。その

後、平成23年に東日本大震災が発生しまして、その被害を受けて津波想定が変わったことによ

り、両タワーをツインタワー化しまして、平成26年には下田の水戸東津波避難タワーを建設し

ておりまして、津波からの逃げ遅れ対策が必要な地域にできるだけ早期に津波から避難できる

場所として整備しているものでございます。

隣の黒潮町では、雨風がしのげるスペースを確保したメーカー品を採用しておりますけども、

本市では、設置当時、建設費用や維持管理などを理由に現在の屋根のない形を選択してはおり

ます。雨風の対策については、タワー本体にフックを用いて仮設的にブルーシートで囲えるよ

うにしておりますけども、過去の津波被害でも長くて２日間は水が引かない事例を踏まえると、

議員ご指摘の津波避難タワーで冬場の夜間に過ごすのは大変厳しい状況であるとも考えます。

このように建設当時は、総合的に状況を考えながら建設をしているところでございますけども、

現在もその考えを継続するのではなく、過去の災害を受けてどう改善するかを考える時期に来

ていると改めて感じているところでございます。

そこで、まずは近隣のタワーを参考に、建築基準法などにも照らしながら調査する必要があ

ると考えますので、少しお時間をいただくこととなりますけども、どういった方法が取れるの

か、どういった施工が可能なのかなど、避難環境の改善に向けて取り組んでいきたいと考えて

いるところでございます。

以上でございます。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうからは、人口減少対策についてのうち、住■企画広報課長（武田安仁）

居の確保についてお答えいたします。

議員のほうからご紹介のありました岡山県奈義町で行っております空き家利活用事業、これ

につきましては、中間管理住宅と言われる事業でございまして、自治体が所有者から長期で空

き家を借り上げまして、耐震改修工事、水回り改修工事などのリフォームを行った上で、移住

希望者等に賃貸するという事業であるというふうに理解しております。この事業につきまして

は、住宅の借り上げ期間が長期間にわたりますことから、所有者の協力が得られにくいという

点もございます。本市では、移住対策としまして、空き家バンクの登録、それから改修、情報

提供というものを行っておりますが、それと比較した場合、この中間管理住宅につきましては、

自治体が直接住宅を改修するということになりますので、より暮らしやすい住宅環境となると

いうことが考えられるほか、所有者としても、住宅の管理や固定資産税の負担が不要となると

いうようなメリットもございます。また、この中間管理住宅につきましては、県内でも四万十

町など複数の自治体で既に先行して実施しているという実情もございますので、それらも参考
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にしながら、定住ということも含めまして、導入については検討してみたいと考えております。

以上でございます。

田村観光商工課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、私のほうから人口減少対策のうち企業誘致について■観光商工課長（田村典義）

ご答弁申し上げます。

企業誘致ですが、先ほど西尾議員のご質問で答弁したとおり、本市における企業誘致の今後

の取組としては、ターゲットとする業種について整理・検討を進めていきたいと考えておりま

す。

議員ご提案の工業団地の整備についてですが、工業団地の場合、製造業や建設業が主な業種

と考えられ、ネックになるのが製品を輸送するためのコストであり、全国的に見ましても、輸

送に有利な地域に工業団地などは整備されている傾向があります。

このため、都市圏から距離が遠い本市は、製造業の誘致については不利な条件にあると言え

ます。議員が例として示してくださったように、岡山県奈義町では一定規模の工業団地を整備

し、多くの企業を誘致することができれば、雇用が生まれ、地域経済浮揚の起爆剤になること

が大いに期待できると考えておりますが、先ほど申し上げたように、工業団地の造成後に企業

を誘致するということが最も難しい部分であると考えられるほか、造成費用や用地の課題も生

じることが想定されますので、それらを考慮すると慎重な検討が必要と考えております。

以上でございます。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、具同保育所はめ殺し窓の安全性について大丈夫か■子育て支援課長（中脇弘樹）

というご質問がございましたので、安全性について答弁させていただきたいと思います。

具同保育所につきましては、令和７年、今年１月末に完成し、その後２月７日までに必要と

なる全ての安全性検査を終え、園舎に引渡しを受けました。その後、地域向け内覧イベントを

行い、２月15日に引っ越し作業、翌週月曜日となる２月17日より運営を開始しております。

安全性についてでございますが、具同保育所の新園舎については、保育施設として必要な設

備を備える中、検査確認機関の建築確認を受けており、また官庁施設の総合耐震、耐津波計画

基準において設けられたガラスや天井などの構造部材について基準の達成についても市の建築

士が設計段階と引渡し時にそれぞれ確認をしているところでございます。

具同保育所は、はめ殺し窓だけでなく、引き違い窓も含め、大きなガラスが目につく建物で

ございますが、これらは自然光の採光と開放感や見通しのよさを目的としたものでございます。

ガラスが多用されているため、素材的に不安に思われたかと思いますが、非構造部材はガラス

だけでなく、内壁や天井なども該当いたします。地震発生時における落下等の危険性は、これ

らいずれの部材も同様でございますので、設けられた安全基準により、さきに申し上げた安全

性確認を実施しているものでございます。
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このガラスにつきましては、屋外向けと屋内向け２種類ございます。屋外向けのガラスは、

強化ガラスと特殊金属フィルムが貼られたガラス、これを空気層で挟み、複層ガラスとして設

置しておりまして、通常のガラスより相当強固なものとなっております。このガラスの性能に

ついては、出荷時の検査にて不具合がないことを確認し、日本建築学会標準仕様にのっとって

適切に取り付けられております。屋内用のガラスについても、厚さ６㎜の強化ガラスを採用し

ており、こちらも一般的なガラスよりも強いものとなっておりまして、同じく日本建築学会標

準仕様にのっとって取り付けられております。建物自体も耐震対策を行っておりますので、ガ

ラスについても、地震時において脱落等の心配はないものと認識をしているところでございま

す。安全性については、他の素材と同様に、何があっても割れないということは言い切れるも

のではございませんが、具同保育所の新園舎については、強度の高い素材を適切に取り付けて

いることから、安全性についても配慮された建物であると判断しているところでございます。

以上です。

上岡真一議員。■議長（宮﨑 努）

２回目の質問をしたいと思います。■８番（上岡真一）

本来なら、６月の定例会の一般質問で新たなリーダーの市長と執行部に質問をすべきと思い

ますけれど、まだ時間がありますので、質問させていただきますが、２つ質問したいと思いま

す。

２回目の質問の一つが、具同保育所の安全性についてです。

これは、今現在の武田企画広報課長が子育て支援課長時に、上岡議員、高知県一の保育所に

するぜ言うて胸を張って自慢していました。自分も具同なので、できたときに、２月14日、金

曜日だったと思いますが、家内と行ってきました。自分の三男の子供、長男・次男・三男がい

ますが、三男は今日１歳の誕生日ですけど、今日１歳になる三男、孫の三男ですけど、その子

が具同保育所に必ず行くので、どのような保育所かということで家内と見に行っていました。

三男の女房も一緒に行ってましたけれど。それは、きれいな、空からの光も入ってくるし、と

思いつつ、すごい圧力というか、上からの恐怖感がすごかったんです。このガラスは、地震が

来たときに本当に大丈夫なのかと。素人なので、大丈夫云々というのは分かりませんので、あ

れなんですけれど、自分の感じたのは、あのガラスは恐怖でした。景観がいいというよりも恐

怖のほうが先に植え付きましたので、これは女房もそうでした。一緒の考えでした。じいちゃ

ん・ばあちゃんは孫の安全ということを一に考えますので、このガラス等の安全性について、

再度課長のほうから答弁をいただきたいと思います。

それと、ひょっと割れて粉々になって、下の園児または保母さん等に落下してけがした場合

には、どこに責任があるのかということもお願いしたいと思います。

それから、市長、どうも12年間お疲れさまでした。昭和50年、中村高等学校の卒業の同期で、

今年卒業50年目になります。もうおじいになりました。その間に、同級生で１人先に塚地佐智
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さんというのが県会議員になりました。その後、中平市長が誕生し、その後自分が市議になり、

黒潮町では矢野依伸が町議となり、前松本敏郎町長というふうに、昭和50年卒業の同期が５人

も出たという恐ろしい勉強ができない同期でしたが、そういう輩出したような卒業生です。そ

の中で、自分が思うのは、議員というのはいろいろな調べて勉強して一般質問で言えばいいと

言うたら失礼なんですけれど、執行権がないので一生懸命質問するだけですが、首長というの

は、これはようせんと、これだけ責任が重いものは心臓に100本以上毛が生えちょらんかった

らできんというふうに私は思いました。

そこで、先ほどの市長の答弁の中に、次期市長に期待することについて、子育て支援や移住

や定住促進や地域活性化、人口減少対策、リーダーシップを発揮してもらいたいということと

ともに、引き継ぐに当たって、首長としての心構え、心臓が10ばあなかったらおまえやってい

けんぞというふうな脅し文句とかも入れながら、再度次期市長に期待する言葉をいただいて、

２回目の質問を終わりたいと思います。

中平市長。■議長（宮﨑 努）

まず、次期市長に期待することということでございますが、私は、西土■市長（中平正宏）

佐村の村長をやりましたし、その前は、議員をやって、議会議長をやりましたので、一定職員

との面識もありましたし、枠組み等々についても分かっておりました。また、今の市長になる

前段としては、４年間、澤田さんの下で助役、副市長をやらせていただきましたので、一定あ

れは分かったわけでございますけれども、自分として物すごい面白かったのは、当時西土佐の

村長の時代は、高速はありません。直轄河川もありません。ましてダムもありません。国道

441号と西土佐松野線・藪ヶ市松野線、そして市道藤ノ川線・市野々線、あと山と農業のこと

を一生懸命、あと教育をやっていたらそれでもえかったわけですけれども、これが四万十市に

なって、ありとあらゆるものがあると。逆に物すごい大変ではありましたが、物すごい逆に面

白かったというのも自分のほうで感じております。

そこで、次期市長に言いたいことは、市長というのは、物すごい孤独な立場にもなろうと思

いますので、しっかりと気持ちを持って、そこの中で進めていただきたいと思いますし、特に

ある程度経験があれば大丈夫かも分かりませんけれども、経験があまりない、あります。どう

してもそれは議員さんのほうから一定のサポート、補佐をしてやらないと、なかなか議会その

ものが前を向いて、行政そのものが前を向いて進みにくくなるのではないかなと思っておりま

すので、そこらあたりはぜひ自分のほうからも議員の皆様にお願いをしたいと思います。新し

い市長、どなたがなるか分かりませんけども、なったら後は一緒になって幡多の中心にふさわ

しい四万十市をつくるようにお願いをいたしたいと思います。

そして、先ほどまだ途中の、半ばのこと、１つ残念なことといたしましては、私とは３年間

しか一緒にやっておりませんけれども、鳥谷恵生議員などからは、米粉の話を、また農業の思

いを熱いくらい自分のほうは聞いておりました。ただ、米粉につきましても、なかなか前に進



- 277 -

めることができなかったということについて、心残りの一つではございます。と同時に、初め

て自分が村の村会議員になったときに、子供が２人で村会議員になった後３人の子供が生まれ

ました。もう全て卒業し、就職をしましたけれども、それを考えたときに、当初、川村議員が、

もう自分にダブっているような感じがいたしまして、特に今の令和の時代、子育てはさらに大

変ではあろうと思います。ほかの議員さんの皆様にも、それぞれいろいろあろうと思いますけ

ど、ぜひ頑張って四万十市をもっともっと元気なところにつくっていただきますように心より

期待いたしたいと思いますし、自分は、この政治生活の中で、物すごい、今思いますと人に恵

まれていたなと思います。多くの人々にいろいろ教示も受けながら、また支えていただいて今

があるのではないかなと思いますので、１つは物すごい運がよかったなという思いをしており

ますし、またそこの中でも同級生が５人も政治のほうへ携わるとは正直思っておりませんでし

たので、それはそれで物すごいよい経験でもございますし、またいずれ上岡議員も勇退をした

ときにはそんな思い出話等も一緒にまたしたいと思いますので、ぜひよろしくお願いいたしま

す。どうもありがとうございました。

中脇子育て支援課長。■議長（宮﨑 努）

市長の答弁の後では大変答弁しにくいところではございます■子育て支援課長（中脇弘樹）

が、質問をいただきましたので、安全性及び事故が生じた際の責任について、私のほうから答

弁させていただきたいと思います。

安全性について重ねてご質問いただきましたが、技術的な安全性につきましては、先ほど申

し述べたとおりでございます。また、心理的な安全性のことをおっしゃられていた、受ける感

覚といいますか圧迫感、こういったことをおっしゃられておりました。この部分については、

なかなかちゃんとした答弁にはならないかもしれませんが、具同保育所、先ほど質問のほうで

もありましたとおり、過去に前任の子育て支援課長がお声がけしたとおり、これまでにない、

県内でも斬新な設計の建物でございます。ガラスだけではなく、廊下の吹き抜けとか、大きな

ＣＬＴパネルの使用、こういったところがいろいろなところが不慣れなところがあろうかと思

います。そういう中で、感覚的に今まで味わったことのないような構造に対して不安感を抱か

れる部分は、やむを得ない部分もあろうかなと思います。毎日暮らしている子供たちがそうい

う感覚を持っているかというところでいえば、今のところそういったところは我々の耳には届

いておりませんので、先ほど答弁申し上げた技術的な基準をクリアしているところをもって、

安全性は確認されているということについてご了解をいただきたいと思うところでございます。

また、責任の点でございます。

安全性の問題は、答弁したところでございますが、使用していく中でもし想定を超える被害

が出た場合、粉々に割れるとか、そういったことがあった場合は、原因を分析し、責任の所在

を確認することとなろうかと思います。様々な状況がありますので、例えばものがぶつかって

割れた、何もしていないのに割れたとか、様々な状況がございますので、一概には言えません
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が、原因がガラス自体に欠陥があった場合は製造元が責任を負う。設計上の不備であれば設計

事務所、施工上の瑕疵、例えば取付け上の瑕疵であれば建設工事受託事業者、維持管理上の責

任がある場合は管理者である市が責任を負うものと考えられます。

また、状況によっては、それぞれの責任者が単独で責任を負うだけでなく、共同で責任を負

う場合も考えられると考えております。したがいまして、実際の事案が生じていない現段階に

おいては、ご質問に対し、ここが全責任を持つという形の答弁とはなりませんが、責任につい

て、現時点で今し方申し上げた考え方を持っているという形で答弁とさせていただきたいと思

います。

上岡真一議員。■議長（宮﨑 努）

質問に対してのご答弁、どうもありがとうございました。■８番（上岡真一）

我々、市議会議員、宮﨑議長を筆頭に、18名が６月の定例会からも執行部とかんかんがくが

く議論を進めながら、四万十市民のために一生懸命汗を流していきたいと思いますので、ご理

解・ご協力をよろしくお願いしたいと思います。

３回目の質問はしませんので、これで私の一般質問を終わりたいと思います。

以上で上岡真一議員の質問を終わります。■議長（宮﨑 努）

これにて一般質問を終了いたします。

小休にいたします。

午後４時28分 小休

午後４時29分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

ただいま「第34号議案」及び「第35号議案」が提出されました。

お諮りいたします。

「第34号議案」及び「第35号議案」を日程に追加し、一括議題といたしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、「第34号議案」及び「第35号議案」を■議長（宮﨑 努）

日程に追加し、議題とすることに決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～

直ちに提案理由の説明を求めます。■議長（宮﨑 努）

中平市長。

それでは、本日追加提案いたしました議案の提案理由を説明させていた■市長（中平正宏）

だきます。

議案提出が本日となりましたことをお許し願います。

まず、「第34号議案、令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）」でございます。
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一般会計補正予算書をお願いいたします。

今回追加で補正予算をお願いしますのは、職員の退職手当でございます。今議会開会後に職

員からの退職の申出を承認したことによるものでございます。

１ページをお開き願います。

歳入歳出予算の補正でございますが、2,202万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

261億6,480万5,000円とするものでございます。

８ページをお開き願います。

歳出でございます。

２款総務費では、先ほど申し上げました職員の退職手当を計上しております。

７ページの歳入は、19款繰入金について、歳出に見合う額を計上しておりますので、ご参照

願います。

次に、追加議案書の３ページをお開き願います。

「第35号議案、監査委員の選任について」でございます。

この議案は、監査委員の選任について、地方自治法第196条第１項の規定によりまして、議

会の同意を求めるものでございます。

現委員の林 大三郎氏より、令和７年３月３日付で本年３月31日をもって辞職する届出の提

出がありましたので、後任の委員の選任について議会の同意を求めるものでございます。

林委員には、監査委員として約７年と９か月の間、大変ご尽力を賜りました。この場をお借

りいたしまして、厚くお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

後任として同意を求めます者は、田中義造氏であります。同氏は、令和３年３月までは高知

県農業協同組合職員として幡多地区本部部長などを務められ、その後も西土佐森林組合の幹事

や四万十川西部漁業協同組合の理事などを務められております。財務管理、事業の経営管理な

どの面において優れた識見を有しており、監査委員として適格者でございますので、議会の同

意を求めるものでございます。

なお、同氏の経歴につきましては、議案関係参考資料に記載しておりますので、ご参照願い

ます。

なお、お配りさせていただいている報告３件のうち、「損害賠償の額の決定及び和解につい

て」の２件については、専決日が令和６年６月並びに８月であるため、本来であれば直近の令

和６年９月議会に報告すべき案件でありましたが、今議会となりましたことをおわびした上で

報告させていただきます。

以上で追加提案理由の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いをいたします。

以上で提案理由の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

以上で本日の日程は全て終了いたしました。

明日13日の日程は、提出議案等に対する質疑、委員会付託、予算決算常任委員会であります。
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本日はこれにて散会いたします。

どうもご苦労さまでございました。

午後４時33分 散会
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令和７年３月四万十市議会定例会会議録（第11日）

令和７年３月13日（木）

■議事日程

日程第１ 第１号議案から第35号議案まで

第１号議案 専決処分の承認を求めることについて

（令和６年度四万十市一般会計補正予算（第７号））

第２号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について

第３号議案 令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第４

号）について

第４号議案 令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第６号）について

第５号議案 令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予算（第

３号）について

第６号議案 令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１号）

について

第７号議案 令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第４

号）について

第８号議案 令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算（第１

号）について

第９号議案 令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）について

第10号議案 令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について

第11号議案 令和７年度四万十市一般会計予算について

第12号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算について

第13号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算について

第14号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算について

第15号議案 令和７年度四万十市と畜場会計予算について

第16号議案 令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算について

第17号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について

第18号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について

第19号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算について

第20号議案 令和７年度四万十市園芸作物価格安定事業会計予算について

第21号議案 令和７年度四万十市水道事業会計予算について

第22号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計予算について

第23号議案 令和７年度四万十市病院事業会計予算について
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第24号議案 四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正

する条例

第25号議案 四万十市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

第26号議案 四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例

第27号議案 四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の一部を

改正する条例

第28号議案 四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条例

第29号議案 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例

第30号議案 四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例

第31号議案 四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について

第32号議案 動産の買入れについて

第33号議案 四万十市道路線の廃止について

第34号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）について

第35号議案 監査委員の選任について（田中義造）

議員提出議案第１号及び議員提出議案第２号

議員提出議案第１号 四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する

条例の一部を改正する条例

議員提出議案第２号 四万十市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を

改正する条例

所管事項の調査（令和６年12月定例会より継続調査）

（質 疑）

（委員会付託）

■本日の会議に付した事件

日程第１ 質疑、委員会付託

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐

13番 谷 田 道 子 14番 山 崎 司 15番 上 岡 正

16番 平 野 正 17番 川 村 一 朗 18番 宮 﨑 努

（なし）欠席議員
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出席要求による執行部側出席者職氏名

市 長 中 平 正 宏 副 市 長 田 能 浩 二

総 務 課 長 山 﨑 寿 幸 地震防災課長 遠 近 由 幸

企画広報課長 武 田 安 仁 財 政 課 長 竹 田 哲 也

市民・人権課長 加 用 拓 也 税 務 課 長 山 﨑 行 伸

環境生活課長 山 本 聡 子育て支援課長 中 脇 弘 樹

健康推進課長 竹 本 美 佳 高齢者支援課長 武 内 俊 治

観光商工課長 田 村 典 義 農林水産課長 吉 田 貴 浩

まちづくり課長 佐 川 徳 和 上下水道課長 池 田 哲 也

中 田 智 子 金 子 雅 紀会計管理者兼会計課長 市民病院事務局長

福祉事務所長 渡 辺 和 博 教 育 長 久 保 良 高

学校教育課長 岡 本 寿 明 生涯学習課長 戸 田 裕 介

総合支所長兼 朝比奈 雅 人 稲 田 修西土佐診療所事務局長地域企画課長

産業建設課長 竹 本 志 郎

職務のために議場に出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 原 憲 一 事務局長補佐 岡 村 むつみ

総 務 係 長 土 居 和 博
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午前10時０分 開議

おはようございます。これより本日の会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

朝比奈総合支所長兼地域企画課長より、昨日の西尾祐佐議員の一般質問中の答弁に関し、訂

正の申出がありますので、お聞き取り願います。

朝比奈総合支所長兼地域企画課長。

おはようございます。■総合支所長兼地域企画課長（朝比奈雅人）

昨日の西尾議員の一般質問中、私の２回目の答弁の中で、清水高校が、来年度から新たに

「地域みらい留学に取り組む」と答弁するべきところを、「ふるさとみらい留学に取り組む」

と答弁しておりました。ここにおわび申し上げますとともに、訂正をお願いいたします。

以上で発言訂正の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

議長において、発言訂正の説明のとおり訂正することにいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

日程第１、「第１号議案」から「第35号議案」まで「議員提出議案第１■議長（宮﨑 努）

号」及び「議員提出議案第２号」並びに令和６年12月定例会より継続調査の所管事項調査、以

上の案件を一括議題といたします。

これより以上の議案及び各委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑者は挙手により議長の許可を得て発言願います。

質疑者はありませんか。

寺尾真吾議員。

おはようございます。■５番（寺尾真吾）

それでは、「第31号議案、四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について」質問させていただ

きたいと思います。

しっかりと審議もさせていただきたいと思いますので、そのために細かくなりますけど、５

つのご質問をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

１つ目、皆さん、ＥＳＧ宣言の画面を見ていただけたらと思いますけども、本宣言の担当課

は企画広報課ですけども、環境セクションの文章を読みますと、例えばゼロカーボンシティ宣

言の目標達成に向けた取組を強化しや、昨日に西尾議員が質問した四万十市環境基本計画や地

球温暖化対策実行計画の区域施策などに関わる文章が多く、環境生活課が既に取り組んでいる

ものばかりです。正直、私が環境生活課ですと、ＥＳＧ宣言なくても私たちしっかりやってま

すよと言いたくなる文章です。宣言に宣言をかけて補完が必要なのか、環境の事業に取り組ん

でいる担当の環境生活課としては、他課の協力が必要なのでしょうか。この件につきましては

できれば環境生活課に、現状の取組状況を踏まえ、見解もできれば尋ねさせていただきたいと

思います。

２つ目、宣言文の中で、企業への具体的な支援策として唯一あるキーワードは、エコツーリ
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ズムの推進です。この点については、観光関係事業者等、方向性のコンセンサスは取っていま

すか。

また、企業等関連するもののキーワードとしては、エコツーリズムが唯一です。ＥＳＧ宣言

としては、ここに注力をしたいということでしょうか、お尋ねします。

３つ目、本宣言文章には、目新しさがなく、分かりづらいと感じています。

先ほども言ったように、環境・社会・管理統制、３つの各セクションの文章は、各課がこれ

まで取り組んできている事業や事務内容が多く、わざわざ宣言をする必要性があるのか、疑問

を感じています。そのため、いま一度この宣言によってなし得たい具体的な四万十市の将来像

をお示しください。

４つ目、次に、文章の主語について尋ねます。

３つのセクションの文章は、全て主語が「本市は」になっています。一般的な宣言文は、市

や市民全体を指す「私たち」や「我々」が使われるケースが、私が調べる中では多いと感じて

おります。

また、各セクションの末尾は、庁舎においてや、庁内職員の、または各種ＢＣＰの見直しな

ど、庁内の改善が目的となっています。そのため、この宣言文は、庁内向けの宣言と受け取っ

ていいのでしょうか、または俺たちがやるから、みんなついてこいよというような市がリー

ダーシップを示す宣言文でしょうか。宣言文で対外に示したいものは、庁内の課題改善と受け

取っていいでしょうか、お尋ねします。

５つ目、最後に、ＥＳＧ宣言で検索をしますと、一般社団法人中小企業個人情報セキュリ

ティー推進協会という協会が提供しているＥＳＧマーク認証制度というものが、検索上位に上

がります。ここでは、ＥＳＧ推進宣言をした企業等が登録をしますと、有料でＥＳＧ推進宣言

ロゴが使用可能となるようです。本市は、ＥＳＧ推進都市宣言を行った後に、この社団が提供

している制度を利用する予定でしょうか。また、これとは全く関係がないものなのでしょうか。

宣言申請料は、５万5,000円とありますが、本宣言に係る予算は、当初予算には上がってい

ないと思いますので、この関係性もお尋ねさせていただきたいと思います。

以上になります。よろしくお願いいたします。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、「第31号議案、四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定■企画広報課長（武田安仁）

について」の質疑に対してお答えさせていただきます。

大変厳しいご質問をいただきました。５つあったかと思いますけれども、まず３つ目の、こ

の宣言によってなし得たい具体の四万十市の将来像、これについて、この宣言の意義とか目的、

まずそこを説明させていただきたいと思います。

宣言の趣旨ですけれども、これにつきましては、全国的な課題も含めまして、地域四万十市

が重点的に取り組むべき課題をまず明確化しまして、それを四万十市が市内全域一緒になって、
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事業者も一緒になって、市民も一緒になってということになりますけれども、強力にこれまで

以上に進めていくということを市内外に発信することによって、一つは四万十市のイメージ

アップにつなげるための宣言です。

それから、こういうような公の場でこういったことを宣言としてやることによって、先ほど

も言いましたように、市全体、事業者とも一緒になって進める宣言ではありますけれども、市

の職員としては、こういうような宣言をすることによって、市政を推進する立場の責任という

自覚も改めて生まれますし、また目標達成に向けてもモチベーションも上がりますし、そうい

うような効果も期待しているところでございます。

次に、目的ですけれども、こういったことを推進することによって、一つは四万十市が全国

初の自治体としては宣言ということになります。そういうようなことをプロモーションツール

としてまずは活用したいと考えてます。この宣言が、プロモーションツールの四万十市の一つ

のブランドになると考えておりますので、考え方によったら、リブランディングという考え方

もございます。

それから、先ほども言いましたように、こういうことを市全体で取り組むことによって事業

者あるいは市も、選ばれる事業者・選ばれる自治体になるということ、それから、最適化とい

う言葉が正しい表現かどうか分かりませんけども、今特定の分野とか、そういったところで行

われているようなこの宣言に関連する取組を面的なもの、要は全体の共通認識として広めてい

くという目的もございます。そういうような目的を併せまして、将来的には、人口流出の抑制

と人口流入の増加、担い手の確保にもつなげていきたいと、そういうような大きくは先ほど言

いましたように、プロモーションツールとして、まずは活用していきたいという大きな目標が

ございます。それが３つ目のご質問に対するお答えです。

それから、１番目、今実際取組ができているのに、宣言をかけて補完が必要なのか、他課の

協力が必要なのか、これについては、所管であります企画広報課のほうからお答えさせていた

だきますけれども、先日の一般質問でもありましたように、ゼロカーボンシティに向けての取

組は、当然市民のご協力も得ながら、現在進めております。

また、この宣言が、市のいろんな施策の取組が弱い部分を補完するとか、そういうような趣

旨ではございません。今やっていることを、先ほどの意義・目的でも言いましたように、いま

一度市の職員も再認識して気を引き締め直して、それから市民においても、もう実際協力して

いただいていることも多いわけですので、そういうこともいち早く気づいていただいて、市政

に貢献していただいているということを市民の方、事業者にも認識していただいて、これから

の四万十市の将来に向けての貢献意欲を高めていただくというものでございますので、現在ゼ

ロカーボンシティの宣言が不足しているとか、そういうような趣旨での宣言ではございません。

また、ＥＳＧは、世界的な共通の指標ということになりますので、その３つのカテゴリーで、

議員からもありましたように、民間も認証も受けておるわけですけれども、その中で、例えば
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この部分はほかで宣言しているからＥをのけてしまうとかということになりましたら、プロ

モーションとして活用していく中で、Ｅはどうなっているのというような市外の方からのいろ

んな疑問も出てくるのではないかというようなことも考えられます。そういう意味で、ゼロ

カーボンシティ宣言しているものも内包した宣言になるということをまず一つご理解いただき

たいと思います。

次のエコツーリズムということにフォーカスしていただいて、企業と関連するキーワードは、

これだけではないか、これに特に注力したいのではないかということであったかと思いますけ

れども、ここにありますように、環境の分野では、いろんな項目を上げております。省エネル

ギーの活動の推進、それから再生エネルギーの導入の推進、森林資源活用の推進、これらも民

間と一体となって推進していくという趣旨ですので、必ずしもエコツーリズムだけが企業と関

連するものではないということもご理解いただきたいと思います。

それから、３つ目は冒頭でお答えしました。

４つ目です。本市はという表現になっていること、これについては、いろいろ宣言している

他の自治体の事例も見てみましたら、様々です。私たちはというところもあれば、例えば四万

十市は、○○市はというところもありますが、今回本市はとしておりますけれども、この意味

は、市役所がというものではなくて、何度も重ねての説明になりますけれども、四万十市域内

全域、市民・事業者も含めてという意味での本市はというところでご理解いただけたらと思い

ます。

また、各セクションの後半の部分で、庁内においてはというような表現もさせていただいて

いるわけですけれども、これについて、庁内の課題改善と受け取ってええかというようなご趣

旨の質問であったかと思いますけれども、これは四万十市全域でこういうことを推進していき

たい。その中で特に市役所でロールモデルとしてなれるものは、率先して市がまずは取り組ん

で、そういったものを参考にしていただきながら、市内の事業者にも広げていきたいという趣

旨でございます。

それから最後、認証の関係です。

民間企業では、一般社団法人中小企業個人情報セキュリティー推進協会というところの登録

とか認証制度を活用しております。今回、自治体では初めてのまずは宣言ということになりま

す。宣言については、登録認証にひもづくものではないです。まずは市が宣言しまして、こう

いうことに取り組む中で、次のフェーズとして、こういうような登録認証制度も活用すること

も当然考えていきたいと思います。

また、経費の関係のご質問ありましたけれども、例えば今そういったところ、認証の申請を

四万十市がするとなれば、経費がどうなるかということを確認したところ、現在のところ、自

治体、初めての事例ということもあって、そういったことに関する経費は必要ないという回答

はいただいているところでございます。
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以上でございます。

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午前10時15分 小休

午前10時17分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

寺尾真吾議員。

ありがとうございます。■５番（寺尾真吾）

明確に答えていただけたと思います。

ただ１点、そしたら２回目の質問を、２点させていただきたいと思いますけども、エコツー

リズムのとこなんですけども、先ほどそれだけじゃなく、様々なところを網羅してこの文章を

つくっていますということのニュアンスだったと思うんですが、エコツーリズムについては、

今観光をやられている方っていうのは、恐らく高知県と連携して、「どっぷり高知旅」で観光

を推進していると思うんです。私が聞きたかったのは、エコツーリズムというものを推進して

いきたいということであれば、そこを観光事業者等とのお話合いをきちんとしてから、これを

推進させていきたいんだということを事前にご確認をされているのかなというところをお聞き

したかったかなというふうに思っています。

もう一点なんですけども、この文章自体はおっしゃるとおり、市だけではなく、本市事業者

等のための文章だということでのご説明だったんですけども、文章を読みますと、大体が、本

市職員がこういうふうにやっていくんだ、このまちのためにこういうふうにやっていきたいと

思いますというふうな文章の構成になっているというふうに思っていまして、なのでちょっと

違和感を感じているということなんです。本当に普通だったら、もっと我々は、主語が本市

だったとしても、やり方それぞれあると思いますと言いますけど、この文章を見ますと、本市

として引っ張っていくというニュアンスが強いものになってるのかなというふうに私は感じて

いるんですけど、その点再度、主語だけじゃなく、文章構成が、市民、市事業者の方々として

一緒になって取り組んでいくというような宣言文章になっているか、そのように考えてよろし

いかということの確認をさせてください。

以上です。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

それでは、２回目のご質問にお答えします。■企画広報課長（武田安仁）

まず、エコツーリズムの推進につきましては、幡多広域観光推進協議会、ちょっと正式名称

は正しいか分かりませんけれども、そういったところで取り組んでいただいておりまして、そ

こへは事前に、こういったことに取り組むことについての了承とか、そういったことまで得て

おりません。

ただ、こういったエコツーリズムを推進していくという市の姿勢を宣言しております。
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また、市の単独としては、例えばトンボ自然公園学遊館とか、修学旅行の誘致でエコツーリ

ズムに位置づけできるような取組もしておりますので、そういったところは、これからも充実

させていくということはあろうかと思います。

それからあとは、本市は、主語の関係で、市全体で取り組んでいくというような内容になっ

ているかということですけれども、これにつきましては、ゼロカーボンでしたら四万十市はで

始まっております。本市はということで今回はさせていただいております。例えば、本市は

何々を推進してまいります、本市は推進していきますというような文言で各段落を締めており

ますけれども、そういう意味では、先ほど言いましたように、本市というものは、庁内だけで

なく、四万十市域全域も含むものとして、私たちは整理しておりますので、そういった意味で

は、市全域で推進してまいりますというような表現でご理解いただけるものとして、文章は構

成しております。

以上でございます。

寺尾真吾議員。■議長（宮﨑 努）

ありがとうございます。■５番（寺尾真吾）

そしたら最後に、エコツーリズムについてもう一度聞きたいと思います。

今のご答弁の中で、エコツーリズムに関しましては、関連事業者との推進に関する同意を

取っていないというふうにお話をされたと思います。本市の気持ちはそうだったとしても、観

光に関わっている方々、もちろんエコツーリズムをされている方々がいらっしゃることは、私

も理解をしていますけども、その点について、いや私たち観光業をやられている方は、そこだ

けじゃないし、またはそっちの方向性じゃないよとかという話が出てくるかもしれません。こ

の宣言文として、やっていきたいからついてきてくださいということは、理解はいたしますが、

場合によっては、地域事業者の方々が、その方向性はないってお示しされたときに、どういう

ふうにそこを調整を図っていくのでしょうか。これ企画なのか、観光商工なのかちょっと分か

りませんけども、ぜひその点についてもう一度ご確認をさせてください。

武田企画広報課長。■議長（宮﨑 努）

３回目の質疑に対してお答えします。■企画広報課長（武田安仁）

ここでの宣言は、一番冒頭で言いましたように、全国的な課題、地域の課題を、特に重要的

に取り組むべきことを明確化して、それに向けては、今まで以上に強力に推進していくという

ことの意思表示です。その中で、もう事業全てを網羅することは当然できません、そういう趣

旨からいいますと。特にこれに賛同していただいて、こういうことに取り組むという事業者で

あれば、市は支援もしますし、一緒になって取り組みましょうという趣旨でございますので、

例えばエコツーリズム、そういったところに新たに今後取り組むとか、今の取組をより充実さ

せるとか、そういうような事業者等に対して一緒になって取り組みましょうというような趣旨

でございますので、そういった市の宣言に沿った趣旨以外のいろんな施策の推進については、
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当然そこはそれぞれの費用対効果も含めて判断して、市がどういった関わりがいいのか、そう

いうところも整理しながら、一緒になって取り組んでいくことにはなろうかと思います。

以上で寺尾真吾議員の質疑を終わります。■議長（宮﨑 努）

他に質疑者はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。よって、これにて質疑を終了いたします。■議長（宮﨑 努）

これより議案及び今期定例会で受理した陳情の委員会付託を行います。

お諮りいたします。

「第35号議案」並びに「議員提出議案第１号」及び「議員提出議案第２号」については、会

議規則第37条第３項の規定により、これを省略したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、「第35号議案」、議員提出議案２件に■議長（宮﨑 努）

関しては、委員会付託を省略することに決しました。

お諮りいたします。

ただいま議題となっております議案及び今期定例会で受理した陳情の委員会付託については、

付託表のとおりそれぞれ所管常任委員会に付託することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、付託表に記載のおりそれぞれの所管常■議長（宮﨑 努）

任委員会に付託することに決しました。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

この後、予算決算常任委員会審査、明日14日は予算決算常任委員会審査、15日、16日は土曜

日、日曜日、17日は予算決算常任委員会審査、18日は午前10時から教育民生常任委員会、午前

11時から産業建設常任委員会、午後１時から総務常任委員会審査、19日は委員会審査結果の取

りまとめのための休会、20日は春分の日、21日金曜日午前10時会議を開きます。

本日はこれにて散会いたします。

どうもご苦労さまでございました。

午前10時26分 散会
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令和７年３月四万十市議会定例会会議録（第19日）

令和７年３月21日（金）

■議事日程

日程第１ 第１号議案から第34号議案まで

第１号議案 専決処分の承認を求めることについて

（令和６年度四万十市一般会計補正予算（第７号））

第２号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について

第３号議案 令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第４

号）について

第４号議案 令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算

（第６号）について

第５号議案 令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予算（第

３号）について

第６号議案 令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１号）

について

第７号議案 令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第４

号）について

第８号議案 令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算（第１

号）について

第９号議案 令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）について

第10号議案 令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について

第11号議案 令和７年度四万十市一般会計予算について

第12号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算について

第13号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算について

第14号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算について

第15号議案 令和７年度四万十市と畜場会計予算について

第16号議案 令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算について

第17号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について

第18号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について

第19号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算について

第20号議案 令和７年度四万十市園芸作物価格安定事業会計予算について

第21号議案 令和７年度四万十市水道事業会計予算について

第22号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計予算について

第23号議案 令和７年度四万十市病院事業会計予算について
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第24号議案 四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正

する条例

第25号議案 四万十市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

第26号議案 四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例

第27号議案 四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の一部を

改正する条例

第28号議案 四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条例

第29号議案 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例

第30号議案 四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例

第31号議案 四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について

第32号議案 動産の買入れについて

第33号議案 四万十市道路線の廃止について

第34号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）について

（各委員長報告、質疑）

日程第２ 第35号議案

第35号議案 監査委員の選任について（田中義造）

議員提出議案第１号及び議員提出議案第２号

議員提出議案第１号 四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する

条例の一部を改正する条例

議員提出議案第２号 四万十市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を

改正する条例

陳情３件

陳情第１－１号 指定避難所の生活水確保について（陳情）

陳情第１－２号 指定避難所の生活水確保について（陳情）

陳情第２号 陳情書 四万十市図書館２階の「郷土資料室」の展示を変えよ

う！

所管事項の調査（令和６年12月定例会より継続調査）

（全員協議会）

（討論、採決）

日程第３ 意見案１件

意見案第１号 公立医療機関等の厳しい経営状況に対する支援策を求める意

見書
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（提案理由の説明）

（討論、採決）

■本日の会議に付した事件

日程第１から日程第３まで

出席議員

１番 鳥 谷 恵 生 ２番 川 村 真 生 ３番 澤良宜 由 美

４番 前 田 和 哉 ５番 寺 尾 真 吾 ６番  瀨 正 明

７番 山 下 幸 子 ８番 上 岡 真 一 ９番 川 渕 誠 司

10番 松 浦 伸 11番 大 西 友 亮 12番 西 尾 祐 佐

13番 谷 田 道 子 14番 山 崎 司 15番 上 岡 正

16番 平 野 正 17番 川 村 一 朗 18番 宮 﨑 努

（なし）欠席議員

出席要求による執行部側出席者職氏名

市 長 中 平 正 宏 副 市 長 田 能 浩 二

総 務 課 長 山 﨑 寿 幸 地震防災課長 遠 近 由 幸

企画広報課長 武 田 安 仁 財 政 課 長 竹 田 哲 也

市民・人権課長 加 用 拓 也 税 務 課 長 山 﨑 行 伸

環境生活課長 山 本 聡 濱 田 英 利子育て支援課長補佐

健康推進課長 竹 本 美 佳 高齢者支援課長 武 内 俊 治

観光商工課長 田 村 典 義 農林水産課長 吉 田 貴 浩

まちづくり課長 佐 川 徳 和 上下水道課長 池 田 哲 也

会計課長補佐 薦 田 則 一 金 子 雅 紀市民病院事務局長

福祉事務所長 渡 辺 和 博 教 育 長 久 保 良 高

学校教育課長 岡 本 寿 明 生涯学習課長 戸 田 裕 介

総合支所長兼 朝比奈 雅 人 稲 田 修西土佐診療所事務局長地域企画課長

産業建設課長 竹 本 志 郎

職務のために議場に出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 原 憲 一 事務局長補佐 岡 村 むつみ

総 務 係 長 土 居 和 博
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午前10時０分 開議

おはようございます。これより本日の会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

～～～～～～～～～～～～～～～

日程第１、「第１号議案」から「第34号議案」までを一括議題といたし■議長（宮﨑 努）

ます。

以上の案件に関し、各委員長の報告を求めます。

先に、寺尾真吾予算決算常任委員長。

おはようございます。■予算決算常任委員長（寺尾真吾）

それでは、予算決算常任委員長報告を行います。

今期定例会において、本委員会に付託を受けました議案24件について、３月13日、14日及び

17日に委員会を開催し審査を行いましたので、その結果について報告いたします。

まず、「第１号議案、専決処分の承認を求めることについて（令和６年度四万十市一般会計

補正予算（第７号））」については、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金給付に係る経

費の補正であり、対象世帯に対しなるべく早期に給付できるよう、早急に給付に係る事務を進

める必要があったため、専決処分としたものとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり承認すべきものと決しました。

次に、「第２号議案、令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について」、「第３

号議案、令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第４号）について」、「第

４号議案、令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第６号）について」、

「第５号議案、令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予算（第３号）につい

て」、「第６号議案、令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１号）につい

て」、「第７号議案、令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第４号）につ

いて」、「第８号議案、令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算（第１号）に

ついて」、「第９号議案、令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）について」、

「第10号議案、令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について」、及び追加提

案された「第34号議案、令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）について」の10件の

議案は、主に決算見込みによる補正と国の補正予算に伴うもの等であるとの説明がございまし

た。

款・項ごとに慎重に審査を行った結果、適当と認め、全会一致でそれぞれ原案のとおり可決

すべきものと決しました。

次に、「第11号議案、令和７年度四万十市一般会計予算について」は、款・項ごとに事業目

的や財源内訳、歳出根拠等について詳細な説明を受け、審査を行いました。

内容は、市制施行20周年記念の各種事業に係る経費や現在の子ども家庭総合支援拠点と子育

て世代包括支援センターの機能を統合し、新たに妊娠期から子供が大人になるまで包括的な支
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援を行うこども家庭センターを開設することに伴う経費、また市内２か所の小児科診療所のう

ち、１か所が本年３月末で閉院することを受け、小児医療体制を維持し、子供が適切な医療を

受けられる環境を確保するため、市内において小児科診療所を新規に開業する場合に費用の一

部を支援するもの、さらには、上限額を110万円から125万円に引き上げる住宅耐震改修工事費

の補助に係る経費など、款・項ごとに事業目的や財源内訳、歳出根拠等について、予算審議に

おける事業説明書も参照しながら詳細な説明を受け、審査を行いました。

委員から、事業の必要性、前年度予算との比較、金額の根拠等について、様々な質疑・意見

が出され、慎重に審査を行いました。

審査終了後に、地元企業に対するセミナーの開催やＤＸ導入等による経営改善支援を実施す

る等の目的で行うイノベーションセンター設置事業について、委員から委員長に対し修正案が

提出をされました。

提出者から、本事業については、審査の際にもかなり質疑があり、執行部から答弁をいただ

いたが、中村商工会議所や各商店街等との情報共有及び市からの説明が不足した状態でのス

タートとなり得ると考えられる。本事業においては、本市事業者等の理解と協力の下、進めて

いくのが本来の姿である。

また、事業の目的や各事業者に対する具体的な支援の内容等についても説明が不十分で不明

瞭である。今回、骨格予算として計上されているものの、勇み足となるのではないかと危惧す

るものであり、現時点において賛同するには合理的理由を欠いてると言わざるを得ない。事業

自体は、今後の本市経済にとって必要かつ重要と認識するため、執行部においては、これらの

点を検討し、必要な準備をした上で、再度議案を提出されることを期待し、今回はイノベー

ションセンター設置及び当該センター設置に伴い配置する地域おこし協力隊に係る経費

2,168万5,000円を減額する修正案を提出するものであるとの説明がございました。

本修正案に対する意見や質疑、質疑に対する答弁を委員間で行い、慎重に審査し、挙手採決

の結果、賛成多数で「第11号議案、令和７年度四万十市一般会計予算について」に対する修正

案は可決すべきものと決し、修正議決した部分を除く原案については、全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決しました。

なお、可決した修正案は、委員会の筆頭である私が提出者となり、賛成者とともに議長に提

出することを確認しました。

次に、「第12号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算について」、「第

13号議案、令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算について」、「第14号議案、

令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算について」、「第15号議案、令和７年度四万十市

と畜場会計予算について」、「第16号議案、令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算に

ついて」、「第18号議案、令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について」、「第19号

議案、令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算について」、「第20号議案、令和７
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年度四万十市園芸作物価格安定事業会計予算について」、「第21号議案、令和７年度四万十市

水道事業会計予算について」、「第22号議案、令和７年度四万十市下水道事業会計予算につい

て」及び「第23号議案、令和７年度四万十市病院事業会計予算について」の11件の議案につい

ても、事業目的や歳出根拠等について説明を受け、慎重に審査を行いました。

審査の結果、適当と認め、全会一致でそれぞれ原案のとおり可決すべきものと決しました。

なお、「第17号議案、令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について」は、挙手採

決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上のとおりご報告いたします。

以上で予算決算常任委員長報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

続いて、瀨正明総務常任委員長。

総務常任委員長報告を行います。■総務常任委員長（瀨正明）

今期定例会において本委員会に付託を受けました議案６件、陳情１件につきまして、３月

18日に委員会を開催しましたので、その結果についてご報告いたします。

まず、「第24号議案、四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条

例」について総務課から説明を受け、審査を行いました。

本議案は、令和６年の人事院勧告等の趣旨に沿って、一般職員の給与表や扶養手当、通勤手

当等の各種手当等について、関連例規８本を一括して改正するものとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第25号議案、四万十市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例」につい

て総務課から説明を受け、審査を行いました。

本議案は、雇用保険等の一部を改正する法律の施行に伴う国の制度改正で、就業促進手当の

見直しが行われることから、これに合わせた所要の改正を行うものとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第27号議案、四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の一部を改正す

る条例」について地震防災課から説明を受け、審査を行いました。

本市消防団は、近年欠員状態が続いている。令和５年度から実施している市消防団と消防署

との協議において、人口減少や少子高齢化等による担い手不足等により、欠員状態の解消は難

しいことが分かってきた。そこで、消防団ＯＢを対象として、非常時の活動のみに出動する機

能別団員制度を導入し、消防団員の欠員状態を一定解消するとともに、災害対応能力を維持す

るため、消防組織法及び地方自治法に基づき、その身分等については、条例で定める必要があ

ることから、所要の改正を行うものとの説明がございました。

委員から、「正規の団員と機能別団員とで身分保障は同じか。」との質疑に対し、「身分は

同じであり、保険等の対象にもなる。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。
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次に、「第29号議案、四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例」につ

いて地域企画課から説明を受け、審査を行いました。

自家用有償旅客運送事業のうち、黒尊線について、現在起点となっている停留所の年間利用

者数は１、２名で、周辺に人家もないことから、起点となる停留所の見直しを行うとともに、

停留所名等の一部見直しを行うものとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第31号議案、四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について」企画広報課から説明を

受け、審査を行いました。

Ｅ「環境」、Ｓ「社会」、Ｇ「管理統制」の３つの分野の課題に対する取組について、これ

まで以上に戦略的かつ強力に推進することで、本市の持続的成長基盤を整備することを目的に

宣言するもので、現在、ＥＳＧ推進宣言登録事業者は存在するが、ＥＳＧ推進宣言をしている

自治体はなく、本市が宣言をすることにより、内外に市の意思表示をし、選ばれる市になるこ

と、また市内事業者も一緒に取り組むことで選ばれる事業者となり、人口減少対策や市内事業

者の人材確保等につなげていきたいと考えている。将来的には、暮らしやすい社会づくりにつ

ながり、事業者にとっては、経営基盤の強化につながるなど、地域の発展に資することができ

るものと考えているとの説明がございました。

委員から、「漠然としているため、明確な目的やビジョンを持ってやっていただきたいと思

うが、そのあたりについての考えは。」との質疑に対し、「一般的に具体的なアクションプラ

ンを整備して宣言することは少ないが、今回は宣言の中で方針を定め、幾つか例も挙げて、よ

り分かりやすくということを意識している。しかし、市民向けには、より分かりやすく情報発

信していくこととし、また具体的なアクションプランについても今後検討し、示していきたい

と考えている。」との答弁がございました。

委員から、意気込みは分かるので、必ず成功させるための努力をお願いしたいとの意見がご

ざいました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第32号議案、動産の買入れについて」財政課から説明を受け、審査を行いました。

購入物件は、スクールミールなかむらみなみの冷凍庫類等の厨房機器設備で、指名競争入札

の結果、契約の相手は、株式会社中西製作所松山営業所で、契約金額は3,051万4,000円とする

ものとの説明がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「陳情受理番号第１－１号、指定避難所の生活水確保について」審査を行いました。

本陳情は、市長宛てにも同様の要望書が提出され、令和６年12月26日付で市長から回答書を

送付していることから、当該回答書の内容についても確認した上で、審査を行いました。

この陳情書は、下田三地区区長会から提出されたもので、その内容は、大規模災害発生時に、
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避難所生活における生活水を確保するため、指定避難所である旧下田中学校周辺にボーリング

調査を実施し、井戸の設置を求めるものでございます。

執行部から出された回答書にあるとおり、下田地区においては、耐震性貯水槽が整備され、

海水や川の水を真水に変える造水機も配置されており、大規模災害時の飲料水確保については、

一定の対策が取られていると考えられる。

一方で、そうした設備の整備ができていない地域もある。こうした状況を踏まえた上で、下

田地区の生活水確保の願意については理解するものの、市全体の防災体制整備を進める中で、

まずは飲料水の確保対策を優先的に進めている執行部の対応に問題はないと考えられるため、

不採択と考える等の意見が出され、挙手採決の結果、賛成少数で不採択すべきものと決しまし

た。

以上のとおり報告いたします。

以上で総務常任委員長報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

続いて、山下幸子産業建設常任委員長。

産業建設常任委員長報告を行います。■産業建設常任委員長（山下幸子）

今期定例会において、本委員会に付託を受けました議案１件、陳情１件につきまして、３月

18日に委員会を開催しましたので、その結果についてご報告をいたします。

まず、「第33号議案、四万十市道路線の廃止について」まちづくり課から説明を受け、審査

を行いました。

蕨岡地区にある当該路線は、昭和61年に市道認定しているが、区域決定及び供用開始するこ

となく現在に至っている。市道認定されたままでは、農道としての補助事業が採択されないこ

とから認定の廃止を求める要望が今回地区から出された。この要望に関して、隣接地権者及び

耕作者全員の同意が確認できたことから、市道認定を廃止するものとのことでございました。

委員から、「農道になったら補助事業ができるのか。」との質疑があり、執行部から、「地

区において導入可能な交付金があることを所管課に確認している。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「陳情受理番号第１－２号、指定避難所の生活水確保について」審査を行いました。

本陳情書は、大規模災害に備え、平野配水池の水を市道馬越平野線まで別バイパスを引くな

ど、大規模災害時に活用できるよう機能の変更を行うことを求め、下田三地区区長会から提出

されたものでございます。

本件につきましては、まず所管である上下水道課に現状を説明いただき、委員間で協議をい

たしました。平野配水池は、平成12年度に建設され、配水池から旧下田中学校構内に設置して

いる耐震性貯水槽までの配水管は、平成13年度から平成14年度に耐震適合管を布設し、耐震化

している。このため、大規模災害時には、下田地区耐震性貯水槽は、平野配水池から水の供給

が可能となっており、現状では、別バイパス等による機能の変更は必要ない状況であるが、平
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野配水池の水源である百笑水源から平野配水池までの管路の耐震化が完了していないため、今

後も基幹管路の耐震化に継続して取り組んでいく。

また、下田地区耐震性貯水槽には、6,000人を想定し、発災時において３日間生きていくた

めに必要最小限の水量を確保しているとの説明がございました。

委員から、下田地区耐震性貯水槽には、発災時等に必要となる水量以上の水が確保できるた

め、現段階で別バイパスを引く必要はないと考える等の意見が出されました。

挙手採決の結果、賛成少数で不採択すべきものと決しました。

以上のとおり報告をいたします。

以上で産業建設常任委員長報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

続いて、谷田道子教育民生常任委員長。

教育民生常任委員長報告を行います。■教育民生常任委員長（谷田道子）

今期定例会において、本委員会に付託を受けました議案３件及び陳情１件につきまして、３

月18日に委員会を開催しましたので、その結果についてご報告いたします。

初めに、「第26号議案、四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例」について市民・人権課から説明を受け、審査を行いました。

令和２年４月施行の条例改正において、市長特認に行っていた未使用地の返還について、許

可から１年以内の返還に限り、永代使用料等全額返還することとし、対象者へ文書による通知

を行っていた。当該経過措置の期間中に未使用地を返還した17名に対して永代使用料等の還付

を行ったが、令和３年４月１日以降に未使用地を返還した者から、１年間の経過措置を認知し

ておらず、永代使用料等の還付を受けることができると思っていたとの訴えがあり、当時の事

務処理を確認したところ、市の事務処理や説明に配慮が欠けていたと判断し、該当者と令和２

年４月１日の前日までに使用許可を受けたが、現在も未使用である者を対象に、改めて１年間

の期間を設けて未使用地の返還に伴う永代使用料等の還付措置を行うため、所要の改正を行う

ものとのことでございました。

委員から、「２回目の経過措置となったが、今回限りの措置となるように対応するのか。」

との質疑があり、執行部から、「今回の経過措置では、全ての対象者に対して書面で使用の意

思を確認することとしており、再度の経過措置は行わない。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第28号議案、四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条例」につ

いて高齢者支援課から説明を受け、審査を行いました。

地域包括支援センターの設置運営に係る国通知の一部改正に伴い、市が設置する地域包括支

援センター運営協議会に関する規定を改正する必要が生じたことから条例の一部を改正する。

現在、当該運営協議会に関する規定は、主に条例に定めているが、国からの通知等に伴う改正

に柔軟に対応するため、条例から所掌事務等を削り、規則において各種規定を設けることとし、
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所要の改正を行うものとのことでございました。

委員から、「これまで条例に規定したものを規則で規定するとのことであるが、新たな規則

は準備しているのか。」との質疑があり、執行部から、「今回の条例の一部改正と同時に規則

の一部改正も施行できるよう準備を進めている。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「第30号議案、四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例」について高齢者支援課から説明を受け、審査を行いました。

地域包括支援センターの職員確保が困難な状況に柔軟に対応するため、介護保険法施行規則

が改正され、地域包括支援センター運営協議会が必要と認める場合は、常勤換算の方法によっ

て、パートタイムで勤務する職員を人員配置の基準に含めることが可能となったことから、所

要の改正を行う。また、条例へ規定する必要がない項を削るとのことでございました。

委員からは、「常勤換算適用前後における職員の配置状況について。」質疑があり、執行部

から、「本市は国が定める基準では合計５名の職員配置が必要となるが、既に６名のフルタイ

ム勤務職員が配置されており、常勤換算によりパートタイム勤務職員を換算に含めた場合、７

名の配置となる。」との答弁がございました。

審査の結果、適当と認め、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、「陳情受理番号第２号、四万十市図書館２階の「郷土資料室」の展示を変えよう！」

について審査を行いました。

本陳情書は、図書館の郷土資料室の改善を希望する市民の会から提出されたもので、郷土資

料室の展示内容について、現在の幸徳秋水に特化した資料の展示から、郷土の歴史・文化を紹

介する展示への変更を要望するものとなっている。

委員からは、展示内容が幸徳秋水のみであることに違和感がある。展示内容の変更に賛成す

る。郷土資料室は、幸徳秋水墓前祭の参加者が立ち寄る場となっている。展示内容は変更せず、

郷土博物館や廃校舎等を活用した郷土の資料の展示を検討してはどうか。郷土資料室は、図書

館の奥にあり、展示の効果に疑問を感じる。郷土資料室には、郷土の歴史・文化に興味を持つ

きっかけとなる資料を展示し、深く学習する場合、郷土博物館等を案内してはどうか等、様々

な意見がありました。

挙手採決の結果、賛成多数で採択すべきものと決しました。

以上のとおりご報告いたします。

以上で教育民生常任委員長報告を終わります。■議長（宮﨑 努）

これにて各委員長報告を終わります。

これより各委員長の報告に対する質疑に入ります。

質疑者は挙手により議長の許可を得て発言願います。

質疑者はありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。よって、各委員長の報告に対する質疑を終了いた■議長（宮﨑 努）

します。

～～～～～～～～～～～～～～～

寺尾真吾議員外１名から、「第11号議案、令和７年度四万十市一般会計■議長（宮﨑 努）

予算について」修正案が提出されております。

本修正案を議題といたします。

直ちに修正案の提案理由の説明を求めます。

寺尾真吾議員。

それでは、「第11号議案、令和７年度四万十市一般会計予算について」■５番（寺尾真吾）

に対する修正案の提案理由を説明いたします。

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ256億7,200万円のところ、2,168万5,000円を減額し、

総額を256億5,031万5,000円とするものです。

歳出、２款総務費、１項総務管理費、16目情報化推進費を４億2,313万3,000円からイノベー

ションセンター設置の1,712万9,000円及び地域おこし協力隊455万6,000円を減額するものです。

本議案における産業イノベーションセンターについては、中村商工会議所や各商店街、各業

界の企業等との情報共有や説明が不足した状態でのスタートとなっています。事業自体は、今

後の四万十市経済にとって重要かつ必要なものであることを認識しながらも、本市の事業者の

理解と協力の下で進めていくのが本来の姿ではないかと考えます。そのため、骨格予算に位置

づけられた当初の一般会計予算において計上されることに勇み足となり得る危惧を感じます。

これまでにも不十分ながらも必要であるとの理由で議会判断をしたことから、混乱を招いた事

例があることを考えますと、今回の骨格予算において賛同するには合理的な理由を欠くと言わ

ざるを得ないです。先ほど述べたとおり、本事業が四万十市の経済活性化につながることを期

待し、執行部にはこれらの点を再度検討された上で、再度議案上程されることを期待して、

「第11号議案」の修正の提案をいたします。

以上で修正案の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

これより修正案に対する質疑に入ります。

質疑者は挙手により議長の許可を得て発言願います。

質疑者はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。よって、修正案に対する質疑を終了いたします。■議長（宮﨑 努）

お諮りいたします。

日程第１に日程第２、日程第３を追加し、一括議題としたいと思います。これにご異議あり

ませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、日程第１に日程第２、日程第３を追加■議長（宮﨑 努）

し、一括議題といたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

お諮りいたします。■議長（宮﨑 努）

これより意見調整のため全員協議会を開きたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、これより意見調整のため、全員協議会■議長（宮﨑 努）

を開きます。

本会議を暫時休憩いたします。

午前10時34分 休憩

午後３時30分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。■議長（宮﨑 努）

お諮りいたします。

調整済みの議案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、調整済みの議案については、討論を省■議長（宮﨑 努）

略し、直ちに採決することに決しました。

「第11号議案、令和７年度四万十市一般会計予算について」に対する修正案について、電子

表決による採決を行います。

お諮りいたします。

本修正案のとおり決することについて賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対のボ

タンを押してください。

（電子表決）

表決漏れはありませんか。■議長（宮﨑 努）

（「なし」と呼ぶ者あり）

表決漏れなしと認め、採決を確定します。■議長（宮﨑 努）

（賛否表明）

賛成多数であります。よって、本修正案は可決いたしました。■議長（宮﨑 努）

ただいま「第11号議案、令和７年度四万十市一般会計予算について」に対する修正案は可決

されましたので、修正議決した部分を除く原案について採決を行います。

お諮りいたします。

「第11号議案」の修正議決した部分を除くその他の部分について原案のとおり決することに
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ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、修正議決した部分を除くその他の部分■議長（宮﨑 努）

は原案のとおり可決いたしました。

次に、「第17号議案、令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について」電子表決に

よる採決を行います。

お諮りいたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対のボタン

を押してください。

（電子表決）

表決漏れはありませんか。■議長（宮﨑 努）

（「なし」と呼ぶ者あり）

表決漏れなしと認め、採決を確定いたします。■議長（宮﨑 努）

（賛否表明）

賛成多数であります。よって、本案は原案のとおり可決いたしました。■議長（宮﨑 努）

続きまして、「第２号議案、令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について」、

「第３号議案、令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第４号）について」、

「第４号議案、令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第６号）につい

て」、「第５号議案、令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予算（第３号）に

ついて」、「第６号議案、令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１号）につ

いて」、「第７号議案、令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第４号）に

ついて」、「第８号議案、令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算（第１号）

について」、「第９号議案、令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）について」、

「第10号議案、令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について」、「第12号議

案、令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算について」、「第13号議案、令和７年

度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算について」、「第14号議案、令和７年度四万十

市後期高齢者医療会計予算について」、「第15号議案、令和７年度四万十市と畜場会計予算に

ついて」、「第16号議案、令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算について」、「第

18号議案、令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について」、「第19号議案、令和７年

度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算について」、「第20号議案、令和７年度四万十市園

芸作物価格安定事業会計予算について」、「第21号議案、令和７年度四万十市水道事業会計予

算について」、「第22号議案、令和７年度四万十市下水道事業会計予算について」、「第23号

議案、令和７年度四万十市病院事業会計予算について」、「第24号議案、四万十市職員の勤務

時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例」、「第25号議案、四万十市職員の退職手
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当に関する条例の一部を改正する条例」、「第26号議案、四万十市立墓地の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例」、「第27号議案、四万十市消防団員の定数、任免、服務等に

関する条例の一部を改正する条例」、「第28号議案、四万十市地域包括支援センター設置条例

の一部を改正する条例」、「第29号議案、四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改

正する条例」、「第30号議案、四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例」、「第31号議案、四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定につ

いて」、「第32号議案、動産の買入れについて」、「第33号議案、四万十市道路線の廃止につ

いて」、「第34号議案、令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）について」、以上

31件を一括して採決いたします。

以上の案件の委員長報告はいずれも可決であります。委員長報告のとおり決することにご異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、以上31件の議案は委員長報告のとおり■議長（宮﨑 努）

可決いたしました。

次に、「第１号議案、専決処分の承認を求めることについて（令和６年度四万十市一般会計

予算（第７号））」を採決いたします。

本案の委員長報告は承認であります。委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり承認いたし■議長（宮﨑 努）

ました。

続いて、「第35号議案、監査委員の選任について」、同意を求める者は田中義造氏を採決い

たします。

お諮りいたします。

本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり同意いたしました。■議長（宮﨑 努）

続いて、「議員提出議案第１号、四万十市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

の一部を改正する条例」及び「議員提出議案第２号、四万十市議会の個人情報の保護に関する

条例の一部を改正する条例」を一括採決いたします。

いずれも原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、以上２件の議案は原案のとおり可決い■議長（宮﨑 努）

たしました。

次に、今期定例会で受理した陳情３件の決定を行います。
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まず、「陳情受理番号第２号、四万十市図書館２階の「郷土資料室」の展示を変えよう！」

については、討論を行います。

先に、原案に反対の議員。

川渕誠司議員。

「陳情第２号」につきまして反対の討論を行います。■９番（川渕誠司）

私は、２つの点で反対をいたします。

１点目は、本陳情の主題は、四万十市立図書館の郷土資料室の展示を変更することです。

しかし、趣旨に述べられている偉人の貢献を広く市民・子供たちに伝えていかなければなり

ませんということについては、私も賛同をいたします。

しかし、その方法は様々考えられ、郷土資料室の展示の変更に限定した陳情には賛成できま

せん。

様々というのは、例えば学校や学級が多く訪問をしている郷土博物館での展示が考えられま

す。子供たちにとって静かでいること、静粛が求められる図書館よりも、あっ、こんな人もい

るんだ、あんな人もいるんだと声を出しながら展示物を見るほうが楽しいんです。それには、

博物館が適しています。実際、博物館の前身であります郷土資料館では、樋口真吉・木戸

明・安岡良亮・間崎滄浪等の常設の展示コーナーがあったというふうに聞いております。ほか

にも休校の空き教室の利用も考えられます。

また、人がたくさん訪れるという点では、しまんとぴあの活用はどうでしょう。毎日のよう

に中学生や高校生が訪れております。

もう一つ、学校教育課が新年度に小学校３・４年生の社会科学習や総合的な学習等で使用す

る社会科副読本を新たに更新するとのことです。編集委員会を発足してこれから資料収集を行

うということになっていますので、ここにも反映できる道があるのではないかと思います。デ

ジタル版の副読本で、子供たちみんなが見て、学習できるものになると思います。このように

様々ありますので、そこはやはり生涯学習課がどの方法がよいのかっていうのを選ぶ、そうい

う幅が私は必要だと思います。

２点目は、陳情の文言にあります。

これは、この中村の地の発展に寄与してきた多くの偉人というところがあります。

さらに、真実、中村の地の発展に寄与した人物の資料を展示とあります。ここには西土佐の

人物とか歴史とかというものが、文章上、除外されています。この内容を、この文言ならば、

議会として私は採択すべきではないというふうに考えます。

以上の２点から、「陳情第２号」には反対をいたします。各議員のご賛同をよろしくお願い

をいたします。

次に、原案に賛成の議員。■議長（宮﨑 努）

寺尾真吾議員。
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それでは、「陳情受理番号第２号、四万十市図書館２階の「郷土資料■５番（寺尾真吾）

室」の展示を変えよう！」に賛成する者として討論を行います。

平成22年から15年、この四万十市庁舎が新設されてから、郷土資料室は幸徳秋水を主軸とし

た展示のまま15年間変わっていません。ですので、まずもって私は四万十市のため、様々な市

民のために今の郷土資料室には自由に展示が変えられる、そのような変化が必要だと考えてい

ます。

どのような変化がと言いますと、郷土資料室が、四万十市の偉人たちをはじめ、郷土の文化

や風習、伝統的な地域の祭り、遺物など、四万十市の歴史に関する様々なことが大人から子供

たちまで分かりやすく伝わる展示場所となってほしいと願ってやみません。

そしてこれは、郷土資料室の在り方として、全国的に見ても一般的な姿です。先日の教育民

生常任委員会でこの陳情案件について審査がされたときに、郷土資料室の来訪者数について問

われた際に、執行部からは、ＰＲ不足もあり来訪者は少ない旨の発言もありました。私は、年

間約10万人も訪れる図書館において、郷土資料室への来訪が少ないと言わざるを得ない状況を

好転させ、市民が郷土に愛着と誇りが感じられる、そんな郷土資料室になってほしいのです。

そのためにも15年間もの間、変わっていない現状に対して、今変化が必要です。例えば、郷土

資料室に、四万十市内、西土佐から中村まである重要文化的景観の沈下橋を伝え、今もなお生

活道としても大切な橋を守っていくべき気持ちの醸成に寄与しましょう。四万十市の様々な偉

人に興味を持てるきっかけとなるような、小学生でも分かる展示を行い、深い学びは博物館で

機会の提供ができるようにしましょう。郷土の様々な資料が展示できる、何物にも偏らず、公

正で自由な展示ができる郷土資料室にしましょう、私はそのように考えております。

最後に、本陳情書の文章は、私が望む郷土資料室の在り方において、確かに制限がかかった

ような表現もあります。

しかし、この陳情書は、提出するに当たり行われた分野別意見交換では、陳情書提出をした

方々から、私が述べたような変化を望んでいることを参加された議員皆さんで確認をしている

と考えています。

また、本陳情書の本意の確認も個人的に行い、提出者の本意と私の考えが一致していること

も確認を取っております。ゆえに、私は本陳情書に賛成をいたします。議員各位のご賛同をど

うぞよろしくお願いいたします。

次に、原案に反対の議員。■議長（宮﨑 努）

松浦 伸議員。

それでは、私は、「陳情受理番号第２号」につきまして反対の立場で討■10番（松浦 伸）

論させていただきたいと思います。

先ほど寺尾議員から賛成の理由等聞かせていただきました。確かに分野別の中ではよく分か

るお話しで、私もぜひ同意したいなというふうに考えておりましたが、今回提出されました陳
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情書、やはり私もこの文言といいますか、文面に納得いってない部分があります。

まず１つは、川渕議員もおっしゃられておりましたが、この中村の地の発展に寄与してきた

多くの偉人がおられますという点についてです。

川渕議員も申されましたように、西土佐地域にも偉人と呼ばれる方たちはおられると思いま

す。少し西土佐村史を調べてみますと、十数名の方の名前が載っております。村史については、

そこまで詳しく内容は書かれていなかったわけでありますが、例えば例を挙げさせていただき

ますと、井上伊之助さんという方が、1882年から1966年までご活躍されておられたようであり

まして、この方は、台湾でキリスト教の伝道に尽力されて、さらにその地で医療活動等を通じ

て少数民族の支援等に生涯をささげられた、そのような人物もおられるようであります。

やはりこの中村の地の発展というところは、四万十市の発展というところに私は変えていた

だきたい、そのように考えております。

そして、まだ歴史が浅いので偉人とまだ呼べないかもしれませんが、上岡 正議員の一般質

問の中でも市長のお父さんのお話がございました。私も近所ですので非常に仲よくさせていた

だきましたが、本当に市長のお父さんも西土佐地域のために大変強いリーダーシップの下、発

展に寄与された方だというふうに私は認識しております。

そしてもう一点、文章を読まさせていただきますと、人物の偉人の方に対しての資料等を展

示してほしいというふうに捉えることもできます。分野別の中では、赤鉄橋の100周年の話

だったり、そういうお話もあったんですが、この文面からは、そういうことが感じられないと

いうふうに考えております。

寺尾議員の説明の中では、歴史であったり文化・風習、そういった言葉も出てきましたが、

この文面からはそういったところが感じ取られることができない、そのように考えております。

そのようなことから、分野別の内容での陳情書ということであれば、ぜひ私も賛成したかった

わけでございますが、この文面を見て賛成か反対かと言われると、賛成しづらいというところ

が私の意見でございます。どうか議員各位の皆様のご判断をよろしくお願い申し上げます。

次に、原案に賛成の議員。■議長（宮﨑 努）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、原案に反対の議員。■議長（宮﨑 努）

（「なし」と呼ぶ者あり）

他に討論はありませんか。■議長（宮﨑 努）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で討論を終了いたします。■議長（宮﨑 努）

これより本陳情について電子表決による採決を行います。

お諮りいたします。

「陳情受理番号第２号、四万十市図書館２階の「郷土資料室」の展示を変えよう！」の教育
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民生常任委員長報告は採択です。

本陳情を採択とすることについて賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対のボタン

を押してください。

（電子表決）

表決漏れはございませんか。■議長（宮﨑 努）

（「なし」と呼ぶ者あり）

表決漏れなしと認め、採決を確定いたします。■議長（宮﨑 努）

（賛否表明）

賛成多数であります。よって、本陳情は採択と決しました。■議長（宮﨑 努）

次に、「陳情受理番号第１－１号、指定避難所の生活水確保について」電子表決による採決

を行います。

本陳情の総務常任委員長報告は不採択です。

お諮りいたします。

本陳情を採択とすることについて賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員を反対のボタン

を押してください。

（電子表決）

表決漏れはありませんか。■議長（宮﨑 努）

（「なし」と呼ぶ者あり）

表決漏れなしと認め、採決を確定いたします。■議長（宮﨑 努）

（賛否表名）

賛成少数であります。よって、本陳情は不採択と決しました。■議長（宮﨑 努）

次に、「陳情受理番号第１－２号、指定避難所の生活水確保について」電子表決による採決

を行います。

本陳情の産業建設常任委員長報告は不採択です。

お諮りいたします。

本陳情を採択とすることについて賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対のボタン

を押してください。

（電子表決）

小休にします。■議長（宮﨑 努）

午後３時53分 小休

午後３時53分 正会

正会にいたします。■議長（宮﨑 努）

表決漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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表決漏れなしと認め、採決を確定いたします。■議長（宮﨑 努）

（電子表決）

賛成少数であります。よって、本陳情は不採択と決しました。■議長（宮﨑 努）

次に、令和６年12月定例会より継続調査の所管事項について決定を行います。

所管事項の調査については、各常任委員長報告並びに議会運営委員長報告は継続調査であり

ます。

以上、各委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、所管事項の調査については各委員長報■議長（宮﨑 努）

告のとおり決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～

日程第３、「意見案第１号」を議題といたします。■議長（宮﨑 努）

初めに、「意見案第１号、公立医療機関等の厳しい経営状況に対する支援策を求める意見

書」について提案理由の説明を求めます。

鳥谷恵生議員。

それでは、私のほうから、公立医療機関等の厳しい経営状況に対する支■１番（鳥谷恵生）

援策を求める意見書の趣旨説明をさせていただきます。

読み上げにて失礼いたします。

現在、医療機関の経営は非常に厳しい状況に置かれています。令和６年に診療報酬改定が行

われたが、人材確保に向けた処遇改善への対応が十分に反映されていないことに加えて、最近

の原材料費や輸送費などの急激な物価高騰のため、全国的に病院経営が難しくなってきており、

昨年、倒産や休廃業となった医療機関が過去最多となっております。

そうした中、本市においても、四万十市立市民病院の経営状況は慢性的に逼迫しており、今

議会でも３億円の長期貸付けの予算議案が提出されています。

また、地域に寄り添い、市民ニーズに応えて地域医療を支えている市内の民間病院、診療所

においても、厳しい経営状況であるとの声が多数聞こえております。

こうした状況が続けば、地域で必要とされる診療が困難となるばかりか、地域全体の医療体

制が崩壊し、住民の生命と健康が脅かされる事態も懸念されます。

よって、国におかれては、下記の支援策を早急に検討・実施し、地方の公立医療機関などが、

医療サービスを持続的に提供できる支援体制を構築されるよう強く要請するものであります。

１つ、医療機関の経営安定化を図るため、診療報酬について、物価・賃金上昇に適切に対応

できる仕組みを導入すること。

２つ、救急医療などの地域に不可欠な医療サービスを提供する医療機関に対しては、診療報

酬の引上げでもなお十分に対応できていない部分は、補助金などへの反映など支援策を講じる
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こと。

３つ、公立医療機関の経営基盤を強化、地域医療を持続させるため、不採算医療、政策医療

に対する地方交付税単価の引上げなど、地方財政措置を拡充すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。

以上で提案理由の説明を終わります。■議長（宮﨑 努）

お諮りいたします。

「意見案第１号」については、質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、「意見案第１号」については、質疑、■議長（宮﨑 努）

委員会付託を省略し、直ちに採決することに決しました。

お諮りいたします。

「意見案第１号」は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、「意見案第１号」は原案のとおり可決■議長（宮﨑 努）

いたしました。

お諮りいたします。

ただいま意見案が議決されましたが、その条項・字句・数字その他整理を要するものについ

ては、その整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

ご異議なしと認めます。よって、整理を要するものについては、その整■議長（宮﨑 努）

理を議長に委任することに決しました。

以上で今期定例会に付議されました事件は全て議了いたしました。

閉会前に市長より挨拶の申出があります。お聞き取り願います。

中平市長。

令和７年３月市議会定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。■市長（中平正宏）

３月３日に開会しました本議会は、専決処分の承認１件、補正予算９件、当初予算13件、条

例議案７件、その他の議案３件、さらに追加議案２件の計35件につきまして慎重審議の上、そ

れぞれ適切なご決定を賜り大変ありがとうございました。

さて、今議会開会中にとてもうれしいニュースが入ってまいりました。「しまんとリバーベ

キュープロジェクト」メンバーで、道の駅よって西土佐職員の川井集平さんが、３月中旬にア

メリカ・テキサスで行われたステーキコンテスト世界大会「ＳＣＡワールドチャンピオンシッ

プ」において第２位という快挙を成し遂げました。アメリカ各州やヨーロッパ・ドイツ・オー
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ストラリアなど、世界20か国以上から参加する世界大会に、日本代表「ステーキジャパン」の

メンバーとして参戦し、昨年はアジア人初のファイナル進出、今年も連年のファイナル進出を

果たし、見事２位に輝きました。この結果は、バーベキューの聖地化を目指して取り組んでい

る西土佐地域のみならず、四万十市全体を世界に発信することができ、バーベキューを通じた

世界的なネットワークの構築、今後のさらなるインバウンド需要の高まり、欧米を中心とした

観光誘客に大いに期待をするところでございます。今期で勇退をする朝比奈支所長のバーベ

キューに対する熱い思い、また西土佐愛が一定の形となりました。これが大輪の花となるか、

一過性の花で終わるかは、地域の力、そして行政の真の力が問われると思います。私も５月以

降、一民間人として応援をしたいと考えるところでもございます。

議会開会時に申し上げましたが、本議会は私にとりまして、西土佐村議会のときから98回目

の任期最後の定例会でありました。

また、副市長の４年間、そして四万十市長としての12年間、大変皆様にはお世話になりまし

た。

私は、市の将来像である「人が輝き 夢が生まれる 悠久と躍動のまち 四万十市」の実現

を目指し、全力で各施策の推進に取り組んでまいりました。

また、最後の４年間の任期におきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の徹

底と経済活動の再生をはじめ、生活インフラの整備促進、教育の充実、少子化対策と子育て支

援、健康づくりの推進、産業振興計画の推進、拠点都市機能の充実及び令和時代を担う人材の

育成の７つの政策に重点を置き、市政運営に当たってまいりました。

やはり現在の一番の課題は、私は少子化対策、そして南海トラフ地震対策や近年の異常気象

による洪水あるいは線状降水帯の対策であろうと思います。そのほかにも市民病院、診療所の

維持発展、地域経済の活性化や道路・上下水道などの基盤整備、教育現場への支援や子育て世

代へのサポートなど、多くの課題がございます。ただ全てを行うのは、ＡＩが幾ら発達したと

しても人であり、次世代を担う人材育成など、地域の持続的な発展に向けた取組は、今後も最

重要な課題であると考えております。議員各位におかれましても、引き続きのご支援、ご協力

を賜りますようお願いをいたします。

また、今月末で勇退される市管理職の皆さんにおかれましては、旧中村市・旧西土佐村の時

代から長きにわたり、産業の振興や福祉の向上、そして教育の推進など、数多くの市政・村政

の発展にご尽力を賜り、心より感謝申し上げます。

４月からは、新しい生活がそれぞれに始まりますが、何とぞご健康にはご留意をされ、これ

からも四万十市政を大所高所から末永くご支援賜りたいと存じます。どうも長い間お疲れさま

でございました。

平成17年４月10日、職務執行者として四万十市役所に来て以来、また副市長の４年間、市長

としての12年間、都合16年間、多くの皆様に支えられながら市政運営を行ってこられたことに
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心より感謝を申し上げます。議員の皆様そして市民の皆様そして職員の皆様とともに歩んでき

たこの道は、私にとりまして大変貴重な経験であり、私のかけがえのない財産でもございます。

これまでもそしてこれからも四万十市が四国の西南の中心であり、幡多地方の中心であり、よ

りよい未来へ進むことを心より期待し、願っております。

結びに当たりまして、議員各位の今後ますますのご活躍を心よりご祈念申し上げ、閉会のご

挨拶といたします。

本日は本当にありがとうございました。また、お世話になりました。

以上で市長の挨拶を終わります。■議長（宮﨑 努）

これにて、令和７年３月四万十市議会定例会を閉会いたします。

連日どうもご苦労さまでございました。

午後４時４分 閉会

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

四万十市議会議長

四万十市議会副議長

四万十市議会議員

四万十市議会議員
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令和７年３月定例会議案等付託表

１ 議案

付託委員会 議案番号 件 名

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度四万十市
第１号議案

一般会計補正予算（第７号））

第２号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について

令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第
第３号議案

４号）について

令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算
第４号議案

（第６号）について

令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予算
第５号議案

（第３号）について

令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１
第６号議案

号）について

令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第
第７号議案

４号）について

令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算（第
第８号議案

予算決算常任委員会 １号）について

令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）につい
第９号議案

て

令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）につい
第10号議案

て

第11号議案 令和７年度四万十市一般会計予算について

第12号議案 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算について

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算につ
第13号議案

いて

第14号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算について

第15号議案 令和７年度四万十市と畜場会計予算について

第16号議案 令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算について

第17号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について

第18号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について

第19号議案 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算について
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付託委員会 議案番号 件 名

第20号議案 令和７年度四万十市園芸作物価格安定事業会計予算について

第21号議案 令和７年度四万十市水道事業会計予算について

予算決算常任委員会 第22号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計予算について

第23号議案 令和７年度四万十市病院事業会計予算について

第34号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）について

四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改
第24号議案

正する条例

第25号議案 四万十市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の一部
第27号議案

を改正する条例
総務常任委員会

四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条
第29号議案

例

第31号議案 四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について

動産の買入れについて～令和７年度スクールミールなかむら
第32号議案

みなみ厨房機器設備～

産業建設常任委員会 第33号議案 四万十市道路線の廃止について

四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
第26号議案

る条例

四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条
教育民生常任委員会 第28号議案

例

四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準
第30号議案

を定める条例の一部を改正する条例



- 315 -

２ 陳情等（文書表）

受理 付 託
受理年月日 件 名 陳 情 者 要 旨

番号 委員会

四万十市 南海トラフ地震等の大規模災害発生時

下田三地区 に、避難所生活における生活水を確保す

区長会 るため、次のとおり陳情する。

代表 １．指定避難所である旧下田中学校周辺

尾﨑 進 にボーリング調査を実施し、井戸を設置
指定避難所

水戸区長 すること。
の生活水確

1‐1 ６.12.２ 尾﨑 進 総務
保について

串江区長
（陳情）

坂 純治

松ノ山区長

樋口裕保

下田区長

宮﨑啓介

四万十市 南海トラフ地震等の大規模災害発生時

下田三地区 に、避難所生活における生活水を確保す

区長会 るため、次のとおり陳情する。

代表 ２．平野配水池の水を大規模災害に備

尾﨑 進 え、市道馬越平野線まで別バイパスを引
指定避難所

水戸区長 くなど、大規模災害時に活用できるよう
の生活水確

1－2 ６.12.２ 尾﨑 進 機能の変更を行うこと。 産建
保について

串江区長
（陳情）

坂 純治

松ノ山区長

樋口裕保

下田区長

宮﨑啓介
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受理 付 託
受理年月日 件 名 陳 情 者 要 旨

番号 委員会

四万十市 本市の図書館の郷土資料室は、完成時か
陳情書

図書館の郷 ら幸徳秋水資料室となっているが、幸徳
四万十市図

土資料室の 秋水も含め、この地の発展に寄与した偉
書館２階の

改善を希望 人の資料室とするよう、展示の変更を願
２ ７.２.18 「郷土資料 教民

する市民の うもの。
室」の展示

会
を 変 え よ

代表
う！

寺尾敏夫
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委 員 会 審 査 報 告 書（№２）

令和７年３月17日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

予算決算常任委員長 寺 尾 真 吾

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度四万
第１号議案 原案承認

十市一般会計補正予算（第７号））

第２号議案 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について 原案可決

令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算
第３号議案 原案可決

（第４号）について

令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正
第４号議案 原案可決

予算（第６号）について

令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予
第５号議案 原案可決

算（第３号）について

令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第
第６号議案 原案可決

１号）について

令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算
第７号議案 原案可決

（第４号）について

令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算
第８号議案 原案可決

（第１号）について

令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）に
第９号議案 原案可決

ついて

令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）に
第10号議案 原案可決

ついて

令和７年度四万十市一般会計予算について 修正可決

第11号議案 令和７年度四万十市一般会計予算についてに対する修正
修正案可決

案
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議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算につ
第12号議案 原案可決

いて

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算
第13号議案 原案可決

について

第14号議案 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算について 原案可決

第15号議案 令和７年度四万十市と畜場会計予算について 原案可決

第16号議案 令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算について 原案可決

第17号議案 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について 原案可決

第18号議案 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について 原案可決

令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算につ
第19号議案 原案可決

いて

令和７年度四万十市園芸作物価格安定事業会計予算につ
第20号議案 原案可決

いて

第21号議案 令和７年度四万十市水道事業会計予算について 原案可決

第22号議案 令和７年度四万十市下水道事業会計予算について 原案可決

第23号議案 令和７年度四万十市病院事業会計予算について 原案可決

令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）につい
第34号議案 原案可決

て
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令和７年３月18日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

総務常任委員長  瀨 正 明

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部
第24号議案 原案可決

を改正する条例

四万十市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
第25号議案 原案可決

条例

四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の
第27号議案 原案可決

一部を改正する条例

四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正す
第29号議案 原案可決

る条例

第31号議案 四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について 原案可決

動産の買入れについて ～令和７年度スクールミールな
第32号議案 原案可決

かむらみなみ厨房機器設備～

２ 陳情等

受理 委員会
受理年月日 件 名 陳 情 者 審査の結果

番号 の要旨

指定避難所の生活水確保 下田三地区区長会
1‐1 ６.12.２ 不 採 択

について（陳情） 代表 尾﨑 進
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令和７年３月18日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

産業建設常任委員長 山 下 幸 子

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

第33号議案 四万十市道路線の廃止について 原案可決

２ 陳情等

受理 委員会
受理年月日 件 名 陳 情 者 審査の結果

番号 の要旨

指定避難所の生活水確保 下田三地区区長会
1‐2 ６.12.２ 不 採 択

について（陳情） 代表 尾﨑 進
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令和７年３月18日

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

教育民生常任委員長 谷 田 道 子

委員会審査報告書

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１ 議案

議案番号 件 名 審査の結果 議決の理由

四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改
第26号議案 原案可決

正する条例

四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正す
第28号議案 原案可決

る条例

四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する
第30号議案 原案可決

基準を定める条例の一部を改正する条例

２ 陳情等

受理 委員会
受理年月日 件 名 陳 情 者 審査の結果

番号 の要旨

陳情書 図書館の郷土資料室の改善

四万十市図書館２階の を希望する市民の会
２ ７.２.18 採 択

「郷土資料室」の展示を 代表 寺尾敏夫

変えよう！
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所 管 事 項 調 査 報 告 書

付託年月日 付託委員会 調 査 事 項 調査結果

１ 一般行政事務機構の研究について

２ 市財政内容並びに公有財産の管理運営について
４.４.26 総 務 継続調査

３ 非常備消防施設の整備状況について

４ 南海地震対策、防災対策事業の推進について

１ 商工業者の近代化促進について

２ 農林水産業振興の基礎調査について

３ 農林道等の整備状況について

４ 観光産業開発の基礎調査について
４.４.26 産 業 建 設 継続調査

５ 市道等の維持管理について

６ 都市計画事業の推進について

７ 上水道事業の管理運営について

８ 下水道事業の推進について

１ 教育施設の管理運営について

２ 環境衛生施設等の整備について

４.４.26 教 育 民 生 ３ 病院事業の管理運営について 継続調査

４ 福祉厚生施設の整備充実について

５ 保育事業の管理運営について

１ 議会の運営について
４.４.26 議 会 運 営 継続調査

２ 議会の会議規則、委員会条例等について
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意見案第１号

公立医療機関等の厳しい経営状況に対する支援策を求める意見書

公立医療機関等の厳しい経営状況に対する支援策を求める意見書を別紙のとおり提出します。

令和７年３月12日

提出者 四万十市議会議員 鳥 谷 恵 生

賛成者 〃 寺 尾 真 吾

〃 山 崎 司

〃 平 野 正

〃 山 下 幸 子

〃 上 岡 正

〃 前 田 和 哉

〃 澤良宜 由 美

〃 川 村 真 生

〃 松 浦 伸

〃 谷 田 道 子

〃 川 渕 誠 司

〃 大 西 友 亮

〃 西 尾 祐 佐

〃 川 村 一 朗

〃  瀨 正 明

四万十市議会議長 宮 﨑 努 様

公立医療機関等の厳しい経営状況に対する支援策を求める意見書（案）

現在、医療機関の経営は非常に厳しい状況に置かれている。令和６年に診療報酬改定が行われたが、

人材確保に向けた処遇改善への対応が十分に反映されていないことに加えて、最近の原材料費や輸送

費などの急激な物価高騰のため、全国的に病院経営が難しくなってきており、昨年、倒産や休廃業と

なった医療機関が過去最多となっている。

そうした中、本市においても、四万十市立市民病院の経営状況は慢性的にひっ迫しており、今議会

でも３億円の長期貸付の予算議案が提出されている。また、地域に寄り添い、市民ニーズに応えて地

域医療を支えている市内の民間病院、診療所においても厳しい経営状況であるとの声が多数聞こえる。

こうした状況が続けば、地域で必要とされる診療が困難となるばかりか、地域全体の医療体制が崩

壊し、住民の生命と健康が脅かされる事態も懸念される。
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よって、国におかれては、下記の支援策を早急に検討・実施し、地方の公立医療機関等が、医療サ

ービスを持続的に提供できる支援体制を構築されるよう強く要請するものである。

記

１ 医療機関の経営安定化を図るため、診療報酬について、物価・賃金上昇に適切に対応できる仕組

みを導入すること。

２ 救急医療などの地域に不可欠な医療サービスを提供する医療機関に対しては、診療報酬の引上げ

でもなお十分に対応できていない部分は、補助金等への反映など支援策を講じること。

３ 公立医療機関の経営基盤を強化、地域医療を持続させるため、不採算医療、政策医療に対する地

方交付税単価の引き上げ等、地方財政措置を拡充すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和７年３月 日

高知県四万十市議会

議長 宮 﨑 努

（提出先）

衆議院議長 様

参議院議長 様

内閣総理大臣 様

総務大臣 様

財務大臣 様

厚生労働大臣 様
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議 決 結 果 一 覧 表

令和７年３月定例会提出議案

議案
件 名 議決年月日 結 果

番号

専決処分の承認を求めることについて
１ ７.３.21 原案承認

（令和６年度四万十市一般会計補正予算（第７号））

２ 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について 〃 原案可決

令和６年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第４
３ 〃 〃

号）について

令和６年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算
４ 〃 〃

（第６号）について

令和６年度四万十市奥屋内へき地出張診療所会計補正予算（第
５ 〃 〃

３号）について

令和６年度幡多公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１号）
６ 〃 〃

について

令和６年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第４
７ 〃 〃

号）について

令和６年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算（第１
８ 〃 〃

号）について

９ 令和６年度四万十市水道事業会計補正予算（第４号）について 〃 〃

10 令和６年度四万十市病院事業会計補正予算（第３号）について 〃 〃

令和７年度四万十市一般会計予算について 〃 修正可決

11 令和７年度四万十市一般会計予算についてに対する修正案（寺
〃 修正案可決

尾真吾ほか１名）

12 令和７年度四万十市国民健康保険会計事業勘定予算について 〃 原案可決

令和７年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定予算につい
13 〃 〃

て

14 令和７年度四万十市後期高齢者医療会計予算について 〃 〃

15 令和７年度四万十市と畜場会計予算について 〃 〃

16 令和７年度幡多公設地方卸売市場事業会計予算について 〃 〃

17 令和７年度四万十市鉄道経営助成基金会計予算について 〃 〃

18 令和７年度幡多中央介護認定審査会会計予算について 〃 〃
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議案
件 名 議決年月日 結 果

番号

19 令和７年度四万十市介護保険会計保険事業勘定予算について ７.３.21 原案可決

20 令和７年度四万十市園芸作物価格安定事業会計予算について 〃 〃

21 令和７年度四万十市水道事業会計予算について 〃 〃

22 令和７年度四万十市下水道事業会計予算について 〃 〃

23 令和７年度四万十市病院事業会計予算について 〃 〃

四万十市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正
24 〃 〃

する条例

25 四万十市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃

四万十市立墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
26 〃 〃

条例

四万十市消防団員の定数、任免、服務等に関する条例の一部を
27 〃 〃

改正する条例

28 四万十市地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条例 〃 〃

29 四万十市生活交通バス事業に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃

四万十市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を
30 〃 〃

定める条例の一部を改正する条例

31 四万十市ＥＳＧ推進都市宣言の制定について 〃 〃

32 動産の買入れについて 〃 〃

33 四万十市道路線の廃止について 〃 〃

34 令和６年度四万十市一般会計補正予算（第９号）について 〃 〃

35 監査委員の選任について（田中義造） 〃 原案同意

令和７年３月定例会で受理した陳情

議案
件 名 議決年月日 結 果

番号

１－１ 指定避難所の生活水確保について ７.３.21 不 採 択

１－２ 指定避難所の生活水確保について 〃 〃

２ 四万十市図書館２階の「郷土資料室」の展示を変えよう！ 〃 採 択
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令和６年12月定例会より継続の所管事項調査

委員
件 名 議決年月日 結 果

会名

総務 所管事項の調査 ７.３.21 継続調査

産建 所管事項の調査 〃 〃

教民 所管事項の調査 〃 〃

議運 所管事項の調査 〃 〃

意見案

意見案
件 名 議決年月日 結 果

番号

公立医療機関等の厳しい経営状況に対する支援策を求める意見

１ 書 ７.３.21 原案可決

提出者 鳥 谷 恵 生ほか15名
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